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議 長 あ い さ つ

軽井沢町議会議長　市　村　　守

平成30年度は、議員任期4年目で議会として、また議員それぞれ
の立場でのまとめの年となり、委員会活動も定めたテーマの完結に向
け、先進地視察や関係者との懇談会、研修会等を活発に行い、条例改
正案や提言書の提出にたどり着いた事項など、以前から継続して取り
組んでおります議会改革が、徐々にではありますが、内容充実に向かっ
て進んだものと考えております。
主なものとして、5月に第4回目の「議会改革シンポジウムin長野」
を松本市で、第3回に続いて軽井沢町議会が中心となり、近年話題と
なっています「議員のなり手不足」を主なテーマとして、先進的に取
り組んでいる議会の事例発表や大学教授、知識経験者を招いての意見
交換等を開催しました。
総務常任委員会では、公の施設の指定管理者を選定する選定委員に、
高い透明性を確保するため、副町長や町職員だけでなく外部の知識経
験者を加える条例改正案を提出し可決しました。
社会常任委員会では、軽井沢病院の課題解消に向け、医師確保やス
タッフの長期任用、病床利用率の向上など病院の経営に関する提言書
を町長に提出しました。
広報広聴常任委員会では、全国の議会広報研修会等への参加研修を
重ね、議会だよりモニターの意見を踏まえ一層わかりやすく、親しん
でもらえる紙面づくりに努力しています。
議会とまちづくりを語る会につきましても、今後も地域などの課題
や要望等の広聴にも努めて参ります。
予算決算常任委員会では、評価対象とした事業を中心に審査し、そ
の評価結果を拡充・計画維持・改善と区分して意見・要望を町長に提
出しております。
議会活性化特別委員会では、開かれた議会の一貫として、昨年に続
いて本会議場を開放し、「太々神楽」鑑賞会を開催いたしました。また
町内各小学校に出向いて主に6年生の皆さんに、議会の仕事や役割を
説明し、「軽井沢の好きなところは」などのテーマで意見交換も行いま
した。
31年度は6月にG20関係閣僚会合が開催されます。国際的な会議

の開催は会議都市構想を推進する軽井沢町にとって、大きな意味を持
つもので、会議の成功を願うものであります。
近年、多くの自治体で議員のなり手不足が深刻化しております。当
議会としても改革を進め課題の解消に努めるとともに、町民の代表で
ある議員、そして議会の役割を十分に認識し、議員力、議会力の向上
を図り、行政と向き合い、さらなる福祉向上に繋がるよう考えており
ます。町民の皆様には、今後とも議会に対しましてご指導のほどよろ
しくお願い申し上げます。

議　長　市村　守

副議長　佐藤　敏明
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軽井沢町議会議員名簿

（平成30年12月31日　現在）

職　　業電　　話党　　派生年月日住　　　　　　所氏　　名議
席

講　 師45-1567無 所 属S48.7.30大字長倉3892-7寺 田 和 佳 子１

自 営 業42-3692無 所 属S42.4.10大字軽井沢1323-440押 金　 洋 仁３

自 営 業45-3431無 所 属S29.3.13大字軽井沢1256-68利 根 川 泰 三４

無　 職42-7823無 所 属S28.2.26大字軽井沢674栁 澤　 信 介５

農　 業45-8210無 所 属S26.1.22大字長倉4744遠 山　 隆 雄６

自 営 業45-7312無 所 属S45.1.11大字長倉296-3横 須 賀 桃 子７

無　 職46-2135公 明 党S37.3.16大字長倉4280-5川 島 さ ゆ り８

自 営 業45-5327無 所 属S32.9.7中軽井沢4-1土 屋　 好 生９

会 社 員42-2965無 所 属S32.6.19軽井沢1-12佐 藤　 幹 夫10

農　 業45-6737無 所 属S25.7.7大字長倉1609-1市 村　 守11

会社役員48-1011無 所 属S25.5.5大字発地1398-84佐 藤　 敏 明12

会社役員44-3212無 所 属S15.9.22大字長倉3428-213大 浦　 洋 介13

無　 職45-8646日本共産党S20.5.1大字長倉4763土 屋　 浄14

無　 職48-2530公 明 党S17.12.10大字軽井沢1047-58篠 原　 公 子15

自 営 業45-1813無 所 属S24.10.4大字追分570内 堀　 次 雄16

　　　※平成30年12月25日　西　千穂議員　辞職

軽井沢町議会委員会名簿

（平成30年12月31日　現在）

議長　　市　村　　守　　　　　　副議長　　佐　藤　敏　明

押 金 洋 仁土 屋 好 生○内 堀 次 雄◎議 会 運 営 委 員 会
（５名）

議　

運 川　島　さゆり遠 山 隆 雄

利根川　泰　三（副委員長欠員）○土 屋 好 生◎

総 務 常 任 委 員 会
（７名）

常　

任　

委　

員　

会

土 屋　 浄川　島　さゆり栁 澤 信 介

市 村　 守内 堀 次 雄

寺　田　和佳子横須賀　桃　子○遠 山 隆 雄◎

社 会 常 任 委 員 会
（８名）

大 浦 洋 介佐 藤 幹 夫押 金 洋 仁

佐 藤 敏 明篠 原 公 子

寺　田　和佳子佐 藤 幹 夫○大 浦 洋 介◎

予算決算常任委員会
（１４名）

栁 澤 信 介利根川　泰　三押 金 洋 仁

川　島　さゆり横須賀　桃　子遠 山 隆 雄

土 屋　 浄佐 藤 敏 明土 屋 好 生

内 堀 次 雄篠 原 公 子

栁 澤 信 介横須賀　桃　子○押 金 洋 仁◎

広報広聴常任委員会
（７名）

佐 藤 幹 夫川　島　さゆり遠 山 隆 雄

内 堀 次 雄

押 金 洋 仁寺　田　和佳子○川　島　さゆり◎
議 会 活 性 化
特 別 委 員 会

（７名）

特
別
委
員
会

土 屋 好 生横須賀　桃　子利根川　泰　三

佐 藤 敏 明

◎印……委員長　　　○印……副委員長
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特
別
委
員
会
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（平成30年12月31日　現在）
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土屋　好生　　（１名欠員）２軽 井 沢 町 公 共 下 水 道 事 業 審 議 会 委 員

篠原　公子１軽 井 沢 町 社 会 福 祉 協 議 会 理 事
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市村　　守１公 益 財 団 法 人 軽 井 沢 大 賀 ホ ー ル 評 議 員
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平成30年 第１回軽井沢町議会定例会1月第1回会議
２９軽井沢町告示第４４号

開議時間内　　容会議名曜日月　日

午後２時会期の決定、議案の上程、提案説明、質疑、討論、
表決本会議金１月12日

付 議 事 件
審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決１／12即　決軽井沢町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正について　　　　　　　

議　 案
第１号

原案可決１／12即　決平成２９年度軽井沢町一般会計補正予算（第５号）議　 案
第２号

原案可決１／12即　決平成２９年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計
補正予算（第４号）                         

議　 案
第３号

平成30年１月12日に招集された会議において、平成30年第１回定例会の会期は12月21日
までの344日間となりました。
なお、１月第１回会議は会議期間１日の日程で開催し、提出された議案は、条例の一部改正１
件、補正予算２件で原案どおり可決しました。

○特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例
町エコツーリズム推進協議会を新たに設置することから、該当委員の報酬を新たに規定す
る改正を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

○平成29年度補正予算
【一般会計補正予算（第５号）】
歳出　戸籍住民基本台帳費3,000円の増、エコツーリズム推進事業経費９万7,000円の増

【国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）】
　　　84,000円追加　総額34億2,096万6,000円
歳入　療養給付費負担金（国庫）６万円の増、普通調整交付金（国庫）１万3,000円の増他
歳出　一般被保険者高額介護合算療養費19万円の増、国保税還付金及び加算金40万円の増

１ 月 会 議 解 説

平成30年 第１回軽井沢町議会定例会３月会議
開議時間内　　容会議名曜日月　日

午前１０時議案の上程、提案説明本会議木３月　１日

午前１０時代表質問・一般質問本会議月３月　５日

午後１０時一般質問本会議火３月　６日

午前１０時議案質疑・議案付託本会議
水３月　７日

午前11時10分広報広聴常任委員会委員会

午前１０時議会活性化特別委員会委員会木３月　８日

午前１０時社会常任委員会委員会金３月　９日

午前１０時総務常任委員会委員会月３月１２日

午前１０時予算決算常任委員会（補正予算）委員会火３月１３日

午前９時30分予算決算常任委員会（新年度予算）委員会水３月１４日

午前９時30分予算決算常任委員会（新年度予算）委員会木３月１５日

午前９時30分予算決算常任委員会（新年度予算）委員会金３月１６日

午前１０時委員長報告、表決本会議火３月２０日

付 議 事 件
審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決３／２０総務常任委員会長野県町村公平委員会共同設置規約の変更について議　 案
第４号

原案可決３／２０社会常任委員会軽井沢町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に
関する基準等を定める条例の制定について

議　 案
第５号

原案可決３／２０社会常任委員会軽井沢町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正について

議　 案
第６号

原案可決３／２０総務常任委員会軽井沢町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
について

議　 案
第７号

原案可決３／２０総務常任委員会軽井沢町職員の育児休業等に関する条例の一部改正に
ついて

議　 案
第８号

原案可決３／２０総務常任委員会軽井沢町町税条例の一部改正について議　 案
第９号

原案可決３／２０社会常任委員会軽井沢町介護保険条例の一部改正について議　 案
第10号

原案可決３／２０社会常任委員会軽井沢町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例等の一部改正について

議　 案
第11号

原案可決３／２０社会常任委員会軽井沢町国民健康保険税条例の一部改正について議　 案
第12号
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関する基準等を定める条例の制定について

議　 案
第５号

原案可決３／２０社会常任委員会軽井沢町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正について

議　 案
第６号

原案可決３／２０総務常任委員会軽井沢町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
について

議　 案
第７号

原案可決３／２０総務常任委員会軽井沢町職員の育児休業等に関する条例の一部改正に
ついて

議　 案
第８号

原案可決３／２０総務常任委員会軽井沢町町税条例の一部改正について議　 案
第９号

原案可決３／２０社会常任委員会軽井沢町介護保険条例の一部改正について議　 案
第10号

原案可決３／２０社会常任委員会軽井沢町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例等の一部改正について

議　 案
第11号

原案可決３／２０社会常任委員会軽井沢町国民健康保険税条例の一部改正について議　 案
第12号
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審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決３／２０社会常任委員会軽井沢町後期高齢者医療に関する条例の一部改正につ
いて

議　 案
第13号

原案可決３／２０総務常任委員会軽井沢町都市公園条例の一部改正について議　 案
第14号

原案可決３／２０総務常任委員会軽井沢町消防団員等公務災害補償条例の一部改正につ
いて

議　 案
第15号

原案可決３／２０社会常任委員会平成２９年度国補西部小学校トイレ改修工事請負契約
の締結について

議　 案
第16号

原案可決３／２０総務常任委員会軽井沢処理区施設長寿命化事業委託に関する変更協定
の締結について

議　 案
第17号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町一般会計補正予算（第６号）議　 案
第18号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計
補正予算（第５号）

議　 案
第19号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第３号）議　 案
第20号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町公共下水道事業特別会計補正予
算（第４号）

議　 案
第21号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計補正
予算（第３号）

議　 案
第22号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第３
号）

議　 案
第23号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町訪問看護事業特別会計補正予算
（第３号）

議　 案
第24号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第４号）

議　 案
第25号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会
計補正予算（第３号）

議　 案
第26号

修 正 案
否　　決３／２０議案第２７号平成３０年度軽井沢町一般会計予算に対す

る修正案
議　 員
動　 議

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町一般会計予算議　 案
第27号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計
予算

議　 案
第28号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町駐車場特別会計予算議　 案
第29号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町公共下水道事業特別会計予算議　 案
第30号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計予算議　 案
第31号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町介護保険特別会計予算議　 案
第32号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町訪問看護事業特別会計予算議　 案
第33号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計予算議　 案
第34号

審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町水道事業会計予算議　 案
第35号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会
計予算

議　 案
第36号

報　告専決処分の報告について（平成２９年度町単雲場池整備
工事変更請負契約の締結について）

報　 告
第１号

報　告
専決処分の報告について（普通財産からの倒木による
家屋損傷に係る損害賠償の額を定めること及びこれに
伴う和解について）

報　 告
第２号

報　告専決処分の報告について（平成２９年度町単離山公園落
石防護柵設置工事変更請負契約の締結について）

報　 告
第３号

原案可決３／２０即　決議員派遣について

平成30年３月会議は、３月１日に再開し、会議期間は３月20日までの20日間の日程で開催し
ました。提出された議案は、条例の制定１件、条例の一部改正10件、規約の変更１件、契約の締
結１件、変更協定の締結１件、補正予算９件、新年度予算10件を可決し、報告３件を受けました。
　
○規約の変更
・長野県町村公平委員会共同設置規約の変更
長野県町村公平委員会の構成団体となっている白馬山麓環境施設組合が、平成30年４月１

日より白馬山麓事務組合に名称変更することに伴い改正を行うものです。

○条例の制定
・指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例
介護保険法の改正により、保険者機能の強化という観点から、市町村による介護支援専門
員の支援を充実することを目的として、居宅介護支援事業者の指定権限が都道府県から市町
村に移譲されることに伴い本条例を制定するものです。

○条例の一部改正
・特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例
軽井沢町いのち支える自殺対策推進協議会を新たに設置することから、当該委員の報酬を
新たに規定する改正を行うものです。
・一般職の職員の給与に関する条例
長野県人事委員会の勧告に基づき、長野県の一般職の職員の給与に関する条例及び特別職
の職員の給与に関する条例が改正されたことから、当町における関係条例の給料表、扶養手
当及び勤勉手当並びに期末手当の改正を行うものです。
・職員の育児休業等に関する条例
地方公務員の育児休業等に関する法律が改正されたことに伴い、育児を行う非常勤職員の
職業生活と家庭生活の両立を一層容易にするため、これまで最長で１歳６カ月まで取得でき

３ 月 会 議 解 説
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審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決３／２０社会常任委員会軽井沢町後期高齢者医療に関する条例の一部改正につ
いて

議　 案
第13号

原案可決３／２０総務常任委員会軽井沢町都市公園条例の一部改正について議　 案
第14号

原案可決３／２０総務常任委員会軽井沢町消防団員等公務災害補償条例の一部改正につ
いて

議　 案
第15号

原案可決３／２０社会常任委員会平成２９年度国補西部小学校トイレ改修工事請負契約
の締結について

議　 案
第16号

原案可決３／２０総務常任委員会軽井沢処理区施設長寿命化事業委託に関する変更協定
の締結について

議　 案
第17号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町一般会計補正予算（第６号）議　 案
第18号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計
補正予算（第５号）

議　 案
第19号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第３号）議　 案
第20号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町公共下水道事業特別会計補正予
算（第４号）

議　 案
第21号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計補正
予算（第３号）

議　 案
第22号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第３
号）

議　 案
第23号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町訪問看護事業特別会計補正予算
（第３号）

議　 案
第24号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第４号）

議　 案
第25号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会
計補正予算（第３号）

議　 案
第26号

修 正 案
否　　決３／２０議案第２７号平成３０年度軽井沢町一般会計予算に対す

る修正案
議　 員
動　 議

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町一般会計予算議　 案
第27号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計
予算

議　 案
第28号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町駐車場特別会計予算議　 案
第29号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町公共下水道事業特別会計予算議　 案
第30号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計予算議　 案
第31号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町介護保険特別会計予算議　 案
第32号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町訪問看護事業特別会計予算議　 案
第33号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計予算議　 案
第34号

審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町水道事業会計予算議　 案
第35号

原案可決３／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会
計予算

議　 案
第36号

報　告専決処分の報告について（平成２９年度町単雲場池整備
工事変更請負契約の締結について）

報　 告
第１号

報　告
専決処分の報告について（普通財産からの倒木による
家屋損傷に係る損害賠償の額を定めること及びこれに
伴う和解について）

報　 告
第２号

報　告専決処分の報告について（平成２９年度町単離山公園落
石防護柵設置工事変更請負契約の締結について）

報　 告
第３号

原案可決３／２０即　決議員派遣について

平成30年３月会議は、３月１日に再開し、会議期間は３月20日までの20日間の日程で開催し
ました。提出された議案は、条例の制定１件、条例の一部改正10件、規約の変更１件、契約の締
結１件、変更協定の締結１件、補正予算９件、新年度予算10件を可決し、報告３件を受けました。
　
○規約の変更
・長野県町村公平委員会共同設置規約の変更
長野県町村公平委員会の構成団体となっている白馬山麓環境施設組合が、平成30年４月１
日より白馬山麓事務組合に名称変更することに伴い改正を行うものです。

○条例の制定
・指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例
介護保険法の改正により、保険者機能の強化という観点から、市町村による介護支援専門
員の支援を充実することを目的として、居宅介護支援事業者の指定権限が都道府県から市町
村に移譲されることに伴い本条例を制定するものです。

○条例の一部改正
・特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例
軽井沢町いのち支える自殺対策推進協議会を新たに設置することから、当該委員の報酬を
新たに規定する改正を行うものです。
・一般職の職員の給与に関する条例
長野県人事委員会の勧告に基づき、長野県の一般職の職員の給与に関する条例及び特別職
の職員の給与に関する条例が改正されたことから、当町における関係条例の給料表、扶養手
当及び勤勉手当並びに期末手当の改正を行うものです。
・職員の育児休業等に関する条例
地方公務員の育児休業等に関する法律が改正されたことに伴い、育児を行う非常勤職員の
職業生活と家庭生活の両立を一層容易にするため、これまで最長で１歳６カ月まで取得でき

３ 月 会 議 解 説
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ていた育児休業を子の養育の事情を考慮してさらに６カ月間延長し、２歳まで育児休業を取得
できるようにする改正を行うものです。
・町税条例
税の公平性の観点から、固定資産税に係る前納報奨金の交付率を100分の0.3から100分

の0.1に改正を行うものです。
・介護保険条例
３年ごとの介護保険事業計画の改定に伴い、平成30年度から平成32年度までの介護保険
料を定めるもの並びに介護保険法及び介護保険法施行規則の一部改正法令が公布され、保険
料算定に係る基準所得金額及び罰則規定を改正するもののほか、保険料率の軽減賦課に関す
る特例の適用年度について改正を行うものです。
・指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等
介護人材確保等のため、指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準、

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予
防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等の一部改正省令が公
布され、当該各省令を基準として定める本条例の改正を行うものです。
・国民健康保険税条例
平成27年５月に成立した持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一

部を改正する法律により、都道府県が財政運営の責任主体となり、市町村ごとの国民健康保
険事業費納付金を決定することとともに、市町村は保険税を賦課徴収し都道府県に納付金を
納める仕組みへ見直されたことから、長野県が関与する旨の規定を加える等の改正を行うも
のです。
・後期高齢者医療に関する条例
持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律により、
住所地特例の適用を受けて従前の住所地の被保険者とされている者が75歳到達等により後
期高齢者医療に加入した場合には、特例を引き継ぎ、従前の住所地の後期高齢者医療広域連
合の被保険者になることとされることに伴い、当該被保険者等から保険料を徴収するための
改正を行うものです。
・都市公園条例
都市公園法施行令が一部改正され、都市公園全体の敷地面積に対する運動施設の敷地面積
の割合の上限について、同令に規定する割合を参酌すべき基準として地方公共団体が定める
条例に委任されたことから、本条例において当該割合の上限を定める改正を行うものです。
・消防団員等公務災害補償条例
非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部を改正する政令が公布され、
非常勤消防団員等に対する損害補償の補償基礎額への加算額について改正を行うものです。

○契約の締結
・平成29年度国補西部小学校トイレ改修工事請負契約の締結
改修後の台数は、１階が洋式大便器19台、和式大便器１台、小便器18台で、合計38台と
なり、多目的トイレは、保健室前に男女各１台を設置。２階は洋式大便器が12台、和式大便
器が１台、小便器が12台で、合計25台となり、多目的トイレは、特別教室棟男子トイレに
新たにトイレブースを設けて１台設置するものです。

契約の金額　　8,121万6,000円

契約の相手方　　笹沢建設株式会社
工　　　　期　　平成30年3月30日

○変更協定の締結
・軽井沢処理区施設長寿命化事業委託に関する変更協定の締結
全ての製品が受注生産であることから機器製作に約４カ月の不測の日数を要することから、
平成29年度事業費の一部を来年度へ繰り越し、日本下水道事業団において機器類の発注等、
事業進捗により事業費の抑制が図られたため、協定額を減額するものです。

変更後の協定額　　２億円
協定の相手方　　日本下水道事業団
完　成　期　限　　平成30年７月31日

○平成29年度補正予算
【一般会計（第６号）】
４億6,990万円増額　　総額143億7,299万円

　歳入　個人町民税現年度課税分１億円の増、社会資本整備総合交付金１億4,116万1,000円
の減、さわやか軽井沢ふるさと基金３億867万5,000円の増　他

歳出　財政調整基金・元金分３億円の増、さわやか軽井沢ふるさと基金・元金分３億867万
5,000円の増、下水道建設工事基金・元金分３億8,000万円の増　他

【国民健康保険事業勘定特別会計（第５号）】
8,814万円減額　　総額33億3,283万円
歳入　国庫支出金療養給付費負担金2,441万9,000円の減、国庫支出金普通調整交付金2,000

万円の減　他
歳出　後期高齢者支援金3,133万円の減、保険財政共同安定化事業拠出金3,207万6,000円

の減　他

【駐車場特別会計（第３号）】
99万9,000円増額　　総額１億4,780万3,000円
歳入　駐車場使用料100万円の増　他
歳出　町営駐車場草刈委託15万円の減、駐車場内看板等整備工事14万円の減　他

【公共下水道事業特別会計（第４号）】
4,493万9,000円減額　　総額７億6,748万1,000円
歳入　一般会計繰入金5,000万円の減他
歳出　軽井沢処理区管路施設工事710万円の減、軽井沢処理区支障木伐採等委託300万円の

減　他

【農業集落排水事業特別会計（第３号）】
181万6,000円減額　　総額6,048万6,000円
歳入　一般会計繰入金200万円の減　他
歳出　発地処理区処理場施設修繕工事53万2,000円の減　他
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ていた育児休業を子の養育の事情を考慮してさらに６カ月間延長し、２歳まで育児休業を取得
できるようにする改正を行うものです。

・町税条例
税の公平性の観点から、固定資産税に係る前納報奨金の交付率を100分の0.3から100分
の0.1に改正を行うものです。

・介護保険条例
３年ごとの介護保険事業計画の改定に伴い、平成30年度から平成32年度までの介護保険
料を定めるもの並びに介護保険法及び介護保険法施行規則の一部改正法令が公布され、保険
料算定に係る基準所得金額及び罰則規定を改正するもののほか、保険料率の軽減賦課に関す
る特例の適用年度について改正を行うものです。
・指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等
介護人材確保等のため、指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準、

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予
防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等の一部改正省令が公
布され、当該各省令を基準として定める本条例の改正を行うものです。

・国民健康保険税条例
平成27年５月に成立した持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一

部を改正する法律により、都道府県が財政運営の責任主体となり、市町村ごとの国民健康保
険事業費納付金を決定することとともに、市町村は保険税を賦課徴収し都道府県に納付金を
納める仕組みへ見直されたことから、長野県が関与する旨の規定を加える等の改正を行うも
のです。

・後期高齢者医療に関する条例
持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律により、

住所地特例の適用を受けて従前の住所地の被保険者とされている者が75歳到達等により後
期高齢者医療に加入した場合には、特例を引き継ぎ、従前の住所地の後期高齢者医療広域連
合の被保険者になることとされることに伴い、当該被保険者等から保険料を徴収するための
改正を行うものです。
・都市公園条例
都市公園法施行令が一部改正され、都市公園全体の敷地面積に対する運動施設の敷地面積

の割合の上限について、同令に規定する割合を参酌すべき基準として地方公共団体が定める
条例に委任されたことから、本条例において当該割合の上限を定める改正を行うものです。

・消防団員等公務災害補償条例
非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部を改正する政令が公布され、

非常勤消防団員等に対する損害補償の補償基礎額への加算額について改正を行うものです。

○契約の締結
・平成29年度国補西部小学校トイレ改修工事請負契約の締結
改修後の台数は、１階が洋式大便器19台、和式大便器１台、小便器18台で、合計38台と

なり、多目的トイレは、保健室前に男女各１台を設置。２階は洋式大便器が12台、和式大便
器が１台、小便器が12台で、合計25台となり、多目的トイレは、特別教室棟男子トイレに
新たにトイレブースを設けて１台設置するものです。

契約の金額　　8,121万6,000円

契約の相手方　　笹沢建設株式会社
工　　　　期　　平成30年3月30日

○変更協定の締結
・軽井沢処理区施設長寿命化事業委託に関する変更協定の締結
全ての製品が受注生産であることから機器製作に約４カ月の不測の日数を要することから、
平成29年度事業費の一部を来年度へ繰り越し、日本下水道事業団において機器類の発注等、
事業進捗により事業費の抑制が図られたため、協定額を減額するものです。

変更後の協定額　　２億円
協定の相手方　　日本下水道事業団
完　成　期　限　　平成30年７月31日

○平成29年度補正予算
【一般会計（第６号）】
４億6,990万円増額　　総額143億7,299万円

　歳入　個人町民税現年度課税分１億円の増、社会資本整備総合交付金１億4,116万1,000円
の減、さわやか軽井沢ふるさと基金３億867万5,000円の増　他

歳出　財政調整基金・元金分３億円の増、さわやか軽井沢ふるさと基金・元金分３億867万
5,000円の増、下水道建設工事基金・元金分３億8,000万円の増　他

【国民健康保険事業勘定特別会計（第５号）】
8,814万円減額　　総額33億3,283万円
歳入　国庫支出金療養給付費負担金2,441万9,000円の減、国庫支出金普通調整交付金2,000

万円の減　他
歳出　後期高齢者支援金3,133万円の減、保険財政共同安定化事業拠出金3,207万6,000円

の減　他

【駐車場特別会計（第３号）】
99万9,000円増額　　総額１億4,780万3,000円
歳入　駐車場使用料100万円の増　他
歳出　町営駐車場草刈委託15万円の減、駐車場内看板等整備工事14万円の減　他

【公共下水道事業特別会計（第４号）】
4,493万9,000円減額　　総額７億6,748万1,000円
歳入　一般会計繰入金5,000万円の減他
歳出　軽井沢処理区管路施設工事710万円の減、軽井沢処理区支障木伐採等委託300万円の

減　他

【農業集落排水事業特別会計（第３号）】
181万6,000円減額　　総額6,048万6,000円
歳入　一般会計繰入金200万円の減　他
歳出　発地処理区処理場施設修繕工事53万2,000円の減　他
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【介護保険特別会計（第３号）】
9,563万8,000円減額　　総額15億435万9,000円
歳入　国庫支出金調整交付金3,015万9,000円の減、支払基金交付金介護給付費交付金1,803

万円の減　他
歳出　居宅介護計画給付費負担金660万円の減、介護予防給付費負担金1,100万円の減　他

【訪問看護事業特別会計（第３号）】
100万円減額　　総額4,925万5,000円
歳入　訪問看護費収入100万円の減
歳出　臨時職員賃金422万円の減　他

【後期高齢者医療特別会計（第４号）】
45万9,000円減額　　総額２億8,847万2,000円
歳入　事務費繰入金45万9,000円の減
歳出　印刷製本費５万9,000円の減、事務費負担金40万円の減

【病院事業会計（第３号）】
事業収益　１億6,822万円の減額　　　資本的収入500万円の減額
事業費用　１億3,203万円の減額　　　資本的支出823万円の減額

○平成30年度各会計予算
10会計の予算総額は、211億9,849万円

【一般会計】
126億5,000万円
歳入　町税関係89億9,980万円、性質別構成比では自主財源108億932万円（85.4％）、依

存財源18億4,068万円（14.6％）
歳出　都市デザイン室計画推進事業1,690万円、太陽光発電システム導入促進事業1,600万

円、風越公園屋外テニスコート整備事業9,000万円、遊歩道整備事業1,000万円、鳥
獣対策事業5,205万円、町道借宿バイパス線新設改良事業３億8,953万円、長倉佐倉
線新設改良事業4,300万円、町内循環バス運行事業5,380万円、しなの鉄道増便事業
負担金1,500万円、路面除雪事業3,080万円、グリーンベルト設置工事2,000万円、
運転経歴証明書交付手数料補助タクシー利用券給付事業220万円、防災行政無線（同
報系）デジタル化事業１億219万円、消防団車両等更新事業2,690万円、６次産業化
推進事業4,210万円、雲場池整備事業6,150万円、健康づくり事業5,413万円、成人
保健事業5,076万円、感染症予防事業4,774万円、すこやかお出かけ利用券（温泉券）
給付事業2,380万円、母子保健事業2,906万円、西地区児童館太陽光発電整備事業1,180
万円、小・中学校ＩＣＴ環境整備工事１億1,700万円、信大・東大連携協定事業地域
課題研究寄附講座開設5,000万円、ウィスラー市姉妹提携20周年記念事業700万円、
軽井沢夏期大学100周年記念事業920万円、英語指導助手配置事業1,799万円、「軽井
沢彫」特別企画展76万円、室生犀星記念館他改修工事3,880万円、人権総合計画・男

女共同参画策定事業932万円、さわやか軽井沢交流会653万円、多世代同居支援補助
事業2,500万円、議会運営事業１億2,584万円、岩手県大槌町災害復興委託事業500
万円、コンビニ交付事業4,790万円、旅券発給事業94万円　他

【国民健康保健事業勘定特別会計】
27億2,125万円
歳入　国民健康保険税６億8,277万円、県支出金17億5,823万9,000円　他
歳出　国民健康保険事業費納付金８億5,115万円、保険給付費17億7,470万2,000円　他

【駐車場特別会計】
１億3,609万円
歳入　駐車場使用料 1億3,200万円、前年度繰越金400万円　他
歳出　駐車場整備基金8,708万2,000円　他

【公共下水道事業特別会計】
８億2,174万円
歳入　下水道使用料 ２億9,200万円、一般会計繰入金３億9,300万円　他
歳出　軽井沢処理区長寿命化工事委託8,800万円、軽井沢処理区浄化管理センター他維持管

理業務委託6,760万円　他

【農業集落排水事業特別会計】
6,068万円
歳入　施設使用料816万5,000円、繰入金5,100万円　他
歳出　発地処理区施設維持管理委託777万6,000円、発地処理場施設修繕工事600万円　他

【介護保険特別会計】　
15億114万5,000円
歳入　介護保険料３億6,280万円、支払基金交付金３億6,530万1,000円　他
歳出　居宅介護サービス給付費５億5,200万円、施設介護サービス給付費３億2,640万円　

他

【訪問看護事業特別会計】
4,200万円
歳入　居宅介護等サービス費収入2,200万円、前年度繰越金2,000万円　他
歳出　居宅サービス事業費1,192万円　他

【後期高齢者医療特別会計】
３億401万円
歳入　後期高齢者医療保険料２億3,200万円、一般会計繰入金7,060万3,000円　他
歳出　後期高齢者医療広域連合納付金２億9,063万円　他
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【介護保険特別会計（第３号）】
9,563万8,000円減額　　総額15億435万9,000円
歳入　国庫支出金調整交付金3,015万9,000円の減、支払基金交付金介護給付費交付金1,803

万円の減　他
歳出　居宅介護計画給付費負担金660万円の減、介護予防給付費負担金1,100万円の減　他

【訪問看護事業特別会計（第３号）】
100万円減額　　総額4,925万5,000円
歳入　訪問看護費収入100万円の減
歳出　臨時職員賃金422万円の減　他

【後期高齢者医療特別会計（第４号）】
45万9,000円減額　　総額２億8,847万2,000円
歳入　事務費繰入金45万9,000円の減
歳出　印刷製本費５万9,000円の減、事務費負担金40万円の減

【病院事業会計（第３号）】
事業収益　１億6,822万円の減額　　　資本的収入500万円の減額
事業費用　１億3,203万円の減額　　　資本的支出823万円の減額

○平成30年度各会計予算
10会計の予算総額は、211億9,849万円

【一般会計】
126億5,000万円
歳入　町税関係89億9,980万円、性質別構成比では自主財源108億932万円（85.4％）、依

存財源18億4,068万円（14.6％）
歳出　都市デザイン室計画推進事業1,690万円、太陽光発電システム導入促進事業1,600万

円、風越公園屋外テニスコート整備事業9,000万円、遊歩道整備事業1,000万円、鳥
獣対策事業5,205万円、町道借宿バイパス線新設改良事業３億8,953万円、長倉佐倉
線新設改良事業4,300万円、町内循環バス運行事業5,380万円、しなの鉄道増便事業
負担金1,500万円、路面除雪事業3,080万円、グリーンベルト設置工事2,000万円、
運転経歴証明書交付手数料補助タクシー利用券給付事業220万円、防災行政無線（同
報系）デジタル化事業１億219万円、消防団車両等更新事業2,690万円、６次産業化
推進事業4,210万円、雲場池整備事業6,150万円、健康づくり事業5,413万円、成人
保健事業5,076万円、感染症予防事業4,774万円、すこやかお出かけ利用券（温泉券）
給付事業2,380万円、母子保健事業2,906万円、西地区児童館太陽光発電整備事業1,180
万円、小・中学校ＩＣＴ環境整備工事１億1,700万円、信大・東大連携協定事業地域
課題研究寄附講座開設5,000万円、ウィスラー市姉妹提携20周年記念事業700万円、
軽井沢夏期大学100周年記念事業920万円、英語指導助手配置事業1,799万円、「軽井
沢彫」特別企画展76万円、室生犀星記念館他改修工事3,880万円、人権総合計画・男

女共同参画策定事業932万円、さわやか軽井沢交流会653万円、多世代同居支援補助
事業2,500万円、議会運営事業１億2,584万円、岩手県大槌町災害復興委託事業500
万円、コンビニ交付事業4,790万円、旅券発給事業94万円　他

【国民健康保健事業勘定特別会計】
27億2,125万円
歳入　国民健康保険税６億8,277万円、県支出金17億5,823万9,000円　他
歳出　国民健康保険事業費納付金８億5,115万円、保険給付費17億7,470万2,000円　他

【駐車場特別会計】
１億3,609万円
歳入　駐車場使用料 1億3,200万円、前年度繰越金400万円　他
歳出　駐車場整備基金8,708万2,000円　他

【公共下水道事業特別会計】
８億2,174万円
歳入　下水道使用料 ２億9,200万円、一般会計繰入金３億9,300万円　他
歳出　軽井沢処理区長寿命化工事委託8,800万円、軽井沢処理区浄化管理センター他維持管

理業務委託6,760万円　他

【農業集落排水事業特別会計】
6,068万円
歳入　施設使用料816万5,000円、繰入金5,100万円　他
歳出　発地処理区施設維持管理委託777万6,000円、発地処理場施設修繕工事600万円　他

【介護保険特別会計】　
15億114万5,000円
歳入　介護保険料３億6,280万円、支払基金交付金３億6,530万1,000円　他
歳出　居宅介護サービス給付費５億5,200万円、施設介護サービス給付費３億2,640万円　

他

【訪問看護事業特別会計】
4,200万円
歳入　居宅介護等サービス費収入2,200万円、前年度繰越金2,000万円　他
歳出　居宅サービス事業費1,192万円　他

【後期高齢者医療特別会計】
３億401万円
歳入　後期高齢者医療保険料２億3,200万円、一般会計繰入金7,060万3,000円　他
歳出　後期高齢者医療広域連合納付金２億9,063万円　他
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【水道事業会計】
収益的支出５億9,526万4,000円
収益的収入６億7,732万円1,000円、収益的支出５億9,526万4,000円で、収入の主なもの

は水道料金他６億2,215万1,000円、支出の主なものは営業費用５億3,727万3,000円　他

【病院事業会計】
収益的支出23億6,630万9,000円
収益的収入22億9823万9,000円、収益的支出23億6,630万9,000円で、収入の主なもの

は医業収益15億2,631万5,000円、支出の主なものは医業費用22億9,810万9,000円　他

平成30年 第１回軽井沢町議会定例会６月会議
開議時間内　　容会議名曜日月　日

午前１０時議案の上程、提案説明本会議木５月３１日

午前１０時一般質問本会議火６月　５日

午前１０時議案質疑・議案付託本会議水６月　６日

午前１０時広報広聴常任委員会委員会木６月　７日

午前１０時議会活性化特別委員会委員会金６月　８日

午前１０時社会常任委員会委員会月６月１１日

午前１０時総務常任委員会委員会火６月１２日

午前１０時予算決算常任委員会委員会水６月１３日

午後　２時委員長報告、
議案の上程、提案説明、質疑、討論、表決本会議金６月１５日

付 議 事 件
審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決６／１５社会常任委員会軽井沢町介護保険条例の一部改正について議　 案
第37号

原案可決６／１５社会常任委員会平成３０年度町単コンビニ交付システム機器類購入契
約の締結について

議　 案
第38号

原案可決６／１５総務常任委員会
平成３０年度電源立地地域対策交付金事業消防団配備
用消防ポンプ車購入（消防団第１部　旧軽井沢）契約
の締結について

議　 案
第39号

原案可決６／１５総務常任委員会
平成２８年度社会資本整備総合交付金事業町道借宿バ
イパス線新設改良工事国道横断部工事委託に関する変
更協定の締結について

議　 案
第40号

原案可決６／１５社会常任委員会権利の放棄について議　 案
第41号

原案可決６／１５総務常任委員会町道の廃止について議　 案
第42号

原案可決６／１５総務常任委員会町道の認定について議　 案
第43号

原案可決６／１５予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町一般会計補正予算（第１号）議　 案
第44号

原案可決６／１５予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計
補正予算（第１号）

議　 案
第45号
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【水道事業会計】
収益的支出５億9,526万4,000円
収益的収入６億7,732万円1,000円、収益的支出５億9,526万4,000円で、収入の主なもの

は水道料金他６億2,215万1,000円、支出の主なものは営業費用５億3,727万3,000円　他

【病院事業会計】
収益的支出23億6,630万9,000円
収益的収入22億9823万9,000円、収益的支出23億6,630万9,000円で、収入の主なもの

は医業収益15億2,631万5,000円、支出の主なものは医業費用22億9,810万9,000円　他

平成30年 第１回軽井沢町議会定例会６月会議
開議時間内　　容会議名曜日月　日

午前１０時議案の上程、提案説明本会議木５月３１日

午前１０時一般質問本会議火６月　５日

午前１０時議案質疑・議案付託本会議水６月　６日

午前１０時広報広聴常任委員会委員会木６月　７日

午前１０時議会活性化特別委員会委員会金６月　８日

午前１０時社会常任委員会委員会月６月１１日

午前１０時総務常任委員会委員会火６月１２日

午前１０時予算決算常任委員会委員会水６月１３日

午後　２時委員長報告、
議案の上程、提案説明、質疑、討論、表決本会議金６月１５日

付 議 事 件
審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決６／１５社会常任委員会軽井沢町介護保険条例の一部改正について議　 案
第37号

原案可決６／１５社会常任委員会平成３０年度町単コンビニ交付システム機器類購入契
約の締結について

議　 案
第38号

原案可決６／１５総務常任委員会
平成３０年度電源立地地域対策交付金事業消防団配備
用消防ポンプ車購入（消防団第１部　旧軽井沢）契約
の締結について

議　 案
第39号

原案可決６／１５総務常任委員会
平成２８年度社会資本整備総合交付金事業町道借宿バ
イパス線新設改良工事国道横断部工事委託に関する変
更協定の締結について

議　 案
第40号

原案可決６／１５社会常任委員会権利の放棄について議　 案
第41号

原案可決６／１５総務常任委員会町道の廃止について議　 案
第42号

原案可決６／１５総務常任委員会町道の認定について議　 案
第43号

原案可決６／１５予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町一般会計補正予算（第１号）議　 案
第44号

原案可決６／１５予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計
補正予算（第１号）

議　 案
第45号
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審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決６／１５予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会
計補正予算（第１号）

議　 案
第46号

適　任６／１５即　決人権擁護委員候補者の推薦について諮　 問
第１号

報　告専決処分の報告について（軽井沢町町税条例の一部改
正について）

報　 告
第４号

報　告専決処分の報告について（軽井沢町国民健康保険税条
例の一部改正について）

報　 告
第５号

報　告平成２９年度軽井沢町一般会計繰越明許費繰越計算書
の報告について

報　 告
第６号

報　告平成２９年度軽井沢町公共下水道事業特別会計繰越明
許費繰越計算書の報告について

報　 告
第７号

報　告
専決処分の報告について（私有地でのフェンス損傷に
係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解に
ついて）

報　 告
第８号

報　告一般社団法人軽井沢町振興公社の経営状況について報　 告
第９号

報　告公益財団法人軽井沢大賀ホールの経営状況について報　 告
第10号

採　択６／１５社会常任委員会国の責任による３５人学級推進と、教育予算の増額を求
める陳情書

陳　 情
第１号

採　択６／１５社会常任委員会義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情書陳　 情
第２号

採　択６／１５総務常任委員会「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見
書」の採択を求める陳情書

陳　 情
第３号

原案可決６／１５即　決地域からの経済好循環の実現に向け最低賃金の改善と
中小企業支援策の拡充を求める意見書の提出について

発　 委
第１号

原案可決６／１５即　決国の責任による３５人学級推進と、教育予算の増額を求
める意見書の提出について

発　 委
第２号

原案可決６／１５即　決義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書
の提出について

発　 委
第３号

原案可決６／１５即　決議員派遣について

平成30年６月会議は、５月31日に再開し、会議期間は６月15日まで16日間の日程で開催し
ました。
提出された議案は、条例の一部改正１件、契約の締結３件、町道の廃止１件、町道の認定１件、
その他１件、補正予算３件、人事案件１件でいずれも可決等をし、振興公社、大賀ホールの経営
状況についてなど７件の報告がありました。議会関係では、陳情３件を審査し、３件を採択とし
ました。また、発委で意見書３件を提出し原案可決となり、関係機関へ送付しました。

○条例の一部改正
・介護保険条例
介護保険法施行令の一部改正に伴い、第１号被保険者の介護保険料の段階の判定基準とな
る合計所得金額から長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額を控除する改正、また
介護保険の自己負担割合の段階の判定基準についても、指標となる合計所得金額から新たに
法に規定された長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額を控除して得た額を用いる
改正を行うものです。

○契約の締結
 ・コンビニ交付システム機器類購入契約
平成31年４月開始予定のコンビニ交付システム構築のための機器購入です。

契約の金額　　507万6,000円
契約の相手方　　山梨県甲府市湯田１丁目13番２号
　　　　　　　　株式会社ＹＳＫ　ｅ－ｃｏｍ
　　　　　　　　代表取締役社長　飯室　元邦
納 入 期 限　　　平成30年８月31日

・電源立地地域対策交付金事業消防団配備用消防ポンプ車購入（消防団第１部 旧軽井沢）契約
現在使用している消防ポンプ車が平成10年度購入から20年が経過したことにより車両ポ
ンプの老朽化や性能が低下しており、災害時の活動に支障を来すことのないよう更新したく、
電源立地地域対策交付金を受け、地域における消防力の充実、強化を図るために購入するも
のです。

契約の金額　　2,214万円
契約の相手方　　佐久市小田井383番地２
　　　　　　　　株式会社コウサカ　佐久出張所
　　　　　　　　所長　小林　達也
納 入 期 限　　　平成30年11月19日

○変更協定の締結
・平成28年度社会資本整備総合交付金事業町道借宿バイパス線新設改良工事国道横断部工事委託
国道18号線の路面復興降下で作業ヤードが狭隘であるため人力施工で行う鉄筋の組み立
てに日数を要すことから、鉄筋組み立て工法の見直しを行い、期間内の完成に努めるものです。

６ 月 会 議 解 説
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審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決６／１５予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会
計補正予算（第１号）

議　 案
第46号

適　任６／１５即　決人権擁護委員候補者の推薦について諮　 問
第１号

報　告専決処分の報告について（軽井沢町町税条例の一部改
正について）

報　 告
第４号

報　告専決処分の報告について（軽井沢町国民健康保険税条
例の一部改正について）

報　 告
第５号

報　告平成２９年度軽井沢町一般会計繰越明許費繰越計算書
の報告について

報　 告
第６号

報　告平成２９年度軽井沢町公共下水道事業特別会計繰越明
許費繰越計算書の報告について

報　 告
第７号

報　告
専決処分の報告について（私有地でのフェンス損傷に
係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解に
ついて）

報　 告
第８号

報　告一般社団法人軽井沢町振興公社の経営状況について報　 告
第９号

報　告公益財団法人軽井沢大賀ホールの経営状況について報　 告
第10号

採　択６／１５社会常任委員会国の責任による３５人学級推進と、教育予算の増額を求
める陳情書

陳　 情
第１号

採　択６／１５社会常任委員会義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情書陳　 情
第２号

採　択６／１５総務常任委員会「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見
書」の採択を求める陳情書

陳　 情
第３号

原案可決６／１５即　決地域からの経済好循環の実現に向け最低賃金の改善と
中小企業支援策の拡充を求める意見書の提出について

発　 委
第１号

原案可決６／１５即　決国の責任による３５人学級推進と、教育予算の増額を求
める意見書の提出について

発　 委
第２号

原案可決６／１５即　決義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書
の提出について

発　 委
第３号

原案可決６／１５即　決議員派遣について

平成30年６月会議は、５月31日に再開し、会議期間は６月15日まで16日間の日程で開催し
ました。
提出された議案は、条例の一部改正１件、契約の締結３件、町道の廃止１件、町道の認定１件、
その他１件、補正予算３件、人事案件１件でいずれも可決等をし、振興公社、大賀ホールの経営
状況についてなど７件の報告がありました。議会関係では、陳情３件を審査し、３件を採択とし
ました。また、発委で意見書３件を提出し原案可決となり、関係機関へ送付しました。

○条例の一部改正
・介護保険条例
介護保険法施行令の一部改正に伴い、第１号被保険者の介護保険料の段階の判定基準とな
る合計所得金額から長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額を控除する改正、また
介護保険の自己負担割合の段階の判定基準についても、指標となる合計所得金額から新たに
法に規定された長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額を控除して得た額を用いる
改正を行うものです。

○契約の締結
 ・コンビニ交付システム機器類購入契約
平成31年４月開始予定のコンビニ交付システム構築のための機器購入です。

契約の金額　　507万6,000円
契約の相手方　　山梨県甲府市湯田１丁目13番２号
　　　　　　　　株式会社ＹＳＫ　ｅ－ｃｏｍ
　　　　　　　　代表取締役社長　飯室　元邦
納 入 期 限　　　平成30年８月31日

・電源立地地域対策交付金事業消防団配備用消防ポンプ車購入（消防団第１部 旧軽井沢）契約
現在使用している消防ポンプ車が平成10年度購入から20年が経過したことにより車両ポ

ンプの老朽化や性能が低下しており、災害時の活動に支障を来すことのないよう更新したく、
電源立地地域対策交付金を受け、地域における消防力の充実、強化を図るために購入するも
のです。

契約の金額　　2,214万円
契約の相手方　　佐久市小田井383番地２
　　　　　　　　株式会社コウサカ　佐久出張所
　　　　　　　　所長　小林　達也
納 入 期 限　　　平成30年11月19日

○変更協定の締結
・平成28年度社会資本整備総合交付金事業町道借宿バイパス線新設改良工事国道横断部工事委託
国道18号線の路面復興降下で作業ヤードが狭隘であるため人力施工で行う鉄筋の組み立
てに日数を要すことから、鉄筋組み立て工法の見直しを行い、期間内の完成に努めるものです。

６ 月 会 議 解 説
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また、ボックスカルバートの耐久性の向上及び品質確保を図るため、ひび割れ抑制対策とし
てひび割れ誘発目地を設置するものです。　　　　　　　　　

変更前の協定額　　３億8,940万8,623円
変更協定増加額　　0億2,896万0,767円
変更後の協定額　　４億1,836万9,390円
協定の相手方　　国土交通省関東地方整備局長　泊　宏

○平成30年度補正予算
【 一般会計補正予算（第１号） 】　
2,728万7,000円追加　　　総額126億7,728万7,000円

　歳入　土地売払収入1,819万9,000円の増、コミュニティ助成事業助成金　750万円の増　
他

歳出　G20関係閣僚会合町民会議委託2,170万円の増、二手橋公衆トイレ用地購入1,332万
円の増、中学校ICT導入設備工事2,460万円の減　他

【 国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号） 】
歳出内補正　　総額27億2,125万円

【 軽井沢病院事業会計補正予算（第１号） 】
病院事業費用　990万円の増　　総額23億7,620万9,000円

○専決処分の報告
・軽井沢町町税条例の一部改正について
・軽井沢町国民健康保険税条例の一部改正について
・私有地でのフェンス損傷に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解について

○その他
・権利の放棄
債務者死亡、相続人相続放棄、保証人不明により町営住宅に関する条例に基づく家賃及び
駐車場使用料の債権の回収が見込めないため、地方自治法の規定により支払請求権の権利を
放棄するものです。
・町道の廃止　　１路線
・町道の認定　　２路線
・平成29年度一般会計繰越明許費繰越計算書の報告
東保育園太陽光発電設備設置他工事 他４件
合計金額が２億5,520万円、翌年度繰越額２億5,352万4,640円、財源内訳は一般財源
２億2,668万4,640円、未収入特定財源国庫支出金２,684万円

・公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告
軽井沢処理区施設長寿命化事業

金額2,640万円、翌年度繰越額2,640万円、未収入特定財源国庫支出金　1,362万円、
一般財源1,278万円。

・一般社団法人軽井沢町振興公社の経営状況について
・公益財団法人軽井沢大賀ホールの経営状況について

○人事案件
・人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員に花里一惠氏を推薦することを適任と認めました。

○議会関係
・地域からの経済好循環の実現に向け最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書
最低賃金の地域間格差の是正・全国一律への改正と金額の大幅な引き上げが必要であるこ
とから、中小企業への支援策を拡充しながら、最低賃金を引き上げ早期実現を求め、意見書
を提出しました。
　提出先　　内閣総理大臣、厚生労働大臣、中央最低賃金審議会会長

・国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書
児童生徒数が少ない市町村においてもゆきとどいた教育が実現するため、国の責任におい
て義務標準法改正を含む教職員定数改善計画を早期に策定し、着実に実行するための教育予
算の増額を求め、意見書を提出しました。　
　提出先　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣

・義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書
平成18年「三位一体」改革の議論の中で、義務教育費国庫負担制度は堅持されたものの、
地方財政を圧迫する状況が続いており、今のままでは、財政規模の小さな県では十分な教育
条件整備ができず、教育の地方格差の拡大が懸念される事態になっています。平成31年度
予算編成において、教育の機会均等とその水準の維持向上のために必要不可欠な義務教育費
国庫負担制度を堅持し、負担率を２分の１に復元することを求め、意見書を提出しました。
　提出先　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣

○陳情

審査結果陳情者陳情件名

採　択
佐久市中込3089-1
佐久地区労働組合連合会
議長　小林　吟子

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充
を求める意見書」の採択を求める陳情書

採　択
軽井沢町大字追分1136
軽井沢町教職員組合
鈴木　晶子

国の責任による３５人学級推進と、教育予
算の増額を求める陳情書

採　択
軽井沢町大字追分1136
軽井沢町教職員組合
鈴木　晶子

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求
める陳情書
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2,728万7,000円追加　　　総額126億7,728万7,000円

　歳入　土地売払収入1,819万9,000円の増、コミュニティ助成事業助成金　750万円の増　
他
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・私有地でのフェンス損傷に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解について
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・町道の廃止　　１路線
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・平成29年度一般会計繰越明許費繰越計算書の報告
東保育園太陽光発電設備設置他工事 他４件
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２億2,668万4,640円、未収入特定財源国庫支出金２,684万円

・公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告
軽井沢処理区施設長寿命化事業

金額2,640万円、翌年度繰越額2,640万円、未収入特定財源国庫支出金　1,362万円、
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・一般社団法人軽井沢町振興公社の経営状況について
・公益財団法人軽井沢大賀ホールの経営状況について
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・人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員に花里一惠氏を推薦することを適任と認めました。
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平成18年「三位一体」改革の議論の中で、義務教育費国庫負担制度は堅持されたものの、
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平成30年 第１回軽井沢町議会定例会９月会議
開議時間内　　容会議名曜日月　日

午前１０時議案の上程、提案説明本会議木８月３０日

午前１０時一般質問本会議月９月　３日

午前１０時一般質問本会議火９月　４日

午前１０時議案質疑・議案付託本会議
水９月　５日

本会議終了後広報広聴常任委員会委員会

午前１０時議会活性化特別委員会委員会木９月　６日

午前１０時社会常任委員会委員会金９月　７日

午前１０時総務常任委員会委員会月９月１０日

午前１０時予算決算常任委員会委員会火９月１１日

午前　９時予算決算常任委員会委員会水９月１２日

午前　９時予算決算常任委員会委員会木９月１３日

午前　９時予算決算常任委員会委員会金９月１４日

午前　９時予算決算常任委員会委員会火９月１８日

午前１０時委員長報告、表決、決算認定、議案の上程、
提案説明、表決本会議木９月２０日

付 議 事 件
審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決９／２０総務常任委員会軽井沢町町税条例等の一部改正について議　 案
第47号

原案可決９／２０社会常任委員会軽井沢町地域包括支援センターの運営及び職員の基準
を定める条例の一部改正について

議　 案
第48号

原案可決９／２０社会常任委員会軽井沢町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正について

議　 案
第49号

原案可決９／２０社会常任委員会軽井沢町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について

議　 案
第50号

原案可決９／２０総務常任委員会平成３０年度二酸化炭素排出抑制対策事業町道塩沢中
学校線消雪施設改修工事請負契約の締結について

議　 案
第51号

原案可決９／２０総務常任委員会平成３０年度スポーツ振興くじ助成金事業風越公園屋外テ
ニスコート人工芝改修工事請負契約の締結について

議　 案
第52号

原案可決９／２０総務常任委員会町道の廃止について議 案
第53号

審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決９／２０総務常任委員会町道の認定について議 案
第54号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町一般会計補正予算（第２号）議 案
第55号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計
補正予算（第２号）

議 案
第56号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第１号）議 案
第57号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町公共下水道事業特別会計補正予
算（第１号）

議 案
第58号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計補正
予算（第１号）

議 案
第59号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第１
号）

議 案
第60号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町訪問看護事業特別会計補正予算
（第１号）

議 案
第61号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）

議 案
第62号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会
計補正予算（第２号）

議 案
第63号

原案可決及
び認定９／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町水道事業会計利益の処分及び歳

入歳出決算認定について
議 案
第64号

原案可決９／２０即　決平成３０年度軽井沢町一般会計補正予算（第３号）議 案
第65号

認　定９／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町各会計歳入歳出決算認定につい
て

認 定
第１号

認　定９／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会
計歳入歳出決算認定について

認 定
第２号

報　告決算に関する附属書類の報告について報 告
第11号

報　告財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について報 告
第12号

報　告専決処分の報告について（交通事故に係る損害賠償の
額を定めること及びこれに伴う和解について）

報 告
第13号

報　告専決処分の報告について（平成２９年度国補西部小学校
トイレ改修工事変更請負契約の締結について）

報 告
第14号

原案同意９／２０即　決固定資産評価審査委員会委員の選任について同 意
第１号

原案同意９／２０即　決教育委員会委員の任命について同 意
第２号

原案可決９／２０即　決日本政府が国連「核兵器禁止条約」に賛同し、批准の
手続きを進めることを求める意見書の提出について

発 議
第１号

原案可決９／２０即　決議員派遣について
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平成30年 第１回軽井沢町議会定例会９月会議
開議時間内　　容会議名曜日月　日

午前１０時議案の上程、提案説明本会議木８月３０日

午前１０時一般質問本会議月９月　３日

午前１０時一般質問本会議火９月　４日

午前１０時議案質疑・議案付託本会議
水９月　５日

本会議終了後広報広聴常任委員会委員会

午前１０時議会活性化特別委員会委員会木９月　６日

午前１０時社会常任委員会委員会金９月　７日

午前１０時総務常任委員会委員会月９月１０日

午前１０時予算決算常任委員会委員会火９月１１日

午前　９時予算決算常任委員会委員会水９月１２日

午前　９時予算決算常任委員会委員会木９月１３日

午前　９時予算決算常任委員会委員会金９月１４日

午前　９時予算決算常任委員会委員会火９月１８日

午前１０時委員長報告、表決、決算認定、議案の上程、
提案説明、表決本会議木９月２０日

付 議 事 件
審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決９／２０総務常任委員会軽井沢町町税条例等の一部改正について議　 案
第47号

原案可決９／２０社会常任委員会軽井沢町地域包括支援センターの運営及び職員の基準
を定める条例の一部改正について

議　 案
第48号

原案可決９／２０社会常任委員会軽井沢町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正について

議　 案
第49号

原案可決９／２０社会常任委員会軽井沢町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について

議　 案
第50号

原案可決９／２０総務常任委員会平成３０年度二酸化炭素排出抑制対策事業町道塩沢中
学校線消雪施設改修工事請負契約の締結について

議　 案
第51号

原案可決９／２０総務常任委員会平成３０年度スポーツ振興くじ助成金事業風越公園屋外テ
ニスコート人工芝改修工事請負契約の締結について

議　 案
第52号

原案可決９／２０総務常任委員会町道の廃止について議 案
第53号

審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決９／２０総務常任委員会町道の認定について議 案
第54号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町一般会計補正予算（第２号）議 案
第55号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計
補正予算（第２号）

議 案
第56号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第１号）議 案
第57号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町公共下水道事業特別会計補正予
算（第１号）

議 案
第58号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計補正
予算（第１号）

議 案
第59号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第１
号）

議 案
第60号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町訪問看護事業特別会計補正予算
（第１号）

議 案
第61号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）

議 案
第62号

原案可決９／２０予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会
計補正予算（第２号）

議 案
第63号

原案可決及
び認定９／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町水道事業会計利益の処分及び歳

入歳出決算認定について
議 案
第64号

原案可決９／２０即　決平成３０年度軽井沢町一般会計補正予算（第３号）議 案
第65号

認　定９／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町各会計歳入歳出決算認定につい
て

認 定
第１号

認　定９／２０予算決算常任委員会平成２９年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会
計歳入歳出決算認定について

認 定
第２号

報　告決算に関する附属書類の報告について報 告
第11号

報　告財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について報 告
第12号

報　告専決処分の報告について（交通事故に係る損害賠償の
額を定めること及びこれに伴う和解について）

報 告
第13号

報　告専決処分の報告について（平成２９年度国補西部小学校
トイレ改修工事変更請負契約の締結について）

報 告
第14号

原案同意９／２０即　決固定資産評価審査委員会委員の選任について同 意
第１号

原案同意９／２０即　決教育委員会委員の任命について同 意
第２号

原案可決９／２０即　決日本政府が国連「核兵器禁止条約」に賛同し、批准の
手続きを進めることを求める意見書の提出について

発 議
第１号

原案可決９／２０即　決議員派遣について
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平成30年９月会議は、８月30日に再開され、会議期間は９月20日までの22日間の日程で開
催しました。提出された議案は、条例の一部改正４件、契約の締結２件、町道の廃止1件、町道
の認定1件、補正予算10件、報告４件、人事案件２件、発議１件でいずれも原案どおり可決・
同意、また、意見書を関係機関へ提出しました。
また、平成29年度軽井沢町水道事業会計利益の処分及び歳入歳出決算認定・平成29年度各会

計歳入歳出決算認定及び平成29年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計歳入歳出決算認
定については、意見を付して原案どおり可決及び認定しました。

○条例の一部改正
・町税条例
働き方の多様化等を踏まえた個人町民税の基礎控除等の改正、町たばこ税の税率引き上げ
等の改正及び「生産性革命」の実現に向けた中小企業の設備投資の支援として、償却資産に
対する固定資産税を軽減する特例措置を設ける改正です。
・地域包括支援センターの運営及び職員の基準を定める条例
地域包括支援センターに置く主任介護支援専門員に５年ごとの更新研修の受講が義務づけ
られたことに伴う改正です。
・家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
家庭的保育事業者等による代替保育の提供にかかわる連携施設が拡充されたこと、居宅で
保育を提供する家庭的保育事業において、町が適当と認める者からの食事の外部搬入が可能
とされたこと及び当該事業における食事の提供について事業所内調理に関する規定の適用が
猶予されたことに伴う改正です。
・放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
放課後児童健全育成事業にかかわる放課後児童支援員の基礎資格が緩和されたこと、当該
基礎資格の一つである教員資格の保有について、その取り扱いが明確化されたこと及び当該
基礎資格に専門職大学に関する規定が設けられたことに伴う改正です。

○契約の締結
・二酸化炭素排出抑制対策事業町道塩沢中学校線消雪施設改修工事請負契約
新幹線跨線橋の両下り車線の約30メートルにヒートパイプを地中に埋設することにより、
地表面と地中熱の熱交換を行い消雪する改修工事です。

契 約 金 額 　 8,044万2,720円
契約の相手方　　笹沢建設株式会社
工　　　　期　　平成31年２月28日

・スポーツ振興くじ助成金事業風越公園屋外テニスコート人工芝改修工事請負契約　　　
北側６面が4,200平方メートル、南側８面が5,860平方メートルの合計14面で、１万60

平方メートルの砂入り人工芝の張りかえ改修工事です。
契 約 金 額　　7,772万6,520円
契約の相手方　　笹沢建設株式会社
納 入 期 限　　平成31年２月８日

９ 月 会 議 解 説 ○専決処分の報告
・平成29年度国補西部小学校トイレ改修工事変更請負契約の締結について
・交通事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解について

○平成30年度補正予算
【一般会計補正予算（第２号）】
６億324万円追加　　　総額132億8,052万3,000円

　歳入　平成29年度決算に伴う繰越金５億7,650万2,000円の増、スポーツ振興くじ助成金
600万円の増他

歳出　財政調整基金元金分積立４億4,000万円の増、信大・東大連携協定事業地域課題研究
寄付講座開設事業寄付金50,000円の増他

【国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）】
3,665万1,000円追加　　　総額27億5,789万6,000円
歳入　財政調整基金繰入金3,000万円の増、平成29年度決算に伴う繰越金665万1,000円の増他
歳出　国保療養給付費負担金、退職者医療療養給付費等交付金精算に伴う償還金3,780万円

の増他

【駐車場特別会計補正予算（第１号）】
761万7,000円追加　　　総額１億4,370万5,000円
歳入　平成29年度決算に伴う繰越金761万7,000円の増
歳出　駐車場精算機更新工事600万円の増他

【公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）】
59万8,000円追加　　　総額８億2,234万2,000円
歳入　一般会計繰入金3,000万円の減、平成29年度決算に伴う繰越金3,059万8,000円の増
歳出　予備費充当

【農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）】
97万円追加　　　総額6,164万6,000円
歳入　平成29年度決算に伴う繰越金97万円の増他
歳出　予備費充当

【介護保険特別会計補正予算（第１号）】
8,395万7,000円追加　　　総額15億8,510万2,000円
歳入　平成29年度決算に伴う繰越金8,395万7,000円の増
歳出　介護保険基金元金積立金5,000万円の増、償還金1,999万1,000円の増他

【訪問看護事業特別会計補正予算（第１号）】
772万4,000円追加　　　総額 4,972万6,000円

　歳入　平成29年度決算に伴う繰越金772万4,000円の増
歳出　予備費充当
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平成30年９月会議は、８月30日に再開され、会議期間は９月20日までの22日間の日程で開
催しました。提出された議案は、条例の一部改正４件、契約の締結２件、町道の廃止1件、町道
の認定1件、補正予算10件、報告４件、人事案件２件、発議１件でいずれも原案どおり可決・
同意、また、意見書を関係機関へ提出しました。
また、平成29年度軽井沢町水道事業会計利益の処分及び歳入歳出決算認定・平成29年度各会
計歳入歳出決算認定及び平成29年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計歳入歳出決算認
定については、意見を付して原案どおり可決及び認定しました。

○条例の一部改正
・町税条例
働き方の多様化等を踏まえた個人町民税の基礎控除等の改正、町たばこ税の税率引き上げ

等の改正及び「生産性革命」の実現に向けた中小企業の設備投資の支援として、償却資産に
対する固定資産税を軽減する特例措置を設ける改正です。

・地域包括支援センターの運営及び職員の基準を定める条例
地域包括支援センターに置く主任介護支援専門員に５年ごとの更新研修の受講が義務づけ

られたことに伴う改正です。
・家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
家庭的保育事業者等による代替保育の提供にかかわる連携施設が拡充されたこと、居宅で

保育を提供する家庭的保育事業において、町が適当と認める者からの食事の外部搬入が可能
とされたこと及び当該事業における食事の提供について事業所内調理に関する規定の適用が
猶予されたことに伴う改正です。

・放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
放課後児童健全育成事業にかかわる放課後児童支援員の基礎資格が緩和されたこと、当該

基礎資格の一つである教員資格の保有について、その取り扱いが明確化されたこと及び当該
基礎資格に専門職大学に関する規定が設けられたことに伴う改正です。

○契約の締結
・二酸化炭素排出抑制対策事業町道塩沢中学校線消雪施設改修工事請負契約
新幹線跨線橋の両下り車線の約30メートルにヒートパイプを地中に埋設することにより、

地表面と地中熱の熱交換を行い消雪する改修工事です。
契 約 金 額 　 8,044万2,720円
契約の相手方　　笹沢建設株式会社
工　　　　期　　平成31年２月28日

・スポーツ振興くじ助成金事業風越公園屋外テニスコート人工芝改修工事請負契約　　　
北側６面が4,200平方メートル、南側８面が5,860平方メートルの合計14面で、１万60

平方メートルの砂入り人工芝の張りかえ改修工事です。
契 約 金 額　　7,772万6,520円
契約の相手方　　笹沢建設株式会社
納 入 期 限　　平成31年２月８日

９ 月 会 議 解 説 ○専決処分の報告
・平成29年度国補西部小学校トイレ改修工事変更請負契約の締結について
・交通事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解について

○平成30年度補正予算
【一般会計補正予算（第２号）】
６億324万円追加　　　総額132億8,052万3,000円

　歳入　平成29年度決算に伴う繰越金５億7,650万2,000円の増、スポーツ振興くじ助成金
600万円の増他

歳出　財政調整基金元金分積立４億4,000万円の増、信大・東大連携協定事業地域課題研究
寄付講座開設事業寄付金50,000円の増他

【国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）】
3,665万1,000円追加　　　総額27億5,789万6,000円
歳入　財政調整基金繰入金3,000万円の増、平成29年度決算に伴う繰越金665万1,000円の増他
歳出　国保療養給付費負担金、退職者医療療養給付費等交付金精算に伴う償還金3,780万円

の増他

【駐車場特別会計補正予算（第１号）】
761万7,000円追加　　　総額１億4,370万5,000円
歳入　平成29年度決算に伴う繰越金761万7,000円の増
歳出　駐車場精算機更新工事600万円の増他

【公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）】
59万8,000円追加　　　総額８億2,234万2,000円
歳入　一般会計繰入金3,000万円の減、平成29年度決算に伴う繰越金3,059万8,000円の増
歳出　予備費充当

【農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）】
97万円追加　　　総額6,164万6,000円
歳入　平成29年度決算に伴う繰越金97万円の増他
歳出　予備費充当

【介護保険特別会計補正予算（第１号）】
8,395万7,000円追加　　　総額15億8,510万2,000円
歳入　平成29年度決算に伴う繰越金8,395万7,000円の増
歳出　介護保険基金元金積立金5,000万円の増、償還金1,999万1,000円の増他

【訪問看護事業特別会計補正予算（第１号）】
772万4,000円追加　　　総額 4,972万6,000円

　歳入　平成29年度決算に伴う繰越金772万4,000円の増
歳出　予備費充当
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【後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）】
882万8,000円追加　　　総額３億1,284万2,000円

　歳入　平成29年度決算に伴う繰越金882万8,000円の増
　歳出　平成29年度分保険料確定による保険料等負担金868万2,000円の増他

【軽井沢病院事業会計補正予算（第２号）】
事業収益 　3,500万円の増　　総額　23億3,323万9,000円
事業費用 　1,800万円の増　　総額　23億9,420万9,000円
資本的支出　300万円の増　　総額　01億3,405万7,000円

○人事案件
　・固定資産評価審査委員会委員に長谷川修氏（中軽井沢）を再任することに同意しました。
　　任期は平成30年10月１日から平成33年９月30日までの３年間です。
　・教育委員会委員に本城慎之介氏（中軽井沢）を新任することに同意しました。
　　任期は平成30年10月１日から平成34年９月30日までの４年間です。

○議会関係
・日本政府が国連「核兵器禁止条約」に賛同し、批准の手続きを進めることを求める意見書
　同条約は、核兵器の開発、実験、備蓄、移譲、使用及び威嚇としての使用の禁止、ならび
にその廃絶を目指すものであって、日本の被爆者の長年の訴え、核廃絶を求める世論が条約
誕生の契機になった。この条約は50カ国が批准し、それから90日後に発効する。各国では
批准のための作業が始まっており、この作業の先頭に日本こそが立つべきであることから、
核兵器禁止条約が一日も早く発効の日を迎えるために、日本政府がまずもって批准手続きを
進めるよう要望する意見書を提出しました。

　　　提出先　　内閣総理大臣、外務大臣

平成30年９月20日

　　軽井沢町議会議長
　　　　市　 村  　　守　殿

予算決算常任委員会　　　　
委員長　大　浦　洋　介

本委員会に付託された下記の案件を９月12日・13日・14日・18日の４日間にわたり委員会を
開催して審査が終了したので、会議規則第77条の規定により報告します。

記

議案第６４号　　平成２９年度軽井沢町水道事業会計利益の処分及び歳入歳出決算認定について

認定第１号　　平成２９年度軽井沢町各会計歳入歳出決算認定について
　　　　　　　　軽井沢町一般会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町駐車場特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町介護保険特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町訪問看護事業特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定第２号　　平成２９年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計歳入歳出決算認定につ
　　　　　　　いて

議案第64号、認定第１号及び認定第２号を慎重に審査した結果、議案第64号の利益の処分
について原案を可決し、決算認定についても歳入歳出とも正確かつ議決した予算どおり執行さ
れているので、原案のとおり認定すべきものとした。
なお、本委員会では決算審査にあたって、特に時間をかけて審査をする必要があると判断し
た特定事業（８事務事業）について集中審査を行い、その結果を議会の意見・要望として別途
町長に提出している。
以上、審査結果とする。

予算決算常任委員会決算審査報告書

審　査　結　果
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【後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）】
882万8,000円追加　　　総額３億1,284万2,000円

　歳入　平成29年度決算に伴う繰越金882万8,000円の増
　歳出　平成29年度分保険料確定による保険料等負担金868万2,000円の増他

【軽井沢病院事業会計補正予算（第２号）】
事業収益 　3,500万円の増　　総額　23億3,323万9,000円
事業費用 　1,800万円の増　　総額　23億9,420万9,000円
資本的支出　300万円の増　　総額　01億3,405万7,000円

○人事案件
　・固定資産評価審査委員会委員に長谷川修氏（中軽井沢）を再任することに同意しました。
　　任期は平成30年10月１日から平成33年９月30日までの３年間です。
　・教育委員会委員に本城慎之介氏（中軽井沢）を新任することに同意しました。
　　任期は平成30年10月１日から平成34年９月30日までの４年間です。

○議会関係
・日本政府が国連「核兵器禁止条約」に賛同し、批准の手続きを進めることを求める意見書
　同条約は、核兵器の開発、実験、備蓄、移譲、使用及び威嚇としての使用の禁止、ならび
にその廃絶を目指すものであって、日本の被爆者の長年の訴え、核廃絶を求める世論が条約
誕生の契機になった。この条約は50カ国が批准し、それから90日後に発効する。各国では
批准のための作業が始まっており、この作業の先頭に日本こそが立つべきであることから、
核兵器禁止条約が一日も早く発効の日を迎えるために、日本政府がまずもって批准手続きを
進めるよう要望する意見書を提出しました。

　　　提出先　　内閣総理大臣、外務大臣

平成30年９月20日

　　軽井沢町議会議長
　　　　市　 村  　　守　殿

予算決算常任委員会　　　　
委員長　大　浦　洋　介

本委員会に付託された下記の案件を９月12日・13日・14日・18日の４日間にわたり委員会を
開催して審査が終了したので、会議規則第77条の規定により報告します。

記

議案第６４号　　平成２９年度軽井沢町水道事業会計利益の処分及び歳入歳出決算認定について

認定第１号　　平成２９年度軽井沢町各会計歳入歳出決算認定について
　　　　　　　　軽井沢町一般会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町駐車場特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町介護保険特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町訪問看護事業特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定第２号　　平成２９年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計歳入歳出決算認定につ
　　　　　　　いて

議案第64号、認定第１号及び認定第２号を慎重に審査した結果、議案第64号の利益の処分
について原案を可決し、決算認定についても歳入歳出とも正確かつ議決した予算どおり執行さ
れているので、原案のとおり認定すべきものとした。
なお、本委員会では決算審査にあたって、特に時間をかけて審査をする必要があると判断し
た特定事業（８事務事業）について集中審査を行い、その結果を議会の意見・要望として別途
町長に提出している。
以上、審査結果とする。

予算決算常任委員会決算審査報告書

審　査　結　果
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地方自治法（昭和22年法律第67号）第233条第２項及び第241条第５項並びに地方公営企業
法（昭和27年法律第292号）第30条第２項の規定により審査に付された、平成29年度軽井沢
町一般会計、特別会計及び企業会計歳入歳出決算について、関係諸帳簿、預貯金証書、証拠書類
並びに基金運用状況を審査したので、その結果について次のとおり意見書を提出する。

第１　審査の概要
１　審査の対象
⑴　平成29年度軽井沢町一般会計歳入歳出決算
⑵　平成29年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算
⑶　平成29年度軽井沢町駐車場特別会計歳入歳出決算
⑷　平成29年度軽井沢町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
⑸　平成29年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
⑹　平成29年度軽井沢町介護保険特別会計歳入歳出決算
⑺　平成29年度軽井沢町訪問看護事業特別会計歳入歳出決算
⑻　平成29年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
⑼　平成29年度軽井沢町水道事業会計歳入歳出決算
⑽　平成29年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計歳入歳出決算
⑾　平成29年度基金の運用状況

２　審査の期間
平成30年７月13日、17日、18日、23日、27日及び８月７日（６日間）

３　審査の方法
この決算審査にあたっては、町長から提出された各会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事
項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書並びに各基金の運用状況を明らか
にする書類について、関係法令に準拠して調製されているか、財産の管理は適正か、また、
予算が適正かつ効率的に執行されているか等に主眼をおき、関係諸帳簿の照合検査を行い、
例月出納検査の結果を参考にして、各課等に提出を求めた決算審査資料に基づき、関係職員
からの説明を聴取、計数の正確性、予算の執行の適否等について審査を行った。

第２　審査の結果
１　審査の総括的意見
審査に付された各会計の歳入歳出決算書及び各種書類は、いずれも関係法令に準拠し調製
され、決算額その他の計数は関係諸帳簿及び証拠書類と符合し、各会計とも適正に処理され
ており誤りのないものと認めた。
また、基金運用状況については、計数は正確であり、各条例の設置の目的に従って適正に
運用されているものと認めた。

平成29年度軽井沢町各会計歳入歳出決算及び
基金の運用状況に関する審査意見書の提出について

２　一般会計及び特別会計の決算状況
⑴　決算収支
当年度の一般会計及び特別会計の決算状況は、次表のとおり。
一般会計及び特別会計決算収支状況　　　　（単位：円）
区分　会計別 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
（形式収支額）
一般会計 19,136,704,740 17,768,627,588 1,368,077,152
特別会計 5,871,656,297 5,598,808,730 272,847,567
 国民健康保険事業勘定 3,205,673,004 3,112,647,937 93,025,067
 駐車場 168,380,813 133,338,137 35,042,676
 公共下水道事業 728,624,597 686,377,084 42,247,513
 農業集落排水事業 76,417,949 73,265,329 3,152,620
 介護保険 1,409,951,841 1,341,610,613 68,341,228
 訪問看護事業 51,729,909 26,330,228 25,399,681
 後期高齢者医療 230,878,184 225,239,402 5,638,782
合計 25,008,361,037 23,367,436,318 1,640,924,719

一般会計と特別会計を合わせた総決算額について、歳入の決算額は207億2,542万円（前
年度204億4,498万円）で前年度と比較して２億8,044万円増加、また、歳出の決算額は195
億9,291万円（前年度190億7,418万円）で前年度と比較して５億1,873万円増加となった。
歳入歳出差引額（形式収支額）は、11億3,251万円（前年度13億7,081万円）で前年度と
比較して２億3,830万円減少した。翌年度への実質繰越額（実質収支額）は、翌年度へ繰り
越すべき財源２億3,946万円（前年度2,811万円）を引いた８億9,305万円（前年度13億
4,270万円）で前年度と比較して４億4,965万円減少した。

３　審査の個別的意見
⑴　軽井沢町一般会計

 　　　　　　　　　　　　　　　　                    　（単位：円）
 区　　　　　分　平成27年度　平成26年度　増減率
　　　予算現額　18,619,567,000 18,560,517,540 0.3％
 歳入決算額　19,136,704,740 17,496,624,101 9.4％
 歳出決算額　17,768,627,588 15,428,261,354 15.2％
 歳入歳出差引額　1,368,077,152 2,068,362,747 △33.9％
 翌年度へ繰り越すべき財源 244,596,182　910,390,000　△73.1％
 翌年度への実質繰越額 1,123,480,970 1,157,972,747 △3.0％

①　総　　括
平成29年度一般会計の歳入決算額は、145億7,695万円で前年度と比較して1,832万円増
加した。歳出決算額は、136億7,376万円で前年度と比較して２億3,645万円増加した。歳入
歳出差引額（形式収支額）は、９億319万円で前年度と比較して２億1,813万円減少した。
翌年度への実質繰越額は、翌年度へ繰り越すべき財源（東保育園太陽光発電設備設置他工事、

町道借宿バイパス線国道横断部工事委託、橋梁点検委託、町営風越団地７号棟解体工事、西

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
1.6％14,256,401,18214,481,878,846予 算 現 額
0.1％14,558,631,45614,576,948,954歳 入 決 算 額
1.8％13,437,316,62513,673,761,985歳 出 決 算 額

△19.5％1,121,314,831903,186,969歳 入 歳 出 差 引 額
706.5％28,106,846226,684,640翌年度へ繰り越すべき財源
△38.1％1,093,207,985676,502,329翌年度への実質繰越額

一般会計及び特別会計決算収支状況 （単位円）
歳入歳出差引額
（形式収支額）歳出決算額歳入決算額区 分

会計別
903,186,96913,673,761,98514,576,948,954一 般 会 計
229,327,3565,919,145,9276,148,473,283特 別 会 計
36,651,6363,261,100,0223,297,751,658国民健康保険事業勘定
11,617,033137,223,642148,840,675駐 車 場
48,378,341713,808,371762,186,712公 共 下 水 道 事 業
1,970,23259,095,52861,065,760農 業 集 落 排 水 事 業
93,957,7941,437,122,9411,531,080,735介 護 保 険
27,724,07123,242,30450,966,375訪 問 看 護 事 業
9,028,249287,553,119296,581,368後 期 高 齢 者 医 療

1,132,514,32519,592,907,91220,725,422,237合 計
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地方自治法（昭和22年法律第67号）第233条第２項及び第241条第５項並びに地方公営企業
法（昭和27年法律第292号）第30条第２項の規定により審査に付された、平成29年度軽井沢
町一般会計、特別会計及び企業会計歳入歳出決算について、関係諸帳簿、預貯金証書、証拠書類
並びに基金運用状況を審査したので、その結果について次のとおり意見書を提出する。

第１　審査の概要
１　審査の対象
⑴　平成29年度軽井沢町一般会計歳入歳出決算
⑵　平成29年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算
⑶　平成29年度軽井沢町駐車場特別会計歳入歳出決算
⑷　平成29年度軽井沢町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
⑸　平成29年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
⑹　平成29年度軽井沢町介護保険特別会計歳入歳出決算
⑺　平成29年度軽井沢町訪問看護事業特別会計歳入歳出決算
⑻　平成29年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
⑼　平成29年度軽井沢町水道事業会計歳入歳出決算
⑽　平成29年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計歳入歳出決算
⑾　平成29年度基金の運用状況

２　審査の期間
平成30年７月13日、17日、18日、23日、27日及び８月７日（６日間）

３　審査の方法
この決算審査にあたっては、町長から提出された各会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事

項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書並びに各基金の運用状況を明らか
にする書類について、関係法令に準拠して調製されているか、財産の管理は適正か、また、
予算が適正かつ効率的に執行されているか等に主眼をおき、関係諸帳簿の照合検査を行い、
例月出納検査の結果を参考にして、各課等に提出を求めた決算審査資料に基づき、関係職員
からの説明を聴取、計数の正確性、予算の執行の適否等について審査を行った。

第２　審査の結果
１　審査の総括的意見
審査に付された各会計の歳入歳出決算書及び各種書類は、いずれも関係法令に準拠し調製

され、決算額その他の計数は関係諸帳簿及び証拠書類と符合し、各会計とも適正に処理され
ており誤りのないものと認めた。
また、基金運用状況については、計数は正確であり、各条例の設置の目的に従って適正に

運用されているものと認めた。

平成29年度軽井沢町各会計歳入歳出決算及び
基金の運用状況に関する審査意見書の提出について

２　一般会計及び特別会計の決算状況
⑴　決算収支
当年度の一般会計及び特別会計の決算状況は、次表のとおり。
一般会計及び特別会計決算収支状況　　　　（単位：円）
区分　会計別 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
（形式収支額）
一般会計 19,136,704,740 17,768,627,588 1,368,077,152
特別会計 5,871,656,297 5,598,808,730 272,847,567
 国民健康保険事業勘定 3,205,673,004 3,112,647,937 93,025,067
 駐車場 168,380,813 133,338,137 35,042,676
 公共下水道事業 728,624,597 686,377,084 42,247,513
 農業集落排水事業 76,417,949 73,265,329 3,152,620
 介護保険 1,409,951,841 1,341,610,613 68,341,228
 訪問看護事業 51,729,909 26,330,228 25,399,681
 後期高齢者医療 230,878,184 225,239,402 5,638,782
合計 25,008,361,037 23,367,436,318 1,640,924,719

一般会計と特別会計を合わせた総決算額について、歳入の決算額は207億2,542万円（前
年度204億4,498万円）で前年度と比較して２億8,044万円増加、また、歳出の決算額は195
億9,291万円（前年度190億7,418万円）で前年度と比較して５億1,873万円増加となった。
歳入歳出差引額（形式収支額）は、11億3,251万円（前年度13億7,081万円）で前年度と
比較して２億3,830万円減少した。翌年度への実質繰越額（実質収支額）は、翌年度へ繰り
越すべき財源２億3,946万円（前年度2,811万円）を引いた８億9,305万円（前年度13億
4,270万円）で前年度と比較して４億4,965万円減少した。

３　審査の個別的意見
⑴　軽井沢町一般会計

 　　　　　　　　　　　　　　　　                    　（単位：円）
 区　　　　　分　平成27年度　平成26年度　増減率
　　　予算現額　18,619,567,000 18,560,517,540 0.3％
 歳入決算額　19,136,704,740 17,496,624,101 9.4％
 歳出決算額　17,768,627,588 15,428,261,354 15.2％
 歳入歳出差引額　1,368,077,152 2,068,362,747 △33.9％
 翌年度へ繰り越すべき財源 244,596,182　910,390,000　△73.1％
 翌年度への実質繰越額 1,123,480,970 1,157,972,747 △3.0％

①　総　　括
平成29年度一般会計の歳入決算額は、145億7,695万円で前年度と比較して1,832万円増

加した。歳出決算額は、136億7,376万円で前年度と比較して２億3,645万円増加した。歳入
歳出差引額（形式収支額）は、９億319万円で前年度と比較して２億1,813万円減少した。
翌年度への実質繰越額は、翌年度へ繰り越すべき財源（東保育園太陽光発電設備設置他工事、

町道借宿バイパス線国道横断部工事委託、橋梁点検委託、町営風越団地７号棟解体工事、西

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
1.6％14,256,401,18214,481,878,846予 算 現 額
0.1％14,558,631,45614,576,948,954歳 入 決 算 額
1.8％13,437,316,62513,673,761,985歳 出 決 算 額

△19.5％1,121,314,831903,186,969歳 入 歳 出 差 引 額
706.5％28,106,846226,684,640翌年度へ繰り越すべき財源
△38.1％1,093,207,985676,502,329翌年度への実質繰越額

一般会計及び特別会計決算収支状況 （単位円）
歳入歳出差引額
（形式収支額）歳出決算額歳入決算額区 分

会計別
903,186,96913,673,761,98514,576,948,954一 般 会 計
229,327,3565,919,145,9276,148,473,283特 別 会 計
36,651,6363,261,100,0223,297,751,658国民健康保険事業勘定
11,617,033137,223,642148,840,675駐 車 場
48,378,341713,808,371762,186,712公 共 下 水 道 事 業
1,970,23259,095,52861,065,760農 業 集 落 排 水 事 業
93,957,7941,437,122,9411,531,080,735介 護 保 険
27,724,07123,242,30450,966,375訪 問 看 護 事 業
9,028,249287,553,119296,581,368後 期 高 齢 者 医 療

1,132,514,32519,592,907,91220,725,422,237合 計
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部小学校トイレ改修事業で合計２億2,668万円）を差し引いた６億7,650万円で、前年度と
比較し４億1,671万円減少した。
平成29年度の地方債借入額は、１億円（前年度４億円）、償還金（元金）は、５億1,826万
円で年度末の地方債残高は、40億5,775万円（前年度44億7,601万円）となった。
町の収入の根幹である町税収入は、91億7,910万円（前年度90億3,111万円）で一般会

計の歳入の約63パーセントを占め昨年より増加している。
内閣府の月例経済報告（平成30年７月）によると、先行きについては、雇用・所得環境の

改善が続くなかで、各種政策の効果もあって、緩やかに回復が続くことが期待される。ただ
し、通商問題の動向が世界経済に与える影響や、海外経済の不確実性、金融資本市場の変動
の影響に留意する必要があるとされている。
町では平成29年度には雲場池整備工事が始まり、平成30年度には雲場池整備工事が終了、
また町道借宿バイパス線新設改良工事など大型事業も平成30年度に終了する予定となって
いる。今後は、指定管理者制度による施設の維持管理や公共施設等の老朽化対策による支出
の増加が想定されるため、今後各担当課においては、既存建物を長く使用するための対応を
実施されたい。
また、当町にふさわしい良質な環境を維持することは当町の要となることから最優先とし、
特に道路の補修等については、現在、当初予算１億円より必要に応じて補正予算により対応
しているが、今後実施が予定されている町道路面状況調査の結果等を参考とし、より効率的
かつ効果的な道路の補修を計画的に実施し、今後も適正かつ効果的な予算執行に努められた
い。

②　歳　　入
平成29年度の自主財源は、126億1,171万円で歳入全体に占める自主財源の構成比率は、

86.5パーセント（前年度85.9パーセント）、依存財源は19億6,524万円で依存財源の財政全
体に占める構成比率は、13.5パーセント（前年度14.1パーセント）となり、自主財源の構成
比率は、0.6ポイント増加した。
自主財源の大部分を占める町税は、総額91億7,910万円（前年度90億3,111万円）で前

年度と比較して１億4,799万円増加した。
増加の要因は、庁舎内に滞納整理に関する委員会を設置した事で、法人町民税は4,731万

円減少したものの、個人町民税が2,029万円増加、固定資産税が１億5,054万円増加したこ
とによる。
収納状況をみると、収納率は、現年度課税分98.5パーセント（前年度98.4パーセント）、

滞納繰越分16.8パーセント（前年度11.3パーセント）で合わせて89.5パーセント（前年度
87.8パ－セント）となり前年度と比較して1.7ポイント上回った。平成29年度のコンビニで
の収納は、43,244件（前年度42,327件）で11億9,995万円（前年度11億5,115万円）、前
年度と比較して4,880万円増加した。
長野県地方税滞納整理機構へは、2,885万円（前年度2,273万円）を移管し、そのうち町に

2,429万円（前年度1,520万円）が納付されている。
不納欠損額は、4,237万円（前年度１億2,479万円）で前年度と比較して8,242万円減少し

た。不納欠損処分の主な内訳はいずれも滞納繰越分で、固定資産税が2,295万円、都市計画
税が339万円、町民税（個人分）が1,369万円、町民税（法人分）が183万円、軽自動車税

が52万円である。
税収入未済額は、10億3,064万円（前年度11億3,001万円）で、前年度と比較して9,937
万円減少した。これは主に固定資産税が6,810万円、町民税が2,044万円減少したためであ
る。
平成29年度は不能欠損額が昨年と比べて減少しているが、滞納繰越分の収入済額、収入歩

合ともに昨年と比べて増加している。町の財源確保の見地からすると、未収金発生を未然に
防止し、収納率を向上させることが必要と思われる。
また税負担の公平性を確保するために、今後も滞納整理の強化、特に悪質な滞納者に対し
ては、法的な措置を含めた厳正な対処を行い、長野県滞納整理機構との連携を強化するなど、
収納対策については引き続き未収金発生の未然防止とその解消に向け努力を望む。

③　歳　　出　
平成29年度の主な事業は、総務費として、ＯＡ機器１億4,176万円、防災行政無線（同報
系）デジタル化工事9,720万円、基幹系システム更新作業委託7,668万円、町内循環バス運
行委託4,928万円、多世代同居支援補助1,842万円、第５次長期振興計画後期基本計画策定
業務委託1,050万円。民生費として、児童手当２億8,477万円、後期高齢者療養給付費負担
金１億6,567万円、福祉医療費（心身障害者（児）・母子・父子・老人・児童・指定難病）１
億4,409万円、町社会福祉協議会補助5,177万円、保育園給食業務委託2,359万円。衛生費
として、浅麓環境施設組合運営費分担金１億9,771万円、佐久市・軽井沢町清掃施設組合分
担金１億5,433万円、合併処理浄化槽設置補助１億731万円。農林水産業費として、発地市
庭指定管理料2,500万円、貯木場枝破砕処理委託1,998万円、産地パワーアップ事業補助1,600
万円、ツキノワグマ対策事業委託1,499万円。商工費として、雲場池整備工事２億1,082万
円、くつかけテラス指定管理料4,844万円、観光振興センター指定管理料1,439万円、観光
案内所管理運営委託1,435万円。土木費として、風越公園アイスアリーナ外６施設指定管理
料２億1,545万円、離山公園落石防護柵設置工事１億2,436万円、町道借宿バイパス線新設
改良工事国道ランプ部工事１億1,174万円、町道借宿バイパス線新設改良工事国道ランプ部
工事その２ １億396万円、町道借宿バイパス線新設改良工事国道横断部工事委託8,397万円、町
道借宿バイパス線新設改良工事（１工区）4,574万円、さわやかハット外１施設指定管理料4,064
万円、西ノ河原川整備工事2,959万円、道路側溝他清掃委託2,878万円、グリーンベルト設
置工事2,692万円。教育費として、インターナショナルスクールオブアジア軽井沢補助３億507
万円（さわやか軽井沢ふるさと寄附金３億6,077万円より支出）、公益財団法人軽井沢大賀ホ
ール運営費補助１億471万円、学校給食業務委託（小学校３校分）3,020万円、図書館シス
テム更新導入作業委託1,512万円、図書館システム機器1,404万円、旧三笠ホテル破損調査・
修理計画策定委託1,026万円。
各特別会計等への繰出金は、軽井沢病院事業会計へ６億7,000万円（前年度７億3,000万

円）、軽井沢町公共下水道事業特別会計へ３億1,340万円（前年度２億8,520万円）、軽井沢
町国民健康保険事業勘定特別会計へ３億345万円（前年度２億3,514万円）、軽井沢町介護保
険特別会計へ２億1,157万円（前年度１億9,348万円）、軽井沢町後期高齢者医療特別会計へ
6,160万円（前年度5,498万円）及び軽井沢町農業集落排水事業特別会計へ4,399万円（前年
度5,183万円）合計16億301万円（前年度15億5,063万円）で前年度と比較して5,238万
円増加した。
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部小学校トイレ改修事業で合計２億2,668万円）を差し引いた６億7,650万円で、前年度と
比較し４億1,671万円減少した。
平成29年度の地方債借入額は、１億円（前年度４億円）、償還金（元金）は、５億1,826万

円で年度末の地方債残高は、40億5,775万円（前年度44億7,601万円）となった。
町の収入の根幹である町税収入は、91億7,910万円（前年度90億3,111万円）で一般会

計の歳入の約63パーセントを占め昨年より増加している。
内閣府の月例経済報告（平成30年７月）によると、先行きについては、雇用・所得環境の
改善が続くなかで、各種政策の効果もあって、緩やかに回復が続くことが期待される。ただ
し、通商問題の動向が世界経済に与える影響や、海外経済の不確実性、金融資本市場の変動
の影響に留意する必要があるとされている。
町では平成29年度には雲場池整備工事が始まり、平成30年度には雲場池整備工事が終了、
また町道借宿バイパス線新設改良工事など大型事業も平成30年度に終了する予定となって
いる。今後は、指定管理者制度による施設の維持管理や公共施設等の老朽化対策による支出
の増加が想定されるため、今後各担当課においては、既存建物を長く使用するための対応を
実施されたい。
また、当町にふさわしい良質な環境を維持することは当町の要となることから最優先とし、

特に道路の補修等については、現在、当初予算１億円より必要に応じて補正予算により対応
しているが、今後実施が予定されている町道路面状況調査の結果等を参考とし、より効率的
かつ効果的な道路の補修を計画的に実施し、今後も適正かつ効果的な予算執行に努められた
い。

②　歳　　入
平成29年度の自主財源は、126億1,171万円で歳入全体に占める自主財源の構成比率は、

86.5パーセント（前年度85.9パーセント）、依存財源は19億6,524万円で依存財源の財政全
体に占める構成比率は、13.5パーセント（前年度14.1パーセント）となり、自主財源の構成
比率は、0.6ポイント増加した。
自主財源の大部分を占める町税は、総額91億7,910万円（前年度90億3,111万円）で前

年度と比較して１億4,799万円増加した。
増加の要因は、庁舎内に滞納整理に関する委員会を設置した事で、法人町民税は4,731万

円減少したものの、個人町民税が2,029万円増加、固定資産税が１億5,054万円増加したこ
とによる。
収納状況をみると、収納率は、現年度課税分98.5パーセント（前年度98.4パーセント）、

滞納繰越分16.8パーセント（前年度11.3パーセント）で合わせて89.5パーセント（前年度
87.8パ－セント）となり前年度と比較して1.7ポイント上回った。平成29年度のコンビニで
の収納は、43,244件（前年度42,327件）で11億9,995万円（前年度11億5,115万円）、前
年度と比較して4,880万円増加した。
長野県地方税滞納整理機構へは、2,885万円（前年度2,273万円）を移管し、そのうち町に

2,429万円（前年度1,520万円）が納付されている。
不納欠損額は、4,237万円（前年度１億2,479万円）で前年度と比較して8,242万円減少し

た。不納欠損処分の主な内訳はいずれも滞納繰越分で、固定資産税が2,295万円、都市計画
税が339万円、町民税（個人分）が1,369万円、町民税（法人分）が183万円、軽自動車税

が52万円である。
税収入未済額は、10億3,064万円（前年度11億3,001万円）で、前年度と比較して9,937

万円減少した。これは主に固定資産税が6,810万円、町民税が2,044万円減少したためであ
る。
平成29年度は不能欠損額が昨年と比べて減少しているが、滞納繰越分の収入済額、収入歩
合ともに昨年と比べて増加している。町の財源確保の見地からすると、未収金発生を未然に
防止し、収納率を向上させることが必要と思われる。
また税負担の公平性を確保するために、今後も滞納整理の強化、特に悪質な滞納者に対し
ては、法的な措置を含めた厳正な対処を行い、長野県滞納整理機構との連携を強化するなど、
収納対策については引き続き未収金発生の未然防止とその解消に向け努力を望む。

③　歳　　出　
平成29年度の主な事業は、総務費として、ＯＡ機器１億4,176万円、防災行政無線（同報

系）デジタル化工事9,720万円、基幹系システム更新作業委託7,668万円、町内循環バス運
行委託4,928万円、多世代同居支援補助1,842万円、第５次長期振興計画後期基本計画策定
業務委託1,050万円。民生費として、児童手当２億8,477万円、後期高齢者療養給付費負担
金１億6,567万円、福祉医療費（心身障害者（児）・母子・父子・老人・児童・指定難病）１
億4,409万円、町社会福祉協議会補助5,177万円、保育園給食業務委託2,359万円。衛生費
として、浅麓環境施設組合運営費分担金１億9,771万円、佐久市・軽井沢町清掃施設組合分
担金１億5,433万円、合併処理浄化槽設置補助１億731万円。農林水産業費として、発地市
庭指定管理料2,500万円、貯木場枝破砕処理委託1,998万円、産地パワーアップ事業補助1,600
万円、ツキノワグマ対策事業委託1,499万円。商工費として、雲場池整備工事２億1,082万
円、くつかけテラス指定管理料4,844万円、観光振興センター指定管理料1,439万円、観光
案内所管理運営委託1,435万円。土木費として、風越公園アイスアリーナ外６施設指定管理
料２億1,545万円、離山公園落石防護柵設置工事１億2,436万円、町道借宿バイパス線新設
改良工事国道ランプ部工事１億1,174万円、町道借宿バイパス線新設改良工事国道ランプ部
工事その２ １億396万円、町道借宿バイパス線新設改良工事国道横断部工事委託8,397万円、町
道借宿バイパス線新設改良工事（１工区）4,574万円、さわやかハット外１施設指定管理料4,064
万円、西ノ河原川整備工事2,959万円、道路側溝他清掃委託2,878万円、グリーンベルト設
置工事2,692万円。教育費として、インターナショナルスクールオブアジア軽井沢補助３億507
万円（さわやか軽井沢ふるさと寄附金３億6,077万円より支出）、公益財団法人軽井沢大賀ホ
ール運営費補助１億471万円、学校給食業務委託（小学校３校分）3,020万円、図書館シス
テム更新導入作業委託1,512万円、図書館システム機器1,404万円、旧三笠ホテル破損調査・
修理計画策定委託1,026万円。
各特別会計等への繰出金は、軽井沢病院事業会計へ６億7,000万円（前年度７億3,000万

円）、軽井沢町公共下水道事業特別会計へ３億1,340万円（前年度２億8,520万円）、軽井沢
町国民健康保険事業勘定特別会計へ３億345万円（前年度２億3,514万円）、軽井沢町介護保
険特別会計へ２億1,157万円（前年度１億9,348万円）、軽井沢町後期高齢者医療特別会計へ
6,160万円（前年度5,498万円）及び軽井沢町農業集落排水事業特別会計へ4,399万円（前年
度5,183万円）合計16億301万円（前年度15億5,063万円）で前年度と比較して5,238万
円増加した。
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公債費は、５億5,998万円（前年度４億2,658万円）で前年度より１億3,340万円増加した。
今後も民生費等の義務的経費の増加が予想されることから、引き続き各事業の歳入確保に
努め、より適正な歳出予算の執行管理に努力されたい。

⑵　軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計
       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

国民健康保険の被保険者は、人口２万179人（29年度末現在）のうち6,285人で、加入率は、
31.1パ－セント（前年度32.4パーセント）と1.3ポイント減少した。加入者は、一般被保険者
6,230人、退職被保険者55人、加入世帯数は3,809件である。
歳入の決算額は、32億9,775万円（前年度32億1,515万円）で前年度と比較して8,260万円増

加した。これは主に繰越金が3,745万円、県支出金が3,363万円減少したが、繰入金が6,830万
円、前期高齢者交付金が4,168万円、国庫支出金が2,334万円増加したためである。
国民健康保険税の収入済額は６億8,029万円（前年度６億8,485万円）、不納欠損額は1,616万

円（前年度1,487万円）、収入未済額は２億3,494万円（前年度２億4,512万円）である。
収納率は、現年度課税分が92.5パーセント（前年度93.5パーセント）で前年度と比較して1.0
ポイント下回った。滞納繰越分は、17.7パーセント（前年度17.9パーセント）で前年度と比較し
て0.2ポイント下回った。合計の収納率は73.0パーセント（前年度72.5パーセント）で前年度と
比較して0.5ポイント上回り、昨年度に引き続き収納率は向上した。
国民健康保険税は本会計の根幹を成すものであり、税負担の公平性の確保と財源確保の見地か
ら、滞納整理及び厳正なる対応措置を講じられたい。また、不納欠損処分は、法律や条例の規定
に基づき厳正に処理することは当然であるが、滞納者から滞納に至るまでの過程を聴取し、慎重
かつ厳正な執行に心がけ的確な徴収に努められたい。
歳出の決算額は、32億6,110万円（前年度31億5,957万円）で前年度と比較して１億153万

円増加した。これは主に共同事業拠出金が4,163万円、基金積立金が3,995万円減少したが、総
務費が8,216万円、保険給付費が7,936万円増加したためである。
歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は、3,665万円（前年度5,558万円）

となっている。
病気の早期発見は、患者本人にとっても重症化する前に治療ができ、負担が少ないことに加え、
行政にとっても医療費を抑えることが期待できることから、特定健診の受診率をさらに引き上げ
るよう努められたい。

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
2.1％3,264,111,0003,332,825,000予 算 現 額
2.6％3,215,149,8663,297,751,658歳 入 決 算 額
3.2％3,159,570,3913,261,100,022歳 出 決 算 額

△34.1％55,579,47536,651,636歳 入 歳 出 差 引 額
－00翌年度へ繰り越すべき財源

△34.1％55,579,47536,651,636翌年度への実質繰越額

⑶　軽井沢町駐車場特別会計
                                                      （単位：円）

 区　　　　　分 平成27年度 平成26年度 増減率

歳入の決算額は、１億4,884万円（前年度１億7,052万円）で前年度と比較して2,168万円
減少した。これは主に繰越金が1,868万円、駐車場使用料収入が242万円減少したためであ
る。平成29年度の利用台数は、前年度と比較して3,338台減少して33万9,482台となった。
また、歳出の決算額は、１億3,722万円（前年度１億5,415万円）で前年度と比較して1,693

万円減少した。これは主に積立金が1,932万円減少したためである。
歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は1,162万円（前年度1,636万

円）となっている。
利用台数の減少については、来軽者の交通手段が自動車から新幹線、バスへとシフトして
いることも原因と考えられる。その一方で、今後通勤・通学での需要も考えられることから、
今後の各駐車場の有り方について検討されたい。

⑷　軽井沢町公共下水道事業特別会計
                                                      （単位：円）

歳入の決算額は、７億6,219万円（前年度６億6,934万円）で前年度と比較して9,285万円
増加した。これは主に繰越金が683万円減少したが、国庫支出金が5,699万円、繰入金が2,820
万円増加したためである。
歳出の決算額は、７億1,381万円（前年度６億3,392万円）で前年度と比較して7,989万円

増加した。主な増加の要因は公共下水道建設費が9,757万円増加したことによるものである。
歳入歳出差引額（形式収支額）は4,838万円で、翌年度へ繰り越すべき財源は1,278万円

となっており、翌年度への実質繰越額は3,560万円（前年度3,542万円）となっている。
受益者負担金の現年度分の未収金は無しとなった（前年度16万円）。滞納繰越分は674万
円（前年度780万円）で前年度と比較し106万円減少した。下水道使用料の未収金の現年度
分は、643万円（前年度631万円）で前年度と比較して12万円増加し、滞納繰越分は1,589

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
△11.0％166,011,000147,803,000予 算 現 額
△12.7％170,515,661148,840,675歳 入 決 算 額
△11.0％154,153,077137,223,642歳 出 決 算 額
△29.0％16,362,58411,617,033歳 入 歳 出 差 引 額

－00翌年度へ繰り越すべき財源
△29.0％16,362,58411,617,033翌年度への実質繰越額

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
15.3％665,410,000767,481,000予 算 現 額
13.9％669,338,367762,186,712歳 入 決 算 額
12.6％633,918,280713,808,371歳 出 決 算 額
36.6％35,420,08748,378,341歳 入 歳 出 差 引 額
皆増012,780,000翌年度へ繰り越すべき財源
0.5％35,420,08735,598,341翌年度への実質繰越額
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公債費は、５億5,998万円（前年度４億2,658万円）で前年度より１億3,340万円増加した。
今後も民生費等の義務的経費の増加が予想されることから、引き続き各事業の歳入確保に

努め、より適正な歳出予算の執行管理に努力されたい。

⑵　軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計
       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

国民健康保険の被保険者は、人口２万179人（29年度末現在）のうち6,285人で、加入率は、
31.1パ－セント（前年度32.4パーセント）と1.3ポイント減少した。加入者は、一般被保険者
6,230人、退職被保険者55人、加入世帯数は3,809件である。
歳入の決算額は、32億9,775万円（前年度32億1,515万円）で前年度と比較して8,260万円増

加した。これは主に繰越金が3,745万円、県支出金が3,363万円減少したが、繰入金が6,830万
円、前期高齢者交付金が4,168万円、国庫支出金が2,334万円増加したためである。
国民健康保険税の収入済額は６億8,029万円（前年度６億8,485万円）、不納欠損額は1,616万

円（前年度1,487万円）、収入未済額は２億3,494万円（前年度２億4,512万円）である。
収納率は、現年度課税分が92.5パーセント（前年度93.5パーセント）で前年度と比較して1.0

ポイント下回った。滞納繰越分は、17.7パーセント（前年度17.9パーセント）で前年度と比較し
て0.2ポイント下回った。合計の収納率は73.0パーセント（前年度72.5パーセント）で前年度と
比較して0.5ポイント上回り、昨年度に引き続き収納率は向上した。
国民健康保険税は本会計の根幹を成すものであり、税負担の公平性の確保と財源確保の見地か
ら、滞納整理及び厳正なる対応措置を講じられたい。また、不納欠損処分は、法律や条例の規定
に基づき厳正に処理することは当然であるが、滞納者から滞納に至るまでの過程を聴取し、慎重
かつ厳正な執行に心がけ的確な徴収に努められたい。
歳出の決算額は、32億6,110万円（前年度31億5,957万円）で前年度と比較して１億153万

円増加した。これは主に共同事業拠出金が4,163万円、基金積立金が3,995万円減少したが、総
務費が8,216万円、保険給付費が7,936万円増加したためである。
歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は、3,665万円（前年度5,558万円）

となっている。
病気の早期発見は、患者本人にとっても重症化する前に治療ができ、負担が少ないことに加え、
行政にとっても医療費を抑えることが期待できることから、特定健診の受診率をさらに引き上げ
るよう努められたい。

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
2.1％3,264,111,0003,332,825,000予 算 現 額
2.6％3,215,149,8663,297,751,658歳 入 決 算 額
3.2％3,159,570,3913,261,100,022歳 出 決 算 額

△34.1％55,579,47536,651,636歳 入 歳 出 差 引 額
－00翌年度へ繰り越すべき財源

△34.1％55,579,47536,651,636翌年度への実質繰越額

⑶　軽井沢町駐車場特別会計
                                                      （単位：円）

 区　　　　　分 平成27年度 平成26年度 増減率

歳入の決算額は、１億4,884万円（前年度１億7,052万円）で前年度と比較して2,168万円
減少した。これは主に繰越金が1,868万円、駐車場使用料収入が242万円減少したためであ
る。平成29年度の利用台数は、前年度と比較して3,338台減少して33万9,482台となった。
また、歳出の決算額は、１億3,722万円（前年度１億5,415万円）で前年度と比較して1,693

万円減少した。これは主に積立金が1,932万円減少したためである。
歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は1,162万円（前年度1,636万

円）となっている。
利用台数の減少については、来軽者の交通手段が自動車から新幹線、バスへとシフトして
いることも原因と考えられる。その一方で、今後通勤・通学での需要も考えられることから、
今後の各駐車場の有り方について検討されたい。

⑷　軽井沢町公共下水道事業特別会計
                                                      （単位：円）

歳入の決算額は、７億6,219万円（前年度６億6,934万円）で前年度と比較して9,285万円
増加した。これは主に繰越金が683万円減少したが、国庫支出金が5,699万円、繰入金が2,820
万円増加したためである。
歳出の決算額は、７億1,381万円（前年度６億3,392万円）で前年度と比較して7,989万円

増加した。主な増加の要因は公共下水道建設費が9,757万円増加したことによるものである。
歳入歳出差引額（形式収支額）は4,838万円で、翌年度へ繰り越すべき財源は1,278万円

となっており、翌年度への実質繰越額は3,560万円（前年度3,542万円）となっている。
受益者負担金の現年度分の未収金は無しとなった（前年度16万円）。滞納繰越分は674万

円（前年度780万円）で前年度と比較し106万円減少した。下水道使用料の未収金の現年度
分は、643万円（前年度631万円）で前年度と比較して12万円増加し、滞納繰越分は1,589

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
△11.0％166,011,000147,803,000予 算 現 額
△12.7％170,515,661148,840,675歳 入 決 算 額
△11.0％154,153,077137,223,642歳 出 決 算 額
△29.0％16,362,58411,617,033歳 入 歳 出 差 引 額

－00翌年度へ繰り越すべき財源
△29.0％16,362,58411,617,033翌年度への実質繰越額

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
15.3％665,410,000767,481,000予 算 現 額
13.9％669,338,367762,186,712歳 入 決 算 額
12.6％633,918,280713,808,371歳 出 決 算 額
36.6％35,420,08748,378,341歳 入 歳 出 差 引 額
皆増012,780,000翌年度へ繰り越すべき財源
0.5％35,420,08735,598,341翌年度への実質繰越額
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万円（前年度1,700万円）で前年度と比較して111万円減少した。受益者負担金と下水道使
用料の未収金合計は、2,906万円（前年度3,127万円）で221万円減少した。
不納欠損額は、141万円（前年度141万円）である。受益者負担の公平性と自主財源の確

保を図るため、未収金の更なる縮減について努力されたい。
計画面積は、前年度からの変動はなく1,040ヘクタールであるが、供用開始面積は前年度

と比較して軽井沢処理区が12.68ヘクタール増加して433.56ヘクタールに、西処理区は8.0
ヘクタール増加して160ヘクタールとなった。
公共下水道への接続率は、79.4パーセント（前年度78.4パ－セント）で、前年度より1.0

ポイント増加した。
今後も公衆衛生の向上と水質保全を図るために、積極的に下水道未接続者への接続促進を
行うとともに、保有する資産の大量更新期の到来や節水等による料金収入の減少を見越し、
現状に見合った管路施設等の整備計画の見直しと、効率的な経営及び健全化を図られたい。

⑸　軽井沢町農業集落排水事業特別会計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

歳入の決算額は、6,107万円（前年度6,457万円）で前年度と比較して350万円減少した。
これは主に繰越金が438万円増加したが、一般会計からの繰入金が783万円減少したためで
ある。
歳出の決算額は、5,910万円（前年度5,703万円）で前年度と比較して207万円増加した。

これは農業水産業費が207万円増加したためで、増加の原因は人件費と機械修繕委託による
ものである。
歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は、197万円（前年度753万円）

となっている。
顧客件数は、226件（前年度225件）で前年度と比較して１件増加した。その内訳は、発
地地区が164件（前年度161件）で３件増加、茂沢地区が44件（前年度46件）で２件減少、
杉瓜地区が18件（前年度18件）で前年と同数となっている。
施設使用料の未収金は、68万円（前年度71万円）となっている。当該使用料の調定額に
対する収納率は、92.8パーセント（前年度91.2パーセント）である。受益者負担の公平性と
自主財源の確保を図るため、未収金の更なる縮減について努力されるとともに、適正な施設
維持管理に努めるなど経費節減に努め健全経営を図られたい。また、公共下水道事業と同様
に施設の老朽化、料金収入の減少等、現在の経営状況を把握したなかで、将来的には部分的
に公共下水道事業への統廃合等を踏まえた事業の見直しについても検討されたい。

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
△5.9％64,312,00060,486,000予 算 現 額
△5.4％64,565,64361,065,760歳 入 決 算 額
3.6％57,032,45459,095,528歳 出 決 算 額

△73.8％7,533,1891,970,232歳 入 歳 出 差 引 額
－00翌年度へ繰り越すべき財源

△73.8％7,533,1891,970,232翌年度への実質繰越額

⑹　軽井沢町介護保険特別会計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

要支援・要介護の認定者数は、748人（前年度754人）であった。
また、介護サービス受給者数は710人（前年度733人）でその内訳は、居宅介護サービス

受給者519人、地域密着型サービス受給者81人、施設介護サービス受給者110人となって
いる。
歳入の決算額は、15億3,108万円（前年度14億5,841万円）で前年度と比較して7,267万

円増加した。これは主に繰越金が2,358万円、一般会計からの繰入金が1,809万円、国庫支
出金が1,227万円増加したためである。
保険料の未収金は、1,273万円（前年度3,308万円）で前年度と比較して2,035万円減少し

ているが、減少の主な要因は不能欠損したことによるものである。
歳出の決算額は、14億3,712万円（前年度13億6,649万円）で前年度と比較して7,063万

円増加した。これは主に保険給付費が3,783万円、地域支援事業費が1,579万円増加したた
めである。
歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は9,396万円（前年度9,192万

円）となっている。
今後更に高齢化や核家族化の進行により、要介護高齢者の増加、介護期間の長期化や介護
する家族の高齢化といった様々な問題が顕著化していく中、社会全体で要介護（要支援）者
を支えていく仕組みである介護保険制度の役割はますます重要となってくる。当町において
は要介護（要支援）認定者はここ数年横並びであるが、今後も保険給付費の増加が見込まれ
る。このことを鑑み、介護保険事業運営を健全に進めていくために負担の公平性と保険料の
収納確保に特段の努力を望む。
平成29年度は第６期介護保険事業計画の最終年度であり平成30年度からは第７期介護保
険事業計画となる。次期計画においても第６期計画で掲げている、地域における「医療・介
護・予防・住まい・生活支援」の包括的な支援とサービスの提供が行える体制「地域包括ケ
アシステム」の周知や推進を行い、「通いの場」等を多くの方に利用していただくことで、高
齢者が要介護状態となっても地域で安心して生活を送れる体制の整備と介護予防に重点をお
いた次期計画での推進を望む。

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
4.4％1,441,284,0001,504,359,000予 算 現 額
5.0％1,458,412,1471,531,080,735歳 入 決 算 額
5.2％1,366,493,5551,437,122,941歳 出 決 算 額
2.2％91,918,59293,957,794歳 入 歳 出 差 引 額
－00翌年度へ繰り越すべき財源

2.2％91,918,59293,957,794翌年度への実質繰越額
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万円（前年度1,700万円）で前年度と比較して111万円減少した。受益者負担金と下水道使
用料の未収金合計は、2,906万円（前年度3,127万円）で221万円減少した。
不納欠損額は、141万円（前年度141万円）である。受益者負担の公平性と自主財源の確

保を図るため、未収金の更なる縮減について努力されたい。
計画面積は、前年度からの変動はなく1,040ヘクタールであるが、供用開始面積は前年度

と比較して軽井沢処理区が12.68ヘクタール増加して433.56ヘクタールに、西処理区は8.0
ヘクタール増加して160ヘクタールとなった。
公共下水道への接続率は、79.4パーセント（前年度78.4パ－セント）で、前年度より1.0

ポイント増加した。
今後も公衆衛生の向上と水質保全を図るために、積極的に下水道未接続者への接続促進を

行うとともに、保有する資産の大量更新期の到来や節水等による料金収入の減少を見越し、
現状に見合った管路施設等の整備計画の見直しと、効率的な経営及び健全化を図られたい。

⑸　軽井沢町農業集落排水事業特別会計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

歳入の決算額は、6,107万円（前年度6,457万円）で前年度と比較して350万円減少した。
これは主に繰越金が438万円増加したが、一般会計からの繰入金が783万円減少したためで
ある。
歳出の決算額は、5,910万円（前年度5,703万円）で前年度と比較して207万円増加した。

これは農業水産業費が207万円増加したためで、増加の原因は人件費と機械修繕委託による
ものである。
歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は、197万円（前年度753万円）

となっている。
顧客件数は、226件（前年度225件）で前年度と比較して１件増加した。その内訳は、発

地地区が164件（前年度161件）で３件増加、茂沢地区が44件（前年度46件）で２件減少、
杉瓜地区が18件（前年度18件）で前年と同数となっている。
施設使用料の未収金は、68万円（前年度71万円）となっている。当該使用料の調定額に

対する収納率は、92.8パーセント（前年度91.2パーセント）である。受益者負担の公平性と
自主財源の確保を図るため、未収金の更なる縮減について努力されるとともに、適正な施設
維持管理に努めるなど経費節減に努め健全経営を図られたい。また、公共下水道事業と同様
に施設の老朽化、料金収入の減少等、現在の経営状況を把握したなかで、将来的には部分的
に公共下水道事業への統廃合等を踏まえた事業の見直しについても検討されたい。

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
△5.9％64,312,00060,486,000予 算 現 額
△5.4％64,565,64361,065,760歳 入 決 算 額
3.6％57,032,45459,095,528歳 出 決 算 額

△73.8％7,533,1891,970,232歳 入 歳 出 差 引 額
－00翌年度へ繰り越すべき財源

△73.8％7,533,1891,970,232翌年度への実質繰越額

⑹　軽井沢町介護保険特別会計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

要支援・要介護の認定者数は、748人（前年度754人）であった。
また、介護サービス受給者数は710人（前年度733人）でその内訳は、居宅介護サービス

受給者519人、地域密着型サービス受給者81人、施設介護サービス受給者110人となって
いる。
歳入の決算額は、15億3,108万円（前年度14億5,841万円）で前年度と比較して7,267万

円増加した。これは主に繰越金が2,358万円、一般会計からの繰入金が1,809万円、国庫支
出金が1,227万円増加したためである。
保険料の未収金は、1,273万円（前年度3,308万円）で前年度と比較して2,035万円減少し

ているが、減少の主な要因は不能欠損したことによるものである。
歳出の決算額は、14億3,712万円（前年度13億6,649万円）で前年度と比較して7,063万

円増加した。これは主に保険給付費が3,783万円、地域支援事業費が1,579万円増加したた
めである。
歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は9,396万円（前年度9,192万

円）となっている。
今後更に高齢化や核家族化の進行により、要介護高齢者の増加、介護期間の長期化や介護
する家族の高齢化といった様々な問題が顕著化していく中、社会全体で要介護（要支援）者
を支えていく仕組みである介護保険制度の役割はますます重要となってくる。当町において
は要介護（要支援）認定者はここ数年横並びであるが、今後も保険給付費の増加が見込まれ
る。このことを鑑み、介護保険事業運営を健全に進めていくために負担の公平性と保険料の
収納確保に特段の努力を望む。
平成29年度は第６期介護保険事業計画の最終年度であり平成30年度からは第７期介護保
険事業計画となる。次期計画においても第６期計画で掲げている、地域における「医療・介
護・予防・住まい・生活支援」の包括的な支援とサービスの提供が行える体制「地域包括ケ
アシステム」の周知や推進を行い、「通いの場」等を多くの方に利用していただくことで、高
齢者が要介護状態となっても地域で安心して生活を送れる体制の整備と介護予防に重点をお
いた次期計画での推進を望む。

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
4.4％1,441,284,0001,504,359,000予 算 現 額
5.0％1,458,412,1471,531,080,735歳 入 決 算 額
5.2％1,366,493,5551,437,122,941歳 出 決 算 額
2.2％91,918,59293,957,794歳 入 歳 出 差 引 額
－00翌年度へ繰り越すべき財源

2.2％91,918,59293,957,794翌年度への実質繰越額
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⑺　軽井沢町訪問看護事業特別会計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

年間実利用者数は84人（前年度82人）で前年度と比較して2人増加した。内訳は、医療
保険適用24人（前年度25人）、介護保険適用60人（前年度57人）である。年間延べ訪問
回数は、2,441回（前年度2,377回）で前年度と比較して64回増加した。
歳入の決算額は、5,097万円（前年度4,905万円）で前年度と比較して192万円増加した。

これは主に繰越金が185万円増加したためである。
歳出の決算額は、2,324万円（前年度2,180万円）で前年度と比較して144万円増加した。

これは主に総務費が63万円減少したが、サービス事業費が208万円増加したためである。
歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は、2,772万円（前年度2,725万

円）となっている。
今後、訪問看護の利用者は増加することが見込まれる。円滑な事業実施のため看護師の確
保に努められたい。

⑻　軽井沢町後期高齢者医療特別会計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

医療給付費の給付件数は、78,129件（前年度74,388件）で前年度と比較して3,741件増加
した。費用額は、21億6,351万円（前年度21億5,168万円）で前年度と比較して1,183万円
増加した。１人当たりの医療費は、3.1パーセント減少し73万円であった。
歳入の決算額は、２億9,658万円（前年度２億5,932万円）で前年度と比較して3,726万円

増加した。
歳出の決算額は、２億8,755万円（前年度２億4,389万円）で前年度と比較して4,366万円

増加した。
歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は903万円（前年度1,542万円）

となっている。

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
15.3％250,132,000288,472,000予 算 現 額
14.4％259,318,313296,581,368歳 入 決 算 額
17.9％243,894,631287,553,119歳 出 決 算 額

△41.5％15,423,6829,028,249歳 入 歳 出 差 引 額
－00翌年度へ繰り越すべき財源

△41.5％15,423,6829,028,249翌年度への実質繰越額

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
1.8％48,401,00049,255,000予 算 現 額
3.9％49,050,70850,966,375歳 入 決 算 額
6.6％21,797,14123,242,304歳 出 決 算 額
1.7％27,253,56727,724,071歳 入 歳 出 差 引 額
－00翌年度へ繰り越すべき財源

1.7％27,253,56727,724,071翌年度への実質繰越額

保険料の未収金は、590万円（前年度961万円）で前年度と比較して371万円減少した。
保険料は、医療保険事業の根幹をなすものであり、被保険者に対し制度の趣旨等を十分に
説明し、未収金の回収に努力されたい。今後も超高齢化社会を迎え加入者の増加に伴い医療
費の増加が見込まれる。全ての方が安心して受けられる医療を維持するため、健康寿命を延
ばす施策等の検討を行い医療費抑制を推進し、より健全な運営が図られるよう努められたい。

⑼　軽井沢町水道事業会計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税抜き、単位：円）

平成29年度末の給水件数は、２万464件で前年度と比較して314件（1.6パーセント）増
加した。年間配水量は、453万295立方メートルで前年度と比較して１万6,325立方メート
ル減少し、有収水量は341万1,038立方メートルで有収率は75.3パーセントとなり前年度と
比較して2.3ポイント増加した。有収水量１立方メ－トル当たりの供給単価は170円56銭、
給水原価は122円72銭で、１立方メートル当たりの利益は47円84銭と前年度と比較して
18銭減少した。
水道事業収益の決算額は、６億6,462万円（前年度６億5,216万円）で前年度と比較して

1,246万円増加した。そのうち営業収益は、５億9,692万円（前年度５億8,065万円）で前年
度と比較して1,627万円増加し、営業外収益は、6,770万円（前年度7,151万円）となり前年
度と比較して381万円減少した。
水道事業費用の決算額は、４億8,513万円（前年度４億8,322万円）で前年度と比較して

191万円増加した。そのうち、営業費用は４億4,910万円（前年度４億4,202万円）で前年度
と比較して708万円増加し、営業外費用は、3,585万円（前年度4,111万円）で前年度と比較
して526万円減少した。このため、経常利益は、１億7,967万円（前年度１億6,903万円）と
前年度と比較して1,064万円増加した。特別損失は過年度損益修正損で18万円となっており、
当年度の純利益は、１億7,949万円（前年度１億6,894万円）と前年度と比較して1,055万円
増加した。
前年度繰越利益剰余金を加え、当年度未処分利益剰余金は４億3,636万円（前年度４億5,104

万円）で前年度と比較して1,468万円減少した。
平成29年度の主な建設改良工事等は、成沢配水池築造工事１億１万円、成沢配水池機械電
気設備工事5,020万円、愛宕浄水場緩速ろ過砂更生工事3,294万円、国道146号配水管布設

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
1.9％652,159,288664,620,896水 道 事 業 収 益
2.8％580,650,814596,921,673営 業 収 益

△5.3％71,508,47467,699,223営 業 外 収 益
－00特 別 利 益

0.4％483,218,029485,127,915水 道 事 業 費 用
1.6％442,019,393449,104,598営 業 費 用

△12.8％41,105,11135,845,705営 業 外 費 用
89.9％93,525177,612特 別 損 失
－00予 備 費

6.2％168,941,259179,492,981損 益 収 支 残 高
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⑺　軽井沢町訪問看護事業特別会計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

年間実利用者数は84人（前年度82人）で前年度と比較して2人増加した。内訳は、医療
保険適用24人（前年度25人）、介護保険適用60人（前年度57人）である。年間延べ訪問
回数は、2,441回（前年度2,377回）で前年度と比較して64回増加した。
歳入の決算額は、5,097万円（前年度4,905万円）で前年度と比較して192万円増加した。

これは主に繰越金が185万円増加したためである。
歳出の決算額は、2,324万円（前年度2,180万円）で前年度と比較して144万円増加した。

これは主に総務費が63万円減少したが、サービス事業費が208万円増加したためである。
歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は、2,772万円（前年度2,725万

円）となっている。
今後、訪問看護の利用者は増加することが見込まれる。円滑な事業実施のため看護師の確

保に努められたい。

⑻　軽井沢町後期高齢者医療特別会計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

医療給付費の給付件数は、78,129件（前年度74,388件）で前年度と比較して3,741件増加
した。費用額は、21億6,351万円（前年度21億5,168万円）で前年度と比較して1,183万円
増加した。１人当たりの医療費は、3.1パーセント減少し73万円であった。
歳入の決算額は、２億9,658万円（前年度２億5,932万円）で前年度と比較して3,726万円

増加した。
歳出の決算額は、２億8,755万円（前年度２億4,389万円）で前年度と比較して4,366万円

増加した。
歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は903万円（前年度1,542万円）

となっている。

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
15.3％250,132,000288,472,000予 算 現 額
14.4％259,318,313296,581,368歳 入 決 算 額
17.9％243,894,631287,553,119歳 出 決 算 額

△41.5％15,423,6829,028,249歳 入 歳 出 差 引 額
－00翌年度へ繰り越すべき財源

△41.5％15,423,6829,028,249翌年度への実質繰越額

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
1.8％48,401,00049,255,000予 算 現 額
3.9％49,050,70850,966,375歳 入 決 算 額
6.6％21,797,14123,242,304歳 出 決 算 額
1.7％27,253,56727,724,071歳 入 歳 出 差 引 額
－00翌年度へ繰り越すべき財源

1.7％27,253,56727,724,071翌年度への実質繰越額

保険料の未収金は、590万円（前年度961万円）で前年度と比較して371万円減少した。
保険料は、医療保険事業の根幹をなすものであり、被保険者に対し制度の趣旨等を十分に
説明し、未収金の回収に努力されたい。今後も超高齢化社会を迎え加入者の増加に伴い医療
費の増加が見込まれる。全ての方が安心して受けられる医療を維持するため、健康寿命を延
ばす施策等の検討を行い医療費抑制を推進し、より健全な運営が図られるよう努められたい。

⑼　軽井沢町水道事業会計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税抜き、単位：円）

平成29年度末の給水件数は、２万464件で前年度と比較して314件（1.6パーセント）増
加した。年間配水量は、453万295立方メートルで前年度と比較して１万6,325立方メート
ル減少し、有収水量は341万1,038立方メートルで有収率は75.3パーセントとなり前年度と
比較して2.3ポイント増加した。有収水量１立方メ－トル当たりの供給単価は170円56銭、
給水原価は122円72銭で、１立方メートル当たりの利益は47円84銭と前年度と比較して
18銭減少した。
水道事業収益の決算額は、６億6,462万円（前年度６億5,216万円）で前年度と比較して

1,246万円増加した。そのうち営業収益は、５億9,692万円（前年度５億8,065万円）で前年
度と比較して1,627万円増加し、営業外収益は、6,770万円（前年度7,151万円）となり前年
度と比較して381万円減少した。
水道事業費用の決算額は、４億8,513万円（前年度４億8,322万円）で前年度と比較して

191万円増加した。そのうち、営業費用は４億4,910万円（前年度４億4,202万円）で前年度
と比較して708万円増加し、営業外費用は、3,585万円（前年度4,111万円）で前年度と比較
して526万円減少した。このため、経常利益は、１億7,967万円（前年度１億6,903万円）と
前年度と比較して1,064万円増加した。特別損失は過年度損益修正損で18万円となっており、
当年度の純利益は、１億7,949万円（前年度１億6,894万円）と前年度と比較して1,055万円
増加した。
前年度繰越利益剰余金を加え、当年度未処分利益剰余金は４億3,636万円（前年度４億5,104

万円）で前年度と比較して1,468万円減少した。
平成29年度の主な建設改良工事等は、成沢配水池築造工事１億１万円、成沢配水池機械電
気設備工事5,020万円、愛宕浄水場緩速ろ過砂更生工事3,294万円、国道146号配水管布設

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
1.9％652,159,288664,620,896水 道 事 業 収 益
2.8％580,650,814596,921,673営 業 収 益

△5.3％71,508,47467,699,223営 業 外 収 益
－00特 別 利 益

0.4％483,218,029485,127,915水 道 事 業 費 用
1.6％442,019,393449,104,598営 業 費 用

△12.8％41,105,11135,845,705営 業 外 費 用
89.9％93,525177,612特 別 損 失
－00予 備 費

6.2％168,941,259179,492,981損 益 収 支 残 高
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替工事1,699万円、町道南軽１号線配水管布設替工事1,277万円、配水管仮設移設古宿３工
区工事1,266万円、町道借宿バイパス新設改良に伴う配水管布設工事820万円及び国道146
号線舗装補修工事577万円が実施され、水道施設の保全、維持管理の効率化が図られた。
平成29年度は、前年度と比較して営業収益が1,627万円増加しており、経営状況は引き続

き良好と認められる。水道料金の収納については、口座振替の促進やコンビニ収納の実施、
給水停止の執行など収納率の向上に努められているところであるが、今後更に早期徴収に向
けた収納体制と水道料金の滞納者に対する厳正な取り組みの強化を図り効率的かつ効果的な
徴収事務に努め、一層の収納率向上を図られたい。
今後、既存施設の維持管理、長寿命化、水道施設及び管路の更新・改良等の費用の負担が
増大することが見込まれることから、計画的に管路の更新等を行い、引き続き軽井沢の良質
で安全・安定的な水を供給するため、効率的かつ健全な事業運営を行うよう努められたい。

⑽　軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税抜き、単位：円）

入院及び外来の患者数は、入院が２万5,561人で前年度より1,065人減少、外来が７万4,063
人で前年度より1,201人増加した。入院の１日平均患者数は70.0人で前年度より2.9人の減
少、外来の１日平均患者数は303.5人で前年度より3.7人増加した。
病床利用率は71.5パーセントで前年度より2.9ポイント下回った。
職員数は、平成30年３月31日現在118名で前年度と比較して２人増加した。内訳は、医

師９名、看護師等58名、医療技術員33名、事務員６名、その他職員12名となっている。
入院患者１人当たり１日の診療収入は３万660円で前年度と比較して194円増加しており、

外来診療収入は患者1人当たり8,330円で前年度と比較して258円減少した。
総事業収益は、23億1,661万円で前年度と比較して320万円増加、総事業費用は、22億
8,623万円と前年度と比較して１億697万円の減少であったため、当年度純利益が3,039万円
となり、平成24年度以来の単年度黒字となった。
全国レベルで深刻化する医師・看護師不足などにより地域医療を取り巻く環境は厳しさを
増しており、地域において必要な医療を安定的かつ継続的に提供していくことがますます難
しくなっている。
当町は国際保健休養地で毎年多くの観光客を受け入れおり、公的病院としての存続が必要

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
0.1％2,313,414,2692,316,613,838病 院 事 業 収 益

△2.1％1,551,500,3621,518,827,284医 業 収 益
4.6％761,913,907797,172,020医 業 外 収 益
皆増0614,534特 別 利 益

△4.5％2,393,198,0102,286,227,497病 院 事 業 費 用
△5.0％2,349,802,9132,232,488,288医 業 費 用
22.5％43,395,09753,179,625医 業 外 費 用
皆増0559,584特 別 損 失

138.1％△79,783,74130,386,341損 益 収 支 残 高

不可欠である。全国的な医師不足は当町も例外ではなく、特に内科の医師不足は深刻な問題
である。平成29年度は外来・入院ともに患者数が減少、入院においては病床利用率の低下に
も影響していると思われる。病院経営のうえで病床利用率を向上させることが重要であるこ
とはいうまでもない。その為には内科医師を早期に確保することで、病床利用率の向上、外来・
入院患者数の増加が見込まれる。早期に包括的連携協定をもとに、内科医師を確保し、安定
した医療が提供出来るよう努められたい。
また、病院の経営状況の改善や医療を巡る環境の急激な変化に対応するためには、専門的
な資質を有し、核となる職員の配置が重要である。
専門的な職員、特に医事関係に特化した職員の雇用や人材開発を行い、今後の医療環境の
急激な変化にも対応出来る体制を整え、町の基幹病院に求められる役割・機能等を十分に踏
まえつつ、引き続き、安全・安心で良質な医療を継続的に提供するとともに、経営の健全化
を図られたい。

⑾　基金の運用状況
基金の設置数は13基金で年度末合計金額は、77億5,693万円（前年度68億5,849万円）

で前年度と比較して８億9,844万円増加した。積立額は元金が22億152万円（前年度20億
8,860万円）、利子が681万円（前年度1,079万円）であった。取崩額は、13億989万円（前
年度10億9,478万円）で前年度と比較して２億1,511万円増加した。
一般会計の基金の運用状況については、積立額は、各基金の元金及び利子分を含めて20億
5,679万円（前年度18億9,334万円）で前年度と比較して１億6,345万円増加した。基金ご
との積立額（元金）の内訳は、財政調整基金へ８億6,300万円、下水道建設工事基金へ３億
8,000万円、さわやか軽井沢ふるさと基金へ３億6,077万円、庁舎改築周辺整備基金へ３億円、
減債基金へ１億4,600万円、町民福祉施設建設基金へ75万円であった。基金ごとの取崩額を
みると、財政調整基金が４億8,700万円、さわやか軽井沢ふるさと基金が３億3,813万円、
下水道建設工事基金が２億9,700万円、減債基金が１億8,507万円、農業振興基金が270万
円であった。
国民健康保険事業勘定特別会計の基金の今年度中の積立額は、利子分の９万円（前年度
4,004万円）で前年度と比較して3,995万円減少し、取崩しはなかった（前年度取崩しなし）。
介護保険特別会計の基金の元金及び利子分を含めた今年度中の積立額は、5,002万円（前

年度4,526万円）で前年度と比較して476万円増加した。取崩しはなかった（前年度取崩し
なし）。
駐車場特別会計の基金の元金及び利子分を含めた今年度中の積立額は、１億144万円（前

年度１億2,075万円）で前年度と比較して1,931万円減少した。取崩しはなかった（前年度
取崩しなし）。
今後の大型事業に備え、より多くの基金を積み立てることで、町が主体的に必要な事業を
実施できるよう基金の運用は安全を最優先とし、有利性も勘案し的確で計画的な基金の運用
を望む。
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替工事1,699万円、町道南軽１号線配水管布設替工事1,277万円、配水管仮設移設古宿３工
区工事1,266万円、町道借宿バイパス新設改良に伴う配水管布設工事820万円及び国道146
号線舗装補修工事577万円が実施され、水道施設の保全、維持管理の効率化が図られた。
平成29年度は、前年度と比較して営業収益が1,627万円増加しており、経営状況は引き続
き良好と認められる。水道料金の収納については、口座振替の促進やコンビニ収納の実施、
給水停止の執行など収納率の向上に努められているところであるが、今後更に早期徴収に向
けた収納体制と水道料金の滞納者に対する厳正な取り組みの強化を図り効率的かつ効果的な
徴収事務に努め、一層の収納率向上を図られたい。
今後、既存施設の維持管理、長寿命化、水道施設及び管路の更新・改良等の費用の負担が

増大することが見込まれることから、計画的に管路の更新等を行い、引き続き軽井沢の良質
で安全・安定的な水を供給するため、効率的かつ健全な事業運営を行うよう努められたい。

⑽　軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税抜き、単位：円）

入院及び外来の患者数は、入院が２万5,561人で前年度より1,065人減少、外来が７万4,063
人で前年度より1,201人増加した。入院の１日平均患者数は70.0人で前年度より2.9人の減
少、外来の１日平均患者数は303.5人で前年度より3.7人増加した。
病床利用率は71.5パーセントで前年度より2.9ポイント下回った。
職員数は、平成30年３月31日現在118名で前年度と比較して２人増加した。内訳は、医
師９名、看護師等58名、医療技術員33名、事務員６名、その他職員12名となっている。
入院患者１人当たり１日の診療収入は３万660円で前年度と比較して194円増加しており、

外来診療収入は患者1人当たり8,330円で前年度と比較して258円減少した。
総事業収益は、23億1,661万円で前年度と比較して320万円増加、総事業費用は、22億
8,623万円と前年度と比較して１億697万円の減少であったため、当年度純利益が3,039万円
となり、平成24年度以来の単年度黒字となった。
全国レベルで深刻化する医師・看護師不足などにより地域医療を取り巻く環境は厳しさを

増しており、地域において必要な医療を安定的かつ継続的に提供していくことがますます難
しくなっている。
当町は国際保健休養地で毎年多くの観光客を受け入れおり、公的病院としての存続が必要

増減率平成28年度平成29年度区　　　　　分
0.1％2,313,414,2692,316,613,838病 院 事 業 収 益

△2.1％1,551,500,3621,518,827,284医 業 収 益
4.6％761,913,907797,172,020医 業 外 収 益
皆増0614,534特 別 利 益

△4.5％2,393,198,0102,286,227,497病 院 事 業 費 用
△5.0％2,349,802,9132,232,488,288医 業 費 用
22.5％43,395,09753,179,625医 業 外 費 用
皆増0559,584特 別 損 失

138.1％△79,783,74130,386,341損 益 収 支 残 高

不可欠である。全国的な医師不足は当町も例外ではなく、特に内科の医師不足は深刻な問題
である。平成29年度は外来・入院ともに患者数が減少、入院においては病床利用率の低下に
も影響していると思われる。病院経営のうえで病床利用率を向上させることが重要であるこ
とはいうまでもない。その為には内科医師を早期に確保することで、病床利用率の向上、外来・
入院患者数の増加が見込まれる。早期に包括的連携協定をもとに、内科医師を確保し、安定
した医療が提供出来るよう努められたい。
また、病院の経営状況の改善や医療を巡る環境の急激な変化に対応するためには、専門的
な資質を有し、核となる職員の配置が重要である。
専門的な職員、特に医事関係に特化した職員の雇用や人材開発を行い、今後の医療環境の
急激な変化にも対応出来る体制を整え、町の基幹病院に求められる役割・機能等を十分に踏
まえつつ、引き続き、安全・安心で良質な医療を継続的に提供するとともに、経営の健全化
を図られたい。

⑾　基金の運用状況
基金の設置数は13基金で年度末合計金額は、77億5,693万円（前年度68億5,849万円）

で前年度と比較して８億9,844万円増加した。積立額は元金が22億152万円（前年度20億
8,860万円）、利子が681万円（前年度1,079万円）であった。取崩額は、13億989万円（前
年度10億9,478万円）で前年度と比較して２億1,511万円増加した。
一般会計の基金の運用状況については、積立額は、各基金の元金及び利子分を含めて20億
5,679万円（前年度18億9,334万円）で前年度と比較して１億6,345万円増加した。基金ご
との積立額（元金）の内訳は、財政調整基金へ８億6,300万円、下水道建設工事基金へ３億
8,000万円、さわやか軽井沢ふるさと基金へ３億6,077万円、庁舎改築周辺整備基金へ３億円、
減債基金へ１億4,600万円、町民福祉施設建設基金へ75万円であった。基金ごとの取崩額を
みると、財政調整基金が４億8,700万円、さわやか軽井沢ふるさと基金が３億3,813万円、
下水道建設工事基金が２億9,700万円、減債基金が１億8,507万円、農業振興基金が270万
円であった。
国民健康保険事業勘定特別会計の基金の今年度中の積立額は、利子分の９万円（前年度
4,004万円）で前年度と比較して3,995万円減少し、取崩しはなかった（前年度取崩しなし）。
介護保険特別会計の基金の元金及び利子分を含めた今年度中の積立額は、5,002万円（前

年度4,526万円）で前年度と比較して476万円増加した。取崩しはなかった（前年度取崩し
なし）。
駐車場特別会計の基金の元金及び利子分を含めた今年度中の積立額は、１億144万円（前
年度１億2,075万円）で前年度と比較して1,931万円減少した。取崩しはなかった（前年度
取崩しなし）。
今後の大型事業に備え、より多くの基金を積み立てることで、町が主体的に必要な事業を
実施できるよう基金の運用は安全を最優先とし、有利性も勘案し的確で計画的な基金の運用
を望む。
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基金の運用状況一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

 
平成30年８月10日

軽井沢町長　藤　巻　　進　殿
監査委員　　長谷川　淳　一
監査委員　　篠　原　公　子

29年度末
現在高

29年度中の
取崩額

29年度中の積立額
前年度末現在高基　金　名

利子元金

3,931,450,276487,000,0003,346,613863,000,0003,552,103,663財 政 調 整 基 金

一　

般　

会　

計

329,576,644185,066,000304,480146,000,000368,338,164減 債 基 金

95,703,922081,952095,621,970義務教育管理振興基金

34,984,4962,700,00038,206037,646,290農 業 振 興 基 金

183,377,329095,530750,000182,531,799町民福祉施設建設基金

751,197,933297,000,000756,875380,000,000667,441,058下水道建設工事基金

177,691,6490133,2150177,558,434土 地 開 発 基 金

188,789,173018,8770188,770,296芸術・文化振興基金

361,465,599338,125,000410,396360,771,000338,409,203さわやか軽井沢ふるさと基金

901,703,48501,080,220300,000,000600,623,265庁舎改築周辺整備基金

6,955,940,5061,309,891,0006,266,3642,050,521,0006,209,044,142小　　　 計

69,151,302086,331069,064,971国民健康保険事業
財 政 調 整 基 金国保会計

219,994,070016,99750,000,000169,977,073介護保険基金介護会計

511,845,1250436,411101,000,000410,408,714駐車場整備基金駐車場会計

7,756,931,0031,309,891,0006,806,1032,201,521,0006,858,494,900合　 　 　 計

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号）第３条第１項及び第22条
第１項の規定により審査に付された、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担
比率（以下「健全化判断比率」という。）及び公営企業会計の資金不足比率並びにそれぞれの算定の
基礎となる事項を記載した書類について審査したので、その結果について次のとおり意見書を提
出する。

第１　審査の概要
１　審査の対象
⑴　平成29年度健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類
⑵　平成29年度軽井沢町水道事業会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記
載した書類
⑶　平成29年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計の資金不足比率及びその算定の
基礎となる事項を記載した書類
⑷　平成29年度軽井沢町公共下水道事業特別会計の資金不足比率及びその算定の基礎とな
る事項を記載した書類
⑸　平成29年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計の資金不足比率及びその算定の基礎と
なる事項を記載した書類

２　審査の期日
平成30年７月13日、17日、18日、23日、27日及び８月７日（６日間）

３　審査の方法
健全化判断比率及び資金不足比率（以下「財政指標」という。）並びにその算定の基礎とな
る事項を記載した書類について、法令等に照らし財政指標の算出過程に誤りがないか、法令
等に基づき適切な算定要素が財政指標の計算に用いられているか、財政指標の算定の基礎と
なった書類等が適正に作成されているか、客観的事実の妥当性を判断した上で財政指標の算
定を行う場合において、公正な判断が行われているかに主眼をおき、関係職員からの説明を
聴取して審査を行った。

第２　審査の結果
１　審査の総括的意見
審査に付された財政指標及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正
に作成されているものと認めた。

２　審査の個別的意見
⑴　平成29年度健全化判断比率について

平成29年度軽井沢町財政健全化及び公営企業会計
 経営健全化審査意見書の提出について
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基金の運用状況一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

 
平成30年８月10日

軽井沢町長　藤　巻　　進　殿
監査委員　　長谷川　淳　一
監査委員　　篠　原　公　子

29年度末
現在高

29年度中の
取崩額

29年度中の積立額
前年度末現在高基　金　名

利子元金

3,931,450,276487,000,0003,346,613863,000,0003,552,103,663財 政 調 整 基 金

一　

般　

会　

計

329,576,644185,066,000304,480146,000,000368,338,164減 債 基 金

95,703,922081,952095,621,970義務教育管理振興基金

34,984,4962,700,00038,206037,646,290農 業 振 興 基 金

183,377,329095,530750,000182,531,799町民福祉施設建設基金

751,197,933297,000,000756,875380,000,000667,441,058下水道建設工事基金

177,691,6490133,2150177,558,434土 地 開 発 基 金

188,789,173018,8770188,770,296芸術・文化振興基金

361,465,599338,125,000410,396360,771,000338,409,203さわやか軽井沢ふるさと基金

901,703,48501,080,220300,000,000600,623,265庁舎改築周辺整備基金

6,955,940,5061,309,891,0006,266,3642,050,521,0006,209,044,142小　　　 計

69,151,302086,331069,064,971国民健康保険事業
財 政 調 整 基 金国保会計

219,994,070016,99750,000,000169,977,073介護保険基金介護会計

511,845,1250436,411101,000,000410,408,714駐車場整備基金駐車場会計

7,756,931,0031,309,891,0006,806,1032,201,521,0006,858,494,900合　 　 　 計

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号）第３条第１項及び第22条
第１項の規定により審査に付された、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担
比率（以下「健全化判断比率」という。）及び公営企業会計の資金不足比率並びにそれぞれの算定の
基礎となる事項を記載した書類について審査したので、その結果について次のとおり意見書を提
出する。

第１　審査の概要
１　審査の対象
⑴　平成29年度健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類
⑵　平成29年度軽井沢町水道事業会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記
載した書類
⑶　平成29年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計の資金不足比率及びその算定の
基礎となる事項を記載した書類
⑷　平成29年度軽井沢町公共下水道事業特別会計の資金不足比率及びその算定の基礎とな
る事項を記載した書類
⑸　平成29年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計の資金不足比率及びその算定の基礎と
なる事項を記載した書類

２　審査の期日
平成30年７月13日、17日、18日、23日、27日及び８月７日（６日間）

３　審査の方法
健全化判断比率及び資金不足比率（以下「財政指標」という。）並びにその算定の基礎とな

る事項を記載した書類について、法令等に照らし財政指標の算出過程に誤りがないか、法令
等に基づき適切な算定要素が財政指標の計算に用いられているか、財政指標の算定の基礎と
なった書類等が適正に作成されているか、客観的事実の妥当性を判断した上で財政指標の算
定を行う場合において、公正な判断が行われているかに主眼をおき、関係職員からの説明を
聴取して審査を行った。

第２　審査の結果
１　審査の総括的意見
審査に付された財政指標及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正
に作成されているものと認めた。

２　審査の個別的意見
⑴　平成29年度健全化判断比率について

平成29年度軽井沢町財政健全化及び公営企業会計
 経営健全化審査意見書の提出について
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　　健全化判断比率の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

①　実質赤字比率　一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率であるが、
平成29年度の実質赤字比率は、前年度に引き続き黒字のため数値はなく、良好な状態にあ
ると認められる。
②　連結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率であるが、
平成29年度の連結実質赤字比率は、前年度に引き続き黒字のため数値はなく、良好な状態
にあると認められる。
③　実質公債費比率　一般会計等が負担する元利償還金及び準元利　償還金の標準財政規模
に対する比率であるが、平成29年度の実質公債費比率は0.4パーセント（前年度0.3パー
セント）となっており、早期健全化基準の25.0パーセントと比較するとこれを下回ってお
り、良好な状態にあると認められる。
④　将来負担比率　一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率で
あるが、平成29年度の将来負担比率は前年度に引き続き将来負担額を充当可能財源等が上
回るため数値はなく、良好な状態にあると認められる。

⑵　平成28年度軽井沢町水道事業会計、軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計、軽井沢
　町公共下水道事業特別会計、軽井沢町農業集落排水事業特別会計の資金不足比率について

　　公営企業会計資金不足比率の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

資金不足比率とは、資金不足額（一般会計などの実質赤字に相当する額）が営業収益等に占
める割合であり、平成29年度の各公営企業会計の資金不足比率は、前年度に引き続きそれぞれ
資金不足を生じていないため数値はなく、良好な状態にあると認められる。

３　是正改善を要する事項
特に指摘すべき事項はない。

平成30年８月10日
軽井沢町長　藤巻　進　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監査委員　長谷川　淳　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監査委員　篠　原　公　子

経営健全化基準平成29年度公営企業会計

20

－軽 井 沢 町 水 道 事 業 会 計
－軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計
－軽井沢町公共下水道事業特別会計
－軽井沢町農業集落排水事業特別会計

財政再生基準早期健全化基準平成29年度健全化判断比率
20.0013.56－実 質 赤 字 比 率①

30.0018.56－連結実質赤字比率②

35.025.00.4実質公債費比率③

350.0－将 来 負 担 比 率④

平成29年度　町 の 歳 入 歳 出 決 算 状 況

主　な　事　業
3億5,739万円下水道建設工事繰出金○7億7,817万円道 路 ・ 河 川 整 備 事 業○

9,652万円交 通 安 全 対 策 事 業○1億4,728万円公 園 整 備 事 業○

4,160万円町 営 住 宅 整 備 事 業○1億 732万円合併処理浄化槽設置整備事業補助○

1億8,908万円じん芥収集・処理事業○4億 366万円ごみ、し尿処理施設負担金○

3億8,477万円児 童 手 当 の 支 給○6億2,029万円老人福祉事業・老人医療給付事業○

1億1,845万円心身障がい者（児）、就学前児童等医療費給付事業○5,291万円臨時福祉給付金の給付○

1億1,089万円老 人 福 祉 施 設 運 営 費○3億2,447万円身体障がい者等更生施設入所支援費他社会福祉○

6億7,000万円軽井沢病院事業会計繰出金○1億6,286万円健 康 づ く り 推 進 費○

１億1,913万円商 工 業 振 興 事 業○1億5,111万円農 林 業 基 盤 整 備 事 業○

6,622万円鳥 獣 対 策 事 業○7,257万円観 光 宣 伝 事 業○

1,387万円小中学校教材備品整備事業○3,548万円小 学 校 施 設 整 備 事 業○

1億1,874万円大 賀 ホ ー ル 経 費○5,989万円社会教育施設整備事業○

1,714万円私立幼稚園教育振興補助○

平成29年度　特 別 会 計 及 び 企 業 会 計 決 算 額
差　　　　　引歳　　　　　　出歳　　　　　　入会　　計　　別

3,665万円32億6,110万円32億9,775万円国 民 健 康 保 険
1,162万円1億3,722万円1億4,884万円駐 車 場
4,838万円7億1,381万円7億6,219万円公 共 下 水 道
197万円5,910万円6,107万円農 業 集 落 排 水
9,396万円14億3,712万円15億3,108万円介 護 保 険
2,773万円2,324万円5,097万円訪 問 看 護
903万円2億 8,755万円2億9,658万円後 期 高 齢 者 医 療

1億7,949万円4億8,513万円6億6,462万円水 道
3,039万円22億8,622万円23億1,661万円軽 井 沢 病 院

平成29年度　町 税 収 入 状 況
収入割合（％）収　入　済　額調　　定　　額科　　　目

87.6518億4,718万円21億  739万円町 民 税
89.8762億1,200万円69億 1,248万円固 定 資 産 税
84.855,532万円6,520万円軽 自 動 車 税
100.00１億5,359万円１億5,359万円市 町 村 た ば こ 税
100.006,244万円6,244万円入 湯 税
89.238億4,857万円9億5,101万円都 市 計 画 税
89.5391億7,910万円102億5,211万円合 計

水道、病院会計は企業会計が適用されるため、上記の金額は収益的収入及び支出を記入。
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　　健全化判断比率の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

①　実質赤字比率　一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率であるが、
平成29年度の実質赤字比率は、前年度に引き続き黒字のため数値はなく、良好な状態にあ
ると認められる。

②　連結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率であるが、
平成29年度の連結実質赤字比率は、前年度に引き続き黒字のため数値はなく、良好な状態
にあると認められる。

③　実質公債費比率　一般会計等が負担する元利償還金及び準元利　償還金の標準財政規模
に対する比率であるが、平成29年度の実質公債費比率は0.4パーセント（前年度0.3パー
セント）となっており、早期健全化基準の25.0パーセントと比較するとこれを下回ってお
り、良好な状態にあると認められる。

④　将来負担比率　一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率で
あるが、平成29年度の将来負担比率は前年度に引き続き将来負担額を充当可能財源等が上
回るため数値はなく、良好な状態にあると認められる。

⑵　平成28年度軽井沢町水道事業会計、軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計、軽井沢
　町公共下水道事業特別会計、軽井沢町農業集落排水事業特別会計の資金不足比率について

　　公営企業会計資金不足比率の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

資金不足比率とは、資金不足額（一般会計などの実質赤字に相当する額）が営業収益等に占
める割合であり、平成29年度の各公営企業会計の資金不足比率は、前年度に引き続きそれぞれ
資金不足を生じていないため数値はなく、良好な状態にあると認められる。

３　是正改善を要する事項
特に指摘すべき事項はない。

平成30年８月10日
軽井沢町長　藤巻　進　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監査委員　長谷川　淳　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監査委員　篠　原　公　子

経営健全化基準平成29年度公営企業会計

20

－軽 井 沢 町 水 道 事 業 会 計
－軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計
－軽井沢町公共下水道事業特別会計
－軽井沢町農業集落排水事業特別会計

財政再生基準早期健全化基準平成29年度健全化判断比率
20.0013.56－実 質 赤 字 比 率①

30.0018.56－連結実質赤字比率②

35.025.00.4実質公債費比率③

350.0－将 来 負 担 比 率④

平成29年度　町 の 歳 入 歳 出 決 算 状 況

主　な　事　業
3億5,739万円下水道建設工事繰出金○7億7,817万円道 路 ・ 河 川 整 備 事 業○

9,652万円交 通 安 全 対 策 事 業○1億4,728万円公 園 整 備 事 業○

4,160万円町 営 住 宅 整 備 事 業○1億 732万円合併処理浄化槽設置整備事業補助○

1億8,908万円じん芥収集・処理事業○4億 366万円ごみ、し尿処理施設負担金○

3億8,477万円児 童 手 当 の 支 給○6億2,029万円老人福祉事業・老人医療給付事業○

1億1,845万円心身障がい者（児）、就学前児童等医療費給付事業○5,291万円臨時福祉給付金の給付○

1億1,089万円老 人 福 祉 施 設 運 営 費○3億2,447万円身体障がい者等更生施設入所支援費他社会福祉○

6億7,000万円軽井沢病院事業会計繰出金○1億6,286万円健 康 づ く り 推 進 費○

１億1,913万円商 工 業 振 興 事 業○1億5,111万円農 林 業 基 盤 整 備 事 業○

6,622万円鳥 獣 対 策 事 業○7,257万円観 光 宣 伝 事 業○

1,387万円小中学校教材備品整備事業○3,548万円小 学 校 施 設 整 備 事 業○

1億1,874万円大 賀 ホ ー ル 経 費○5,989万円社会教育施設整備事業○

1,714万円私立幼稚園教育振興補助○

平成29年度　特 別 会 計 及 び 企 業 会 計 決 算 額
差　　　　　引歳　　　　　　出歳　　　　　　入会　　計　　別

3,665万円32億6,110万円32億9,775万円国 民 健 康 保 険
1,162万円1億3,722万円1億4,884万円駐 車 場
4,838万円7億1,381万円7億6,219万円公 共 下 水 道
197万円5,910万円6,107万円農 業 集 落 排 水
9,396万円14億3,712万円15億3,108万円介 護 保 険
2,773万円2,324万円5,097万円訪 問 看 護
903万円2億 8,755万円2億9,658万円後 期 高 齢 者 医 療

1億7,949万円4億8,513万円6億6,462万円水 道
3,039万円22億8,622万円23億1,661万円軽 井 沢 病 院

平成29年度　町 税 収 入 状 況
収入割合（％）収　入　済　額調　　定　　額科　　　目

87.6518億4,718万円21億  739万円町 民 税
89.8762億1,200万円69億 1,248万円固 定 資 産 税
84.855,532万円6,520万円軽 自 動 車 税
100.00１億5,359万円１億5,359万円市 町 村 た ば こ 税
100.006,244万円6,244万円入 湯 税
89.238億4,857万円9億5,101万円都 市 計 画 税
89.5391億7,910万円102億5,211万円合 計

水道、病院会計は企業会計が適用されるため、上記の金額は収益的収入及び支出を記入。
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歳　 　 出歳　 　 　 入

増　 減平成28年度
決 算 額

平成29年度
決 算 額款　 別増　 減平成28年度

決 算 額
平成29年度
決 算 額款　 別

25014,64214,892議 会 費14,799903,111917,910町 税

9,285372,038381,323総 務 費△3410,31710,283地 方 譲 与 税

1,839305,387307,226民 生 費283360643利子割交付金

△37,346142,675105,329衛 生 費4341,1091,543配当割交付金

△48076労 働 費1,0436511,694株式等譲渡所得割
交 付 金

△2,74032,49929,759農 林 水 産 費1,78938,93540,724地 方 消 費 税
交 付 金

17,64142,42560,066商 工 費△23610,39610,160ゴルフ場利用税
交 付 金

54,008179,241233,249土 木 費7941,8582,652自動車取得税
交 付 金

△2,96831,70228,734消 防 費1918231,014地方特例交付金

△27,362177,791150,429教 育 費△2,3623,7401,378地 方 交 付 税

△2,2992,594295災 害 復 旧 費△35368333交通安全対策
特 別 交 付 金

13,34042,65855,998公 債 費△53810,94110,403分担金及び負担金

40224,93025,332使用料及び手数料

13,45555,76969,224国 庫 支 出 金

5,68241,19346,875県 支 出 金

　6112,8713,482財 産 収 入

　2,29133,97136,262寄 附 金

　21,511109,478130,989繰 入 金

　△24,676136,808112,132繰 越 金

　△3,57228,23424,662諸 収 入

　△30,00040,00010,000町 債

23,6441,343,7321,367,376合 計1,8321,455,8631,457,695合 計

※表中の金額は、原則として万円単位未満を四捨五入としましたが、端数調整の都合上これに
　よらないものもあります。

（単位：万円）

平成29年度　一 般 会 計 決 算 額 平成30年 第１回軽井沢町議会定例会12月会議
開議時間内　　容会議名曜日月　日

午前１０時議案の上程、提案説明本会議木１１月２９日

午前１０時一般質問本会議月１２月　３日

午前１０時一般質問本会議火１２月　４日

午前１０時議案質疑・議案付託本会議
水１２月　５日

午前１0時２０分広報広聴常任委員会委員会

午前１０時議会活性化特別委員会委員会木１２月　６日

午前１０時社会常任委員会委員会金１２月　７日

午前１０時総務常任委員会委員会月１２月１０日

午前１０時予算決算常任委員会委員会火１２月１１日

午後２時委員長報告、議案の上程、提案説明、質疑、討論、
表決、申出本会議木１２月１３日

付 議 事 件
審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決１２／１３社会常任委員会軽井沢町の福祉に関する条例の廃止について議　 案
第66号

原案可決１２／１３社会常任委員会軽井沢町福祉医療費給付金条例の制定について議　 案
第67号

原案可決１２／１３社会常任委員会軽井沢町印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正に
ついて　　　　　　　　　　　　　　

議　 案
第68号

原案可決１２／１３社会常任委員会軽井沢町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改
正について　　　　　　　　　　　　　

議　 案
第69号

原案可決１２／１３社会常任委員会軽井沢町子どものための教育・保育給付に係る利用者
負担額を定める条例の一部改正について　

議　 案
第70号

原案可決１２／１３社会常任委員会軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業の設置等に関す
る条例の一部改正について　　　　　　

議　 案
第71号

原案可決１２／１３社会常任委員会軽井沢町国民健康保険軽井沢病院料金条例の一部改正
について　　　　　　　　　　　　　　

議　 案
第72号

原案可決１２／１３総務常任委員会町道の廃止について　　　　　　議　 案
第73号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町一般会計補正予算（第４号）議　 案
第74号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計
補正予算（第３号）　　　　　　　　　

議　 案
第75号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第２号）
　　　　　　　　　　　　　　　　

議　 案
第76号
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歳　 　 出歳　 　 　 入

増　 減平成28年度
決 算 額

平成29年度
決 算 額款　 別増　 減平成28年度

決 算 額
平成29年度
決 算 額款　 別

25014,64214,892議 会 費14,799903,111917,910町 税

9,285372,038381,323総 務 費△3410,31710,283地 方 譲 与 税

1,839305,387307,226民 生 費283360643利子割交付金

△37,346142,675105,329衛 生 費4341,1091,543配当割交付金

△48076労 働 費1,0436511,694株式等譲渡所得割
交 付 金

△2,74032,49929,759農 林 水 産 費1,78938,93540,724地 方 消 費 税
交 付 金

17,64142,42560,066商 工 費△23610,39610,160ゴルフ場利用税
交 付 金

54,008179,241233,249土 木 費7941,8582,652自動車取得税
交 付 金

△2,96831,70228,734消 防 費1918231,014地方特例交付金

△27,362177,791150,429教 育 費△2,3623,7401,378地 方 交 付 税

△2,2992,594295災 害 復 旧 費△35368333交通安全対策
特 別 交 付 金

13,34042,65855,998公 債 費△53810,94110,403分担金及び負担金

40224,93025,332使用料及び手数料

13,45555,76969,224国 庫 支 出 金

5,68241,19346,875県 支 出 金

　6112,8713,482財 産 収 入

　2,29133,97136,262寄 附 金

　21,511109,478130,989繰 入 金

　△24,676136,808112,132繰 越 金

　△3,57228,23424,662諸 収 入

　△30,00040,00010,000町 債

23,6441,343,7321,367,376合 計1,8321,455,8631,457,695合 計

※表中の金額は、原則として万円単位未満を四捨五入としましたが、端数調整の都合上これに
　よらないものもあります。

（単位：万円）

平成29年度　一 般 会 計 決 算 額 平成30年 第１回軽井沢町議会定例会12月会議
開議時間内　　容会議名曜日月　日

午前１０時議案の上程、提案説明本会議木１１月２９日

午前１０時一般質問本会議月１２月　３日

午前１０時一般質問本会議火１２月　４日

午前１０時議案質疑・議案付託本会議
水１２月　５日

午前１0時２０分広報広聴常任委員会委員会

午前１０時議会活性化特別委員会委員会木１２月　６日

午前１０時社会常任委員会委員会金１２月　７日

午前１０時総務常任委員会委員会月１２月１０日

午前１０時予算決算常任委員会委員会火１２月１１日

午後２時委員長報告、議案の上程、提案説明、質疑、討論、
表決、申出本会議木１２月１３日

付 議 事 件
審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決１２／１３社会常任委員会軽井沢町の福祉に関する条例の廃止について議　 案
第66号

原案可決１２／１３社会常任委員会軽井沢町福祉医療費給付金条例の制定について議　 案
第67号

原案可決１２／１３社会常任委員会軽井沢町印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正に
ついて　　　　　　　　　　　　　　

議　 案
第68号

原案可決１２／１３社会常任委員会軽井沢町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改
正について　　　　　　　　　　　　　

議　 案
第69号

原案可決１２／１３社会常任委員会軽井沢町子どものための教育・保育給付に係る利用者
負担額を定める条例の一部改正について　

議　 案
第70号

原案可決１２／１３社会常任委員会軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業の設置等に関す
る条例の一部改正について　　　　　　

議　 案
第71号

原案可決１２／１３社会常任委員会軽井沢町国民健康保険軽井沢病院料金条例の一部改正
について　　　　　　　　　　　　　　

議　 案
第72号

原案可決１２／１３総務常任委員会町道の廃止について　　　　　　議　 案
第73号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町一般会計補正予算（第４号）議　 案
第74号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計
補正予算（第３号）　　　　　　　　　

議　 案
第75号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第２号）
　　　　　　　　　　　　　　　　

議　 案
第76号
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審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町公共下水道事業特別会計補正予
算（第２号）　　　　　　　　　　　

議　 案
第77号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計補正
予算（第２号）　　　　　　　　　　

議　 案
第78号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第２
号）　　　　　　　　　　　　　　　　

議　 案
第79号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町訪問看護事業特別会計補正予算
（第２号）　　　　　　　　　　　

議　 案
第80号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第２号）　　　　　　　　　　　

議　 案
第81号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会
計補正予算（第３号）　　　　　　　　

議　 案
第82号

原案可決１２／１３即　決軽井沢町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
について

議　 案
第83号

報　告
専決処分の報告について（平成２８年度町単軽井沢町防
災行政無線（同報系）デジタル化工事変更請負契約の
締結について）　　　　　　　　　　　　

報　 告
第15号

報　告
専決処分の報告について（平成２８年度社会資本整備総
合交付金事業町道借宿バイパス線新設改良工事国道横
断部工事委託に関する変更協定の締結について）

報　 告
第16号

報　告
専決処分の報告について（平成２９年度社会資本整備総
合交付金事業町道借宿バイパス線新設改良工事国道ラ
ンプ部工事その２変更請負契約の締結について）

報　 告
第17号

採　択１２／１３総務常任委員会米軍基地負担に関する請願請　 願
第１号

継続審査１２／１３社会常任委員会安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改
善を求める陳情

陳　 情
第４号

原案可決１２／１３即　決軽井沢町公の施設の指定管理者の指定の手続等に関す
る条例の一部改正について

発　 委
第４号

原案可決１２／１３即　決米軍基地負担に関する意見書の提出について発　 委
第５号

原案可決１２／１３即　決総務常任委員会の閉会中の所管事務調査の件について

原案可決１２／１３即　決社会常任委員会の閉会中の所管事務調査の件について

原案可決１２／１３即　決予算決算常任委員会の閉会中の所管事務調査の件につ
いて

原案可決１２／１３即　決広報広聴常任委員会の閉会中の所管事務調査の件につ
いて

原案可決１２／１３即　決議会活性化特別委員会の閉会中の所管事務調査の件に
ついて

原案可決１２／１３即　決議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件について

平成30年12月会議は、11月29日に再開し、会議期間は12月13日までの15日間の日程で
開催しました。
提出された議案は、条例の廃止１件、条例の制定１件、条例の一部改正５件、その他１件、補
正予算９件でいずれも原案通り可決し、報告３件を受けました。
議会関係では、請願１件、陳情１件を審査し、１件を採択、１件を継続審査としました。また、
発委で条例の一部改正１件、意見書１件を提出し原案可決となり、意見書については関係機関へ
送付しました。
12月会議において平成30年第1回定例会の会期は12月13日までとなり、336日間で閉会と

なりました。

○条例の廃止
・町の福祉に関する条例の廃止
これまで個々に定めていた福祉分野の例規を福祉の増進を総合的に推進していくことを目
的に、１つの例規に集約するために制定されたものでありますが、昨今社会的背景の変化に
伴い、福祉制度が目まぐるしく見直される中で、福祉分野の例規を１つに集約した同条例に
ついては、目的を明確にした分散化が必要なことから本条例を廃止し、他に制定されている
類似の町例規と比較し、個々の制度、事業ごとに例規を制定し直すため廃止するものです。

○条例の制定
・町福祉医療費給付金条例
軽井沢町の福祉に関する条例が廃止されるため、同条例に規定されていた福祉医療費の支
給について、廃止前と同様の支給を行う必要があることから、本条例を制定するものです。

○条例の一部改正
・町印鑑登録及び証明に関する条例
平成31年４月１日より、個人番号カード、マイナンバーカードを利用してコンビニエンス
ストア等の店舗で印鑑登録証明書を交付できるようにするため、本条例を改正するもののほ
か、所要の改正を行うものです。

・町廃棄物の処理及び清掃に関する条例
　事業系一般廃棄物の排出量は年々増加傾向にあることから、事業系一般廃棄物の資源化、減
量化への取り組みをより一層促進するため、事業系一般廃棄物の処理手数料の額を改定する
もの及び廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部改正を行い、廃棄物処理施設の
技術者、管理者の資格要件の改正を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

・町子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額を定める条例
平成29年度地方税制改正により、都道府県から指定都市への個人住民税所得割の税率２パ
ーセント相当分が税源移譲され、指定都市と他の市町村で異なる所得割額の税率となったこ
とから、子ども・子育て支援法施行規則が一部改正され、指定都市からの転入者とそれ以外

12月 会 議 解 説
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審議結果議決月日付託委員会件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町公共下水道事業特別会計補正予
算（第２号）　　　　　　　　　　　

議　 案
第77号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計補正
予算（第２号）　　　　　　　　　　

議　 案
第78号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第２
号）　　　　　　　　　　　　　　　　

議　 案
第79号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町訪問看護事業特別会計補正予算
（第２号）　　　　　　　　　　　

議　 案
第80号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第２号）　　　　　　　　　　　

議　 案
第81号

原案可決１２／１３予算決算常任委員会平成３０年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会
計補正予算（第３号）　　　　　　　　

議　 案
第82号

原案可決１２／１３即　決軽井沢町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
について

議　 案
第83号

報　告
専決処分の報告について（平成２８年度町単軽井沢町防
災行政無線（同報系）デジタル化工事変更請負契約の
締結について）　　　　　　　　　　　　

報　 告
第15号

報　告
専決処分の報告について（平成２８年度社会資本整備総
合交付金事業町道借宿バイパス線新設改良工事国道横
断部工事委託に関する変更協定の締結について）

報　 告
第16号

報　告
専決処分の報告について（平成２９年度社会資本整備総
合交付金事業町道借宿バイパス線新設改良工事国道ラ
ンプ部工事その２変更請負契約の締結について）

報　 告
第17号

採　択１２／１３総務常任委員会米軍基地負担に関する請願請　 願
第１号

継続審査１２／１３社会常任委員会安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改
善を求める陳情

陳　 情
第４号

原案可決１２／１３即　決軽井沢町公の施設の指定管理者の指定の手続等に関す
る条例の一部改正について

発　 委
第４号

原案可決１２／１３即　決米軍基地負担に関する意見書の提出について発　 委
第５号

原案可決１２／１３即　決総務常任委員会の閉会中の所管事務調査の件について

原案可決１２／１３即　決社会常任委員会の閉会中の所管事務調査の件について

原案可決１２／１３即　決予算決算常任委員会の閉会中の所管事務調査の件につ
いて

原案可決１２／１３即　決広報広聴常任委員会の閉会中の所管事務調査の件につ
いて

原案可決１２／１３即　決議会活性化特別委員会の閉会中の所管事務調査の件に
ついて

原案可決１２／１３即　決議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件について

平成30年12月会議は、11月29日に再開し、会議期間は12月13日までの15日間の日程で
開催しました。
提出された議案は、条例の廃止１件、条例の制定１件、条例の一部改正５件、その他１件、補
正予算９件でいずれも原案通り可決し、報告３件を受けました。
議会関係では、請願１件、陳情１件を審査し、１件を採択、１件を継続審査としました。また、
発委で条例の一部改正１件、意見書１件を提出し原案可決となり、意見書については関係機関へ
送付しました。
12月会議において平成30年第1回定例会の会期は12月13日までとなり、336日間で閉会と

なりました。

○条例の廃止
・町の福祉に関する条例の廃止
これまで個々に定めていた福祉分野の例規を福祉の増進を総合的に推進していくことを目
的に、１つの例規に集約するために制定されたものでありますが、昨今社会的背景の変化に
伴い、福祉制度が目まぐるしく見直される中で、福祉分野の例規を１つに集約した同条例に
ついては、目的を明確にした分散化が必要なことから本条例を廃止し、他に制定されている
類似の町例規と比較し、個々の制度、事業ごとに例規を制定し直すため廃止するものです。

○条例の制定
・町福祉医療費給付金条例
軽井沢町の福祉に関する条例が廃止されるため、同条例に規定されていた福祉医療費の支
給について、廃止前と同様の支給を行う必要があることから、本条例を制定するものです。

○条例の一部改正
・町印鑑登録及び証明に関する条例
平成31年４月１日より、個人番号カード、マイナンバーカードを利用してコンビニエンス
ストア等の店舗で印鑑登録証明書を交付できるようにするため、本条例を改正するもののほ
か、所要の改正を行うものです。

・町廃棄物の処理及び清掃に関する条例
　事業系一般廃棄物の排出量は年々増加傾向にあることから、事業系一般廃棄物の資源化、減
量化への取り組みをより一層促進するため、事業系一般廃棄物の処理手数料の額を改定する
もの及び廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部改正を行い、廃棄物処理施設の
技術者、管理者の資格要件の改正を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

・町子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額を定める条例
平成29年度地方税制改正により、都道府県から指定都市への個人住民税所得割の税率２パ

ーセント相当分が税源移譲され、指定都市と他の市町村で異なる所得割額の税率となったこ
とから、子ども・子育て支援法施行規則が一部改正され、指定都市からの転入者とそれ以外
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の者で所得割額等の基準とする保育施設等の利用者負担額が異なることがないよう措置され
たことを受けて、改正を行うものです。また、子ども・子育て支援法施行令及び子ども・子
育て支援法施行規則が一部改正され、未婚のひとり親について地方税法上の寡婦控除が適用
されるものとみなし、保育施設等の利用者負担額に係る市町村民税所得割を算出することと
されたことを受けて改正を行うもののほか、所要の改正を行うものです。
　

・町国民健康保険軽井沢病院事業の設置等に関する条例
信州大学及び東京大学との包括的連携による寄附講座事業により、軽井沢病院を住民が安
心して受診できるような病院とするための医師確保の仕組みづくりの一環として、本条例に
規定する診療科目に総合診療科を追加する改正を行うものです。

・町国民健康保険軽井沢病院料金条例
軽井沢病院における収益を上げるための経営戦略の一環として、支払い証明書、その他の
簡易な　証明書についても当該証明書発行に伴い発生する事務負担相応の料金を徴収するた
めの改正を行うもの及び県内の同規模自治体病院との料金格差を解消するために診断書等の
料金の改正を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

○その他
・町道の廃止　１路線

○平成30年度補正予算
【一般会計補正予算（第４号）】
1億6,644万7,000円追加　　　総額134億4,697万4,000円
歳入　さわやか軽井沢ふるさと寄附金6,078万4,000円の増、社会資本整備総合交付金国庫

補助金3,647万9,000円の減　他
歳出　町道風越線舗装補修工事5,000万円の減、障害福祉サービス費1,800万円の増　他

【国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）】
6,426万2,000円追加　　　総額28億2,215万8,000円
歳入　保険給付費等交付金普通交付金4,840万円の増、国保税軽減額相当分756万8,000円

の増　他
歳出　一般被保険者高額療養費3,150万円の増、一般被保険者療養給付費1,530万円の増　

他

【駐車場特別会計補正予算（第２号）】
37万3,000円追加　　総額１億4,407万8,000円
歳入　駐車場整備基金・利子分37万3,000円の増
歳出　駐車場整備基金・利子分37万4,000円の増、駐車場舗装等工事221万8,000円の減　

他

【公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）】
480万円減額　　　総額８億1,754万2,000円
歳入　受益者負担金400万円の増、一般会計繰入金880万円の減
歳出　汚泥再生処理センター運営費負担金518万円の減、公共下水道施設共同整備事業負担

金401万円の減 他

【農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）】
歳出　予備費充当

【介護保険特別会計補正予算（第２号）】
3,113万9,000円追加　　　総額16億1,624万1,000円
歳入　介護給付費交付金1,215万円の増、介護給付費負担金（国庫）760万円の増 他
歳出　施設介護給付費負担金2,800万円の増、地域密着型介護給付費負担金1,600万円の増 

他
　
【訪問看護事業特別会計補正予算（第２号）】
170万1,000円減額　　　総額4,802万5,000円
歳入　居宅介護等サービス費訪問看護費収入200万円の減、一般寄付金29万9,000円の増
歳出　居宅サービス臨時職員賃金670万円の減　他

【後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）】
209万4,000円減額　　　総額３億1,074万8,000円
歳入　特別徴収保険料880万円の減、普通徴収保険料1,228万5,000円の増　他
歳出　保険基盤安定負担金392万6,000円の減 他

【軽井沢病院事業会計補正予算（第２号）】
資本的収入　275万4,000円の減　　総額　739万7,000円
資本的支出　117万円の減　　　　　総額　１億3,288万7,000円

○専決処分の報告
・平成28年度町単軽井沢町防災行政無線（同報系）デジタル化工事変更請負契約の締結につ
いて
・平成28年度社会資本整備総合交付金事業町道借宿バイパス線新設改良工事国道横断部工事
委託　に関する変更協定の締結について
・平成29年度社会資本整備総合交付金事業町道借宿バイパス線新設改良工事国道ランプ部工
事その２変更請負契約の締結について
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の者で所得割額等の基準とする保育施設等の利用者負担額が異なることがないよう措置され
たことを受けて、改正を行うものです。また、子ども・子育て支援法施行令及び子ども・子
育て支援法施行規則が一部改正され、未婚のひとり親について地方税法上の寡婦控除が適用
されるものとみなし、保育施設等の利用者負担額に係る市町村民税所得割を算出することと
されたことを受けて改正を行うもののほか、所要の改正を行うものです。
　

・町国民健康保険軽井沢病院事業の設置等に関する条例
信州大学及び東京大学との包括的連携による寄附講座事業により、軽井沢病院を住民が安

心して受診できるような病院とするための医師確保の仕組みづくりの一環として、本条例に
規定する診療科目に総合診療科を追加する改正を行うものです。

・町国民健康保険軽井沢病院料金条例
軽井沢病院における収益を上げるための経営戦略の一環として、支払い証明書、その他の

簡易な　証明書についても当該証明書発行に伴い発生する事務負担相応の料金を徴収するた
めの改正を行うもの及び県内の同規模自治体病院との料金格差を解消するために診断書等の
料金の改正を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

○その他
・町道の廃止　１路線

○平成30年度補正予算
【一般会計補正予算（第４号）】
1億6,644万7,000円追加　　　総額134億4,697万4,000円
歳入　さわやか軽井沢ふるさと寄附金6,078万4,000円の増、社会資本整備総合交付金国庫

補助金3,647万9,000円の減　他
歳出　町道風越線舗装補修工事5,000万円の減、障害福祉サービス費1,800万円の増　他

【国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）】
6,426万2,000円追加　　　総額28億2,215万8,000円
歳入　保険給付費等交付金普通交付金4,840万円の増、国保税軽減額相当分756万8,000円

の増　他
歳出　一般被保険者高額療養費3,150万円の増、一般被保険者療養給付費1,530万円の増　

他

【駐車場特別会計補正予算（第２号）】
37万3,000円追加　　総額１億4,407万8,000円
歳入　駐車場整備基金・利子分37万3,000円の増
歳出　駐車場整備基金・利子分37万4,000円の増、駐車場舗装等工事221万8,000円の減　

他

【公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）】
480万円減額　　　総額８億1,754万2,000円
歳入　受益者負担金400万円の増、一般会計繰入金880万円の減
歳出　汚泥再生処理センター運営費負担金518万円の減、公共下水道施設共同整備事業負担

金401万円の減 他

【農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）】
歳出　予備費充当

【介護保険特別会計補正予算（第２号）】
3,113万9,000円追加　　　総額16億1,624万1,000円
歳入　介護給付費交付金1,215万円の増、介護給付費負担金（国庫）760万円の増 他
歳出　施設介護給付費負担金2,800万円の増、地域密着型介護給付費負担金1,600万円の増 

他
　
【訪問看護事業特別会計補正予算（第２号）】
170万1,000円減額　　　総額4,802万5,000円
歳入　居宅介護等サービス費訪問看護費収入200万円の減、一般寄付金29万9,000円の増
歳出　居宅サービス臨時職員賃金670万円の減　他

【後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）】
209万4,000円減額　　　総額３億1,074万8,000円
歳入　特別徴収保険料880万円の減、普通徴収保険料1,228万5,000円の増　他
歳出　保険基盤安定負担金392万6,000円の減 他

【軽井沢病院事業会計補正予算（第２号）】
資本的収入　275万4,000円の減　　総額　739万7,000円
資本的支出　117万円の減　　　　　総額　１億3,288万7,000円

○専決処分の報告
・平成28年度町単軽井沢町防災行政無線（同報系）デジタル化工事変更請負契約の締結につ
いて
・平成28年度社会資本整備総合交付金事業町道借宿バイパス線新設改良工事国道横断部工事
委託　に関する変更協定の締結について
・平成29年度社会資本整備総合交付金事業町道借宿バイパス線新設改良工事国道ランプ部工
事その２変更請負契約の締結について
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※審議未了とは　会議に付された事件が会期中に議決に至らず、廃案となることです。

○議会関係
・軽井沢町公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例の一部改正
指定管理者選定委員会の構成員は、軽井沢町公の施設の指定管理者選定委員会設置要綱に
より規定　された町の職員のみであったが、外部の知識経験者を加えることが望ましいこと
から、本条例を改正するもののほか、所要の改正を行うものです。

・米軍基地負担に関する意見書　　
全国知事会が国宛に提言した「米軍基地負担に関する提言」（平成30年７月27日採択）

に同意し、その実現のため日米地位協定の改定作業に着手されるよう意見書を提出しました。
提出先　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣、
　　　　　法務大臣　沖縄基地負担軽減担当

○請願

審査結果請願者請願件名

採　択

軽井沢町大字追分51-37
軽井沢９条の会
代表　稲垣　壬午
紹介議員　土屋　浄

米軍基地負担に関する請願

○陳情

審査結果陳情者陳情件名

審議未了
長野市高田276-8
長野県医療労働組合連合会
執行委員長　小林　吟子

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替
制労働の改善を求める陳情

（平成30年12月31日現在）［単位：円］

特別職等の報酬・給与一覧表（１）

報　　　　　　　　　酬
職　　　　　　　　名

日　額月　額年　額
854,000町 長
700,000副 町 長
623,000教 育 長
365,000議 長
296,000副 議 長
278,000常 任 委 員 長
278,000議 会 運 営 委 員 長
261,000議 員
35,600委 員教 育 委 員 会 の 委 員

121,400委 員 長
選挙管理委員会の委員

101,200委 員
73,100代 表

監 査 委 員
42,500議 会

506,400会 長
農業委員会の委員及び
補 助 員 356,300会長代理

272,200委 員
272,200農 地 利 用 最 適 化 推 進 委 員

7,100固 定 資 産 評 価 審 査 委 員
6,900特 別 職 報 酬 等 審 議 会 の 委 員
7,100会 長長 期 振 興 計 画 審 議 会

の 委 員 6,900委 員
7,100会 長風土フォーラム基本会議

の 委 員 6,900委 員
7,100会 長まちづくり活動支援部会

の 委 員 6,900委 員
7,100会 長

公文書公開審査会の委員
6,900委 員
7,100会 長

個人情報保護審議会の委員
6,900委 員
7,100会 長

行政不服審査会の委員
6,900委 員
6,900防 災 会 議 の 委 員
6,900国 民 保 護 協 議 会 の 委 員

34,200会 長
消 防 委 員 会 の 委 員

26,100委 員
7,100委 員 長消 防 賞 じ ゅ つ 金 審 査

委 員 会 の 委 員 6,900委 員
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※審議未了とは　会議に付された事件が会期中に議決に至らず、廃案となることです。

○議会関係
・軽井沢町公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例の一部改正
指定管理者選定委員会の構成員は、軽井沢町公の施設の指定管理者選定委員会設置要綱に

より規定　された町の職員のみであったが、外部の知識経験者を加えることが望ましいこと
から、本条例を改正するもののほか、所要の改正を行うものです。

・米軍基地負担に関する意見書　　
全国知事会が国宛に提言した「米軍基地負担に関する提言」（平成30年７月27日採択）

に同意し、その実現のため日米地位協定の改定作業に着手されるよう意見書を提出しました。
提出先　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣、
　　　　　法務大臣　沖縄基地負担軽減担当

○請願

審査結果請願者請願件名

採　択

軽井沢町大字追分51-37
軽井沢９条の会
代表　稲垣　壬午
紹介議員　土屋　浄

米軍基地負担に関する請願

○陳情

審査結果陳情者陳情件名

審議未了
長野市高田276-8
長野県医療労働組合連合会
執行委員長　小林　吟子

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替
制労働の改善を求める陳情

（平成30年12月31日現在）［単位：円］

特別職等の報酬・給与一覧表（１）

報　　　　　　　　　酬
職　　　　　　　　名

日　額月　額年　額
854,000町 長
700,000副 町 長
623,000教 育 長
365,000議 長
296,000副 議 長
278,000常 任 委 員 長
278,000議 会 運 営 委 員 長
261,000議 員
35,600委 員教 育 委 員 会 の 委 員

121,400委 員 長
選挙管理委員会の委員

101,200委 員
73,100代 表

監 査 委 員
42,500議 会

506,400会 長
農業委員会の委員及び
補 助 員 356,300会長代理

272,200委 員
272,200農 地 利 用 最 適 化 推 進 委 員

7,100固 定 資 産 評 価 審 査 委 員
6,900特 別 職 報 酬 等 審 議 会 の 委 員
7,100会 長長 期 振 興 計 画 審 議 会

の 委 員 6,900委 員
7,100会 長風土フォーラム基本会議

の 委 員 6,900委 員
7,100会 長まちづくり活動支援部会

の 委 員 6,900委 員
7,100会 長

公文書公開審査会の委員
6,900委 員
7,100会 長

個人情報保護審議会の委員
6,900委 員
7,100会 長

行政不服審査会の委員
6,900委 員
6,900防 災 会 議 の 委 員
6,900国 民 保 護 協 議 会 の 委 員

34,200会 長
消 防 委 員 会 の 委 員

26,100委 員
7,100委 員 長消 防 賞 じ ゅ つ 金 審 査

委 員 会 の 委 員 6,900委 員
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［単位：円］

特別職等の報酬・給与一覧表（２）

報　　　　　　　　　　酬職　　　　　　　　名 日　　額月　　額年　　額
247,300団　 長

消 防 団

123,000副 団 長
61,600分 団 長
49,500副分団長
45,800部　 長
27,600班　 長
18,600団　 員

国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の基準
額に準ずる。

選 挙 長
投 （ 開 ） 票 管 理 者
投 （ 開 ） 票 立 会 人
選 挙 立 会 人

7,100会　　 長
交通安全対策会議の委員

6,900委　　 員
6,900地 域 公 共 交 通 会 議 の 委 員

18,400交 通 指 導 員
6,900民 生 委 員 推 せ ん 委 員 会 の 委 員

147,900会 長
福 祉 委 員

120,700委　 員
182,100児 童 館 長

7,100会 長
子ども・子育て会議委員

6,900委 員
7,100会 長健康づくり推進協議会

の 委 員 6,900委 員
7,100会 長いのち支える自殺対策推進

協 議 会 の 委 員 6,900委 員
7,100会 長国民健康保険運営協議会

の 委 員 6,900委 員
7,100会 長国民健康保険軽井沢病院

経 営 協 議 会 の 委 員 6,900委 員
12,200予 防 接 種 委 託 医
7,100会　　 長予防接種健康被害調査

委 員 会 の 委 員 6,900委　　 員
6,900風 俗 審 議 会 の 委 員
7,100会　　 長

自然保護審議会の委員
6,900委　　 員
6,900自 然 保 護 審 議 会 の 専 門 委 員
6,900エコツーリズム推進協議会の委員

特別職等の報酬・給与一覧表（３）

報　　　酬
職　　　　　名

日　額月　額年　額
7,100会　　 長農業振興地域整備促進

協 議 会 の 委 員 6,900委　　 員

7,100会　　 長国際親善文化観光都市計画
審 議 会 の 委 員 6,900委　　 員

6,900土 地 区 画 整 理 委 員 会 の 委 員

6,900住 宅 対 策 審 議 会 の 委 員

7,100会　　 長公共下水道事業審議会
の 委 員 6,900委　　 員

7,100会　　 長上 水 道 計 画 審 議 会
の 委 員 6,900委　　 員

6,900教 育 支 援 委 員 会 の 委 員

6,900いじめ問題対策連絡協議会の委員

6,900社 会 教 育 委 員

232,700図 書 館 長

7,100会　　 長図 書 館 運 営 協 議 会
の 委 員 6,900委　　 員

7,100会　　 長
文 化 財 審 議 会 の 委 員

6,900委　　 員

6,900文 化 財 専 門 委 員

7,100会　　 長旧 三 笠 ホ テ ル 運 営
協 議 会 の 委 員 6,900委　　 員

287,700公 民 館 長

37,700分 館 長

7,100会　　 長博 物 館 等 施 設 運 営
協 議 会 の 委 員 6,900委　　 員

232,700歴 史 民 俗 資 料 館 長

232,700追 分 宿 郷 土 館 長

232,700堀 辰 雄 文 学 記 念 館 長

232,700軽 井 沢 町 植 物 園 長

6,900ス ポ ー ツ 推 進 委 員

月額　281,100教育施設において２以上の館長を兼ねる場合

予算の範囲内において、他の職員との均衡を考慮し任
命権者が定める。そ の 他 特 別 職 の 職 員
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［単位：円］

特別職等の報酬・給与一覧表（２）

報　　　　　　　　　　酬職　　　　　　　　名 日　　額月　　額年　　額
247,300団　 長

消 防 団

123,000副 団 長
61,600分 団 長
49,500副分団長
45,800部　 長
27,600班　 長
18,600団　 員

国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の基準
額に準ずる。

選 挙 長
投 （ 開 ） 票 管 理 者
投 （ 開 ） 票 立 会 人
選 挙 立 会 人

7,100会　　 長
交通安全対策会議の委員

6,900委　　 員
6,900地 域 公 共 交 通 会 議 の 委 員

18,400交 通 指 導 員
6,900民 生 委 員 推 せ ん 委 員 会 の 委 員

147,900会 長
福 祉 委 員

120,700委　 員
182,100児 童 館 長

7,100会 長
子ども・子育て会議委員

6,900委 員
7,100会 長健康づくり推進協議会

の 委 員 6,900委 員
7,100会 長いのち支える自殺対策推進

協 議 会 の 委 員 6,900委 員
7,100会 長国民健康保険運営協議会

の 委 員 6,900委 員
7,100会 長国民健康保険軽井沢病院

経 営 協 議 会 の 委 員 6,900委 員
12,200予 防 接 種 委 託 医
7,100会　　 長予防接種健康被害調査

委 員 会 の 委 員 6,900委　　 員
6,900風 俗 審 議 会 の 委 員
7,100会　　 長

自然保護審議会の委員
6,900委　　 員
6,900自 然 保 護 審 議 会 の 専 門 委 員
6,900エコツーリズム推進協議会の委員

特別職等の報酬・給与一覧表（３）

報　　　酬
職　　　　　名

日　額月　額年　額
7,100会　　 長農業振興地域整備促進

協 議 会 の 委 員 6,900委　　 員

7,100会　　 長国際親善文化観光都市計画
審 議 会 の 委 員 6,900委　　 員

6,900土 地 区 画 整 理 委 員 会 の 委 員

6,900住 宅 対 策 審 議 会 の 委 員

7,100会　　 長公共下水道事業審議会
の 委 員 6,900委　　 員

7,100会　　 長上 水 道 計 画 審 議 会
の 委 員 6,900委　　 員

6,900教 育 支 援 委 員 会 の 委 員

6,900いじめ問題対策連絡協議会の委員

6,900社 会 教 育 委 員

232,700図 書 館 長

7,100会　　 長図 書 館 運 営 協 議 会
の 委 員 6,900委　　 員

7,100会　　 長
文 化 財 審 議 会 の 委 員

6,900委　　 員

6,900文 化 財 専 門 委 員

7,100会　　 長旧 三 笠 ホ テ ル 運 営
協 議 会 の 委 員 6,900委　　 員

287,700公 民 館 長

37,700分 館 長

7,100会　　 長博 物 館 等 施 設 運 営
協 議 会 の 委 員 6,900委　　 員

232,700歴 史 民 俗 資 料 館 長

232,700追 分 宿 郷 土 館 長

232,700堀 辰 雄 文 学 記 念 館 長

232,700軽 井 沢 町 植 物 園 長

6,900ス ポ ー ツ 推 進 委 員

月額　281,100教育施設において２以上の館長を兼ねる場合

予算の範囲内において、他の職員との均衡を考慮し任
命権者が定める。そ の 他 特 別 職 の 職 員
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平成30年　議会の開催状況

提 出 者 別 ・ 種 類 別

区　　分
年
間
延
件
数

議 員 提 出町 長 提 出

計
そ
の
他

継
続
審
議
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修
正
可
決

原
案
可
決

30331月
本　
 
会 　

議

3711363333月

25716188106月

30211289199月

30992131812月

1251930000016106230000083合　　計

平成３０年１月１日～平成３０年１２月３１日１．会期日数・付議事件等

提 出 者 別 ・ 種 類 別傍
聴
者
（
本
会
議
）

代
表
・
一
般
質
問

本

会

議

会

期

区　　分

議 員 提 出町 長 提 出

計

そ
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他
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挙
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議
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則
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例

計
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）
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変
更
契
約
締
結

契
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結

決

算
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算

条
例
廃
止

条
例
一
部
改
正

条
例
全
部
改
正

条
例
制
定

03210111月
本　
 
会 　

議

1136312191015203月

743183812314166月

2112827231045229月

97112131916151512月

191300501106110171634312202002074合　　計

２．請願・陳情

処　 理　 結　 果処　 理　 状　 況受 理 件 数
区　
　
　

分
計

そ

の

他

継

続

審

査

資

料

配

布

審

議
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主
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採
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一

部

採
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計
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他

議
長
預
か
り

特
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委
員
会
審
査

議

運

審

査

常
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委
員
会
審
査

本
会
議
即
決

計

前年から
の繰越分新

規

分

前
年
繰
越

継
続
審
査

111111請願

4134444陳情

３．委員会開催日数

合     
計

議
員
懇
談
会

研　
　
　

修

議　
　
　

運

全　
　
　

協

予
算
決
算

広
報
広
聴

活　

性　

化

社　
　
　

会

総　
　
　

務

平成30年

92112111１月

委
員
会
開
催
日
数

722111２月

1312142111３月

611211４月

11611111５月

1021112111６月

121311231７月

7111112８月

142152211９月

8212111１０月

1１1412111１１月

8113111１２月

11642212121219151010合　　計
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平成30年　議会の開催状況
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2112827231045229月

97112131916151512月

191300501106110171634312202002074合　　計
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１月５日金・新年あいさつ回り
　　　　　・広報広聴常任委員会
１月６日土・平成３０年町成人式
１月９日火・浅麓水道企業団議会総務委員会
　　　　　・町消防団新年祝賀会
１月１０日水・議会運営委員会
　　　　　・広報広聴常任委員会
　　　　　・２０１８年部落解放佐久地区協議会

旗びらき
１月１２日金・第１回議会定例会１月会議開会
　　　　　・議場コンサート
　　　　　・全員協議会
１月１３日土・町消防出初式
　　　　　・観光協会賀詞交歓会
１月１６日火・町社会福祉協議会理事会
　　　　　・長崎県大村市議会視察受入
１月１８日木・小諸北佐久医師会新年懇親会
１月１９日金・議員研修会
１月２０日土・軽井沢ウインターフェスティバ

ル２０１８第５６回軽井沢スケート競
技会（中学校の部）

１月２２日月・佐久市・北佐久郡環境施設組合
議会運営委員会

　　　　　・佐久市・北佐久郡環境施設組合
議会全員協議会

１月２３日火・社会常任委員会
１月２４日水・議会活性化特別委員会
１月２５日木・総務常任委員会
　　　　　・軽井沢国際親善文化観光都市計

画審議会
１月２６日金・例月出納検査
　　　　　・佐久広域連合例月出納検査
　　　　　・暮らしにやさしいまちづくり講

座（第１回）
１月３０日火・町村議会正副議長・正副常任委

員長研修会
１月３１日水・佐久市・軽井沢町清掃施設組合

議会運営委員会
２月１日木・SHINANO RAILWAY BANZAI 

２-DAY PASS発売記念式

　　　　　・北佐久郡老人福祉施設組合議会
運営委員会

２月４日日・長野オリンピック・パラリン
ピック２０周年記念式典

２月５日月・浅麓環境施設組合議会運営委員
会

２月７日水・区長会と町との懇談会
２月８日木・第１回図書館運営協議会
　　　　　・暮らしにやさしいまちづくり講

座（第２回）
　　　　　・第２回町野生動物対策報告会
２月９日金・議会運営委員会
　　　　　・議員研修会
　　　　　・全員協議会
　　　　　・佐久市・北佐久郡環境施設組合

議会第１回定例会
２月１３日火・議会活性化特別委員会
　　　　　・定期監査
　　　　　・町有害鳥獣被害予防対策協議会
２月１４日水・総務常任委員会行政視察研修
２月１５日木・社会常任委員会
　　　　　・北佐久郡老人福祉施設組合議会

全員協議会・定例会
２月１９日月・定期監査
　　　　　・浅麓環境施設組合議会定例会
　　　　　・浅麓水道企業団正副議長委員長

会議
　　　　　・佐久市・軽井沢町清掃施設組合

議会第１回定例会
２月２０日火・定期監査
　　　　　・暮らしにやさしいまちづくり講

座（第３回）
２月２１日水・例月出納検査
　　　　　・森泉山財産組合議会第１回定例

会
２月２２日木・議会運営委員会
　　　　　・町遺族会総会
　　　　　・町国民健康保険軽井沢病院経営

協議会
２月２３日金・県町村議会議長会第２６回定期総

平成 30年　 議会日誌 会・情報交換会
２月２６日月・佐久広域連合議会例月出納検査
　　　　　・北陸新幹線新駅誘致期成同盟会

総会
２月２７日火・北佐久郡議会議長会連絡協議会
　　　　　・浅麓水道企業団議会定例会
２月２８日水・あさま山荘事件殉職警察官慰霊

式典
３月１日木・第１回議会定例会３月会議再開
　　　　　・全員協議会
３月２日金・ＳＣ軽井沢クラブオリンピック

報告会
３月３日土・小諸看護専門学校第１３期生卒業

式
３月５日月・本会議
３月６日火・本会議
３月７日水・本会議
　　　　　・広報広聴常任委員会
３月８日木・議会活性化特別委員会
３月９日金・社会常任委員会
　　　　　・町社会福祉協議会理事会
３月１２日月・総務常任委員会
３月１３日火・予算決算常任委員会
３月１４日水・軽井沢中学校卒業証書授与式
　　　　　・予算決算常任委員会
３月１５日木・町内各小学校卒業証書授与式
　　　　　・予算決算常任委員会
３月１６日金・予算決算常任委員会
３月１８日日・中部横断自動車道開通記念プレ

イベント開会式
　　　　　・裁判所佐久支部の充実を求める

協議会
３月１９日月・町野菜価格安定対策事業運営協

議会
　　　　　・町消防委員会
３月２０日火・議会運営委員会
　　　　　・第１回議会定例会３月会議散会
３月２２日水・社会福祉法人法延会第３回理事

会及び評議員会
３月２３日金・町内各保育園卒園式
　　　　　・軽井沢駅「駅ナカ」開発プロ

ジェクト「森の小リスキッズス

テーションin軽井沢」グラン
ドオープンセレモニー

　　　　　・台湾代表處・謝大使歓迎レセプ
ション

　　　　　・大賀ホール評議員会・理事会
　　　　　・浅麓水道企業団創立５０周年記念

式典
３月２４日土・町人権講座
３月２６日月・新クリーンセンター建設工事安

全祈願祭・起工式
　　　　　・佐久広域連合議会全員協議会
　　　　　・佐久広域連合議会第１回定例会
　　　　　・放課後子どもプラン運営委員会
３月２７日火・例月出納検査
　　　　　・地域の通いの場フォーラム２０１８
３月２８日水・広報広聴常任委員会
　　　　　・佐久広域連合例月出納検査
　　　　　・町社会福祉協議会評議員会
３月３０日金・軽井沢病院との懇談会
４月３日火・町内各保育園入園式
４月４日水・広報広聴常任委員会
４月５日木・町内小学校入学式
　　　　　・軽井沢中学校入学式
４月７日土・小諸看護専門学校第１６期生入学

式
４月９日月・広報広聴常任委員会
　　　　　・町ひとりくらしの会総会
４月１１日水・議会活性化特別委員会
４月１３日金・カーリングサポーターズクラブ

NAGANO２０１８総会
４月１８日水・社会常任委員会
４月２２日日・軽井沢発地市庭保温折衷苗代籾

まき式
４月２３日月・佐久広域連合例月出納検査
４月２４日火・全員協議会
　　　　　・軽井沢高原を美しくする会定期

総会
４月２５日水・議員研修会
４月２６日木・雲場池整備工事安全祈願祭・竣

工式
　　　　　・町区長会定例総会
４月２７日金・例月出納検査
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１月５日金・新年あいさつ回り
　　　　　・広報広聴常任委員会
１月６日土・平成３０年町成人式
１月９日火・浅麓水道企業団議会総務委員会
　　　　　・町消防団新年祝賀会
１月１０日水・議会運営委員会
　　　　　・広報広聴常任委員会
　　　　　・２０１８年部落解放佐久地区協議会

旗びらき
１月１２日金・第１回議会定例会１月会議開会
　　　　　・議場コンサート
　　　　　・全員協議会
１月１３日土・町消防出初式
　　　　　・観光協会賀詞交歓会
１月１６日火・町社会福祉協議会理事会
　　　　　・長崎県大村市議会視察受入
１月１８日木・小諸北佐久医師会新年懇親会
１月１９日金・議員研修会
１月２０日土・軽井沢ウインターフェスティバ

ル２０１８第５６回軽井沢スケート競
技会（中学校の部）

１月２２日月・佐久市・北佐久郡環境施設組合
議会運営委員会

　　　　　・佐久市・北佐久郡環境施設組合
議会全員協議会

１月２３日火・社会常任委員会
１月２４日水・議会活性化特別委員会
１月２５日木・総務常任委員会
　　　　　・軽井沢国際親善文化観光都市計

画審議会
１月２６日金・例月出納検査
　　　　　・佐久広域連合例月出納検査
　　　　　・暮らしにやさしいまちづくり講

座（第１回）
１月３０日火・町村議会正副議長・正副常任委

員長研修会
１月３１日水・佐久市・軽井沢町清掃施設組合

議会運営委員会
２月１日木・SHINANO RAILWAY BANZAI 

２-DAY PASS発売記念式

　　　　　・北佐久郡老人福祉施設組合議会
運営委員会

２月４日日・長野オリンピック・パラリン
ピック２０周年記念式典

２月５日月・浅麓環境施設組合議会運営委員
会

２月７日水・区長会と町との懇談会
２月８日木・第１回図書館運営協議会
　　　　　・暮らしにやさしいまちづくり講

座（第２回）
　　　　　・第２回町野生動物対策報告会
２月９日金・議会運営委員会
　　　　　・議員研修会
　　　　　・全員協議会
　　　　　・佐久市・北佐久郡環境施設組合

議会第１回定例会
２月１３日火・議会活性化特別委員会
　　　　　・定期監査
　　　　　・町有害鳥獣被害予防対策協議会
２月１４日水・総務常任委員会行政視察研修
２月１５日木・社会常任委員会
　　　　　・北佐久郡老人福祉施設組合議会

全員協議会・定例会
２月１９日月・定期監査
　　　　　・浅麓環境施設組合議会定例会
　　　　　・浅麓水道企業団正副議長委員長

会議
　　　　　・佐久市・軽井沢町清掃施設組合

議会第１回定例会
２月２０日火・定期監査
　　　　　・暮らしにやさしいまちづくり講

座（第３回）
２月２１日水・例月出納検査
　　　　　・森泉山財産組合議会第１回定例

会
２月２２日木・議会運営委員会
　　　　　・町遺族会総会
　　　　　・町国民健康保険軽井沢病院経営

協議会
２月２３日金・県町村議会議長会第２６回定期総

平成 30年　 議会日誌 会・情報交換会
２月２６日月・佐久広域連合議会例月出納検査
　　　　　・北陸新幹線新駅誘致期成同盟会

総会
２月２７日火・北佐久郡議会議長会連絡協議会
　　　　　・浅麓水道企業団議会定例会
２月２８日水・あさま山荘事件殉職警察官慰霊

式典
３月１日木・第１回議会定例会３月会議再開
　　　　　・全員協議会
３月２日金・ＳＣ軽井沢クラブオリンピック

報告会
３月３日土・小諸看護専門学校第１３期生卒業

式
３月５日月・本会議
３月６日火・本会議
３月７日水・本会議
　　　　　・広報広聴常任委員会
３月８日木・議会活性化特別委員会
３月９日金・社会常任委員会
　　　　　・町社会福祉協議会理事会
３月１２日月・総務常任委員会
３月１３日火・予算決算常任委員会
３月１４日水・軽井沢中学校卒業証書授与式
　　　　　・予算決算常任委員会
３月１５日木・町内各小学校卒業証書授与式
　　　　　・予算決算常任委員会
３月１６日金・予算決算常任委員会
３月１８日日・中部横断自動車道開通記念プレ

イベント開会式
　　　　　・裁判所佐久支部の充実を求める

協議会
３月１９日月・町野菜価格安定対策事業運営協

議会
　　　　　・町消防委員会
３月２０日火・議会運営委員会
　　　　　・第１回議会定例会３月会議散会
３月２２日水・社会福祉法人法延会第３回理事

会及び評議員会
３月２３日金・町内各保育園卒園式
　　　　　・軽井沢駅「駅ナカ」開発プロ

ジェクト「森の小リスキッズス

テーションin軽井沢」グラン
ドオープンセレモニー

　　　　　・台湾代表處・謝大使歓迎レセプ
ション

　　　　　・大賀ホール評議員会・理事会
　　　　　・浅麓水道企業団創立５０周年記念

式典
３月２４日土・町人権講座
３月２６日月・新クリーンセンター建設工事安

全祈願祭・起工式
　　　　　・佐久広域連合議会全員協議会
　　　　　・佐久広域連合議会第１回定例会
　　　　　・放課後子どもプラン運営委員会
３月２７日火・例月出納検査
　　　　　・地域の通いの場フォーラム２０１８
３月２８日水・広報広聴常任委員会
　　　　　・佐久広域連合例月出納検査
　　　　　・町社会福祉協議会評議員会
３月３０日金・軽井沢病院との懇談会
４月３日火・町内各保育園入園式
４月４日水・広報広聴常任委員会
４月５日木・町内小学校入学式
　　　　　・軽井沢中学校入学式
４月７日土・小諸看護専門学校第１６期生入学

式
４月９日月・広報広聴常任委員会
　　　　　・町ひとりくらしの会総会
４月１１日水・議会活性化特別委員会
４月１３日金・カーリングサポーターズクラブ

NAGANO２０１８総会
４月１８日水・社会常任委員会
４月２２日日・軽井沢発地市庭保温折衷苗代籾

まき式
４月２３日月・佐久広域連合例月出納検査
４月２４日火・全員協議会
　　　　　・軽井沢高原を美しくする会定期

総会
４月２５日水・議員研修会
４月２６日木・雲場池整備工事安全祈願祭・竣

工式
　　　　　・町区長会定例総会
４月２７日金・例月出納検査
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４月２８日土・中部横断自動車道（八千穂高原
ＩＣ～佐久南ＩＣ）開通式

４月２９日日・緑化木無償配布会
５月７日月・第４回町村議会改革シンポジウ

ムin長野
５月８日火・議会議員研修
５月９日水・議会とまちづくりを語る会（南

軽公民館）
５月１０日木・議会とまちづくりを語る会（油

井公民館）
５月１１日金・議会活性化特別委員会
　　　　　・議会とまちづくりを語る会（茂

沢公民館）
５月１２日土・佐久大学・佐久大学信州短期大

学部記念式典
５月１４日月・佐久市・軽井沢町・御代田町・

立科町議会合同議員研修会
５月１５日火・社会常任委員会視察研修（～１６

日）
　　　　　・佐久広域連合例月出納検査
　　　　　・軽井沢ＲＣＣ推進協議会定期総

会
５月１６日水・国道１４６号軽井沢バイパス建設

等期成同盟会
　　　　　・町暴力団進入阻止連絡協議会総

会
　　　　　・町消防団退団幹部慰労会
５月１７日木・佐久・軽井沢間湯川左岸幹線道

路改良促進期成同盟会総会
　　　　　・地方議会議員研修会
　　　　　・町商工会第５８回通常総代会
５月１８日金・交通安全祈願祭・殉職警察官慰

霊祭
　　　　　・北佐久郡議会議長連絡協議会総

会
５月１９日土・佐久総合病院第７２回病院祭
５月２０日日・軽井沢ハーフマラソン２０１８開会

式
５月２１日月・広報広聴常任委員会
５月２２日火・例月出納検査
　　　　　・軽井沢交通安全協会定期総会
　　　　　・軽井沢国際カーリング選手権大

会実行委員会総会
５月２３日水・軽井沢大賀ホール理事会・評議

員会
５月２４日木・議会運営委員会
　　　　　・軽井沢観光協会定期総会
５月２５日金・総務常任委員会
５月２６日土・ゴミゼロ運動
５月２７日日・ＩＳＡＫ第２回卒業証書授与式
５月２８日月・町村議会議長・副議長研修会
５月２９日火・社会福祉法人法延会第１回理事

会
５月３０日水・佐久市・北佐久郡環境施設組合

議会全員協議会
５月３１日木・第１回議会定例会６月会議再開
　　　　　・全員協議会
６月１日金・町制施行９５周年記念ベストオブ

クラシック公開収録
６月５日火・本会議
６月６日水・本会議
６月７日木・広報広聴常任委員会
　　　　　・町防犯組合総会
　　　　　・スポーツコミュニティー軽井沢

クラブ通常総会
６月８日金・議会活性化特別委員会
　　　　　・信州大学社会基盤研究センター

軽井沢オフィスオープニングセ
レモニー・記念講演

６月１０日日・町消防団消防ポンプ操法大会
６月１１日月・社会常任委員会
６月１２日火・総務常任委員会
６月１３日水・予算決算常任委員会
６月１５日金・町社会福祉協議会理事会
　　　　　・議会運営委員会
　　　　　・第１回議会定例会６月会議散会
６月１６日土・軽井沢ユニバーサルスポーツ祭
６月１７日日・三義郷関係者歓迎交流参会
６月１８日火・町ブルー・プラーク認定式
　　　　　・第１回図書館運営協議会
６月１９日火・町老人クラブ連合会総会
６月２０日水・中部小、西部小学校音楽会
６月２１日木・部小学校音楽会
６月２２日金・例月出納検査

　　　　　・水神祭
　　　　　・軽井沢水道協会創立記念式典
６月２４日日・軽井沢病院祭
６月２５日月・社会常任委員会視察研修
　　　　　・佐久広域連合出納検査
６月２６日火・広報広聴常任委員会
６月２７日水・全員協議会
６月２８日木・軽井沢ウィンターフェスティバ

ル実行委員会総会
　　　　　・東信地区人権教育研修会
６月２９日金・北佐久郡老人福祉施設組合議会

運営委員会
　　　　　・軽井沢カーリング活性化プロ

ジェクト推進委員会総会
７月１日日・北佐久消防協会ポンプ操法大会

並びにラッパ吹奏大会出場選手
慰労会

７月２日月・佐久広域連合議会全員協議会・
議会定例会

７月３日火・広報広聴常任委員会
７月４日水・議会活性化特別委員会
　　　　　・第１回町人権同和教育推進委員

会
　　　　　・和歌山県太地町議会視察受入
７月５日木・予算決算常任委員会
　　　　　・総務常任委員会
７月６日金・Ｇ２０関係各寮会合軽井沢町推進

町民会議
　　　　　・社会常任委員会視察研修
　　　　　・国民平和大行進
７月９日月・広報広聴常任委員会
　　　　　・生活改善委員会役員会・総会
７月１０日火・北佐久郡老人福祉施設組合議会

定例会
　　　　　・石川県川北町議会視察受入
７月１１日水・岩手県盛岡市議会行政視察受入
７月１３日金・平成２９年度決算審査
　　　　　・岩手県滝沢市議会受入
７月１７日火・平成２９年度決算審査
　　　　　・浅麓水道企業団正副議長委員長

会議
　　　　　・中部横断自動車道建設促進佐久

地域議員連盟総会
７月１８日水・平成２９年度決算審査
　　　　　・熊本県球磨郡町村議会議長会視

察受入
７月１９日木・議員懇談会
７月２０日金・長野県町村議会議長会議員研修

会
７月２１日土・軽井沢会夏期懇談会
７月２３日月・平成２９年度決算審査
　　　　　・北佐久郡議会議員研修会
７月２４日火・軽井沢リゾート・テレワーク協

会設立記念式典
　　　　　・浅麓水道企業団議会定例会
７月２５日水・例月出納検査
　　　　　・公共下水道事業審議会
　　　　　・平成２９年度決算審査
　　　　　・新潟県聖籠町議会視察受入
７月２８日土・町制施行９５周年記念式典
　　　　　・第７回さわやか軽井沢交流会
７月３０日月・全員協議会
　　　　　・議会活性化特別委員会
７月３１日火・浅麓環境施設組合議会運営委員

会
８月１日水・軽井沢ショー祭２０１８
　　　　　・小諸北佐久地域包括医療協議会

総会
８月２日木・草津温泉感謝祭
８月３日金・総務常任委員会
　　　　　・創設１００周年第７０回軽井沢夏期

大学記念レセプション
８月７日火・平成２９年度決算審査
　　　　　・総務常任委員会
８月８日水・佐久広域連合例月出納検査・決

算審査
　　　　　・社会常任委員会懇談会
　　　　　・社会常任委員会
８月９日木・佐久広域連合決算審査
　　　　　・県道借宿小諸線・信濃追分停車

場線道路改良促進期成同盟会
　　　　　・第１回町野生動物対策報告会
８月１０日金・佐久広域連合決算審査
　　　　　・軽井沢病院経営協議会
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４月２８日土・中部横断自動車道（八千穂高原
ＩＣ～佐久南ＩＣ）開通式

４月２９日日・緑化木無償配布会
５月７日月・第４回町村議会改革シンポジウ

ムin長野
５月８日火・議会議員研修
５月９日水・議会とまちづくりを語る会（南

軽公民館）
５月１０日木・議会とまちづくりを語る会（油

井公民館）
５月１１日金・議会活性化特別委員会
　　　　　・議会とまちづくりを語る会（茂

沢公民館）
５月１２日土・佐久大学・佐久大学信州短期大

学部記念式典
５月１４日月・佐久市・軽井沢町・御代田町・

立科町議会合同議員研修会
５月１５日火・社会常任委員会視察研修（～１６

日）
　　　　　・佐久広域連合例月出納検査
　　　　　・軽井沢ＲＣＣ推進協議会定期総

会
５月１６日水・国道１４６号軽井沢バイパス建設

等期成同盟会
　　　　　・町暴力団進入阻止連絡協議会総

会
　　　　　・町消防団退団幹部慰労会
５月１７日木・佐久・軽井沢間湯川左岸幹線道

路改良促進期成同盟会総会
　　　　　・地方議会議員研修会
　　　　　・町商工会第５８回通常総代会
５月１８日金・交通安全祈願祭・殉職警察官慰

霊祭
　　　　　・北佐久郡議会議長連絡協議会総

会
５月１９日土・佐久総合病院第７２回病院祭
５月２０日日・軽井沢ハーフマラソン２０１８開会

式
５月２１日月・広報広聴常任委員会
５月２２日火・例月出納検査
　　　　　・軽井沢交通安全協会定期総会
　　　　　・軽井沢国際カーリング選手権大

会実行委員会総会
５月２３日水・軽井沢大賀ホール理事会・評議

員会
５月２４日木・議会運営委員会
　　　　　・軽井沢観光協会定期総会
５月２５日金・総務常任委員会
５月２６日土・ゴミゼロ運動
５月２７日日・ＩＳＡＫ第２回卒業証書授与式
５月２８日月・町村議会議長・副議長研修会
５月２９日火・社会福祉法人法延会第１回理事

会
５月３０日水・佐久市・北佐久郡環境施設組合

議会全員協議会
５月３１日木・第１回議会定例会６月会議再開
　　　　　・全員協議会
６月１日金・町制施行９５周年記念ベストオブ

クラシック公開収録
６月５日火・本会議
６月６日水・本会議
６月７日木・広報広聴常任委員会
　　　　　・町防犯組合総会
　　　　　・スポーツコミュニティー軽井沢

クラブ通常総会
６月８日金・議会活性化特別委員会
　　　　　・信州大学社会基盤研究センター

軽井沢オフィスオープニングセ
レモニー・記念講演

６月１０日日・町消防団消防ポンプ操法大会
６月１１日月・社会常任委員会
６月１２日火・総務常任委員会
６月１３日水・予算決算常任委員会
６月１５日金・町社会福祉協議会理事会
　　　　　・議会運営委員会
　　　　　・第１回議会定例会６月会議散会
６月１６日土・軽井沢ユニバーサルスポーツ祭
６月１７日日・三義郷関係者歓迎交流参会
６月１８日火・町ブルー・プラーク認定式
　　　　　・第１回図書館運営協議会
６月１９日火・町老人クラブ連合会総会
６月２０日水・中部小、西部小学校音楽会
６月２１日木・部小学校音楽会
６月２２日金・例月出納検査

　　　　　・水神祭
　　　　　・軽井沢水道協会創立記念式典
６月２４日日・軽井沢病院祭
６月２５日月・社会常任委員会視察研修
　　　　　・佐久広域連合出納検査
６月２６日火・広報広聴常任委員会
６月２７日水・全員協議会
６月２８日木・軽井沢ウィンターフェスティバ

ル実行委員会総会
　　　　　・東信地区人権教育研修会
６月２９日金・北佐久郡老人福祉施設組合議会

運営委員会
　　　　　・軽井沢カーリング活性化プロ

ジェクト推進委員会総会
７月１日日・北佐久消防協会ポンプ操法大会

並びにラッパ吹奏大会出場選手
慰労会

７月２日月・佐久広域連合議会全員協議会・
議会定例会

７月３日火・広報広聴常任委員会
７月４日水・議会活性化特別委員会
　　　　　・第１回町人権同和教育推進委員

会
　　　　　・和歌山県太地町議会視察受入
７月５日木・予算決算常任委員会
　　　　　・総務常任委員会
７月６日金・Ｇ２０関係各寮会合軽井沢町推進

町民会議
　　　　　・社会常任委員会視察研修
　　　　　・国民平和大行進
７月９日月・広報広聴常任委員会
　　　　　・生活改善委員会役員会・総会
７月１０日火・北佐久郡老人福祉施設組合議会

定例会
　　　　　・石川県川北町議会視察受入
７月１１日水・岩手県盛岡市議会行政視察受入
７月１３日金・平成２９年度決算審査
　　　　　・岩手県滝沢市議会受入
７月１７日火・平成２９年度決算審査
　　　　　・浅麓水道企業団正副議長委員長

会議
　　　　　・中部横断自動車道建設促進佐久

地域議員連盟総会
７月１８日水・平成２９年度決算審査
　　　　　・熊本県球磨郡町村議会議長会視

察受入
７月１９日木・議員懇談会
７月２０日金・長野県町村議会議長会議員研修

会
７月２１日土・軽井沢会夏期懇談会
７月２３日月・平成２９年度決算審査
　　　　　・北佐久郡議会議員研修会
７月２４日火・軽井沢リゾート・テレワーク協

会設立記念式典
　　　　　・浅麓水道企業団議会定例会
７月２５日水・例月出納検査
　　　　　・公共下水道事業審議会
　　　　　・平成２９年度決算審査
　　　　　・新潟県聖籠町議会視察受入
７月２８日土・町制施行９５周年記念式典
　　　　　・第７回さわやか軽井沢交流会
７月３０日月・全員協議会
　　　　　・議会活性化特別委員会
７月３１日火・浅麓環境施設組合議会運営委員

会
８月１日水・軽井沢ショー祭２０１８
　　　　　・小諸北佐久地域包括医療協議会

総会
８月２日木・草津温泉感謝祭
８月３日金・総務常任委員会
　　　　　・創設１００周年第７０回軽井沢夏期

大学記念レセプション
８月７日火・平成２９年度決算審査
　　　　　・総務常任委員会
８月８日水・佐久広域連合例月出納検査・決

算審査
　　　　　・社会常任委員会懇談会
　　　　　・社会常任委員会
８月９日木・佐久広域連合決算審査
　　　　　・県道借宿小諸線・信濃追分停車

場線道路改良促進期成同盟会
　　　　　・第１回町野生動物対策報告会
８月１０日金・佐久広域連合決算審査
　　　　　・軽井沢病院経営協議会

― ―57



　　　　　・平成２９年度決算審査意見書報告
会

８月１５日水・戦没者追悼式
８月１６日木・Ｇ２０関係閣僚会合ポスター他企

画デザインコンペに伴う第１回
役員会

８月２０日月・浅麓環境施設組合議会定例会
８月２１日火・例月出納検査
８月２２日水・長野県監査委員研修会
８月２３日木・議会運営委員会
　　　　　・成田達輝＆中野デュオコンサー

ト
８月２４日金・佐久市・軽井沢町清掃施設組合

決算審査、定期監査
８月２６日日・濁川砂防堰堤工事起工式
８月２８日火・議会活性化特別委員会
　　　　　・佐久広域連合例月出納検査
　　　　　・森泉山財産組合議会第２回定例

会
　　　　　・草津国際音楽会
８月３０日木・第１回議会定例会９月会議再開
　　　　　・全員協議会
９月３日月・本会議
９月４日火・本会議
９月５日水・本会議
　　　　　・広報広聴常任委員会
９月６日木・議会活性化特別委員会
９月７日金・社会常任委員会
９月８日土・第４１回軽井沢町強歩大会
９月１０日月・総務常任委員会
　　　　　・議会運営協議会
９月１１日火・予算決算常任委員会
　　　　　・全員協議会
　　　　　・議会活性化特別委員会
　　　　　・小坂プラザ懇談会
９月１２日水・予算決算常任委員会
　　　　　・県社会福祉大会
９月１３日木・予算決算常任委員会
９月１４日金・予算決算常任委員会
９月１５日土・信州大学見本市in軽井沢
９月１６日日・中部小学校運動会
　　　　　・西部小学校運動会

９月１８日火・予算決算常任委員会
９月２０日木・議会運営委員会
　　　　　・第１回議会定例会９月会議散会
９月２５日火・第２回図書館運営協議会
　　　　　・熊本県御船町議会視察受入
９月２６日水・佐久広域連合議会全員協議会
　　　　　・佐久広域連合議会第３回定例会
９月２７日木・群馬県榛東村議会視察受入
９月２８日金・東部小学校運動会
　　　　　・広報広聴常任委員会
　　　　　・例月出納検査
　　　　　・佐久広域連合例月出納検査
９月３０日日・第１４回ふれあい祭り
１０月１日月・佐久市・軽井沢町環境施設組合

議会運営委員会
　　　　　・佐久市・軽井沢町清掃施設組合

全員協議会
　　　　　・長野県町村議会議長会総務文教

部会
１０月２日火・全員協議会
　　　　　・佐久市・軽井沢町清掃施設組合

議会運営委員会
１０月３日水・浅麓水道企業団特別職行政視察

研修（～５日）
　　　　　・主権者教育「こどもタウンミー

ティング」（中部小）
１０月４日木・主権者教育「こどもタウンミー

ティング」（東部小）
１０月５日金・広報広聴常任委員会
１０月９日火・主権者教育「こどもタウンミー

ティング」（西部小）
　　　　　・町村議会広報研修会
　　　　　・生活支援シンポジウム
１０月１０日水・富山県上市町議会視察受入
　　　　　・喬木村・高森町議会視察受入
１０月１１日木・北佐久郡議会議員スポーツ大会
１０月１２日金・社会常任委員会
　　　　　・広報広聴常任委員会
１０月１５日月・福島県浪江町議会視察受入
１０月１６日火・佐賀県議会議長会視察受入
１０月１８日木・議会運営委員会視察研修（～１９

日）

　　　　　・浅麓環境施設組合議員視察研修
（～１９日）

１０月２３日火・第２回町人権同和教育推進委員
会

　　　　　・三重県東員町議会視察受入
　　　　　・埼玉県川口市議会視察受入
　　　　　・佐久市・北佐久郡環境施設組合

議会第２回定例会
１０月２４日水・町国民健康保険軽井沢病院経営

協議会
１０月２５日・県町村議会議長会第２７回定期総会
　　　　　・ラウンドアバウトサミットin

軽井沢
１０月２６日金・町社会福祉協議会理事会
　　　　　・町交通安全推進協議会総会兼交

通安全町民大会
１０月２７日土・町防災訓練
１０月２８日日・軽井沢リゾートマラソン開会式
１０月２９日月・借宿小諸線・信濃追分停車場線

道路改良促進期成同盟会要望活
動

　　　　　・佐久広域例月出納検査
　　　　　・議会とまちづくりを語る会
　　　　　　（馬取公民館）
１０月３０日火・徳島県石井町議会視察受入
　　　　　・議会とまちづくりを語る会
　　　　　　（借宿公民館）
１０月３１日水・佐久市・軽井沢町清掃施設組合

議会定例会
　　　　　・議会とまちづくりを語る会
　　　　　　（くつかけテラス）
１１月１日木・国際特別都市議会議長協議会

（～２日）
　　　　　・全国監査委員表彰式・研修会

（～２日）
　　　　　・町長期振興計画審議会
　　　　　・小諸看護専門学校第１６期生戴帽

式
１１月３日土・ボランティア全国ファーラム軽

井沢２０１８
１１月５日月・第４２回部落完全開放・人権擁護

推進佐久地区大会

　　　　　・浅麓議会議員懇談会
１１月６日火・和歌山県かつらぎ町議会視察受

入
１１月７日水・全員協議会
１１月８日木・浅麓水道企業団議会総務委員会
１１月１０日土・森泉山財産組合林剝皮防止作業
　　　　　・しなの鉄道軽井沢駅旧駅舎口開

業１周年記念謝恩会
１１月１３日火・社会常任委員会
　　　　　・岩手県二戸市議会視察受入
　　　　　・議会だよりモニター懇談会
１１月１４日水・議会活性化特別委員会
　　　　　・町戦没者合同追悼式
１１月１５日木・福島県三春町議会視察受入
１１月１６日金・第１４回長野県地方自治政策課題

研修会
１１月１８日日・第５４回町青少年柔剣道大会
１１月１９日月・２０１８部落解放・人権政策確立長

野県内行動・佐久地区市町村　
要請行動

１１月２０日火・北佐久郡議会議長連絡協議会視
察研修

　　　　　・町定期監査
　　　　　・町社会福祉協議会評議員会
１１月２１日水・第６２回町村議会議長全国大会
　　　　　・広報広聴常任委員会
　　　　　・町定期監査
１１月２２日木・議会運営委員会
　　　　　・小諸北佐久シルバー人材センタ

ー設立３０周年記念式典
１１月２３日金・ホワイトクリスマスin軽井沢

オープニングセレモニー
１１月２５日日・JOCカップ第２７回日本ジュニ

アカーリング選手権大会表彰式
１１月２８日水・佐久広域例月出納検査
　　　　　・佐久広域連合定期監査
　　　　　・町例月出納検査
１１月２９日木・第１回議会定例会１２月会議再開
　　　　　・全員協議会
１２月１日土・軽井沢病院公開講座
１２月２日日・町民氷上大会兼バッジテスト競

技会
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　　　　　・平成２９年度決算審査意見書報告
会

８月１５日水・戦没者追悼式
８月１６日木・Ｇ２０関係閣僚会合ポスター他企

画デザインコンペに伴う第１回
役員会

８月２０日月・浅麓環境施設組合議会定例会
８月２１日火・例月出納検査
８月２２日水・長野県監査委員研修会
８月２３日木・議会運営委員会
　　　　　・成田達輝＆中野デュオコンサー

ト
８月２４日金・佐久市・軽井沢町清掃施設組合

決算審査、定期監査
８月２６日日・濁川砂防堰堤工事起工式
８月２８日火・議会活性化特別委員会
　　　　　・佐久広域連合例月出納検査
　　　　　・森泉山財産組合議会第２回定例

会
　　　　　・草津国際音楽会
８月３０日木・第１回議会定例会９月会議再開
　　　　　・全員協議会
９月３日月・本会議
９月４日火・本会議
９月５日水・本会議
　　　　　・広報広聴常任委員会
９月６日木・議会活性化特別委員会
９月７日金・社会常任委員会
９月８日土・第４１回軽井沢町強歩大会
９月１０日月・総務常任委員会
　　　　　・議会運営協議会
９月１１日火・予算決算常任委員会
　　　　　・全員協議会
　　　　　・議会活性化特別委員会
　　　　　・小坂プラザ懇談会
９月１２日水・予算決算常任委員会
　　　　　・県社会福祉大会
９月１３日木・予算決算常任委員会
９月１４日金・予算決算常任委員会
９月１５日土・信州大学見本市in軽井沢
９月１６日日・中部小学校運動会
　　　　　・西部小学校運動会

９月１８日火・予算決算常任委員会
９月２０日木・議会運営委員会
　　　　　・第１回議会定例会９月会議散会
９月２５日火・第２回図書館運営協議会
　　　　　・熊本県御船町議会視察受入
９月２６日水・佐久広域連合議会全員協議会
　　　　　・佐久広域連合議会第３回定例会
９月２７日木・群馬県榛東村議会視察受入
９月２８日金・東部小学校運動会
　　　　　・広報広聴常任委員会
　　　　　・例月出納検査
　　　　　・佐久広域連合例月出納検査
９月３０日日・第１４回ふれあい祭り
１０月１日月・佐久市・軽井沢町環境施設組合

議会運営委員会
　　　　　・佐久市・軽井沢町清掃施設組合

全員協議会
　　　　　・長野県町村議会議長会総務文教

部会
１０月２日火・全員協議会
　　　　　・佐久市・軽井沢町清掃施設組合

議会運営委員会
１０月３日水・浅麓水道企業団特別職行政視察

研修（～５日）
　　　　　・主権者教育「こどもタウンミー

ティング」（中部小）
１０月４日木・主権者教育「こどもタウンミー

ティング」（東部小）
１０月５日金・広報広聴常任委員会
１０月９日火・主権者教育「こどもタウンミー

ティング」（西部小）
　　　　　・町村議会広報研修会
　　　　　・生活支援シンポジウム
１０月１０日水・富山県上市町議会視察受入
　　　　　・喬木村・高森町議会視察受入
１０月１１日木・北佐久郡議会議員スポーツ大会
１０月１２日金・社会常任委員会
　　　　　・広報広聴常任委員会
１０月１５日月・福島県浪江町議会視察受入
１０月１６日火・佐賀県議会議長会視察受入
１０月１８日木・議会運営委員会視察研修（～１９

日）

　　　　　・浅麓環境施設組合議員視察研修
（～１９日）

１０月２３日火・第２回町人権同和教育推進委員
会

　　　　　・三重県東員町議会視察受入
　　　　　・埼玉県川口市議会視察受入
　　　　　・佐久市・北佐久郡環境施設組合

議会第２回定例会
１０月２４日水・町国民健康保険軽井沢病院経営

協議会
１０月２５日・県町村議会議長会第２７回定期総会
　　　　　・ラウンドアバウトサミットin

軽井沢
１０月２６日金・町社会福祉協議会理事会
　　　　　・町交通安全推進協議会総会兼交

通安全町民大会
１０月２７日土・町防災訓練
１０月２８日日・軽井沢リゾートマラソン開会式
１０月２９日月・借宿小諸線・信濃追分停車場線

道路改良促進期成同盟会要望活
動

　　　　　・佐久広域例月出納検査
　　　　　・議会とまちづくりを語る会
　　　　　　（馬取公民館）
１０月３０日火・徳島県石井町議会視察受入
　　　　　・議会とまちづくりを語る会
　　　　　　（借宿公民館）
１０月３１日水・佐久市・軽井沢町清掃施設組合

議会定例会
　　　　　・議会とまちづくりを語る会
　　　　　　（くつかけテラス）
１１月１日木・国際特別都市議会議長協議会

（～２日）
　　　　　・全国監査委員表彰式・研修会

（～２日）
　　　　　・町長期振興計画審議会
　　　　　・小諸看護専門学校第１６期生戴帽

式
１１月３日土・ボランティア全国ファーラム軽

井沢２０１８
１１月５日月・第４２回部落完全開放・人権擁護

推進佐久地区大会

　　　　　・浅麓議会議員懇談会
１１月６日火・和歌山県かつらぎ町議会視察受

入
１１月７日水・全員協議会
１１月８日木・浅麓水道企業団議会総務委員会
１１月１０日土・森泉山財産組合林剝皮防止作業
　　　　　・しなの鉄道軽井沢駅旧駅舎口開

業１周年記念謝恩会
１１月１３日火・社会常任委員会
　　　　　・岩手県二戸市議会視察受入
　　　　　・議会だよりモニター懇談会
１１月１４日水・議会活性化特別委員会
　　　　　・町戦没者合同追悼式
１１月１５日木・福島県三春町議会視察受入
１１月１６日金・第１４回長野県地方自治政策課題

研修会
１１月１８日日・第５４回町青少年柔剣道大会
１１月１９日月・２０１８部落解放・人権政策確立長

野県内行動・佐久地区市町村　
要請行動

１１月２０日火・北佐久郡議会議長連絡協議会視
察研修

　　　　　・町定期監査
　　　　　・町社会福祉協議会評議員会
１１月２１日水・第６２回町村議会議長全国大会
　　　　　・広報広聴常任委員会
　　　　　・町定期監査
１１月２２日木・議会運営委員会
　　　　　・小諸北佐久シルバー人材センタ

ー設立３０周年記念式典
１１月２３日金・ホワイトクリスマスin軽井沢

オープニングセレモニー
１１月２５日日・JOCカップ第２７回日本ジュニ

アカーリング選手権大会表彰式
１１月２８日水・佐久広域例月出納検査
　　　　　・佐久広域連合定期監査
　　　　　・町例月出納検査
１１月２９日木・第１回議会定例会１２月会議再開
　　　　　・全員協議会
１２月１日土・軽井沢病院公開講座
１２月２日日・町民氷上大会兼バッジテスト競

技会

― ―59



１２月３日月・本会議
１２月４日火・本会議
１２月５日水・本会議
１２月６日木・議会活性化特別委員会
１２月７日金・社会常任委員会
１２月９日日・第２５回町社会福祉大会
１２月１０日月・総務常任委員会
１２月１１日火・予算決算常任委員会
　　　　　・議会運営委員会
１２月１３日木・平成３０年第１回定例会閉会
１２月１４日金・佐久総合病院クリスマス会
１２月１９日水・軽井沢国際カーリング選手権大

会オープニングパーティー
１２月２０日木・軽井沢国際カーリング選手権大

会ファーストストーンセレモニ
ー

　　　　　・広報広聴常任委員会
１２月２１日金・第５５回部落解放研修集会
１２月２２日土・人権講座上映会・講演会
１２月２３日日・軽井沢国際カーリング選手権大

会表彰式
１２月２４日月・軽井沢スケート競技会（小学生

の部）
１２月２５日火・町道借宿バイパス線開通式
　　　　　・町地域公共交通会議及び分科会
１２月２６日水・町例月出納検査
　　　　　・佐久広域連合議会全員協議会
　　　　　・佐久広域連合議会第４回定例会
１２月２７日木・広報広聴常任委員会
　　　　　・佐久広域連合例月出納検査
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１２月３日月・本会議
１２月４日火・本会議
１２月５日水・本会議
１２月６日木・議会活性化特別委員会
１２月７日金・社会常任委員会
１２月９日日・第２５回町社会福祉大会
１２月１０日月・総務常任委員会
１２月１１日火・予算決算常任委員会
　　　　　・議会運営委員会
１２月１３日木・平成３０年第１回定例会閉会
１２月１４日金・佐久総合病院クリスマス会
１２月１９日水・軽井沢国際カーリング選手権大

会オープニングパーティー
１２月２０日木・軽井沢国際カーリング選手権大

会ファーストストーンセレモニ
ー

　　　　　・広報広聴常任委員会
１２月２１日金・第５５回部落解放研修集会
１２月２２日土・人権講座上映会・講演会
１２月２３日日・軽井沢国際カーリング選手権大

会表彰式
１２月２４日月・軽井沢スケート競技会（小学生

の部）
１２月２５日火・町道借宿バイパス線開通式
　　　　　・町地域公共交通会議及び分科会
１２月２６日水・町例月出納検査
　　　　　・佐久広域連合議会全員協議会
　　　　　・佐久広域連合議会第４回定例会
１２月２７日木・広報広聴常任委員会
　　　　　・佐久広域連合例月出納検査
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

　
新
年
を
迎
え
、
皆
様
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
議
員

任
期
が
、
残
り
３
月
余
り
と
な

り
、
や
り
残
し
た
こ
と
が
な
い

か
と
、
考
え
を
め
ぐ
ら
し
て
い

ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
を

し
て
い
て
、
皆
様
に
議
会
の
こ

と
を
い
ろ
い
ろ
お
知
ら
せ
し
よ

う
と
、
編
集
を
し
て
い
る
か
た

わ
ら
、
議
会
で
の
こ
と
を
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
身
の

た
め
に
勉
強
に
な
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
議
会
だ
よ
り
の
ご
愛

読
を
お
願
い
し
ま
す
。 （
佐
藤
）

　
昨
年
に
引
き
続
き
読
者
モ
ニ
タ
ー
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
私
で
す
が
、
高
校
ま
で
は
大
阪
育
ち
で
軽
井

沢
出
身
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
頃
は
母
の
実
家

（
今
の
自
宅
）
が
旧
軽
井
沢
に
あ
り
、
毎
夏
冬
に
来
軽

し
て
い
ま
し
た
。
特
に
夏
は
普
段
会
え
な
い
従
兄
弟
達

に
会
え
る
楽
し
み
も
あ
り
、
軽
井
沢
へ
行
く
こ
と
が
待

ち
遠
し
か
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
夏
は
盆
踊
り
や

お
祭
り
が
あ
っ
て
子
ど
も
時
代
の
私
は
自
然
に
地
元
や

別
荘
の
人
達
と
と
も
に
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
自
宅
が
軽
井
沢
に
移
り
、
自
分
も
三
十
歳
の

頃
に
こ
ち
ら
へ
居
を
移
し
て
、
消
防
団
や
青
年
部
に
入

り
、
お
祭
り
や
盆
踊
り
の
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
読
者
モ
ニ
タ
ー
の
活
動
は
た
ま
に
面
倒
に
思
う

時
も
あ
り
ま
す
が
、
議
会
だ
よ
り
を
よ
く
読
む
こ
と
に

よ
り
、
議
員
さ
ん
達
や
住
民
の
方
達
・
行
政
の
考
え
方

へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
自
分
に
と
っ
て
の
新
し
い
故
郷

で
も
あ
る
軽
井
沢
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。

　
地
方
自
治
は
民
主
主
義
の
教
科
書
と
い
う
話
し
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
達
モ
ニ
タ
ー
の
意
見
が
さ

ら
に
わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
作
り
に
役
立
ち
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
議
会

や
行
政
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

�
一
色
　
圭

（
原
文
マ
マ
）

　
読
者
の
視
点
を
紙
面
づ

く
り
や
効
果
的
な
広
報
活

動
に
活
か
す
こ
と
を
目
的

に
導
入
し
た
議
会
だ
よ
り

モ
ニ
タ
ー
（
総
勢
9
名
）

と
2
回
目
の
懇
談
会
を
持

ち
ま
し
た
。
今
回
も
編
集

の
手
法
に
つ
い
て
多
く
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
一
部
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

◦
議
会
だ
よ
り
で
議
会
の

こ
と
を
す
べ
て
知
る
の
は

難
し
い
。
議
会
傍
聴
を
促

し
た
り
、
開
催
期
日
を
告

知
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
。

◦
「
何
日
に
は
こ
ん
な
議

案
を
審
議
し
た
」
な
ど
カ

レ
ン
ダ
ー
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
と
全
体
の
流
れ
を

発行／平成 31 年 1 月 25 日
　　　軽井沢町議会
　　　長野県北佐久郡軽井沢町
　　　〒389−0192
　　　☎ 0267（45）8910
編集／広報広聴常任委員会

　軽井沢町議会
　公式ホームページ

印刷／中澤印刷株式会社
　　　☎ 0268-22-0126

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

編
集
後
記

読
者
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
お
便
り

議
　
　
長�

市
村
　
　
守

委
員
長�

押
金
　
洋
仁

副
委
員
長�

横
須
賀
桃
子

委
　
　
員�

栁
澤
　
信
介

�

遠
山
　
隆
雄

�

川
島
さ
ゆ
り

�

佐
藤
　
幹
夫

�

内
堀
　
次
雄

つ
か
み
や
す
い
。

◦
賛
否
が
分
か
れ
そ
う
な

事
業
が
提
案
さ
れ
た
と
き
、

そ
れ
が
い
つ
町
か
ら
発
表

さ
れ
、
ど
ん
な
ね
ら
い
が

あ
る
の
か
知
ら
さ
れ
な
い
。

情
報
が
住
民
に
届
い
た
時

に
は
す
で
に
決
ま
っ
て
い

る
こ
と
に
、
も
ど
か
し
さ

を
感
じ
る
。

◦
発
言
し
て
い
る
の
が
誰

な
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。

発
言
内
容
に
よ
っ
て
は
、

誰
の
発
言
な
の
か
知
り
た

い
と
き
が
あ
る
。

◦
子
ど
も
た
ち
に
参
画
意

識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

等
で
議
会
だ
よ
り
の
１

ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
授
業
を

す
す
め
て
は
ど
う
か
。

◦
検
討
し
ま
す
と
い
う
回

答
に
対
し
て
は
、
次
回
の

議
会
で
も
う
一
度
聞
い
て

欲
し
い
。

こ
の
よ
う
な
ご
意
見
を
活

か
し
て
、
さ
ら
に
伝
わ
る

紙
面
作
り
に
役
立
て
て
ま

い
り
ま
す
。

議 員 懇 談 会
議会では特定の分野を深く掘り下げる広聴の取
り組みとして、町内各種グループ・団体と語り
合う意見交換会を開催しています。

平成30年11月13日 18:00〜20:00
役場第 2 委員会室

議会だよりモニター 7 名
広報広聴常任委員 8 名

議会だよりモニターの皆さん
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議会事務局に応募する旨を、電話またはメールでお知
らせください。デジタルデータの送付方法等をご相談
させていただきます。
連絡先：軽井沢町議会事務局
メールアドレス：gikai@town.karuizawa.nagano.jp
電話：0267-45-8910

議会改革の
全国トップを行く
２つの先進議会を

視察

視察報告
議会運営
委員会

平
成
30
年
10
月
18
日

岐
阜
県

　可か

児に

市
議
会

こ
こ
に
注
目
！

◦
民
意
を
反
映
す
る

　政
策
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

◦
常
任
委
員
会
に
よ
る

　代
表
質
問

　「
４
つ
の
サ
イ
ク
ル
」

で
議
会
運
営
を
行
い
、
年

間
千
名
以
上
の
市
民
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
て
い
る
議
会
。

①
議
会
運
営
サ
イ
ク
ル

　
議
員
が
替
わ
っ
て
も
次

の
議
会
へ
引
き
継
ぎ
、

議
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

任
期
４
年
間
の
議
会
運

営
方
針
を
毎
年
定
め
て

い
る
。

　
平
成
29
年
に
常
任
委
員

会
代
表
質
問
を
可
能
に
。

②
予
算
決
算
審
査
サ
イ
ク

ル
　
決
算
を
分
析
、
現
予
算

に
活
か
し
、
次
年
度
予

算
に
反
映
。
予
算
委
員

会
で
徹
底
し
た
議
員
間

の
自
由
討
議
、
全
会
一

致
で
の
提
言
を
市
長
に

通
知
。

③
意
見
聴
取
・
反
映
サ
イ

ク
ル

　
議
会
報
告
会
や
一
般
質

問
、
常
任
委
員
会
、
各

種
団
体
懇
談
会
か
ら
抽

出
、
意
見
を
聴
取
し
反

映
。

④
若
い
世
代
と
の
交
流
サ

イ
ク
ル

　
高
校
生
、
マ
マ
さ
ん
議

会
等
若
い
世
代
と
交
流
。

【
考
察
】

　
議
長
、
委
員
長
が
１
年

任
期
。
改
選
後
に
は
議
会

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
決
ま
っ

て
お
り
、
ゴ
ー
ル
を
逆
算

し
て
進
ん
で
い
る
。

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合

計
画
を
リ
ン
ク
さ
せ
課
題

を
判
断
、
議
会
が
計
画
と

か
ら
め
て
審
議
し
て
い
る

の
で
、
市
長
が
勝
手
な
こ

と
が
で
き
な
い
。
二
元
代

表
制
の
議
会
の
役
割
を

し
っ
か
り
果
た
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
参
考
に
し
た
い
。

平
成
30
年
10
月
19
日

愛
知
県

　犬
山
市
議
会

こ
こ
に
注
目
！

◦
市
民
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ

　制
度

◦
議
員
間
討
議

　
定
例
会
会
期
中
に
全
員

協
議
会
で
、
ま
た
委
員
会

で
も
議
員
間
討
議
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
市
民
参
加

に
よ
る
議
会
活
動
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
る
議
会
。

①
市
民
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ

制
度

　
発
言
は
議
場
に
お
い
て

１
人
５
分
。
市
民
の
意

見
を
全
員
協
議
会
等
で

議
員
間
で
討
議
し
、
議

会
政
策
提
案
に
。
対
象

者
は
年
齢
不
問
、
幅
広

い
世
代
か
ら
意
見
聴
取

が
で
き
市
民
の
政
治
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

②
議
員
間
討
議

　
一
般
質
問
、
議
案
質
疑

の
中
か
ら
議
長
が
テ
ー

マ
を
抽
出
し
、
全
員
協

議
会
で
徹
底
し
た
議
員

間
討
議
を
実
施
。

【
考
察
】

　
毎
週
一
回
、
市
民
が
議

長
室
に
来
て
自
由
に
意
見

要
望
を
発
言
で
き
る
。
議

会
が
市
民
の
意
見
を
聞
こ

う
と
す
る
シ
ン
ボ
ル
的
な

試
み
だ
。
議
員
間
討
議
は
、

政
策
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば

意
味
が
な
く
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
や
希
望
を
反
映
で

き
る
よ
う
、
意
見
を
吸
い

上
げ
る
場
を
増
や
し
そ
の

中
の
意
見
を
中
心
に
議
員

間
討
議
を
す
べ
き
で
、
そ

の
発
言
が
何
に
結
び
つ
く

か
考
え
、
討
議
す
る
必
要

性
を
感
じ
た
。

　
特
別
冷
え
込
ん
だ
12
月

の
あ
る
日
、
木
々
の
枝
に

樹
氷
が
つ
く
現
象
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
晴
れ
渡
っ
た

空
の
青
と
、
陽
の
光
に
輝

く
樹
氷
の
白
さ
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
に
魅
入
ら
れ
て
キ

リ
ッ
と
し
た
冬
の
空
気
が

表
現
で
き
れ
ば
と
写
真
に

収
め
ま
し
た
。
四
季
さ
ま

ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
る
浅

間
山
が
間
近
に
迫
る
こ
の

場
所
は
、
家
か
ら
近
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
よ
く
撮
影

に
出
か
け
て
い
ま
す
。

�

（
大
日
向
　
M
・
S
）

表
紙
の
こ
と
ば

みなさまからの写真のご応募をお待ちしています
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各
種
証
明
の
発
行

　
平
成
31
年
4
月
よ
り

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

を
使
用
す
る
と
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
に
お

い
て
も
各
種
証
明
を
取
得

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

問
　
取
得
で
き
る
証
明
は
。

住
民
課
長
　
町
に
住
民
登

録
し
て
い
れ
ば
、
住
民
票

の
謄
本
・
抄
本
、
印
鑑

証
明
、
税
関
係
の
証
明

が
、
本
籍
地
が
町
内
の
方

は
、
戸
籍
謄
本
・
抄
本
・

附
票
の
謄
本
・
抄
本
が
取

得
で
き
る
。
ま
た
、
本
籍

地
が
町
外
の
方
に
つ
い
て

は
、
そ
ち
ら
の
市
町
村
で

も
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
実
施

し
て
い
て
、
な
お
か
つ
本

籍
地
で
の
事
前
登
録
が
あ

れ
ば
、
全
国
ど
こ
の
コ
ン

ビ
ニ
で
も
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
。

ご
み
の
減
量
化
は

　
ご
み
の
さ
ら
な
る
資

源
化
と
減
量
化
を
目
指

し
、
事
業
系
一
般
廃
棄
物

の
ご
み
袋
の
代
金
が
１
枚

1
0
0
円
か
ら
1
5
0
円

に
値
上
が
り
し
ま
す
。

問
　
ご
み
の
資
源
化
と
減

量
化
に
向
け
て
の
具
体
的

な
対
策
と
は
何
か
。

環
境
課
長
　
事
業
所
な
ど

へ
直
接
出
向
き
、
ご
み
の

資
源
化
の
推
進
や
排
出
方

法
に
つ
い
て
細
か
な
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

総
務
課
長
　
引
き
続
き
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

で
の
「
３さ
ん

０ま
る

１い
ち

０ま
る

運
動
」

等
を
推
進
し
、
食
品
ロ
ス

の
削
減
を
図
っ
て
い
く
。

委員会リポート

社会
常任委員会

一口
メモ

「3010運動」とは…宴会時の食べ残しを減らすため、 乾杯後 30 分間は料理を楽
しみ、お開き 10 分前になったら再度料理を楽しみ食品ロスの削減を図る運動の
ことです。

一口
メモ

請願はこうなりました
〔請願第1号〕米軍基地負担に関する請願
請 願 者 趣　　旨 委員会意見 本会議結果 意 見 書

軽井沢
９条の会
代表
稲垣　壬午

紹介議員
土屋　浄

全国知事会では、平成 30年 7月に
「米軍基地負担に関する提言」とし
て国に提出している。その内容は
１．飛行訓練等の速やかな情報提供
２．日米地位協定の抜本的見直し
３．米軍人等による事件・事故防止、
　　騒音防止措置
４．基地の整理縮小、返還促進
となっている。この提言に即して政
府、国会に対して日米地位協定の抜
本的改定に取り組むよう意見書の提
出を求める。

全国知事会
の提言を尊重
し、意見書提
出は必要。

全会一致で
採択

全国知事会が国
宛に提言した「米
軍基地負担に関
する提言」（平成
30年 7月 27日
採択）に同意し、
その実現のため
日米地位協定の
改定作業に着手
されるよう求め
ます。

3010 運動

長野県HPより
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マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

等
に
よ
る
海
洋
汚
染
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削

減
の
た
め
、
不
要
な
レ
ジ
袋
を

受
け
取
ら
な
い
よ
う
全
世
帯
に

エ
コ
バ
ッ
グ
を
無
償
配
布
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

補正
予算
問
　
若
者
の
人
口
流
出
に
つ
な
が
る
と
も
い
え

る
が
、
軽
井
沢
町
に
帰
っ
て
町
に
還
元
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
内
容
を
盛
り
込
ん
で
い
る
か
。

答
　
大
学
を
出
れ
ば
、
確
か
に
戻
っ
て
く
る
確
率

は
低
く
な
る
。
戻
っ
て
き
や
す
い
、
活
躍
で
き
る

ス
テ
ー
ジ
を
町
で
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
　
軽
井
沢
高
校
の
教
職
員
と
の
意
見
交
換
は
ど

の
く
ら
い
お
こ
な
わ
れ
た
か
。

答
　
何
度
か
お
こ
な
っ
た
。
未
来
構
想
会
議
を
7

回
ほ
ど
お
こ
な
っ
て
い
る
。

問
　
隠お

岐き

島ど
う

前ぜ
ん

高
校
の
場
合
は
、
魅
力
化
事
業
と

し
て
い
る
。
名
称
も
公
設
塾
、
塾
と
い
う
こ
と
で

よ
い
の
か
。
単
な
る
予
備
校
で
は
よ
く
な
い
。
事

業
化
す
る
に
早
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
い
つ
廃
校
に
な
っ
て
し
ま
う
か
わ
か
ら
ず
、

一
刻
も
早
く
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
魅
力
化
す
る
と
い
う
観
点
で
取
り
組
む
必
要
は

あ
る
。
名
称
は
、
塾

と
い
う
名
前
で
よ
い

の
か
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。
留
学
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
海
外

に
も
留
学
し
て
学
び

を
深
め
る
と
い
う
も

軽井沢高校 公設塾開設軽井沢高校 公設塾開設
新たな魅力づくりへ向けて

エコバッグ購入経費

の
で
、
県
で
は
4
校
が
参
加
し
て
い
る
。
県
教
委

と
も
話
し
て
い
る
が
、
地
域
高
校
か
ら
も
留
学

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
、
と
い
う
話
も
あ
り
、
軽
井

沢
高
校
の
魅
力
化
へ
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

　
軽
井
沢
高
校
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
科
が

あ
る
。
そ
の
な
か
で
英
語
を
活
か
し
た
観
光
ガ
イ

ド
な
ど
、
高
校
生
が
活
躍
し
て
い
け
る
よ
う
な
こ

と
も
魅
力
化
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
島
前
高
校
を
た
て
な
お
し
た
第
一
人
者
に
も

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
指

導
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
　
在
校
生
が
公
設
塾
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の

か
、
リ
サ
ー
チ
は
し
た
か
。

答
　
生
徒
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
行
っ
て

い
な
い
。
前
校
長
、
現
校
長
、
未
来
構
想
会
議
、

P
T
A
等
か
ら
公
設
塾
の
要
望
を
受
け
て
い
る
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
公
設
塾
で
や
れ
ば
よ

い
か
、
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
生
徒
、
保
護
者
に

対
し
て
12
月
中
に
実
施
す
る
。

問
　
何
人
く
ら
い
が
対
象
な
の
か
。
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
に
な
る
の
か
。

答
　
各
学
年
20
名
く
ら
い
で
計
60
名
く
ら
い
の
想

定
。
個
々
に
合
わ
せ
た
対
応
を
し
て
い
く
。
学
力

だ
け
で
は
な
い
、
軽
井
沢
な
ら
で
は
の
勉
強
も
実

施
し
て
い
く
。

問
　
エ
コ
バ
ッ
グ
は
、
か
な
り
普
及
し
て
る
と
思

う
が
必
要
な
の
か
。

答
　
G
20
関
係
閣
僚
会
合
の
関
係
市
町
村
と
し
て
、

な
に
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
環
境
省
に
も
相

談
し
た
結
果
、
エ
コ
バ
ッ
グ
を
考
え
た
。
平
成
13

年
に
全
戸
配
布
し
た
が
年
数
も
経
過
し
て
い
る
の

で
、
今
回
ま
た
計
上
し
た
。

問
　
平
成
13
年
に
配
布
し
た
バ
ッ
グ
は
ま
だ
使
え

る
状
態
だ
が
、
今
回
ま
た
全
戸
配
布
と
い
う
の
は

資
源
の
無
駄
使
い
で
は
な
い
か
。
前
回
配
布
し
た

も
の
を
検
証
し
た
の
か
。

答
　
当
時
配
布
し
た
も
の
は
か
な
り
使
わ
れ
て
い

る
の
で
、
経
年
劣
化
を
考
え
今
回
ま
た
配
布
し
た

い
。

問
　
レ
ジ
袋
を
使
用
し
て
い
る
店
舗
に
、
町
と
し

て
働
き
か
け
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
。

答
　
町
と
し
て
も
働
き
か
け
て
い
く
。

問
　
大
き
な
エ
コ
バ
ッ
グ
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
用
の

も
の
が
良
い
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
　
再
度
検
証
し
て
、
ど
ち
ら
の
バ
ッ
グ
が
よ
い

の
か
を
含
め
て
コ
ン
ビ
ニ
用
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

5850
万円

440
万円

少
子
化
に
と
も
な
う
県
立
高
校
の
統
廃
合
問
題
に
お
い
て
、
軽
井
沢
高
校
の
存
続
を

町
と
し
て
支
援
す
る
た
め
、学
力
向
上
を
目
的
と
し
た
公
設
塾
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一口
メモ

一口
メモ

「留学フェローシップ」とは…海外の大学進学を希望する高校生等に対して、情報提供と、動
機や適性に応じた大学をマッチングさせるなど、さまざまな留学支援をするNPO法人の活動
です。全国の県教委・中学高校と協働し、ワークショップ型の海外進学説明会を開催しています。

（30年度〜 33年度）
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一口
メモ

「オープンデータ」とは…官民のもつデータを二次利用するために公開すること
で、国民参加・官民協働の推進を通じた諸課題の解決や、経済の活性化、行政の
高度化・効率化等が期待されています。

問
　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に

関
す
る
導
入
は
。

総
合
政
策
課
長
　
具
体
的

な
手
順
な
ど
、
組
織
内
で

の
運
用
方
法
を
検
討
し
、

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら

一
つ
一
つ
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
化
を
推
進
し
、
随
時
検

証
を
行
い
な
が
ら
、
公
開

範
囲
を
拡
大
し
て
い
き
た

い
。情

報
収
集
の
方
法
は

問
　
住
民
が
道
路
な
ど
の

危
険
箇
所
を
発
見
し
た
時
、

ス
ム
ー
ズ
に
そ
の
情
報
連

絡
を
す
る
た
め
に
ア
プ
リ

を
活
用
す
る
考
え
は
。

地
域
整
備
課
長
　
平
成
30

年
９
月
に
運
用
開
始
し
た
、

町
の
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活

用
し
、
通
報
者
に
よ
る
現

場
状
況
写
真
の
投
稿
が
で

き
る
よ
う
研
究
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

環
境
課
長
　
平
成
31
年
度

よ
り
ご
み
分
別
促
進
ア
プ

リ
を
導
入
す
る
計
画
で
、

新
年
度
に
予
算
要
求
し
た
。

広
報
広
聴
戦
略
は

問
　
有
効
な
周
知
方
法
と

し
て
、
広
報
紙
と
連
動
し

て
簡
単
に
運
用
で
き
る

「
マ
チ
イ
ロ
」（
自
治
体
向

け
広
報
ア
プ
リ
）
と
い
う

ア
プ
リ
に
つ
い
て
の
検
討

は
。

住
民
課
長
　
現
在
、
導
入

に
向
け
研
究
し
て
い
る
。

問
　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
案
件
に
つ

い
て
は
、
町
の
公
式
な
発

表
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を

お
こ
な
う
べ
き
、
と
提
案

し
た
が
、
検
討
結
果
は
。

総
合
政
策
課
長
　
町
の
考

え
方
が
正
確
に
伝
わ
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て

い
く
。

問
　
新
宿
ア
ル
タ
ビ
ジ
ョ

ン
で
放
映
さ
れ
て
い
る
観

光
宣
伝
映
像
は
町
民
も
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ

う
が
よ
い
と
思
う
が
。

観
光
経
済
課
長
　
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
の
観
光
協
会
の

ア
カ
ウ
ン
ト
で
視
聴
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

問
　
庁
舎
内
体
制
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
に
関
し
て
、
職
員
が

各
課
か
ら
出
る
町
の
発
信

に
つ
い
て
、
担
当
課
だ
け

で
な
く
、
全
職
員
が
情
報

共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

総
務
課
長
　
職
員
の
パ
ソ

コ
ン
上
で
、
こ
れ
ま
で
の

周
知
情
報
を
一
覧
で
見
る

こ
と
が
で
き
、
情
報
共
有

で
き
て
い
る
。

総合政策課長

法整備により、オープンデータ化が急務となった

オープンデータに関する
� 導入検討結果は

一 般 質 問

西 千穂

一口
メモ

47 都道府県 1741市区町村
100％ 316自治体　18％

平成 30年 4月 30日時点 平成 30年 9月 17日時点
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当町所有の建築物について、
アスベスト含有調査を実施したか
総務課長
吹き付けアスベスト石綿等の使用状況について、
建設課において調査を行った

問
　
18
年
前
、
特
に
平
成

元
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た

当
町
所
有
の
建
築
物
に
つ

い
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

調
査
を
実
施
し
た
か
。

総
務
課
長
　
平
成
17
年
に
、

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
石

綿
等
の
使
用
状
況
に
つ
い

て
、
建
設
課
に
お
い
て
各

施
設
の
管
理
者
に
対
し
調

査
を
行
っ
た
。

問
　
調
査
結
果
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
、
ま
た
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
含
有
が
認
め
ら

れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
施
し
た
か
。

総
務
課
長
　
社
会
体
育

館
・
軽
井
沢
中
学
校
・
中

央
公
民
館
・
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
規
制
の
対
象
と

な
り
、
社
会
体
育
館
・
軽

井
沢
中
学
校
は
取
り
壊
し
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
中

央
公
民
館
は
、
ア
ス
ベ
ス

ト
の
除
去
、
仕
上
げ
材
・

下
地
・
石
膏
ボ
ー
ド
の
撤

去
交
換
を
行
い
、
取
り
切

れ
て
い
な
い
倉
庫
に
つ
い

て
は
、
錠
を
か
け
立
入
禁

止
と
し
た
。

問
　
当
町
で
は
、
住
民
や
、

特
に
大
型
施
設
を
持
つ
事

業
者
に
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

に
つ
い
て
の
広
報
・
指
導

を
行
っ
た
か
。

環
境
課
長
　
建
築
物
等
の

解
体
、
改
造
、
補
修
作
業

を
行
う
場
合
は
、
都
道
府

県
知
事
へ
届
け
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
所
管
す
る
佐
久

地
域
振
興
局
環
境
課
、
ま

た
、
佐
久
建
設
事
務
所
建

築
課
に
お
い
て
、
指
導
を

行
っ
て
い
る
た
め
、
町
か

ら
は
特
段
、
広
報
・
指
導

等
を
す
る
考
え
は
な
い
。

問
　
石
綿
含
有
調
査
を
す

る
専
門
の
会
社
が
長
野
県

に
は
7
社
あ
り
、
窓
口
に

相
談
に
来
ら
れ
る
方
に
紹

介
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

と
っ
て
も
ら
い
た
い
。

環
境
課
長
　
各
調
査
会
社

を
調
べ
、
問
い
合
わ
せ
に

対
し
、
案
内
で
き
る
体
制

を
整
え
た
い
。

問
　
国
で
は
、
ア
ス
ベ
ス

ト
含
有
調
査
及
び
除
去
に

対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
地
方
公
共

団
体
経
由
で
行
っ
て
お
り
、

町
で
補
助
申
請
を
行
わ
な

い
と
補
助
を
受
け
ら
れ
な

い
が
、
町
で
も
補
助
を
す

る
考
え
は
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長
　
補
助
に

対
し
て
は
県
で
ア
ス
ベ
ス

ト
調
査
台
帳
の
整
備
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

結
果
を
見
た
上
で
判
断
し

た
い
。

一 般 質 問

佐藤 幹夫

アスベストの除去作業

一口
メモ

「アスベスト」とは…天然にできた鉱物繊維で「石綿（いしわた）」とも呼ばれ、丈夫で変形しに
くいことから、建材や断熱材などさまざまな工業製品に使用されてきました。しかし、肺がんや
中皮腫を発症する発がん性が問題となり、現在では、原則として製造・使用等が禁止されています。

一口
メモ
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平成31年1月25日　第121号 18

問
　
小
・
中
学
校
教
員
の

過
重
労
働
が
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
町
内
の

学
校
現
場
で
の
超
過
勤
務

の
実
態
は
。

教
育
長
　
実
態
と
し
て
は

長
時
間
勤
務
で
あ
る
。
最

近
の
超
過
勤
務
の
数
字
で

は
、
月
46
時
間
余（
5
月
）。

自
宅
持
ち
帰
り
の
仕
事
時

間
は
含
ま
れ
な
い
。

問
　
勤
務
時
間
の
把
握
は
。

教
育
長
　
昨
年
10
月
か
ら

タ
イ
ム
カ
ー
ド
で
や
っ
て

い
る
。

問
　
教
員
の
超
過
勤
務
は

当
た
り
前
の
こ
と
と
す
べ

き
で
は
な
い
。
先
生
も
子

ど
も
た
ち
も
授
業
は
楽
し

い
と
な
っ
て
こ
そ
の
学
校

で
あ
る
。
先
生
が
疲
れ

切
っ
た
表
情
だ
っ
た
り
、

授
業
の
準
備
が
ろ
く
に
で

き
な
か
っ
た
り
で
は
楽
し

い
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
過

労
死
ラ
イ
ン
は
月
の
残
業

80
時
間
と
言
わ
れ
て
い
る
。

「
自
宅
残
業
」
は
2
時
間

平
均
か
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
を
含
め
れ
ば
過
重
労
働

は
限
界
で
あ
る
。
な
ぜ
こ

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
教

員
増
が
必
須
と
考
え
る
が
。

教
育
長
　
小
学
校
ク
ラ
ス

担
任
は
平
均
週
26
時
間
、

中
学
校
は
教
科
担
任
が
週

20
時
間
の
持
ち
時
間
だ
が
、

教
員
増
と
い
う
の
が
必
須

の
課
題
だ
と
思
う
。
子
ど

も
に
関
わ
る
時
間
が
大
事

で
あ
る
。

軽
高
の「
存
続
」で
は
な

く「
魅
力
化
」を

問
　
軽
井
沢
高
校
敷
地
内

の
同
窓
会
館
に
町
が
「
公

設
塾
」
を
開
設
す
る
と

な
っ
て
い
る
。
ど
ん
な
構

想
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
軽
井

沢
高
校
が
県
の
高
校
再

編
（
統
廃
合
）
計
画
の
対

象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

町
外
の
生
徒
も
通
う
県
立

高
校
だ
が
、
人
口
減
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
に
も

必
要
と
考
え
て
の
設
置
で

あ
る
。

問
　
こ
の
件
で
は
二
言
目

に
は
「
存
続
の
た
め
」
と

言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
や

め
て
ほ
し
い
。
生
徒
は
存

続
の
危
機
に
あ
る
高
校
を

選
ぶ
だ
ろ
う
か
。
島
根
県

隠
岐
の
島
の
島ど
う

前ぜ
ん

高
校
は

廃
校
の
危
機
か
ら
立
ち

直
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
存

続
」で
は
な
く「
魅
力
化
」

に
成
功
し
た
か
ら
で
あ
る
。

「
塾
」
と
呼
ば
ず
「
学
習

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
は
。

町
長
　
そ
の
通
り
で
あ
り
、

魅
力
化
が
主
眼
で
あ
る
。

教育長

町の裁量でできる軽減策は進める

教員の過重労働の軽減を図れ

一 般 質 問

土屋 浄

「公設塾」開設が予定されている軽井沢高校同窓会館
(正門入って右側 )
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平成31年1月25日　第121号17

一口
メモ

一 般 質 問

寺田 和佳子

発達障がい児支援の
� 新たな取り組みは
保健福祉課長

児童発達支援センターの整備を進める

問
　
以
前
、
発
達
障
が
い

に
関
す
る
一
般
質
問
の
際
、

平
成
30
年
４
月
よ
り
特
別

教
育
支
援
員
兼
学
習
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
各
小
学
校
に

１
名
増
員
す
る
と
の
答
弁

だ
っ
た
が
、
増
員
後
の
効

果
検
証
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
発
達

障
が
い
が
あ
り
、
特
別
支

援
学
級
に
入
級
し
て
い
る

生
徒
に
対
し
て
、
基
本
的

な
生
活
態
度
や
基
礎
学
習

支
援
が
図
ら
れ
、
保
護
者

も
満
足
し
て
い
る
。

問
　
信
大
で
は
発
達
障
が

い
を
診
断
で
き
る
開
業
医

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る

当
町
な
の
で
、
定
期
的
な

医
師
派
遣
あ
る
い
は
、
町

内
の
開
業
医
に
対
し
、
信

大
の
取
り
組
み
へ
の
参
加

依
頼
は
で
き
な
い
か
。

総
合
政
策
課
長
　
医
師
派

遣
は
、
必
要
に
応
じ
要
望

を
上
げ
る
こ
と
は
可
能
。

保
健
福
祉
課
長
　
町
内
開

業
医
と
の
連
携
は
、
今
後

予
定
し
て
い
る
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
・

療
育
内
容
へ
の
助
言
の
み

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。

問
　
発
達
障
が
い
児
支
援

の
新
た
な
取
り
組
み
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
平
成
32

年
度
ま
で
に
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
整
備
を
進
め

る
。

問
　
国
は
、
こ
の
施
設
が

市
町
村
単
位
で
設
置
困
難

な
場
合
、
広
域
で
の
設
置

も
可
能
と
し
て
い
る
。
近

隣
の
状
況
次
第
で
は
、
当

町
以
外
の
子
ど
も
も
受
け

入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
い
か
が
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
基
本
は

在
住
者
。
事
情
に
よ
り
受

け
入
れ
る
可
能
性
も
あ
る

が
、
詳
細
は
未
定
。

問
　
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
詳
細
が
決

ま
っ
て
い
な
い
今
こ
そ
、

町
内
で
同
じ
役
割
を
担
っ

て
い
る
「
に
じ
い
ろ
ポ

ケ
ッ
ト
」
の
ス
タ
ッ
フ
か

ら
施
設
・
運
営
に
関
す
る

意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
開
設
に

あ
た
り
、
必
要
に
応
じ
意

見
を
伺
っ
て
い
き
た
い
。

認
可
外
保
育
施
設

の
無
料
化
は

問
　
国
が
無
料
化
の
対
象

外
と
す
る
保
育
施
設
に
通

う
場
合
、
町
と
し
て
認
可

保
育
施
設
と
同
様
の
措
置

は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
国
の

方
針
に
基
づ
く
同
様
の
無

償
化
は
現
時
点
で
は
検
討

し
て
い
な
い
が
、
園
へ
の

補
助
は
検
討
中
。

児童発達支援センターが併設される予定の老人福祉センター

一口
メモ

「児童発達支援センター整備」とは…障がいのある児童に身近な地域で支援を行
う施設で、日常生活における基本的動作の指導、集団生活への適応訓練などを行
います。保育所訪問や相談窓口としての機能も併せ持ちます。
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平成31年1月25日　第121号 16

一 般 質 問

利根川 泰三

地域整備課長

来年度は、例年の倍２億円の予算を要求している

思い切ってインフラの代表と言える
� 道路整備を大々的に行えないか

問
　
現
在
も
道
路
整
備
は

路
面
状
況
調
査
を
も
と
に

実
施
し
て
い
る
の
か
。

地
域
整
備
課
長
　
平
成
25

年
に
実
施
し
た
調
査
を
ふ

ま
え
毎
年
10
路
線
３
㎞
を

整
備
、
順
番
が
変
わ
る
こ

と
も
あ
る
。

問
　
大
き
な
公
共
施
設
建

設
計
画
も
な
い
来
年
度
に
、

思
い
切
っ
て
道
路
整
備
を

大
々
的
に
行
え
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長
　
例
年
の

倍
２
億
円
の
予
算
を
要
求

し
て
い
る
。

問
　
住
民
の
最
も
関
心
の

あ
る
道
路
に
、
も
っ
と
予

算
を
増
や
せ
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長
　
財
政
当

局
と
相
談
し
て
い
く
。

歩
道
と
自
転
車
道

の
管
理
は

問
　
歩
道
清
掃
の
地
元
の

協
力
は
増
え
て
い
る
の
か
。

地
域
整
備
課
長
　
４
団
体

が
増
え
現
在
27
団
体
と

な
っ
た
。

問
　
軽
井
沢
バ
イ
パ
ス
の

自
転
車
道
改
修
に
合
わ
せ

観
光
活
用
面
で
の
協
議
は
。

住
民
課
長
　
改
修
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
た
め
協
議
が

進
ま
な
か
っ
た
。

ビ
ー
コ
ン（
近
距
離

　

通
信
技
術
）
の

　
　

活
用
は

問
　
風
越
公
園
で
の
ビ
ー

コ
ン
を
利
用
し
た
実
証
実

験
に
よ
る
費
用
対
効
果
は
。

地
域
整
備
課
長
　
実
績

１
０
７
件
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
か
な
く
費
用
対
効
果

は
小
さ
い
も
の
だ
っ
た
。

問
　
ビ
ー
コ
ン
を
利
用
し

た
観
光
案
内
は
。

観
光
経
済
課
長
　
実
験

後
検
討
し
て
い
な
い
。

Wi-

Fi
機
能
を
と
り
入
れ

た
大
型
看
板
を
考
え
て
い

る
。旧

駅
舎
記
念
館
の

活
用
は

問
　
旧
駅
舎
記
念
館
に

あ
っ
た
展
示
物
を
観
光
会

館
か
ら
駅
に
戻
せ
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
ス
ペ
ー

ス
の
問
題
で
戻
す
こ
と
は

難
し
い
。

問
　
旧
駅
舎
記
念
館
が
し

な
の
鉄
道
の
駅
舎
と
な
っ

た
が
、
駅
前
交
番
の
移
転

問
題
に
進
展
は
な
い
の
か
。

総
務
課
長
　
代
替
地
な
ど

の
提
案
を
し
て
い
る
が
、

移
転
協
議
が
進
ま
な
い
。

今
後
の
発
地

　
　

市
庭
の
計
画
は

問
　
発
地
市
庭
の
拡
張
計

画
は
考
え
て
い
る
か
。

観
光
経
済
課
長
　
民
間
の

進
出
の
状
況
を
見
た
中
で

考
え
て
い
く
。

問
　
６
次
産
業
化
を
ど
の

よ
う
に
検
討
し
て
い
る
か
。

観
光
経
済
課
長
　
そ
ば
の

他
に
、
霧
下
野
菜
の
漬
物

や
イ
チ
ゴ
の
ム
ー
ス
・
と

う
も
ろ
こ
し
の
プ
リ
ン
・

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
っ
た

焼
き
菓
子
等
も
開
発
し
て

い
る
。

一口
メモ

「ダウンロード」とは…サイトなどに登録されている様々なデータを自分のスマー
トフォンやパソコンに取り込むことです。

一口
メモ

交番の移転は？
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平成31年1月25日　第121号15

コンビニにもエコバッグを

一 般 質 問

問
　
町
は
今
ま
で
「
環
境

基
本
計
画
は
策
定
し
な
い

が
、
基
本
計
画
に
該
当
す

る
も
の
と
し
て
個
別
の
計

画
を
策
定
し
て
い
る
」
と

し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
個

別
の
上
位
計
画
と
し
て
環

境
基
本
計
画
を
策
定
し
、

環
境
負
荷
の
軽
減
や
生
物

多
様
性
の
消
失
に
対
す
る

意
識
の
啓
発
に
努
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
環

境
基
本
計
画
の
策
定
は
。

環
境
課
長
　
今
ま
で
策
定

し
て
き
た
個
別
の
計
画
を

体
系
的
に
ま
と
め
て
い
く

必
要
は
感
じ
て
い
る
の
で
、

計
画
策
定
の
前
提
と
な
る

環
境
基
本
条
例
の
制
定
を

視
野
に
入
れ
、
既
存
の
条

例
や
例
規
と
の
関
連
を
ふ

ま
え
環
境
基
本
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
く
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

削
減
に
向
け
て

問
　
G 

20
関
係
閣
僚
会
議

の
主
要
課
題
と
言
わ
れ
て

い
る
海
洋
汚
染
の
原
因
で

あ
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

削
減
に
向
け
て
、
会
議
開

催
都
市
と
し
て
具
体
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

環
境
課
長
　
広
報
等
を
通

じ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
削
減
の
協
力
を
呼
び
か

け
る
。
レ
ジ
袋
の
削
減
を

視
野
に
ス
ー
パ
ー
等
の
か

ご
の
規
格
に
合
わ
せ
た
エ

コ
バ
ッ
グ
の
各
戸
配
布
を

考
え
て
い
る
。

問
　
ス
ー
パ
ー
で
の
エ
コ

バ
ッ
グ
使
用
は
か
な
り
浸

透
し
て
い
る
が
、
コ
ン
ビ

ニ
等
で
利
用
で
き
る
小
さ

く
て
お
し
ゃ
れ
な
バ
ッ
グ

を
用
意
し
て
買
い
物
に
行

く
に
は
バ
ッ
グ
を
持
っ
て

い
く
と
い
う
文
化
を
育
て

る
事
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長
　
海
洋
汚
染
の
問
題

は
、
山
国
に
住
む
我
々
も

大
き
な
問
題
と
捕
ら
え
、

買
い
物
袋
の
問
題
も
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
考
え
て

い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進

　

計
画
の
策
定
の

　

進
捗
状
況
は

問
　
軽
井
沢
の
保
健
休
養

の
地
と
し
て
そ
の
自
然
環

境
や
提
供
す
る
医
療
と
共

に
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
用
意
が
重
要
と
考
え
る

が
、
そ
の
基
本
と
な
る
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
策
定
の

進
捗
状
況
は
。

総
合
政
策
課
長
　
軽
井
沢

だ
か
ら
こ
そ
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す

る
た
め
、
学
識
経
験
者
や

各
方
面
か
ら
の
知
識
経
験

者
に
よ
る
準
備
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
そ
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
沿
っ
た
実
効
あ
る
　

推
進
計
画
を
策
定
す
べ
く

進
め
て
い
る
。

環境基本条例を制定し基本計画の策定を進めていく

環境課長

内堀 次雄

環境基本計画の策定は
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平成31年1月25日　第121号 14

一 般 質 問

問
　
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
に
よ
る
食
物
連
鎖
の

環
境
教
育
等
の
推
進
は
。

環
境
課
長
　
環
境
省
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ス
マ
ー

ト
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
当

町
の
取
り
組
み
を
登
録
し
、

国
内
外
に
情
報
発
信
し
て

い
る
。
エ
コ
バ
ッ
グ
を
配

布
し
、
レ
ジ
袋
削
減
に
取

り
組
み
、
海
洋
ご
み
対
策

に
つ
な
げ
る
。
今
後
も
住

民
を
巻
き
込
み
、
わ
か
り

や
す
く
趣
向
を
凝
ら
し
た

環
境
教
育
、
啓
発
活
動
を

検
討
、
実
施
し
て
い
く
。

問
　
レ
ジ
袋
有
料
化
や
マ

イ
ボ
ト
ル
推
進
は
。

環
境
課
長
　
レ
ジ
袋
有
料

化
は
国
の
動
向
を
見
て
対

応
。
マ
イ
ボ
ト
ル
は
広
報

を
通
じ
て
啓
発
活
動
を
し

て
い
く
。

多
言
語
に
よ
る

　

避
難
所
運
営
を

問
　
災
害
情
報
の
多
言
語

化
、
多
言
語
標
識
、
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
確
保
は
。

総
務
課
長
　
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
観
光
庁
等
の
ア

プ
リ
を
掲
載
。
全
て
の
指

定
避
難
所
に
英
語
と
国
際

規
格
の
非
常
口
、
避
難
所

サ
イ
ン
の
案
内
標
識
を
設

置
。
今
後
、
韓
国
語
、
中

国
語
の
検
討
余
地
は
あ
る

が
、
災
害
対
応
の
Wi-

Fi

を
整
備
し
、
対
応
を
進
め

て
い
る
。
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
が
っ

て
の
活
動
と
な
る
の
で
難

し
い
課
題
。
県
多
言
語

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
電
話
通

訳
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
。

町
長
　
74
言
語
1
0
5
ヵ

国
に
対
応
す
る
ポ
ケ
ッ
ト

通
訳
機
も
あ
る
の
で
購
入

し
様
々
な
場
所
に
置
く
こ

と
も
可
能
と
考
え
る
。

問
　
外
国
の
方
に
大
規
模

訓
練
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
課
題
を
検
証
し
て
は
。

総
務
課
長
　
な
か
な
か
参

加
し
て
も
ら
え
な
い
状
況

な
の
で
検
討
し
て
い
く
。

軽
井
沢
版

　

S
D
G
s
は

問
　
軽
井
沢
版
Sエス
デ
ィ
ジ
ー
ズ

D
G
s

と
は
。

町
長
　
今
後
、
S
D
G
s

と
い
う
重
要
な
道
標
に
沿

い
、
当
町
に
あ
っ
た
形
で

進
め
て
い
く
。
信
大
・
東

大
連
携
協
定
の
課
題
解
決

も
含
め
、
住
民
や
企
業
も

巻
き
込
ん
で
意
識
啓
発
や

S
D
G
s
未
来
都
市
選
定

制
度
も
検
討
し
て
い
く
。

川島 さゆり
わかりやすく趣向を凝らした環境教育、
啓発活動をしていく

環境課長

住民を巻き込み、
� 環境教育や啓発活動を

一口
メモ

「SDGs」とは…2015 年 9月国連で採択され「持続可能な開発目標」「誰ひとり取り残さない」との理念のもと、
貧困のない持続可能な世界を次世代に受け継いでいくことを目標に 2030 年までに 17の目標、169のターゲット
230の指標を示し、すでに世界規模で取り組みが始まっています。長野県は「SDGs 未来都市」に選定されています。

一口
メモ

海洋プラスチックごみは私達の問題です
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問
　
小
・
中
学
校
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
学
習
が
始
ま
る
が
、

サ
ポ
ー
ト
体
制
と
準
備
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
電
子

機
器
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
時

で
も
授
業
に
支
障
が
な
い

よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

の
準
備
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

習
得
支
援
を
教
員
に
対
し

て
行
う
。

問
　
教
員
へ
の
支
援
は
教

科
ご
と
行
う
べ
き
だ
が
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
そ
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
。

問
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
電
子

黒
板
を
連
動
す
る
学
習
は

い
つ
か
ら
実
施
す
る
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
先
生

が
電
子
機
器
の
使
用
方
法

を
習
得
し
だ
い
進
め
た
い
。

問
　
歴
史
と
国
語
な
ど
他

教
科
を
連
動
さ
せ
て
学
ぶ

学
習
法
も
行
う
べ
き
だ
が
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
ま
ず

は
じ
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
と
情
報
モ
ラ
ル
教

育
の
連
動
を
考
え
て
い
る
。

問
　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か

ら
通
学
で
き
な
い
児
童
・

生
徒
の
家
庭
学
習
の
た
め

に
校
外
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
貸
与
で
き
な
い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
デ
ー

タ
な
ど
の
安
全
性
が
保
障

さ
れ
た
ら
考
え
た
い
。

問
　
町
で
は
「
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
の
生
き
る
力
を

伸
ば
し
た
い
」
と
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。
苦
し
ん
で

い
る
子
ど
も
に
必
要
な
支

援
と
は
何
か
、
と
の
発
想

で
考
え
る
べ
き
だ
が
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
　
以
前
か
ら
の
課
題
に

対
し
て
、
こ
れ
か
ら
検
討

す
る
の
で
は
遅
す
ぎ
る
が
。

町
長
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
教
育

は
試
行
錯
誤
中
で
あ
る
。

問
　「
教
育
」
に
「
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
」
を
か
け
合
わ

せ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
に

期
待
す
る
効
果
と
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
自
ら

行
動
し
自
分
の
意
見
を
説

明
で
き
、
他
者
の
意
見
も

聞
き
入
れ
る
力
の
習
得
だ
。

町
長
　
社
会
を
生
き
て
い

こども教育課長

校外でのタブレットの貸与を進め、
全ての子ども達にタブレット学習を

セキュリティ―が確保されれば考えたい
横須賀 桃子

一 般 質 問

タブレット学習で効率の良い学びを !!

く
中
で
身
に
つ
け
て
い
く

必
要
の
あ
る
技
術
で
あ
る
。

問
　
様
々
な
デ
ー
タ
収
集

が
容
易
に
な
る
が
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
学
習

に
対
し
て
活
発
に
な
っ
た

か
な
ど
数
字
に
出
な
い
部

分
で
の
調
査
も
考
え
た
い
。

問
　
教
員
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
お
便
り
等
を
電
子

的
に
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
今
後

考
え
て
い
き
た
い
。

一口
メモ

「プログラミング教育」とは…子どもの理論的思考力や問題解決能力を育むとと
もに、コンピューターが浸透した社会で生きていくために必要な能力を向上させ
るための新しい教育のことです。

一口
メモ
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町への提言 !!一般質問

横須賀 桃子 （13ページ）

●校外でのタブレットの貸与を進め、全ての子ど
も達にタブレット学習を

川島 さゆり （14ページ）

●住民を巻き込み、環境教育や啓発活動を
●多言語による避難所運営を
●軽井沢版 S

エスディジーズ

DGs は

内堀 次雄 （15ページ）

●環境基本計画の策定は
●廃プラスチックの削減に向けて
●スポーツ推進計画の策定の進捗状況は

利根川 泰三 （16ページ）

●思い切ってインフラの代表と言える道路整備を
大々的に行えないか
●歩道と自転車道の管理は
●ビーコン（近距離通信技術）の活用は
●旧駅舎記念館の活用は
●今後の発地市庭の計画は

寺田 和佳子 （17ページ）

●発達障がい児支援の新たな取り組みは
●認可外保育施設の無料化は

土屋 浄 （18ページ）

●教員の過重労働の軽減を図れ
●軽高の「存続」ではなく「魅力化」を

佐藤 幹夫 （19ページ）

●当町所有の建築物について、アスベスト含有調
査を実施したか

西 千穂 （20ページ）

●オープンデータに関する導入検討結果は
●情報収集の方法は
●広報広聴戦略は

 一般質問  一般質問

検索軽井沢町議会

成人式会場にて

一問一答で町側答弁も含め１時間以内と
なっています。
内容に関しては要約して掲載しています。
議事録は議会ホームページで閲覧できます。

１日目 2日目
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議会って

どんなところ
？

「議会とまちづくり
を語る会」とは
なんですか？

どうすれば出席
できますか？

本会議や委員会の
傍聴はできますか？

Q1

Q2

Q3

A

A

A

議会Q&A
とかくわかりづらく、とっつきにくいイメージがある議会ですが、このコーナーでは議会の基本的なしく
みをわかりやすく解説しながら、皆さまの疑問にお答えしていきたいと思います。

一般的には「議会報告会」といわれることが多いのですが、軽井沢
町議会では「議会とまちづくりを語る会」と呼んでいます。各地区
の公民館などへ議員が出かけて行き、集まった地域の皆さんに対し
て、議会の活動の様子を議員が直接説明する会です。また、まちづ
くりや困りごとに関する意見や要望をお聞きして、そのことについ
て話し合ったり、いまどんな問題があるのかをよく知ることで、問
題の解決につなげていくことも、大きな目的の一つです。
気軽にお話できる雰囲気づくりにつとめています。ぜひ一度ご参加
ください。

3月と 9月の定例月会議の後、それぞれ 3会場、計 6会場で開催
しています。所要時間は約2時間です。もちろん町民以外の方でも、
どなたでも参加できます。開催場所や日時は議会だよりや新聞折込
で事前にお知らせして
います。詳しくは議会
事務局（45-8910）ま
でお問い合わせくださ
い。

議会に関する会議は原則としてすべて傍聴することができます。
本会議場の定員は 45人（一般席）です。あらかじめ住所・お名前
を受付票に記入してください。携帯電話の電源は切ったり、飲食し
ないことなどいくつかきまりがあります。
写真撮影等する場合は、事前に議長の許可が必要です。
また委員会を傍聴するときは、事前に委員長の許可が必要です。
詳しくは議会事務局（45-8910）までお問い合わせください。
会議の開催日程は新聞折込や軽井沢町議会ホームページでお知らせ
しています。

議会Q&A

役場庁舎北側の玄関を入ります。

本会議を
傍聴して
みませんか

入ってすぐ左側の階段を上がります。

ここが傍聴席です。 ここで受付し、奥の階段へ。 3階へ上がります。
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※
議
会
に
対
し
て
も
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
お
答
え
い
た
し

ま
す
。

語
る
会
の
開
催

　

時
間
の
工
夫
を

問
　
今
回
の
議
会
と
ま
ち

づ
く
り
を
語
る
会
は
、
子

育
て
世
代
の
た
め
に
昼
間

の
開
催
に
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
午
前
中
に
開
催
し

て
も
ら
え
る
と
子
ど
も
を

送
っ
た
あ
と
に
参
加
で
き

る
。
ま
た
、
ラ
ン
チ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
だ
と
出
や
す
い
。

答
　
来
場
者
の
方
の
ご
都

合
は
個
人
の
事
情
に
よ
り

さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
幅
広
い
広
聴
活
動

を
目
指
し
て
時
間
を
工
夫

し
な
が
ら
開
催
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

も
開
催
す
れ
ば
楽
し
そ
う

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
ご
意
見
が
た
く
さ
ん

出
て
き
た
ら
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化

　
　

問
題
は

問
　
2
0
2
5
年
問
題
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

保
健
福
祉
課
長
　
町
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る

2
0
2
5
年
は
、
生
産
世

代
1
人
で
1
・
5
人
の
高

齢
者
を
支
え
る
時
代
と
な

る
見
通
し
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
背
景
の
中
、
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
第
7

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
い
て
、
高
齢
者
の
人
達

が
で
き
る
だ
け
長
く
健
康

で
、
ま
た
、
重
度
な
要
介

護
状
態
に
な
っ
て
も
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最

後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、

予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支

援
が
地
域
の
自
主
性
や
主

体
性
に
基
づ
き
、
一
体
的

に
提
供
さ
れ
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

る
。さ

ら
な
る
自
然

　

環
境
の
保
全
を

問
　
以
前
は
別
荘
地
だ
っ

た
土
地
が
民
間
企
業
の
駐

車
場
と
な
っ
た
。
車
の
出

入
り
が
絶
え
ず
、
夜
間
は

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
ま
ぶ
し

い
の
で
敷
地
境
界
に
植
樹

を
し
て
も
ら
っ
た
。
し
か

し
、
樹
高
も
低
く
間
隔
が

広
い
た
め
効
果
が
な
い
。

自
然
保
護
対
策
要
綱
は
別

荘
地
内
の
駐
車
場
設
置
に

対
し
て
細
か
な
条
件
が
な

く
環
境
保
全
の
点
で
問
題

が
な
い
か
。

環
境
課
長
　「
自
然
保
護

の
た
め
の
土
地
利
用
行
為

の
手
続
き
等
に
関
す
る
条

例
施
行
規
則
」
で
有
料
駐

車
場
に
つ
い
て
は
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
営
業
を
目

的
と
し
な
い
駐
車
場
に
つ

い
て
は
条
例
に
基
づ
く
協

議
は
不
要
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
協
議
を
必
要
と

し
な
い
案
件
で
も
「
自
然

保
護
対
策
要
綱
」
の
基
準

は
当
然
遵

じ
ゅ
ん

守し
ゅ

し
て
も
ら
う
。

　
現
場
を
確
認
し
た
の
で

事
業
者
に
対
し
改
善
の
働

き
か
け
を
し
た
い
。

　
な
お
、
近
年
は
別
荘
地

等
に
同
様
な
駐
車
場
の
設

置
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、

良
好
な
別
荘
環
境
保
全
の

た
め
に
も
、
何
ら
か
の
対

策
が
必
要
と
考
え
る
の
で

研
究
し
て
い
く
。

問
　
別
荘
地
内
で
の
自
然

環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の

要
望
が
以
前
か
ら
あ
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
も
こ
う
し

た
要
望
等
が
や
ま
な
い
。

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た

施
策
・
指
導
が
不
十
分
で

は
な
い
か
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
環
境
教
育
を
も
っ
と
積

極
的
に
行
わ
れ
た
い
。

環
境
課
長
　
町
は
豊
か
な

自
然
環
境
を
背
景
に
、
保

健
休
養
地
と
し
て
、
伝
統

と
優
れ
た
自
然
を
保
持
す

る
た
め
厳
し
い
規
制
の
自

然
保
護
対
策
要
綱
を
制
定

し
対
応
し
て
き
た
。

　
自
然
環
境
の
保
全
に
関

心
が
高
い
町
民
等
が
多
い

こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
・
要
望
等
が
寄
せ
ら

れ
る
が
、
今
後
も
こ
れ
ら

を
活
か
し
な
が
ら
長
期
的

な
視
野
に
立
っ
た
施
策
・

指
導
を
し
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
小
・

中
学
校
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
厳
し
い
中
、
自
然
を

大
切
に
し
、
共
に
生
き
る

喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

い
ろ
い
ろ
な
科
目
等
で
環

境
教
育
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
な
お
、
環
境
問
題
に
つ

い
て
は
、
家
庭
や
地
域
で

も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

これで遮
しゃ
蔽
へい
効果は？

一口
メモ

「2025年問題」とは…2025 年頃に「団塊の世代」の人々が 75歳以上の後期高
齢者になることにより社会保障費や医療費の増大等、社会にさまざまな諸問題が
生じると予測されることを指す言葉です。
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に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
積
極
的
に
参
画
す
る
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
行
政
の
方
で
促
し
方
が

足
り
な
い
と
い
う
部
分
は

反
省
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
点
で
あ
り
、
今
後
も
そ

の
点
を
含
め
検
討
し
て
い

き
た
い
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路

標
識
の
改
善
を

問
　
国
道
の
南
側
に
沿
っ

て
自
転
車
を
表
示
し
た
標

識
が
建
っ
て
い
る
。
外
国

人
旅
行
者
に
こ
の
表
示
は

自
転
車
通
行
帯
を
示
す
も

の
と
の
認
識
が
あ
り
非
常

に
危
険
だ
。
見
る
と
歩
道

を
通
行
す
る
よ
う
に
と
の

内
容
で
あ
る
が
、
日
本
語

表
記
で
あ
り
外
国
人
に
は

伝
わ
ら
な
い
。
改
善
が
必

要
で
は
な
い
か
。

観
光
経
済
課
長
　
現
在
は

日
本
語
表
記
だ
け
の
た
め

英
語
表
記
を
加
え
改
善
し

た
い
。
ま
た
、
自
転
車
を

歩
道
へ
誘
導
す
る
工
夫
を

す
る
と
と
も
に
サ
イ
ク
リ

ン
グ
マ
ッ
プ
は
英
語
・
中

国
語
・
タ
イ
語
等
で
作
成

し
て
い
る
た
め
、
そ
の

マ
ッ
プ
上
に
通
行
箇
所
の

注
意
点
を
加
え
る
な
ど
工

夫
を
し
た
い
。

ウ
ィ
ス
ラ
ー
市
姉
妹

都
市
交
流
は

問
　
姉
妹
都
市
提
携
20
周

年
記
念
事
業
と
し
て
記
念

碑
を
建
て
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
人
的
交
流
が

大
切
だ
と
思
う
。
今
後
ど

の
よ
う
な
交
流
を
す
る
の

か
。

総
合
政
策
課
長
　
人
的
交

流
事
業
は
、
お
互
い
の
住

民
が
相
手
の
風
土
・
文
化

を
理
解
し
友
好
関
係
を
深

め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

永
年
に
わ
た
り
首
長
の
相

互
の
交
流
及
び
子
ど
も
た

ち
の
交
流
を
続
け
て
き
て

い
る
。
今
後
に
つ
い
て
も

子
ど
も
た
ち
の
派
遣
交
流
、

両
首
長
に
よ
る
相
互
の
訪

問
を
軸
と
し
て
交
流
を
深

め
て
い
き
た
い
。
な
お
、

今
後
は
観
光
連
携
な
ど
も

踏
ま
え
協
議
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

軽
井
沢
高
校
の

　

町
立
化
は

問
　
県
立
か
ら
町
立
に
戻

し
中
高
一
貫
校
に
し
た
ら

ど
う
か
。
ま
た
、
敷
地
の

所
有
形
態
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
高
校

を
町
立
化
し
た
場
合
、
年

間
4
億
5
千
万
〜
5
億
円

の
経
費
が
か
か
る
。
ま
た
、

建
物
が
老
朽
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
別
途
建
て
替
え

の
た
め
の
基
金
積
み
立
て

も
必
要
と
考
え
現
時
点
で

は
難
し
い
。
高
校
受
験
が

な
く
、
早
い
時
期
か
ら
大

学
受
験
に
備
え
る
こ
と
が

で
き
る
中
高
一
貫
校
は
今

後
の
課
題
と
し
て
検
討
す

る
必
要
も
あ
る
か
と
思
う

が
、
中
学
校
の
校
舎
は
新

築
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、

今
す
ぐ
の
変
更
は
難
し
い
。

　
高
校
の
敷
地
は
長
野
県

の
所
有
地
で
あ
る
。

植
栽
の
条
例
化
は

問
　
工
事
等
で
樹
木
を
伐

採
し
た
あ
と
に
、
再
植
栽

す
る
こ
と
を
条
例
化
し
た

ら
ど
う
か
。

環
境
課
長
　
開
発
行
為
や

建
築
等
を
行
う
場
合
は

「
自
然
保
護
の
た
め
の
土

地
利
用
行
為
の
手
続
き
等

に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
、
事
前
に
事
業
内
容
等

を
協
議
し
て
お
り
、
木
竹

の
伐
採
等
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
「
自
然
保
護
対
策

要
綱
」
を
遵

じ
ゅ
ん

守し
ゅ

し
た
形
で

計
画
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
条
例
化
す
る
考

え
は
な
い
。

なぜこの場所に？

伐採のあとは植栽を
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予
定
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
現
在
の
資
産
状
況
を
見

直
し
、
整
備
計
画
自
体
も

見
直
し
た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の

　
　

設
置
を

問
　
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
た
い
が
、
小
規
模
な
区

で
は
費
用
の
捻
出
が
難
し

い
の
で
町
負
担
で
設
置
で

き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
防
犯
カ
メ
ラ

を
各
区
へ
設
置
す
る
こ
と

及
び
各
区
で
設
置
し
た
費

用
に
つ
い
て
補
助
す
る
考

え
は
な
い
。
し
か
し
、
県

警
察
本
部
で
は
平
成
29
年

度
か
ら
「
街
頭
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
促
進
事
業
」
と
し

て
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
事
業
が
あ
る
こ
と

を
区
長
会
で
説
明
し
た
。

補
助
率
は
補
助
対
象
経
費

の
2
分
の
1
以
内
、
1
団

体
上
限
25
万
円
と
な
っ
て

い
る
の
で
必
要
で
あ
れ
ば

活
用
し
て
ほ
し
い
。

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
は

問
　
軽
井
沢
ナ
ン
バ
ー
に

つ
い
て
再
度
ト
ラ
イ
し
て

み
た
ら
ど
う
か
。

総
合
政
策
課
長
　
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
登

録
台
数
10
万
台
と
い
う
条

件
の
み
だ
っ
た
が
、「
地

域
住
民
の
具
体
的
な
ニ
ー

ズ
」
や
「
地
域
振
興
等
に

お
け
る
活
用
方
策
の
明
確

化
」
が
追
加
さ
れ
た
。
今

後
に
つ
い
て
は
、
民
意
に

よ
る
強
い
意
志
の
も
と
佐

久
地
域
が
一
丸
と
な
る
こ

と
が
絶
対
条
件
で
、
行
政

主
導
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
民
意
の
高
ま
り
が

あ
っ
て
、
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に

な
る
。

樹
木
の
枝
切
り
は

問
　
道
路
に
は
み
出
し
た

樹
木
の
伐
採
に
つ
い
て
、

町
は
も
っ
と
積
極
的
に
所

有
者
に
働
き
か
け
て
ほ
し

い
。

地
域
整
備
課
長
　
一
般
的

な
対
応
は
法
務
局
の
土
地

登
記
簿
に
よ
り
所
有
者
を

調
査
し
、
文
書
で
伐
採
の

依
頼
を
し
て
い
る
。
な
お
、

常
住
者
な
ど
に
つ
い
て
は

訪
問
し
樹
木
伐
採
の
お
願

い
を
し
て
い
る
。
枝
の
伐

採
や
倒
木
に
つ
い
て
の
周

知
方
法
と
し
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
か

る
い
ざ
わ
及
び
別
荘
等
所

有
者
に
対
し
て
は
「
風
の

お
た
よ
り
」「
緑
の
お
た

よ
り
」
に
も
掲
載
し
て
い

る
。

　
具
体
的
な
場
所
の
情
報

を
提
供
し
て
も
ら
え
れ
ば

働
き
か
け
る
。

問
　
古
宿
村
中
線
の
石
垣

か
ら
道
路
に
は
み
出
し
て

い
る
枝
が
あ
る
。
通
学
路

で
危
な
い
の
で
対
応
し
て

ほ
し
い
。

地
域
整
備
課
長
　
町
道
部

分
に
つ
い
て
の
枝
払
い
は

実
施
し
た
。
民
有
地
に
つ

い
て
は
場
所
を
特
定
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
所
有
者

を
調
べ
文
書
に
よ
り
枝
払

い
の
依
頼
を
す
る
。

さ
ら
な
る
住
民

　

参
加
を

問
　
子
育
て
中
や
働
い
て

い
る
人
た
ち
が
、
も
っ
と

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
づ
く

り
に
参
加
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
小
さ
な
地
区
に
つ

い
て
も
話
し
合
う
機
会
が

あ
っ
た
ら
よ
い
と
思
う
。

行
政
は
、
住
民
参
加
を
促

す
な
ど
、
も
っ
と
住
民
の

方
を
向
い
て
も
ら
え
な
い

か
。

総
合
政
策
課
長
　
エ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
具
現
化
の
た
め

そ
の
地
域
へ
出
向
き
意
見

を
聞
い
て
い
る
。
そ
う
い

う
中
で
子
育
て
中
や
働
い

て
い
る
人
た
ち
に
積
極
的

に
参
加
し
て
ほ
し
い
が
時

間
的
に
難
し
い
面
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

小
さ
な
地
区
に
つ
い
て
も

と
い
う
こ
と
だ
が
町
全
体

を
す
べ
て
網
羅
す
る
と
い

う
の
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
当
面
は
エ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
メ
イ
ン こういう木の管理は？

防犯対策として

一口
メモ

「エリアデザイン」とは…軽井沢グランドデザインで 22世紀へのまちづくりの参考とするため、町内の
特徴的な５つのエリアを対象とした問題提起です。町の 22世紀風土フォーラムでは、エリアデザインを
参考に地域のイメージアップや活性化を図るため、住民参加に向けた仕組みづくりに取り組んでいます。
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夏
も
さ
ほ
ど
水
圧
の
低
下

は
感
じ
な
か
っ
た
と
聞
い

て
い
る
が
、
水
圧
が
低
い

状
況
な
ど
感
じ
た
ら
連
絡

し
て
ほ
し
い
。

役
場
手
続
き
の

　

簡
略
化
を

問
　
役
場
で
各
種
手
続
き

の
際
、
窓
口
が
分
散
化
し

て
い
て
大
変
だ
。
一
例
と

し
て
死
亡
時
一
箇
所
で
済

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
係

を
設
置
す
る
な
ど
、
手
続

き
の
簡
略
化
は
で
き
な
い

か
。

総
務
課
長
　
平
成
29
年
度

の
組
織
改
革
に
よ
り
窓
口

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
実

施
し
て
き
た
。
事
務
手
続

き
の
簡
略
化
と
し
て
「
死

亡
時
に
特
化
し
た
係
の
設

置
」
に
つ
い
て
は
市
レ
ベ

ル
の
大
き
な
自
治
体
で
は

考
え
ら
れ
る
が
、
町
の
規

模
で
は
難
し
い
。
現
在
、

町
で
は
死
亡
時
の
手
続
き

が
必
要
な
担
当
係
の
リ
ス

ト
を
渡
し
て
い
る
が
出
先

機
関
で
の
手
続
き
も
あ
る

こ
と
か
ら
1
箇
所
で
の
対

応
は
難
し
い
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
は

問
　
馬
取
・
上
発
地
間
の

峠
部
分
の
道
路
に
歩
道
が

な
い
。
馬
取
地
区
に
は
文

化
財
指
定
の
お
地
蔵
さ
ま

も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
生
か

し
た
観
光
ル
ー
ト
を
作
る

た
め
に
も
歩
道
を
設
置
で

き
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長
　
馬
取
区

か
ら
石
仏
群
ま
で
は
歩
道

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
先
の
峠
部
分

に
つ
い
て
は
地
形
等
の
理

由
で
歩
道
の
整
備
計
画
は

な
い
。
今
後
も
交
通
量
の

推
移
等
見
極
め
な
が
ら
検

討
し
た
い
。

問
　
馬
取
バ
ス
停
か
ら
駒

形
神
社
前
の
農
道
を
突
き

当
り
ま
で
全
面
舗
装
し
て

ほ
し
い
。

地
域
整
備
課
長
　
平
成
30

年
9
月
に
農
業
委
員
よ
り

全
町
の
農
道
・
水
路
等
の

要
望
を
取
り
ま
と
め
提
出

し
て
も
ら
っ
た
。
今
後
、

提
出
さ
れ
た
結
果
を
も
と

に
優
先
順
位
と
工
事
箇
所

を
決
め
て
い
き
た
い
。

問
　
道
路
・
水
道
な
ど
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
懸
念
さ
れ

る
が
町
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
ま
た
、
整

備
計
画
に
漏
れ
は
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長
　
道
路
に

つ
い
て
は
、
重
要
性
・
必

要
性
を
十
分
認
識
し
て
い

る
。
整
備
計
画
は
路
面
状

況
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、

補
修
箇
所
の
優
先
順
位
を

決
め
整
備
し
て
い
る
。
ま

た
、
平
成
32
年
度
に
再
度

路
面
状
況
調
査
及
び
路
面

下
空
洞
調
査
を
行
い
、
こ

の
結
果
に
よ
り
再
度
優
先

順
位
を
付
け
整
備
計
画
の

見
直
し
を
し
た
い
。

上
下
水
道
課
長
　
水
道
に

つ
い
て
、
漏
水
が
頻
発
し

て
い
る
場
所
を
重
点
的
に
、

ま
た
、
住
宅
が
増
え
水
需

要
の
増
加
し
て
い
る
地
域

の
水
道
管
を
大
き
な
口
径

に
変
更
し
て
い
る
。
水
道

管
の
工
事
は
、
年
間
1
・

5
〜
2
㎞
を
地
域
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
な
が
ら
布
設

替
え
し
て
い
る
。
平
成
22

年
度
に
作
成
し
た
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
の
改
定
を
来
年
度

くつかけテラス会場

3会場で 47名の
参加者がありました。

馬取会場

借宿会場

この先に歩道がないの？

区
等
へ
の
安
定
給
水
の
た

め
成
沢
配
水
池
を
整
備
し

て
き
た
。
馬
取
消
防
団
詰

所
付
近
で
毎
日
水
圧
を
測

定
し
て
い
る
が
配
水
池
が

で
き
る
前
に
比
べ
数
値
は

上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

上
水
道
は

問
　
馬
取
地
区
の
水
道
の

水
圧
が
低
い
。
夏
以
降
さ

ら
に
水
圧
が
下
が
っ
て
い

る
が
。

上
下
水
道
課
長
　
馬
取
地
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「
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
」よ
り

「
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
」よ
り

「
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
」よ
り

「
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
」よ
り

「
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
」よ
り

「
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こ
の
語
り
合
い
の
場
は
、
議
会
活
動
の
様
子
を
地
域
に
出
向
い
て
住
民
の
皆
さ
ん
に
報
告
・
説
明
し
、
議
会
や
町
に
対

す
る
意
見
や
提
言
を
直
接
お
聞
き
し
て
、
政
策
立
案
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
10
月
29
日
馬
取
公
民
館
、
30
日
借
宿
公
民
館
、
31
日
く
つ
か
け
テ
ラ
ス
の
3
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

（
広
聴
の
幅
を
広
げ
る
た
め
の
試
み
と
し
て
、
30
、
31
日
は
午
後
１
時
か
ら
開
催
し
ま
し
た
。）

防
災
は

問
　
防
災
行
政
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
り
、
聴
き
取

り
づ
ら
い
対
応
策
と
し
て
、

戸
別
受
信
機
等
導
入
の
考

え
は
。

総
務
課
長
　
電
波
法
の
改

正
に
よ
り
ア
ナ
ロ
グ
か
ら

デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
の
工
事

を
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

聴
き
取
り
づ
ら
い
場
所
へ

の
対
応
は
、
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
や
防
災
無
線
電

話
応
答
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
情
報
伝
達
手
段
の
多
様

化
を
図
っ
て
き
た
。
戸
別

受
信
機
は
、
導
入
に
向
け

検
討
し
て
い
る
。

問
　
防
災
訓
練
は
、
浅
間

山
噴
火
を
想
定
し
て
の
も

の
で
あ
る
が
、
地
震
災
害

時
の
訓
練
を
し
た
ら
ど
う

か
。

総
務
課
長
　
過
去
3
回
の

実
施
状
況
は
、
平
成
26
年

度
に
台
風
の
接
近
に
伴
う

大
雨
を
想
定
し
た
も
の
、

平
成
28
年
度
と
今
年
度
は
、

浅
間
山
の
噴
火
活
動
レ
ベ

ル
が
平
成
27
年
6
月
か
ら

レ
ベ
ル
2
で
あ
っ
た
た
め

浅
間
山
の
噴
火
を
想
定
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

平
成
28
年
度
に
は
県
の
地

震
体
験
車
を
会
場
に
用
意

し
、
地
震
を
体
験
し
て
も

ら
っ
た
。
近
年
は
想
定
し

て
い
な
い
災
害
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

は
土
砂
災
害
や
地
震
を
想

定
し
た
訓
練
も
織
り
交
ぜ

な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た

い
。

問
　
観
光
客
・
別
荘
客
に

対
す
る
災
害
時
の
案
内
は

検
討
さ
れ
て
い
る
か
。
ま

た
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
利

用
す
る
方
法
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
有
事
の
際
は
、

防
災
行
政
無
線
、
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
車
に
よ

る
巡
回
広
報
、
緊
急
速
報

メ
ー
ル
等
あ
ら
ゆ
る
手
段

に
よ
り
迅
速
に
情
報
伝
達

す
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
は
、

区
域
内
の
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
一
斉
に

知
ら
せ
る
仕
組
み
が
す
で

に
整
っ
て
い
る
。

問
　
公
民
館
の
公
衆
電
話

は
、
避
難
所
開
設
時
に
必

要
と
の
こ
と
で
撤
去
せ
ず

設
置
し
て
い
る
。
利
用
者

が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
状
況

な
の
で
町
で
維
持
費
を
負

担
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
避
難
所
を
開

設
す
る
に
あ
た
り
、
公
衆

電
話
の
設
置
が
必
要
条
件

と
は
な
っ
て
い
な
い
。
公

衆
電
話
の
設
置
は
区
で
判

断
し
て
ほ
し
い
。
現
段
階

で
維
持
費
を
町
が
負
担
す

る
考
え
は
な
い
。

後日、皆様からお聞きした内容を町側に質
ただ

しましたので、その結果の一部を掲載いたします。

脱出救助訓練

語ろうあなたの思
い
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平成 31年 1月 11日（金）
議会では、親しみのある議会をめざし、より
多くの住民の方に議場においでいただこうと
今回は「太々神楽」鑑賞会を企画。30名の
方にお越しいただきました。

古くからの伝統が
残っているのは
うれしいかぎりです。
� 塩沢　男性

本会議場で観賞会を
おこなうアイディアは、

ユニークでとても良いと思いました。
また、神楽を観るのは初めて
だったので、とても興味深く

楽しい時間でした。
パキスタン　女性

初めて議場に来ました。
本会議では前後の流れが
わからないので、聞き取
りにくかったです。
� 借宿　男性

来場された方に
感想をうかがいました

― ―80
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こどもタウン
ミーティングを開催

10 
3

10 
9

10 
4

中部小学校６年生

西部小学校６年生

東部小学校5年生

　
選
挙
権
が
18
歳
以
上
へ
引
き
下
げ

ら
れ
新
し
い
有
権
者
が
誕
生
し
た
こ

と
に
よ
り
、「
出
前
授
業
」
と
し
て
議

会
に
よ
る
学
校
で
の
主
権
者
教
育
が

全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
軽

井
沢
町
議
会
で
は
、
議
会
と
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
な
の
か
知
っ
て
も
ら
い
、

地
域
の
こ
と
を
考
え
た
り
、
議
論
す

る
面
白
み
を
感
じ
て
も
ら
う
催
し
を

「
こ
ど
も
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と

名
付
け
、
町
内
3
小
学
校
で
開
催
し

ま
し
た
。

中部小学校 6 年　高見澤 愛
め

衣
い

さん

議会の仕組みや役割についての説明を短めにま
とめて、「ワークショップ」の話し合いをもっと
長く行ってほしかったです。

東部小学校 5 年　鈴木 穂
ほの

香
か

さん

軽井沢の「好きなところ、気になるところ」では、
意見を聞いて大きな建物を作るよりも自然を豊
かにするという意見に同感だった。

西部小学校 6 年　南雲 遥
はるか

さん・小須田 杏
あん

樹
じゅ

さん

交通事故などが多く町外からの車も多いので
通学路などの安全をもっと確保してほしいです。

　
最
初
に
議
会
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の

か
、
画
像
を
使
っ
て
議
員
の
役
割
や
議
場
の

様
子
、
行
政
の
仕
事
が
決
ま
っ
て
い
く
仕
組

み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
後
半
で
は
「
軽
井
沢

の
好
き
な
と
こ
ろ
・
気
に
な
る
と
こ
ろ
」
を

紙
に
書
い
て
も
ら
っ
た
あ
と
、
発
表
し
合
い

ま
し
た
。
自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
が
好
き
だ

け
ど
、
色
々
な
お
店
も
ほ
し
い
と
い
う
、
同

時
に
解
決
す
る
の
が
ち
ょ
っ
と
難
し
そ
う
な

課
題
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
時
間
が
足
り
ず
議
論
を
深
め
る
と
こ
ろ
ま

で
い
か
な
か
っ
た
の
が
反
省
点
で
す
が
、
今

回
の
試こ
こ
ろみ
を
活
か
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
の

触
れ
合
い
の
場
を
今
後
も
増
や
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
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平成31年1月25日　第121号3

平
成
29
年

10
月
【
視
察
研
修
】

佐
賀
県
太
良
町
立
病
院

11
月【
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
】

「
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を

語
る
会
」
に
て

12
月
【
勉
強
会
】

病
院
事
務
長
と
「
病
院
新

改
革
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

意
見
交
換

平
成
30
年

3
月
【
懇
談
会
】

病
院
長
と
軽
井
沢
病
院
に

つ
い
て
懇
談

5
月
【
視
察
研
修
】

神
奈
川
県
三
浦
市
立
病
院

愛
知
県
東
栄
町
立
病
院

6
月
【
視
察
研
修
】

飯
綱
町
立
病
院

信
濃
町
立
信
越
病
院

7
月
【
視
察
研
修
】

佐
久
穂
町
立
千
曲
病
院

8
月
【
懇
談
会
】

長
野
県
健
康
福
祉
部
長
と

の
懇
談

9
月
【
懇
談
会
】

公
的
病
院
医
師
と
の
懇
談

軽井沢病院に関する
提言書を提出

自治体病院での医師不足が続いている中、町
内の高齢化率は 31.4%（平成 30年）であり、
医療ニーズはより一層高まることが見込まれ
ます。このような状況をふまえ、研修会への
参加や関係者からの聞き取りをおこなったほ
か、先進地の視察等を実施し「軽井沢病院の
経営に関する提言書」を町長へ提出しました。

(1) 医師確保の順守
信大・東大連携協定の一環として寄附講座が開設されたことにより、「常勤の内科医師２名
が新たに赴任される」と議会に説明したとおり、医師の確保を順守されたい。

(2) 事務長をはじめとしたスタッフの長期任用
「病院を支えていく」という意志と経営に関する知識の両面を持ち合わせた事務長の長期的
な任用が必要である。あわせて病院運営の専門的知識を持つ人材の採用を望む。

(3) 病床利用率の向上
転院患者の積極的な受け入れや、訪問看護との連携の中から入院患者の受け入れをできる
限り進めるよう求める。

(4) 地域包括ケアシステムの中核としての機能強化
町民の日常に寄り添う病院として、地域包括ケア病棟について検討すべきである。

(5) 病院との連携強化
病院開設者である町長と、さまざまな立場のスタッフとの意見交換会の定期的な開催を求
める。

軽井沢病院の経営に関する提言（要旨）

活
動
の
記
録

社会
常任委員会

一口
メモ

「地域包括ケアシステム」とは…高齢者の方々が住み慣れた地域で暮らし続けら
れるよう、医療や介護などの生活支援が地域の自主性や主体性に基づき地域の力
を活用しながら高齢者を支えていくシステムのことです。

一口
メモ
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平成31年1月25日　第121号 2

平
成
29
年

11
月
【
視
察
研
修
】

福
岡
県
福
岡
市

官
民
協
働
事
業（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）

に
つ
い
て

平
成
30
年

2
月
【
視
察
研
修
】

小
諸
市

指
定
管
理
者
制
度
の
概
要

に
つ
い
て

・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

　
つ
い
て

・
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　
つ
い
て

6
月
【
視
察
研
修
】

岩
手
県
紫
波
町

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
官
民
連
携
事
業
）
の
概

要
に
つ
い
て

8
月
【
懇
談
会
】

条
例
改
正
に
つ
い
て
町
と

懇
談

10
月
【
懇
談
会
】

条
例
改
正
に
つ
い
て
町
と

懇
談

議会が提案した
条例改正案を可決

選定委員に知識経験者を

指定管理者制度に関して、指定管理者を選定する際の制度運用面の改善をはかるため、
視察をおこなうなど研究した結果、選定委員に外部の知識経験者を加えることにより、
高い透明性を確保する必要があることから、条例の一部改正をおこなう議案を提出しま
した。

「指定管理者選定委員会」の選定委員
は、これまでは副町長や、担当課長等、
町の職員のみで構成されていた。

「指定管理者選定審議会」と名称を改
め、委員に外部の知識経験者を加え
ることで、選定における、より高い
透明性を確保することができる。

公の施設の指定管理者の指定の
手続き等に関する条例

総務常任委員会が研究テーマと定めた
指定管理者制度に関しての条例改正案を提出しました。

改正のポイント

活
動
の
記
録

一口
メモ

「PPP」とは…「Public Private Partnership」（パブリック・プライベート・パー
トナーシップ）の略です。官民連携の意味で、官民が連携して公共サービスの提
供を行う手法のことです。

一口
メモ
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平成30年
121

1212

4
6
12

こどもタウンミーティングを開催
議会とまちづくりを語る会
一般質問 町への提言！表紙：読者の方からの応募写真です

（表紙のことばは23ページ）

検索軽井沢町議会

2

軽井沢病院への提言書を提出3

条例改正案を提出
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秋
も
深
ま
っ
て
参
り
ま
し
た
が
皆

様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
９
月
会
議
は
決
算
月
。
議

会
と
し
て
事
業
８
テ
ー
マ
を
抽
出
、

集
中
審
査
を
経
て
事
業
評
価
を
行
い

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
成
果
を
問
い
予

算
へ
と
繋
げ
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、

一
定
の
成
果
を
得
ら
れ
た
一
方
で
課

題
も
見
つ
か
り
結
果
と
し
て
は
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
任
期
も
後
半
年
、
今
後
も
皆
様
か

ら
愛
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
め
ざ
し

最
後
ま
で
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（
川
島
）
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町民会議は G7 のときと同じと言われても、初めて
読む人はわからないのではないか。（旧軽井沢 男性）
　「町民会議」の他、「ALT」のようなアルファベッ
トの略語についても、繰り返しでも説明を付すべき
というご指摘をいただきました。スペースが許す限
り改善していきたいと思います。

町道等の工事箇所は地図があるとわかりやすい。
（成沢 女性）
　追加説明を求めるご要望は他にもいただいてお
ります。どこまでできるかが今後の課題だと感じ
ます。

回を重ねるごとに見やすい工夫がなされていると感
じる。（南平台 女性）
　たいへん励みになります。モニター制度導入によ
り目指したのは双方向のメディアでした。まだまだ
足りないところもありますが、今後も読者の皆さん
が参加する紙面づくりを進めてまいります。

裏表紙がとても色彩豊かなので、他のページももう
少し色味を足してもいいのではないか。

（追分 女性）
　ご指摘のとおりだと思います。毎号テーマカラー
を基調とした色使いにしていますが、単調になって
いる印象は否めません。４色印刷の利点をもう少し
生かしたいと思います。

モニターの皆様からのご意見の一部を紹介します

このように毎号たいへん多くのご意見を頂戴し、「さらに伝わる」紙面作りに役立てています。

専門的な語句は何度でも説明を もっと説明が欲しい

モニターの意見に沿って改善されている色彩をバリエーション豊かに

答 答

答
答

　「
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
」
は
議
会

が
町
民
と
接
点
を
持
ち
多
く
の
意
見
を
出
し
て

戴
く
為
に
企
画
し
た
会
だ
と
思
い
ま
す
。
参
加

し
て
い
る
と
各
地
区
か
ら
福
祉
関
係
、
病
院
関

係
、
子
育
て
、
諸
々
の
大
切
な
意
見
が
議
員
の

皆
さ
ん
と
気
軽
に
意
味
深
い
話
し
合
い
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
行
政
と
町
民
と
の
太
い
パ
イ
プ
役
が
こ
の
会

の
主
旨
で
有
り
さ
ら
に
重
要
案
件
に
つ
い
て
は

必
ず
議
会
で
取
り
上
げ
審
議
さ
れ
る
事
が
約
束

さ
れ
て
い
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
は
議
会
傍
聴
で

き
な
か
っ
た
町
民
へ
の
意
義
あ
る
伝
達
誌
だ
と

思
い
ま
す
。
昨
今
何
か
と
病
を
抱
え
る
子
ど
も
、

障
が
い
、
一
人
親
何
か
を
抱
え
な
が
ら
必
死
に

生
き
て
い
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
出
会
い
ま
す
。
ど

ん
な
環
境
に
お
か
れ
て
も
公
正
と
信
義
を
信
頼

し
て
互
い
に
温
か
く
助
け
合
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

精
神
を
尊
重
す
る
軽
井
沢
町
。
明
る
い
家
庭
と

伸
び
ゆ
く
町
を
築
き
あ
げ
る
為
に
は
常
に
行
政

町
民
一
貫
し
た
テ
ー
マ
で
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
最
後
に
日
頃
感
じ
て
い
る
事
、
町

長
、
教
育
長
、
ソ
フ

ト
面
に
深
い
眼
差
し

を
向
け
て
い
た
だ
け

ま
す
か
。

�

荒
木
ク
ミ
子

　（
原
文
マ
マ
）

読
者
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
お
便
り
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平成30年10月25日　第120号23

開催時間等、詳しくは後日

今回

　
写
真
は
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

と
い
う
蝶
で
す
。
フ
ジ
バ

カ
マ
の
蜜
を
吸
い
に
と

ま
っ
た
瞬
間
を
狙
い
ま
し

た
。
撮
影
場
所
は
借
宿
で
、

フ
ジ
バ
カ
マ
を
た
く
さ
ん

植
え
ら
れ
て
い
る
方
の
と

こ
ろ
で
撮
り
ま
し
た
。
標

高
の
高
い
地
域
に
多
く
生

息
す
る
よ
う
で
、
軽
井
沢

で
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
は
渡
り
を

す
る
蝶
で
知
ら
れ
、
遠
く

南
西
諸
島
や
台
湾
へ
海
を

渡
っ
て
飛
ぶ
も
の
も
い
る

そ
う
で
す
。
友
人
た
ち
と

情
報
交
換
し
な
が
ら
軽
井

沢
の
四
季
を
楽
し
く
撮
影

し
て
い
ま
す
。

�

（
新
軽
井
沢
　
S
・
T
）

表
紙
の
こ
と
ば

表
紙
の
写
真
は
読
者
の
方

か
ら
提
供
さ
れ
た
写
真
で

す
。
読
者
が
参
加
す
る
紙

面
づ
く
り
の
ひ
と
つ
と
し

て
企
画
致
し
ま
し
た
。
今

後
も
町
民
住
民
の
視
点
で

捉
え
た
町
の
表
情
を
掲
載

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ま
か
ら
の
写

真
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

― ―86



平成30年10月25日　第120号 22

商工会 理事 15 名が参加

議員は 9 名が出席した

10月29日（月） 午後7時から9時  馬取公民館

10月30日（火） 午後1時から3時  借宿公民館

10月31日（水） 午後1時から3時  くつかけテラス　多目的室

10 月 30、31日は、はじめての日中開催です。
夜のご参加が難しかった皆さま、ぜひお出かけください！

「議会とまちづくりを語る会」のお知らせ
平成30

年
119

66

�
�
�
�

一般質問、町への提言 !

病院経営の事例を視察

全議員の政務活動費を公開

議会 Q&A　議会ってどんなところ？

語ろうあなたの思い

「議会とまちづくりを語る会」より

表紙：読者の方からの応募写真です

（表紙の
ことばは

17ページ
）

検索
軽井沢町

議会
�
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（表紙の
ことばは

（表紙の
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（表紙の
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軽井沢町
議会

平成30年

120

99
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（表紙の
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（表紙の
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（表紙の
ことばは

（表紙の
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（表紙の
ことばは

（表紙の
ことばは

（表紙の
ことばは

171717ページ
）ページ）ページ）ページ）ページ）ページ）

検索
軽井沢町

議会

表紙：読者の方からの応募写真です（表紙のことばは23ページ）

検索
軽井沢町議会

�
�
�
�
�

29 年度 決算審査一般質問 町への提言！先進地の取り組みを視察商工会との懇談会議場コンサート開催のお知らせ

決算集中審査　　注目したのはココ!

�

議 員 懇 談 会
議会では特定の分野を深く掘り下げる広聴の
取り組みとして、町内各種グループ・団体と
語り合う意見交換会を開催しています。

軽井沢町商工会
平成30年7月19日　15:00〜17:00

軽井沢町商工会館

　
商
工
会
は
町
内
6
5
0

事
業
所
（
10
月
1
日
現

在
）
か
ら
な
る
会
員
の
経

営
支
援
と
地
域
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
創
業
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
向
上
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
、
I
T
化
や

金
融
の
相
談
等
に
よ
り
小

規
模
事
業
者
に
寄
り
添
っ

た
「
伴
走
型
支
援
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
懇
談
で
は
街
灯

の
維
持
管
理
、
空
き
家
対

策
、
軽
井
沢
ブ
ラ
ン
ド
認

定
商
品
の
普
及
、
発
地
市

庭
と
の
連
携
、
工
業
事
業

者
の
課
題
、
22
世
紀
風
土

フ
ォ
ー
ラ
ム
等
に
つ
い
て

聞
き
取
り
を
し
、
意
見
交

換
し
ま
し
た
。

街
灯
に
つ
い
て

　
町
内
10
グ
ル
ー
プ
の
街

灯
会
の
財
政
状
況
は
い
ず

れ
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

町
か
ら
の
補
助
に
よ
り
通

電
は
維
持
で
き
て
い
る
が

設
備
を
更
新
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

発
地
市
庭
に
つ
い
て

　
売
上
重
視
・
観
光
客
重

視
も
理
解
で
き
る
が
、
商

業
と
い
う
視
点
で
考
え
れ

ば
、
生
活
者
・
住
民
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
住

民
目
線
で
の
施
設
運
営
も

考
え
て
も
ら
え
な
い
か
。

　
指
定
管
理
者
の
選
定
過

程
も
不
透
明
に
感
じ
る
。

商
工
会
と
の
連
携
を
さ
ら

に
模
索
し
て
も
ら
い
た
い
。

軽
井
沢
ブ
ラ
ン
ド

�

認
定
商
品
に
つ
い
て

　
一
般
企
業
の
盛
り
上
が

り
が
少
な
い
。
発
地
市
庭

で
の
売
り
場
も
確
保
し
た

い
。

工
業
事
業
者
に
つ
い
て

　
夏
の
最
盛
期
は
自
粛
期

間
、
冬
は
寒
さ
の
た
め
仕

事
が
で
き
な
い
と
い
う
特

殊
な
環
境
下
で
仕
事
を
し

て
い
る
。
働
き
方
改
革
と

は
縁
遠
い
労
働
条
件
で
あ

る
。

考
察
　
町
内
街
灯
会
は
い

ず
れ
も
財
政
的
に
厳
し
く
、

支
柱
等
の
撤
去
交
換
に
充

て
る
費
用
に
乏
し
い
、
も

し
く
は
無
い
状
況
が
改
め

て
う
か
が
え
ま
し
た
。
ま

た
サ
ー
ビ
ス
業
・
工
業
い

ず
れ
の
分
野
で
も
後
継
者

不
足
、
労
働
力
不
足
を
訴

え
る
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
今
後
は
一
般
会
員
の

方
々
か
ら
、
よ
り
個
別
的

な
要
望
を
き
く
な
ど
さ
ら

に
広
聴
の
機
会
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平成30年10月25日　第120号21

病院経営を視察
経営改革と独自の取り組みについ
て学ぶため県内３カ所の公立病院
を視察してきました。

視察報告
社　会
常任委員会

平
成
30
年
６
月
25
日（
月
）

【
飯
綱
町
立
病
院
】

【
注
目
す
べ
き
取
り
組
み
】

◦
予
防
医
療

　
健
診
充
実
の
た
め
保
健

師
は
４
名
体
制
。

◦
研
修
医
・
医
学
生
の
受

け
入
れ

◦
病
院
充
実
基
金

　
平
成
18
年
に
設
立
、
退

院
す
る
際
の
心
付
け
を
寄

付
と
し
て
積
み
立
て
医
療

機
器
購
入
・
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
に
活
用
。

◦
出
前
講
座

　
自
治
会
な
ど
の
集
ま
り

で
健
康
・
栄
養
管
理
・
リ

ハ
ビ
リ
教
室
を
実
施
。

【
考
察
】

　
医
師
と
行
政
を
つ
な
ぐ

役
目
の
事
務
長
の
存
在
を

重
要
視
し
、
事
務
長
が
首

長
と
病
院
長
と
の
意
思
疎

通
に
努
め
て
い
ま
す
。
全

国
の
自
治
体
病
院
に
お
い

て
事
務
長
職
２
年
未
満
が

８
割
を
占
め
る
中
、
飯
綱

町
立
病
院
事
務
長
は
35
年

の
勤
務
歴
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

当
町
で
も
事
務
長
人
事
に

関
し
て
今
後
考
え
て
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

【
信
濃
町 

信
越
病
院
】

【
病
院
改
革
の
歩
み
】

◦
平
成
21
年
「
病
院
改
革

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
「
経

営
の
効
率
化
」、「
再
編
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
及
び

「
経
営
形
態
の
見
直
し
」

の
３
つ
の
視
点
か
ら
病
院

改
革
に
取
り
組
む
。

◦
平
成
25
年
「
病
院
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
平
成
27
年
「
病
院
の

あ
り
方
に
関
す
る
答
申

書
」
を
ま
と
め
る
。

◦
平
成
26
年
「
長
野
県
地

域
医
療
構
想
」
の
策
定
に

取
り
組
む
。

◦
平
成
27
年
「
地
域
医
療

構
想
を
踏
ま
え
た
役
割
の

明
確
化
」
を
追
加
し
「
病

院
新
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策

定
。

【
考
察
】

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
関
し
医
療
機

関
と
し
て
か
か
り
つ
け
医

と
し
て
の
機
能
、
一
次
救

急
の
機
能
、
急
性
期
病
院

と
在
宅
を
つ
な
ぐ「
中
間
」

機
能
、
在
宅
医
療
、
住
民

の
健
康
増
進
の
た
め
の
人

間
ド
ッ
ク
等
の
予
防
医
療

を
行
っ
て
お
り
、
人
口
は

減
少
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
外
来
患
者
数
は
増
加

し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す

べ
き
点
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

平
成
30
年
７
月
６
日（
金
）

【
佐
久
穂
町
立
　
　

�

千
曲
病
院
】

【
注
目
す
べ
き
取
り
組
み
】

◦
土
曜
日
隔
週
診
療

年
間
外
来
患
者
全
体
の

6
・
26
％
に
あ
た
る

◦
平
成
25
年
　
病
院
施
設

の
改
築
計
画
を
開
始

◦
平
成
26
年
　
介
護
療
養

病
床
40
床
を
全
床
医
療
療

養
病
床
に
変
換
し
一
般
・

医
療
療
養
病
床
を
各
10
床

減
床
。

【
考
察
】

　
病
院
長
は
月
に
１
回
軽

井
沢
病
院
で
診
察
を
し
て

お
り
、
千
曲
病
院
と
の
比

較
、
軽
井
沢
病
院
な
ら
で

は
の
地
域
の
特
殊
性
を
抱

え
る
が
故
の
難
し
さ
に
つ

い
て
の
考
え
も
聞
く
こ
と

が
で
き
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

　
経
営
面
も
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
反
面
、
自

治
体
病
院
の
役
割
と
し
て

の
継
続
性
が
重
要
で
あ
り
、

民
間
病
院
の
よ
う
に
利
益

を
追
い
求
め
る
だ
け
で
は

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
自
治
体
病

院
経
営
の
難
し
さ
を
改
め

て
感
じ
た
視
察
で
し
た
。

信濃町 信越病院

飯綱町立病院

佐久穂町立千曲病院
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観光農業を視察
発地市庭運営のためのよりよいヒ
ントを得るため、農業と観光を組み
合わせた取り組みを学びました。

官民の連携を視察
官民連携（PPP）の取り組みは、これからの自治体
運営において、取り入れるべき手法で、公共施設の
在り方を考えたときに最もその真価が発揮されま
す。このPPP先進地である紫波町を視察しました。

視察報告
総　務
常任委員会

平
成
30
年
６
月
18
日（
月
）

【
山
形
県
寒
河
江
市
】

【
施
設
紹
介
】

　
さ
く
ら
ん
ぼ
組
合
を
は

じ
め
農
協
、
市
、
観
光
協

会
、
飲
食
店
組
合
、
タ
ク

シ
ー
会
社
な
ど
が
加
わ
り
、

地
域
ぐ
る
み
の
観
光
農
業

組
織
を
形
成
し
、
５
つ
の

施
設
が
あ
る
ア
グ
リ
ラ
ン

ド
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

【
考
察
】

　
当
町
と
共
通
す
る
悩
み

と
し
て
、
冬
季
の
野
菜
の

栽
培
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

野
菜
を
加
工
し
た
乾
物
な

ど
を
中
心
に
他
の
産
地
の

野
菜
を
販
売
し
て
ま
す
。

参
考
と
な
っ
た
の
は
、
加

工
室
の
併
設
に
よ
る
加
工

品
の
販
売
等
で
、
発
地
市

庭
で
も
加
工
室
の
有
効
活

用
は
喫
緊
の
課
題
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

平
成
30
年
６
月
19
日（
火
）

【
岩
手
県
紫
波
町
】

【
紫
波
町
P
P
P
の
概
要
】

　
民
間
の
意
見
を
集
約
し

て
臨
ん
だ
、
中
央
駅
前
都

市
整
備
事
業
「
オ
ガ
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

P
P
P
事
例
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、

役
場
庁
舎
、
宿
泊
施
設
の

「
オ
ガ
ー
ル
イ
ン
」、
図
書

館
、
体
育
館
、
産
直
マ
ル

シ
ェ
の
他
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

コ
ン
ビ
ニ
、
歯
科
医
等
の

テ
ナ
ン
ト
に
よ
る
コ
ン
パ

ク
ト
な
複
合
施
設
エ
リ
ア

と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設

は
地
元
産
木
材
の
使
用
な

ど
徹
底
し
た
地
産
地
消
や
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

社
会
を
見
据
え
た
、
暮
ら

し
や
す
い
、
移
住
し
た
く

な
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
ま

す
。

【
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
】

　「
町
有
地
の
安
売
り
を

し
な
い
、
町
民
が
地
主
」

と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
手

順
を
守
っ
た
こ
と
に
あ
り
、

結
果
的
に
全
体
と
し
て
資

産
価
値
を
高
め
る
効
果
を

上
げ
、
雇
用
を
も
創
出
し

て
い
ま
す
。

　
人
口
3
万
人
の
町
で
、

補
助
金
に
頼
ら
な
い
身
の

丈
構
想
を
基
本
と
し
た
民

間
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

東
洋
大
学
と
の
連
携
や
2

年
間
で
1
0
0
回
の
住
民

と
の
意
見
交
換
を
す
る
な

ど
、
丁
寧
に
事
業
計
画
を

し
た
こ
と
で
、
10
年
間
放

置
さ
れ
て
い
た
駅
前
の
町

有
地
に
年
間
1
0
0
万
人

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

【
考
察
】

　「
オ
ガ
ー
ル
広
場
」
で

は
毎
週
の
よ
う
に
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
産
直
マ

ル
シ
ェ
な
ど
朝
か
ら
賑

わ
っ
て
お
り
、
駅
を
利
用

す
る
高
校
生
や
趣
味
の
会

の
女
性
等
い
き
い
き
と
行

き
交
う
姿
に
紫
波
町
の
未

来
を
感
じ
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
真
に
有
効
な

公
共
施
設
の
在
り
方
を
考

え
る
こ
と
で
あ
り
、
自
治

体
経
営
の
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
き
ま
す
。
当
町
に

お
い
て
も
庁
舎
周
辺
整
備

を
見
据
え
て
、
住
民
か
ら

の
意
見
聴
取
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の

手
法
に
明
る
い
大
学
な
ど

と
連
携
し
、
行
政
だ
け
で

は
な
い
、
真
に
町
民
の
福

祉
向
上
と
な
る
た
め
の
事

業
と
な
る
よ
う
、
研
究
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

くだものによる盛んな観光農業

民間の意見を集約して臨んだまちづくり

一口
メモ

「PPP」とは…「Public Private Partnership」（パブリック・プライベート・パー
トナーシップ）の略です。官民連携の意味で、官民が連携して公共サービスの提
供を行う手法のことです。

一口
メモ

― ―89



平成30年10月25日　第120号19

●賛否のわかれた議案

議　　　　案

1

　寺
田
和
佳
子

2

　西

　
　千
穂

3

　押
金

　洋
仁

4

　利
根
川
泰
三

5

　栁
澤

　信
介

6

　遠
山

　隆
雄

7

　横
須
賀
桃
子

8

　川
島
さ
ゆ
り

9

　土
屋

　好
生

10

　佐
藤

　幹
夫

12

　佐
藤

　敏
明

13

　大
浦

　洋
介

14

　土
屋

　
　浄

15

　篠
原

　公
子

16

　内
堀

　次
雄

議決結果

発議第１号
日本政府が国連「核兵器禁止条約」に賛同し、
批准の手続きを進めることを求める意見書の提出について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ − − 可決
（12：3）

川
島
さ
ゆ
り

　
ま
ず
最
初
に
核
兵
器
は
絶

対
悪
で
あ
り
、
と
う
て
い
容

認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と

言
う
こ
と
を
強
く
訴
え
る
。

　
条
約
の
採
択
を
巡
っ
て
、

核
保
有
国
の
主
張
す
る
核
軍

縮
や
核
拡
散
防
止
な
ど
の
現

実
的
な
ス
テ
ッ
プ
で
核
廃
絶

を
目
指
す
と
い
う
考
え
方
と

非
核
保
有
国
の
考
え
方
の
相

違
に
よ
り
溝
が
深
ま
っ
た
。

　
核
保
有
国
の
協
力
の
下
で

の
核
廃
絶
の
プ
ロ
セ
ス
が
担

保
さ
れ
て
い
な
い
事
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
。

　
日
本
は
こ
れ
ま
で
に
も
唯

一
の
被
爆
国
と
し
て
核
保
有

国
の
核
軍
縮
に
貢
献
し
て
き

た
。

　
核
保
有
国
と
、
非
核
保
有

国
で
の
真
の
対
話
が
出
来
、

具
体
的
な
核
軍
縮
の
歩
み
が

着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
橋

渡
し
役
と
な
る
こ
と
が
日
本

の
使
命
で
あ
る
と
考
え
る
。

大
浦
洋
介

　「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の

批
准
に
賛
成
す
る
か
し
な
い

か
は
核
兵
器
を
容
認
す
る
か

し
な
い
か
の
判
断
で
あ
る
。

　
私
は
昭
和
20
年
8
月
9
日

の
原
子
爆
弾
で
7
万
人
も
の

犠
牲
者
を
出
し
た
被
爆
地
長

崎
市
の
出
身
で
あ
る
。
こ
の

議
会
で
は
も
う
1
人
長
崎
出

身
者
の
家
族
を
持
つ
議
員
が

い
る
。

　
全
国
の
地
方
議
会
の
中
で

少
な
く
と
も
、
広
島
市
、
長

崎
市
の
出
身
議
員
の
居
る
議

会
で
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

の
批
准
を
反
対
し
た
議
会
を

私
は
知
ら
な
い
。
ど
こ
の
議

会
も
全
会
一
致
で
賛
成
し
て

い
る
。

　
軽
井
沢
町
で
は
1
9
8
8

年
（
昭
和
63
年
）
9
月
26
日

に
非
核
宣
言
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
町
の
議
会
が
、
町
の
宣

言
と
異
な
る
事
と
な
ら
な
い

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

賛
成
討
論

　9月 20日、土屋浄議員他 4名の議員から『日本政府が国連「核兵器禁止条約」に賛同し、
批准の手続きを進めることを求める意見書の提出について』が発議されました。

反
対
討
論

（○は賛成、議長は議決には加わりません）

日
本
政
府
が
国
連
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

に
賛
同
し
、
批
准
の
手
続
き
を
進
め
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
2
0
1
7
年
７
月
７
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

国
連
本
部
で
開
催
さ
れ
た
「
核
兵
器
禁
止
条

約
交
渉
会
議
」に
お
い
て
、1
2
2
カ
国（
国

連
加
盟
国
の
63
％
）
の
賛
成
で
「
核
兵
器
禁

止
条
約
」
が
採
択
さ
れ
た
。

　
同
条
約
は
、
核
兵
器
の
開
発
、
実
験
、
備

蓄
、
移
譲
、
使
用
及
び
威
嚇
と
し
て
の
使
用

の
禁
止
、
な
ら
び
に
そ
の
廃
絶
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
条
約
は
そ
の
前
文
で
わ
ざ
わ
ざ

日
本
の
被
爆
体
験
に
触
れ
、「
核
兵
器
の
使

用
に
よ
る
犠
牲
者
（
ヒ
バ
ク
シ
ャ
）
な
ら
び

に
核
兵
器
の
実
験
に
よ
る
被
害
者
に
も
た
ら

さ
れ
た
受
け
入
れ
が
た
い
苦
痛
と
被
害
を
心

に
留
め
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
さ
に
日
本

の
被
爆
者
の
長
年
の
訴
え
、
核
廃
絶
を
求
め

る
世
論
が
条
約
誕
生
の
契
機
に
な
っ
た
こ
と

は
明
瞭
で
あ
る
。

　
こ
の
条
約
は
50
カ
国
が
批
准
し
、
そ
れ
か

ら
90
日
後
に
発
効
す
る
。
各
国
で
は
批
准
の

た
め
の
作
業
が
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
作
業

の
先
頭
に
日
本
こ
そ
が
立
つ
べ
き
で
あ
る
。

　
核
兵
器
禁
止
条
約
が
一
日
も
早
く
発
効
の

日
を
迎
え
る
た
め
に
、
日
本
政
府
が
ま
ず

も
っ
て
批
准
手
続
き
を
進
め
る
よ
う
要
望
す

る
。

― ―90



平成30年10月25日　第120号 18

風越公園屋外テニスコート
人工芝改修工事請負契約

議案
審議

補正
予算

問
　
こ
の
工
事
は
、
公
募
型

一
般
競
争
入
札
で
実
施
さ
れ

た
が
、
こ
の
中
で
最
低
制
限

価
格
を
下
回
る
失
格
が
４
社

あ
っ
た
。
低
入
札
価
格
調
査
制

度
、
最
低
制
限
価
格
制
度
は
全

国
の
９
割
が
導
入
し
て
い
る
の

で
理
解
で
き
る
が
、
今
回
の
入

札
結
果
を
見
る
と
落
札
者
と
一

番
安
い
入
札
業
者
の
価
格
差
が

４
４
８
万
９
千
円
と
相
当
大
き

な
金
額
だ
。
制
度
は
わ
か
る
が

一
般
町
民
か
ら
す
る
と
、
消
費

税
を
含
め
５
０
０
万
円
弱
の
経

費
が
削
減
で
き
る
よ
う
な
も
の

が
な
ぜ
、
と
い
う
疑
問
が
湧
く
。

見
直
す
べ
き
で
は
。

答
　
制
限
付
き
一
般
競
争
入
札

試
行
１
年
目
だ
が
、
こ
こ
ま
で

失
格
が
多
い
と
町
と
し
て
も
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後

こ
う
い
っ
た
形
が
多
く
な
れ
ば

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

7773万円

ママに朗報！
産後ケア事業

10月１日スタート

産
婦
健
康
診
査
事
業

�

70
万
円

　
産
後
う
つ
の
予
防
や
赤

ち
ゃ
ん
へ
の
虐
待
予
防
等

を
目
的
に
産
後
2
週
間
及

び
産
後
1
ヶ
月
等
間
も
な

い
時
期
の
マ
マ
に
対
す
る

健
診
費
用
の
助
成
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

こ
の
健
康
診
査
に
よ
り

　
ケ
ア
が
必
要
と

�

認
め
ら
れ
た
方
は
…

産
後
ケ
ア
宿
泊
型
事
業

�

32
万
円

　
出
産
後
の
マ
マ
と
赤

ち
ゃ
ん
が
自
宅
で
生
活
を

ス
ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
で

き
る
よ
う
「
浅
間
南
麓
こ

も
ろ
医
療
セ
ン
タ
ー
」「
東

御
市
立
助
産
所
と
う
み
」

で
宿
泊
し
、
心
身
の
ケ
ア

や
育
児
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
は
?

　
住
民
票
の
あ
る
生
後
90

日
間
ま
で
の
母
子
で
、
家

族
か
ら
十
分
な
援
助
が
受

け
ら
れ
な
い
・
産さ
ん
褥じ
ょ
く

期
の

回
復
で
不
安
が
あ
る
・
保

健
指
導
を
必
要
と
し
て
い

る
方
で
す
。

利
用
期
間
は
?

　
7
日
以
内
で
す
が
、
必

要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、

さ
ら
に
7
日
間
の
延
長
が

可
能
で
す
。

料
金
は
?

町
民
税
課
税
世
帯

�

→
3
割
負
担

町
民
税
非
課
税
世
帯

�

→
1
割
負
担

生
活
保
護
世
帯�

→
無
料

問
　
こ
も
ろ
医
療
セ
ン

タ
ー
で
出
産
し
た
方
が
優

先
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
上

の
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合

預
か
り
は
。

答
　
医
療
セ
ン
タ
ー
の

ベ
ッ
ド
の
空
き
状
況
に
よ

る
。
助
産
所
と
う
み
は
、

昼
間
保
育
園
等
に
通
園
し
、

夜
は
保
護
者
が
い
れ
ば
宿

泊
可
能
。
保
護
者
が
い
な

け
れ
ば
宿
泊
は
で
き
な
い
。

問
　
授
乳
が
原
因
で
う
つ

に
な
る
方
が
多
い
が
、
乳

房
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
料
金
は

含
ま
れ
る
の
か
。

答
　
母
体
管
理
で
の
授
乳

指
導
等
の
乳
房
管
理
ま
た

沐
浴
指
導
が
含
ま
れ
る
。

乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
別
料

金
。

問
　
両
親
と
同
居
し
て
い

な
い
方
や
義
理
の
両
親
と

同
居
し
て
い
て
も
頼
み
に

く
い
、
緊
張
す
る
等
で
支

援
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
る
。
生
後
90
日
で
区

切
っ
て
い
い
の
か
。
ま
た

期
間
は
最
長
14
日
間
だ
が
、

そ
の
後
の
こ
と
は
考
え
て

い
る
か
。

答
　
受
け
入
れ
機
関
で

3
ヶ
月
と
決
ま
っ
て
い
る

の
で
90
日
と
し
た
。

　
最
長
14
日
間
だ
が
、
そ

れ
以
降
は
保
健
セ
ン
タ
ー

で
相
談
を
受
け
る
。

問
　
両
親
が
近
く
に
い
て

も
誰
で
も
申
し
込
め
る
の

か
。

答
　
両
親
が
近
く
に
い
て

も
仕
事
等
諸
事
情
で
家
族

か
ら
の
支
援
が
受
け
ら
れ

な
い
時
は
支
援
が
受
け
ら

れ
る
。

最
低
制
限
価
格
の

 

見
直
し
は
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平成30年10月25日　第120号17

一 般 質 問

土屋 浄

条例破りの乱開発を許すのか

町長

町は毅然として争っていく

問
　
女
街
道
か
ら
上
発
地

に
向
か
う
ボ
ン
ボ
ン
坂
通

り
の
西
側
の
森
林
で
、
開

発
業
者
に
よ
る
レ
ジ
ャ
ー

施
設
の
工
事
を
す
す
め
、

開
業
し
よ
う
と
し
て
い
る

業
者
が
い
る
。
近
隣
の
住

民
は
そ
の
遊
具
が
発
す
る

大
き
な
騒
音
や
木
々
の
伐

採
に
怒
り
、「
軽
井
沢
発

地
地
区
の
自
然
を
愛
す
る

会
」
を
立
ち
上
げ
、
多
く

の
署
名
を
添
え
て
「
開
発
、

開
業
の
中
止
の
指
導
を
」

と
町
に
陳
情
し
て
い
る
が
、

町
の
対
応
は
。

環
境
課
長
　
平
成
28
年
2

月
に
事
前
協
議
に
入
っ
た

書
類
の
不
備
で
返
し
た
ま

ま
で
あ
る
。

問
　
28
年
2
月
に
は
す
で

に
森
林
は
広
く
伐
採
さ
れ
、

す
ぐ
に
も
開
業
で
き
る
ま

で
に
工
事
が
進
ん
で
い
た
。

事
前
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

な
ぜ
着
工
前
に
戻
せ
、
と

言
わ
な
か
っ
た
の
か
。

環
境
課
長
　
業
者
側
は
弁

護
士
を
立
て
て
お
り
、
係

争
関
係
に
発
展
し
か
ね
な

い
の
で
、
町
と
し
て
は
な

る
べ
く
中
立
公
平
の
立
場

で
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問
　
せ
っ
か
く
「
自
然
保

護
の
た
め
の
土
地
利
用
行

為
の
手
続
き
等
に
関
す
る

条
例
」
を
つ
く
っ
て
も
、

悪
質
な
業
者
に
対
し
て
中

立
公
平
な
ん
て
言
っ
て
い

て
ど
う
す
る
の
か
。
条
例

は
守
ら
な
く
て
も
い
い
も

の
で
は
な
い
。
罰
則
が
な

い
か
ら
仕
方
な
い
な
ど
と

い
う
言
い
訳
は
す
べ
き
で

な
い
。
町
の
方
か
ら
条
例

違
反
を
司
法
に
訴
え
て
も

い
い
で
は
な
い
か
。

環
境
課
長
　
相
手
が
法
的

手
段
に
訴
え
た
ら
こ
ち
ら

も
毅
然
と
し
て
争
う
。

町
長
　
議
員
と
同
じ
気
持

ち
で
あ
る
。
業
者
が
司
法

の
場
に
ゆ
だ
ね
て
も
、
町

は
毅
然
と
し
て
争
っ
て
ゆ

く
。
仮
に
あ
そ
こ
で
レ

ジ
ャ
ー
施
設
を
稼
働
し
て

も
、
現
状
の
業
者
の
対
応

だ
と
そ
の
後
起
き
る
色
々

な
問
題
に
も
き
ち
ん
と
対

応
し
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

や
は
り
あ
そ
こ
は
断
念
し

て
い
た
だ
く
よ
う
町
と
し

て
進
め
て
い
き
た
い
。

　
今
回
こ
の
よ
う
な
形
で

議
会
で
取
り
上
げ
て
い
た

だ
く
と
行
政
の
後
押
し
に

な
る
の
で
、
た
い
へ
ん
あ

り
が
た
く
思
う
。

藤巻町長（右から３人目）に要望する
「発地地区の自然を愛する会」の人たち（左からの４人）
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平成30年10月25日　第120号 16
一口
メモ

「Uber」とは…アメリカ発の配車サービスで、一般の方が自分の空き時間と自家
用車を使い、他の方を有償で運ぶビジネスモデルです。

一 般 質 問

問
　
こ
の
計
画
な
し
に
国

の
補
助
金
等
は
得
ら
れ
な

い
が
、
町
は
そ
れ
で
よ
い

の
か
。

総
務
課
長
　
老
朽
危
険
建

物
対
策
要
綱
で
対
応
す
る
。

も
う
少
し
深
刻
な
状
態
に

な
れ
ば
、
そ
の
と
き
に
法

律
を
適
用
す
る
た
め
、
計

画
策
定
を
検
討
す
る
。

問
　
老
朽
危
険
建
物
対
策

要
綱
に
お
い
て
、
再
三
の

指
導
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

改
善
の
み
ら
れ
な
い
建
物

に
つ
い
て
、
勧
告
は
出
し

て
い
な
い
の
か
。

住
民
課
長
　
改
善
も
見
ら

れ
る
の
で
勧
告
は
し
て
い

な
い
。

問
　
指
導
方
法
や
回
数
は
。

住
民
課
長
　
年
に
一
度
は

現
地
確
認
を
し
、
簡
易
書

留
で
通
知
し
て
お
り
、
最

長
の
も
の
は
4
年
と
い
う

こ
と
で
4
回
に
な
る
。

問
　
4
年
前
か
ら
の
施
策

で
あ
る
か
ら
、
一
度
も
応

じ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

勧
告
が
必
要
な
の
で
は
。

住
民
課
長
　
要
綱
に
よ
る

指
導
を
強
化
し
て
い
き
た

い
。

問
　
勧
告
に
従
わ
な
い
場

合
の
住
宅
特
例
用
地
の
軽

減
措
置
の
対
象
が
町
内
に

な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ど
う
い
う
こ
と
か
。

税
務
課
長
　
住
民
登
録
の

な
い
建
物
を
町
で
は
対
象

と
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

税
制
措
置
の
対
象
と
な
る

建
物
は
な
い
。

問
　
別
荘
関
係
者
と
の
話

し
合
い
が
重
要
だ
、
と
の

答
弁
が
過
去
に
あ
る
が
、

そ
の
後
の
体
制
整
備
は
。

総
合
政
策
課
長
　
別
荘
関

係
者
同
士
で
方
向
性
を
出

し
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
、

行
政
主
導
で
話
し
合
う
と

い
う
考
え
は
な
い
。

問
　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

構
想
を
政
策
的
に
誘
導
す

る
た
め
の
独
自
課
税
や
補

助
金
創
設
の
考
え
は
。

総
合
政
策
課
長
　
現
状
で

は
な
い
。

繁
忙
期
の
タ
ク
シ
ー

不
足
は

問
　
軽
井
沢
駅
で
タ
ク

シ
ー
を
長
時
間
待
つ
問
題

に
つ
い
て
、
話
し
合
い
は
。

地
域
整
備
課
長
　
タ
ク

シ
ー
協
会
5
社
に
聞
き
取

り
を
行
っ
た
。
J
R
等
に

よ
る
駅
構
内
運
送
承
認
が

現
在
1
0
0
台
の
と
こ
ろ
、

増
加
要
請
を
し
、
13
台
が

追
加
承
認
さ
れ
た
。

住民課長

現状では策定しないが、研究は重ねていく
西 千穂

空家等対策計画の策定は

一口
メモ

リゾート軽井沢の玄関口の対応がこれでいいの？
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平成30年10月25日　第120号15

一 般 質 問

問
　
軽
井
沢
高
校
の
存
続

と
学
校
の
新
た
な
構
想
を

考
え
る
会
議
に
町
長
が
参

加
し
、
県
の
第
２
次
高
校

再
編
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。
町
の
考
え

は
。

教
育
長
　
軽
井
沢
高
校
は
、

過
去
５
年
間
の
入
学
者
数

が
定
員
の
1
2
0
名
を
割

り
、
第
２
期
高
等
学
校
再

編
計
画
の
再
編
整
備
計
画

対
象
校
と
し
て
可
能
性
が

高
い
の
で
、
町
と
し
て
援

助
し
て
い
き
た
い
。

問
　
住
民
も
巻
き
込
ん
だ

支
援
策
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
来
年
度
の
軽
井
沢

高
校
を
希
望
す
る
生
徒
が

１
人
で
も
増
え
る
よ
う
、

で
き
得
る
限
り
努
力
を
し

て
い
き
た
い
。

軽
井
沢
高
校
前
駅

の
設
置
は

問
　
軽
井
沢
高
校
前
駅
を

つ
く
る
考
え
は
。

住
民
課
長
　
さ
ま
ざ
ま
厳

し
い
状
況
が
あ
り
、
現
時

点
で
駅
を
新
設
す
る
考
え

は
な
い
。

総
合
政
策
課
長
　
町
全
体

の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
視

点
で
考
え
る
と
、
離
山
に

限
ら
ず
、
ほ
か
の
地
域
に

お
い
て
も
、
駅
が
あ
れ
ば

便
利
だ
ろ
う
と
い
う
話
に

な
る
の
で
、
総
合
的
に
勘

案
し
た
中
で
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

水
道
設
備
等
の
老

朽
化
対
策
は

問
　
当
町
の
導
水
管
、
送

水
管
、
配
水
管
は
、
相
当

古
い
管
が
多
い
が
交
換
、

修
理
等
は
進
ん
で
い
る
か
。

上
下
水
道
課
長
　
年
間

1
・
5
k
m
か
ら
２
k
m

程
度
の
改
修
を
し
て
い
る
。

問
　
漏
水
の
点
検
方
法
は
。

上
下
水
道
課
長
　
音
聴
棒

や
漏
水
探
知
機
で
点
検
し

て
い
る
。
ま
た
、
集
中
監

視
シ
ス
テ
ム
の
配
水
量
日

報
を
確
認
し
、
状
況
に
変

化
が
あ
れ
ば
、
場
所
を
探

す
な
ど
の
対
応
を
し
て
い

る
。
漏
水
の
調
査
委
託
で
、

早
目
に
対
応
し
て
い
る
。

問
　
防
火
水
槽
や
消
火
栓

の
消
防
設
備
の
老
朽
化
対

策
は
。

消
防
課
長
　
改
修
等
の
必

要
性
を
精
査
し
、
長
寿
命

化
や
更
新
の
計
画
を
立
て

対
策
し
て
い
く
。

町として援助していかなくてはいけないと考える

教育長

軽井沢高校の存続を

佐藤 敏明

町民に愛される地域高校として

問
　
点
検
方
法
は
。

消
防
課
長
　
１
基
に
つ
き

３
年
以
内
に
１
回
の
点
検
、

消
防
団
で
も
除
雪
作
業
時

に
点
検
を
実
施
。
点
検
ハ

ン
マ
ー
等
で
の
確
認
、
周

囲
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
損

等
も
確
認
し
不
良
箇
所
は
、

そ
の
都
度
対
応
し
て
い
る
。
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平成30年10月25日　第120号 14

一 般 質 問

川島 さゆり

総務課長
自主防災組織の訓練で行い、組織の結成をさらに
啓発していく

コミュニティでの声がけで
� 「みんなで逃げる」訓練を

問
　
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

作
成
が
必
要
で
は
。

総
務
課
長
　
先
進
自
治
体

の
事
例
は
研
究
し
て
い
く
。

問
　
情
報
ツ
ー
ル
の
活
用

や
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
正
し

い
見
方
、
周
知
は
。

総
務
課
長
　
情
報
伝
達
手

段
の
多
様
化
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
住
民
や
議
会
か

ら
要
望
の
あ
っ
た
戸
別
受

信
機
は
導
入
に
向
け
検
討

し
て
い
る
。
今
後
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
も
研
究
し
、
自

ら
情
報
を
入
手
す
る
よ
う

啓
発
し
て
い
く
。
防
災
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
自
主
防
災
組

織
や
区
長
会
等
で
周
知
し

て
い
き
た
い
。

問
　
深
夜
で
も
「
避
難
勧

告
」
を
出
せ
る
の
か
。

総
務
課
長
　
ど
ん
な
状
況

で
あ
ろ
う
と
夜
中
で
も
勧

告
は
出
す
が
、
避
難
準
備

段
階
で
早
め
の
避
難
行
動

が
大
事
と
な
る
。

問
　
指
し
示
せ
ば
自
分
の

意
思
が
伝
え
ら
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
等
の
導
入
は
。

総
務
課
長
　
必
要
な
ツ
ー

ル
な
の
で
導
入
を
検
討
す

る
。

問
　
簡
易
型
避
難
用
テ
ン

ト
「
ひ
な
ん
ル
ー
ム
」
の

導
入
は
。

総
務
課
長
　
総
合
体
育
館
、

東
部
小
、
西
部
小
へ
各
２

セ
ッ
ト
備
蓄
。
今
後
状
況

を
み
て
増
や
し
て
い
く
。

問
　
乳
幼
児
液
体
ミ
ル
ク

の
備
蓄
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
期
限
も
あ
る

の
で
備
蓄
よ
り
協
定
の
ほ

う
が
良
い
と
考
え
る
。

問
　
自
主
防
災
組
織
の
核

と
な
る
防
災
士
が
必
要
だ

が
、
資
格
取
得
等
助
成
を
。

総
務
課
長
　
県
の
自
主
防

災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
を

受
け
て
も
ら
い
、
希
望
が

あ
れ
ば
今
後
検
討
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
考
え
る
。

問
　
東
京
都
の
「
女
性
の

視
点
で
の
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
を
参
考
に
女
性

の
意
見
を
反
映
で
き
な
い

か
。

総
務
課
長
　
女
性
の
参
画
、

視
点
は
重
要
な
の
で
参
考

に
し
て
い
く
。

学
校
施
設
や
通
学
路
　
　
　
　

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等    

安
全
確
保
を

問
　
通
学
路
の
点
検
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
通
常

点
検
で
担
当
課
に
繋
げ
て

い
る
。
今
年
度
９
月
末
に

防
犯
も
含
め
緊
急
通
学
路

点
検
を
行
う
。

要支援者の方へのヘルプや避難所での便利グッズ

一口
メモ

「マイタイムライン」とは…いつ、誰と、危険な場所を避けて逃げるにはどうす
ればいいのか、自分自身で避難行動を作成することです。

一口
メモ
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一人一台のタブレットでどんな勉強をする？

一 般 質 問

問
　
町
内
の
学
校
全
体
で

約
1
2
0
0
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
し
、
そ
れ

を
活
用
し
た
教
育
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
町
の

負
担
軽
減
を
考
え
、
整
備

計
画
や
機
器
導
入
の
ア
ド

バ
イ
ス
等
を
す
る
国
の
事

業
「
I
C
T
活
用
教
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
利
用
を

考
え
な
か
っ
た
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
把
握

し
て
い
な
か
っ
た
。

問
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
同

様
の
効
果
を
求
め
、
当
町

と
東
大
・
信
大
が
結
ん
だ

包
括
的
連
携
協
定
を
活
用

す
る
考
え
は
な
か
っ
た
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
導
入

段
階
で
の
活
用
は
で
き
ず
、

事
業
は
進
行
し
て
い
る
。

今
後
、
効
果
検
証
部
分
に

つ
い
て
は
協
力
い
た
だ
け

る
よ
う
考
え
る
。

問
　
町
は
機
器
導
入
に
際

し
、
各
学
校
か
ら
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
、
シ
ス
テ
ム
構
築

等
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
選

ん
だ
企
業
に
依
頼
し
た
。

企
業
選
定
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
懸
念
が
あ
り
、
金
額
も

か
さ
む
た
め
、
依
頼
す
る

な
ら
国
や
大
学
が
関
わ
る

公
的
団
体
へ
の
依
頼
が
多

い
と
聞
く
。
な
ぜ
企
業
へ

依
頼
し
た
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
理
由

は
こ
の
事
業
に
携
わ
れ
る

職
員
不
足
で
あ
る
。
公
的

団
体
へ
の
依
頼
に
は
、
恐

ら
く
導
入
後
の
フ
ォ
ロ
ー

は
含
ま
れ
な
い
と
考
え
、

民
間
企
業
に
依
頼
し
た
。

問
　
依
頼
し
た
企
業
は
教

育
分
野
で
の
実
績
が
な
い

と
聞
く
。
実
績
が
な
い
現

状
を
払
拭
す
る
ほ
ど
の
魅

力
的
提
案
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
確
か

に
教
育
分
野
の
実
績
は
な

い
。
し
か
し
、
他
企
業
も

こ
の
規
模
の
実
績
は
な
い
。

決
め
手
は
熱
意
・
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
・
軽
井
沢

学
へ
の
言
及
で
あ
る
。

問
　
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る

と
言
う
機
器
導
入
の
リ
ー

ス
入
札
に
は
、
教
員
側
へ

の
授
業
指
導
を
行
う
「
教

育
支
援
チ
ー
ム
報
酬
」
は

含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
教
育

支
援
チ
ー
ム
の
報
酬
は

リ
ー
ス
契
約
に
は
含
ま
ず
、

委
託
契
約
の
中
で
行
う
。

熱意・アフターフォロー・軽井沢学への言及である

こども教育課長

寺田 和佳子

タブレットの導入に際し、実績のない
� 民間企業を選定した決め手は
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一 般 質 問

問
　
資
格
を
有
す
る
臨
時

職
員
や
登
録
保
育
士
の
賃

金
が
安
す
ぎ
な
い
か
。

総
務
課
長
　
近
隣
市
町
村

の
保
育
士
賃
金
と
比
較
し

て
も
低
い
も
の
で
は
な
い
。

問
　
登
録
保
育
士
の
雇
用

実
態
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
臨
時

職
員
は
時
給
1
0
0
0
円

で
６
時
間
以
内
と
し
て
お

り
、
週
に
１
回
で
３
時
間

の
方
や
５
回
で
30
時
間
の

方
も
い
る
。

問
　
現
在
の
保
育
士
の
雇

用
状
況
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
８
月

現
在
、
正
規
職
員
48
名
、

臨
時
職
員
20
名
、
登
録
保

育
士
29
名
。
正
規
職
員
の

う
ち
10
名
は
出
産
、
育
児
、

療
養
等
で
休
暇
中
。

問
　
労
働
時
間
や
休
憩
は

守
ら
れ
て
い
る
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
超
過

勤
務
や
代
休
処
理
を
お
願

い
し
て
い
る
。
子
ど
も
相

手
な
た
め
、
休
憩
が
取
れ

な
い
状
況
も
あ
る
。

問
　
休
憩
な
し
を
含
め
残

業
に
対
し
て
の
手
当
て
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
も
れ

な
く
つ
け
て
い
る
。

問
　
教
育
委
員
会
と
全
職

員
と
の
話
し
合
い
は
定
期

的
に
持
た
れ
て
い
る
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
全
職

員
と
は
難
し
い
。
年
１
回

意
見
・
要
望
の
申
告
書
を

提
出
し
て
も
ら
い
、
対
処

や
検
討
を
し
て
お
り
、
実

情
は
把
握
し
て
い
る
。

問
　
保
育
士
負
担
軽
減
の

た
め
に
、
共
有
部
分
の
掃

除
等
を
外
注
で
き
な
い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
検
討

し
て
い
く
。

問
　
退
職
し
た
職
員
が
復

帰
す
る
場
合
に
正
規
職
員

と
し
て
採
用
し
な
い
の
か
。

総
務
課
長
　
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
な
く
31
年
度
の
採

用
か
ら
採
用
条
件
を
30
歳

か
ら
40
歳
ま
で
と
し
た
。

健
康
保
険
証
は
適
正

に
使
用
さ
れ
て
い
る
か

問
　
健
康
保
険
証
の
不
適

切
な
使
用
実
態
に
つ
い
て

の
把
握
は
。

住
民
課
長
　
把
握
は
し
て

い
な
い
。

問
　
健
康
保
険
証
を
写
真

付
き
に
で
き
な
い
か
。

住
民
課
長
　
国
民
健
康
保

険
法
施
行
規
則
の
様
式
に

よ
り
県
内
統
一
で
交
付
し

て
い
る
の
で
難
し
い
。

利根川 泰三
近隣市町村と比較しても低いものではない

総務課長

資格を有する保育士の
� 賃金が安すぎないか

保育環境の充実を！

一口
メモ

「登録保育士」とは…保育士資格のある方が、家事や育児の合間の希望する時間帯、
希望する保育園で短時間でも就労できる制度での保育士です。

一口
メモ
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平成30年10月25日　第120号11
一口
メモ

「固定資産評価替え」とは…固定資産税の対象となる土地と家屋の評価額を３年
ごとに見直す制度です。

問
　
新
軽
井
沢
駐
車
場
・

軽
井
沢
駅
北
口
西
駐
車
場

の
回
数
券
販
売
方
法
を
変

更
し
た
理
由
は
。

観
光
経
済
課
長
　
回
数
券

発
行
の
目
的
は
通
勤
・
通

学
者
へ
の
利
便
を
図
る
た

め
設
け
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
目
的
に
沿
っ
て
変
更

し
た
。

問
　
回
数
券
の
発
行
目
的

は
通
勤
・
通
学
者
へ
の
利

便
を
図
る
た
め
と
い
う
が

条
例
・
規
則
で
は
そ
の
よ

う
な
文
言
は
な
い
が
。

観
光
経
済
課
長
　
通
勤
・

通
学
者
の
増
加
に
伴
い
、

繁
忙
期
に
は
そ
れ
ら
の
人

が
駐
車
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
た
め
回
数
券
の
発
行

を
規
制
し
た
。
今
後
の
状

況
を
見
て
条
例
・
規
則
を

検
討
し
た
い
。

問
　
販
売
方
法
を
変
更
し

て
も
、
駐
車
場
は
先
着
順

で
あ
り
、
遅
く
来
た
通
勤

者
等
の
た
め
に
駐
車
場
所

は
確
保
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
が
。

観
光
経
済
課
長
　
7
月
の

回
数
券
販
売
実
績
か
ら
、

単
純
に
49
人
が
購
入
を
控

え
た
た
め
、
実
質
的
に
49

台
の
空
き
が
で
き
た
と
考

え
て
い
る
。

問
　
回
数
券
と
は
頻
繁
に

利
用
す
る
顧
客
へ
の
割
引

制
度
で
有
効
期
限
が
あ
る
。

通
勤
者
等
へ
の
回
数
券
で

あ
れ
ば
有
効
期
限
の
1
年

は
長
す
ぎ
な
い
か
。

観
光
経
済
課
長
　
有
効
期

限
1
年
と
い
う
の
は
長
い

と
感
じ
る
。
今
後
こ
の
部

分
に
つ
い
て
研
究
し
な
が

ら
変
え
る
も
の
に
つ
い
て

は
変
更
し
た
い
。

固
定
資
産
評
価
替
え

時
の
1
期
納
期
は

問
　
固
定
資
産
税
は
3
年

に
1
回
の
評
価
替
え
が
あ

る
。
評
価
替
え
年
度
の
1

期
目
の
納
期
が
1
カ
月
遅

れ
の
5
月
と
な
っ
て
い
る
。

佐
久
市
、
小
諸
市
、
御
代

田
町
で
は
例
年
ど
お
り
の

4
月
納
期
で
納
付
書
が
発

行
さ
れ
て
い
る
。
軽
井
沢

町
は
な
ぜ
で
き
な
い
か
。

税
務
課
長
　
通
常
業
務
に

加
え
、
評
価
替
え
の
業
務

量
が
非
常
に
多
く
現
状
で

は
難
し
く
、
昭
和
57
年
の

評
価
替
え
よ
り
納
期
を
遅

ら
せ
て
い
る
。
し
か
し
、

納
期
の
変
更
に
よ
り
納
税

者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

多
く
、
近
隣
の
市
町
村
で

は
納
期
の
変
更
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
当
町
で
も
可

能
か
検
討
し
た
い
。

観光経済課長

町営駐車場回数券の
� 販売方法の変更理由は

通勤・通学者への利便を図るため
遠山 隆雄

一 般 質 問

販売方法を変更しても先着順は変わりない

一口
メモ
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町への提言 !!一般
質問

ふれあい祭会場にて「追分節保存会の皆さん」

１日目 2日目

遠山　隆雄� （11ページ）

●町営駐車場回数券の販売方法の変更理由は
●固定資産評価替え時の 1期納期は

利根川　泰三� （12ページ）

●資格を有する保育士の賃金が安すぎないか
●健康保険証は適正に使用されているか

寺田　和佳子� （13ページ）

●タブレット導入に際し、実績のない
　民間企業を選定した決め手は

川島　さゆり� （14ページ）

●コミュニティでの声がけで「みんなで逃げる」訓練を
●学校施設や通学路のブロック塀等安全確保を

佐藤　敏明� （15ページ）

●軽井沢高校の存続を
●軽井沢高校前駅の設置は
●水道設備等の老朽化対策は

西　千穂� （16ページ）

●空家等対策計画の策定は
●繁忙期のタクシー不足は

土屋　浄� （17ページ）

●条例破りの乱開発を許すのか

 一般質問  一般質問

検索軽井沢町議会
一般質問は一問一答方式で１時間以内となっています。
内容に関しては要約して掲載しています。
議事録は議会ホームページで閲覧できます。
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平成30年10月25日　第120号9

議会って

どんなところ
？

決算審査とは
なんですか？

審査の流れは
どのように
なりますか？

Q1

Q2

A

A

議会Q&A議会Q&A
とかくわかりづらく、とっつきにくいイメージがある議会ですが、このコーナーでは議会の基本的なしく
みをやさしくわかりやすく解説しながら、皆さまの疑問にお答えしていきたいと思います。

町（行政）は年度が始まる前に「予算」を組み立てますが、それに
したがって事業を実行に移したあと、収入と支出の結果を確認する
のが「決算」にあたります。
それとともに、お金をかけただけの効果があったのか、じっさいに
住民の暮らしは向上したのか、住民の目線でいろいろな角度から調
べ確かめるのが決算審査です。
また限りあるお金を有効に使うためには、審査をして終わりではな
く、その後の予算の組み方に生かしていく必要もあります。

下のように各年度の予算案の作成・実行・決算が一つの流れの中に
ありますが、少しずつ問題点を改善しながら繰り返されていきます。

予
算
審
議

予
算
作
成

予算の実行
決
算
審
査

決
算
書
作
成

予
算
作
成

予算の実行
決
算
審
査

決
算
書
作
成

予
算
審
議

予
算
作
成

決
算
審
査

決
算
書
作
成

予
算
審
議

予算の実行

29 年度決算を審査し改善点を
　31 年度予算作成に反映します

ここ
がポイント!

29年度
予算の

流れ 30年度
予算の

流れ
31年度
予算の

流れ

議
会
が
予
算
実
行

の
結
果
を
審
査

町
長
が
前
年
度
に
実
行
し
た

内
容
を
決
算
と
し
て
ま
と
め
、

議
会
に
提
出

町
長
は
予
算
に

基
づ
き
事
業
を
実
施

議
会
が

予
算
案
を
審
議

町
長
が

予
算
案
を
提
出（
議
案
）

28年度 29年度 30年度 31年度 
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平成30年10月25日　第120号 8

審 

査 

結 

果

　
議
案
第
64
号
、
認
定

第
１
号
及
び
認
定
第
２

号
を
慎
重
に
審
査
し
た

結
果
、
議
案
第
64
号
の

利
益
の
処
分
に
つ
い
て

原
案
を
可
決
し
、
決
算

認
定
に
つ
い
て
も
歳
入

歳
出
と
も
正
確
か
つ
議

決
し
た
予
算
ど
お
り
執

行
さ
れ
て
い
る
の
で
、

原
案
の
と
お
り
認
定
す

べ
き
も
の
と
し
た
。

　
な
お
、
本
委
員
会
で

は
決
算
審
査
に
あ
た
っ

て
、
特
に
時
間
を
か
け

て
審
査
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
た
特
定

事
業
（
８
事
務
事
業
）

に
つ
い
て
集
中
審
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
議

会
の
意
見
・
要
望
と
し

て
別
途
町
長
に
提
出
し

て
い
る
。

 
観
光
施
設
整
備
事
業

計
画
維
持

議
会
評
価

【
意
見
】

　
２
億
４
千
万
円
と
い
う
多
額
の
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

工
事
を
し
た
雲
場
池
だ
が
、
工
事
終
了

後
多
く
の
藻
が
発
生
し
、
住
民
、
観
光

客
か
ら
残
念
だ
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

当
初
の
目
的
で
あ
る
悪
臭
は
消
え
た
も

の
の
、
も
と
も
と
藻
が
存
在
し
て
お
り
、

湧
水
に
よ
る
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
栄
養

塩
類
も
多
い
こ
と
や
浄
化
作
用
の
あ
る

生
態
系
が
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
ま
ま
生
態
系
を
見
守
る
こ
と
と
し

た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
藻
は
沈
殿

し
て
お
り
気
温
上
昇
に
伴
い
繁
殖
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
、
観

光
客
か
ら
「
せ
っ
か
く
の
景
勝
地
が
台

無
し
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

今
後
も
担
当
課
で
計
画
的
に
維
持
、
監

視
を
続
け
、
素
早
い
対
処
を
求
め
る
。

 

道
路
維
持
管
理
事
業

拡
充

議
会
評
価

【
意
見
】

　
町
道
の
舗
装
補
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
、
28
年
の
決
算
審
査
意
見
書
の

中
で
も
議
会
の
一
致
し
た
意
見
と
し
て

拡
大
拡
充
を
求
め
て
い
る
。

　
今
回
が
三
度
目
の
要
望
と
な
る
が
、

議
会
の
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
当

該
事
業
経
費
が
来
年
度
予
算
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
を
、
改
め
て
強
く
求
め
る
。

 

放
課
後
子
ど
も
総
合

　
　 

プ
ラ
ン
推
進
事
業

計
画
維
持

議
会
評
価

【
意
見
】

　
こ
の
事
業
の
目
的
は
達
成
さ
れ
て
い

る
。
町
は
国
が
求
め
る
以
上
の
支
援
を

行
っ
て
、
宿
題
を
し
て
か
ら
遊
ぶ
と
い

う
習
慣
を
根
付
か
せ
て
お
り
、
保
護
者

か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
、
保
護
者
の
積
極
的
な
関
与
を

促
し
な
が
ら
計
画
的
に
維
持
さ
れ
た
い
。
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住民目線で29年度事業を評価
評価対象事業を集中審査

達
成
度
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
兼

業
農
家
自
身
が
加
工
品
の
開
発
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
、
販
売
ま
で
行
い
、
指
定

管
理
者
や
行
政
が
そ
れ
を
支
援
す
る
と

い
う
流
れ
ま
で
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今

後
さ
ら
に
多
様
な
関
係
者
を
巻
き
込
ん

だ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
、
あ
る
い

は
ヒ
ッ
ト
商
品
の
開
発
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
施
設
の
設
置
目
的
の
一
つ
で
あ
る
、

商
工
業
と
の
連
携
は
ま
だ
不
十
分
と

言
っ
て
よ
く
、
特
に
軽
井
沢
ブ
ラ
ン
ド

の
認
定
商
品
や
地
元
事
業
者
の
産
品
の

売
り
場
確
保
と
連
携
に
は
改
善
の
余
地

が
見
ら
れ
る
。

　
冬
期
野
菜
栽
培
実
験
委
託
で
は
安
定

し
た
収
穫
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
て
い
な
い

よ
う
だ
が
、
さ
ら
に
研
究
を
重
ね
、
冬

期
の
多
彩
な
品
揃
え
と
就
業
の
安
定
化

に
つ
と
め
ら
れ
た
い
。

　
P
O
S
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

1
9
0
人
と
い
う
会
員
の
活
用
が
見
ら

れ
る
が
、
そ
こ
で
蓄
積
さ
れ
た
売
上
傾

向
や
動
向
の
デ
ー
タ
を
今
後
の
生
産
や

商
品
開
発
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
積

極
的
な
活
か
し
方
が
望
ま
れ
る
。

密
な
関
係
を
築
い
て
い
く
機
会
を
提
供

す
る
」
と
い
う
事
業
内
容
は
極
め
て
重

要
で
あ
り
必
要
性
も
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
例
年
通
り
の
開
催
内

容
で
は
交
流
を
促
し
親
睦
を
深
め
る
会

に
な
っ
て
お
ら
ず
、
事
業
効
果
と
成
果

に
疑
問
を
感
じ
る
こ
と
か
ら
事
業
内
容

の
検
証
と
改
善
を
求
め
る
。

 

交
通
対
策
事
業

計
画
維
持

議
会
評
価

【
意
見
】

　
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
運
転
免
許
証

自
主
返
納
が
進
み
、
ま
す
ま
す
交
通
弱

者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
住
民
の

足
と
し
て
の
公
共
交
通
の
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
地
域

公
共
交
通
会
議
で
の
要
望
や
、「
外
出

支
援
」
と
し
て
の
新
た
な
交
通
手
段
等

も
考
え
ら
れ
て
い
る
中
、
循
環
バ
ス
廃

止
路
線
や
、
バ
ス
路
線
・
バ
ス
停
か
ら

離
れ
て
い
る
な
ど
の
交
通
弱
者
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
住
民
へ
の
対
応
の
た
め
に

も
こ
の
事
業
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
求

め
る
。

 

６
次
産
業
化

 

推
進
事
業

計
画
維
持

議
会
評
価

【
意
見
】

　
直
売
所
部
門
の
主
力
商
品
で
あ
る
レ

タ
ス
・
キ
ャ
ベ
ツ
の
売
り
上
げ
は
順
調

で
都
市
部
市
場
で
の
評
価
も
非
常
に
高

い
。
ま
た
グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル
、
イ
チ
ゴ

ム
ー
ス
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
プ
リ
ン
等
少

量
多
品
目
の
農
産
物
を
利
用
し
た
加
工

品
の
開
発
も
報
告
さ
れ
、
農
業
振
興
や

6
次
産
業
化
の
推
進
の
面
で
は
一
定
の6 次産業化の中核としての発地市庭

一口
メモ

「POSシステム」とは…商品の販売情報の管理システムです。商品を売った時点
で品名・金額等の情報がパソコンに送られるので、それらを基にした販売戦略が
立てられます。

一口
メモ
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注目したのはココ !注目したのはココ !

　今
回
の
決
算
審
査
で
は
、
昨
年
か
ら
続
く
取
り
組
み
と
し
て
、
事
業
評
価
を
新
た
な
形
式
で

実
施
し
ま
し
た
。
事
業
評
価
と
次
年
度
予
算
編
成
の
連
動
を
よ
り
実
効
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、

議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
町
の
事
業
を
取
り
上
げ
、
ど
ん
な
成
果
が
見
ら
れ

た
か
と
い
う
視
点
で
集
中
的
に
町
側
に
質
疑
。
そ
れ
を
基
に
委
員
全
員
で
評
価
し
、
議
会
か
ら

の
意
見
書
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

 

人
事
給
与
事
務
事
業

計
画
維
持

議
会
評
価

【
意
見
】

　
住
民
の
行
政
に
対
す
る
要
望
や
期
待

は
質
・
量
と
も
に
高
ま
っ
て
い
る
。
複

雑
多
様
化
か
つ
高
度
化
す
る
行
政
需
要

に
的
確
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
職

員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
を
伸
ば
し
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
職
員
研
修

の
重
要
性
が
従
来
に
増
し
て
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
よ
り
一
層
研
修

内
容
の
強
化
・
充
実
、
職
員
の
能
力
開

発
、
育
成
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

 

都
市
デ
ザ
イ
ン
計
画

　
　
　
　 

推
進
事
業

改
善

議
会
評
価

【
意
見
】

　
事
業
目
的
で
あ
る
「
住
民
主
体
の
活

動
」
が
活
発
だ
っ
た
、
と
は
言
い
難

く
、
そ
の
達
成
度
が
十
分
で
な
か
っ
た

こ
と
は
、
行
政
側
の
評
価
に
よ
っ
て
も

明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
反
省
を
ふ
ま

え
、
今
年
度
は
地
域
へ
出
て
い
く
、
と

い
う
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
見
守
っ

て
い
き
た
い
。
改
善
す
べ
き
課
題
と
し

て
、
①
活
発
な
住
民
活
動
に
つ
な
げ
る

た
め
に
、
風
土
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
基
本
会

議
の
役
割
を
今
一
度
再
確
認
し
、
ど
の

よ
う
な
仕
組
み
を
作
れ
ば
よ
い
の
か
を

考
え
る
②
立
ち
寄
り
や
す
い
開
か
れ
た

窓
口
は
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に
、
設
置

し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
る
③
エ
リ
ア

ご
と
に
ま
ち
づ
く
り
を
語
っ
て
も
ら
う

工
夫
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 

さ
わ
や
か
軽
井
沢

　
　
　 

交
流
会
事
業

改
善

議
会
評
価

【
意
見
】

　「
さ
わ
や
か
軽
井
沢
交
流
会
」
の
目

的
で
あ
る
「
別
荘
所
有
者
と
町
民
が
親

基本会議を中心に住民参画の仕掛けづくりを

さらなる交流を

基本会議
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こんなところに使われました町民の皆さんに

聞いてみました

雲場池の整備工事

平昌オリンピック
出場団体応援事業

防災行政無線デジタル化工事

多世代同居支援補助

信州パーキングパーミット
路面標識・看板設置

ライブカメラ設置工事

2億1080万円

360万円

9720万円

1840万円

910万円

690万円

（小浅間／白糸の滝／峠町／
三ツ石／追分／西地区児童館／
消防団 4部・10部／
ニュータウン）

（農協通り）

悪臭も消え池の周りを散策する人の数が多くなりまし
た。（80 代　男性）

オリンピック入賞を果たした「SC 軽井沢」は私達の
誇りです。全国ファンも増え、オリンピアンとして益々
の活躍、そして後継者育成にも期待してます！

（50 代　女性）

渋滞しているかどうかをチェックしたいときに利用し
ていて便利です。（40 代　男性）

音質が少しクリアになった気もしますが、聞こえ方は
以前とそれほど変わりませんね。（60 代　男性）

担当課職員の丁寧な対応に感謝。町内業者に請け負っ
てもらうことで補助を受ける側も業者も嬉しい制度。
もう少し補助対象が広がると嬉しいです。制度を知ら
ない方が多いのでもっと町民に知らせてほしいです。

（40 代　女性）

子どもの送り迎えで風越総
合体育館へ行ってこの「優
先駐車場」のことを知りま
した。お腹が大きくなると
足元も見づらくバランスも
悪くなるのでこのような制
度は助かります。妊娠中の
友人にも伝えます。
(20 代 女性 )
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い
チ
ッ
プ
が
配
ら
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

上
下
水
道
課

漏
水
対
策

問
　
老
朽
管
の
布
設
替
え

を
何
m
実
施
し
た
の
か
。

答
　
古
宿
で
1
7
4
m
、国

道
1
4
6
号
で
1
5
0
m
。

問
　
老
朽
管
の
布
設
替
え

に
よ
り
、
有
収
率
が
2
・

3
%
上
が
っ
た
の
か
。

答
　
布
設
替
え
も
あ
る
が
、

そ
の
他
漏
水
個
所
を
早
め

に
直
し
て
い
っ
た
こ
と
も

要
因
と
な
っ
て
い
る
。

受
益
者
負
担
金

問
　
公
共
下
水
道
受
益
者

負
担
金
の
前
納
報
奨
金
の

率
が
25
年
近
く
見
直
さ
れ

て
い
な
い
。
時
代
に
見

合
っ
た
率
に
下
げ
る
べ
き

で
は
。

答
　
銀
行
金
利
の
動
き
等

を
考
慮
し
、
率
の
見
直
し

を
前
提
に
検
討
し
て
い
く
。

保
育
士

問
　
西
保
育
園
は
定
員
を

こ
ど
も
教
育
課

超
え
て
い
る
が
、
各
ク
ラ

ス
の
保
育
士
の
人
数
は
。

答
　
3
歳
未
満
児
42
名
に

保
育
士
14
名
、
年
少
32
名

に
保
育
士
2
名
、
年
中
29

名
に
保
育
士
2
名
、
年
長

37
名
に
保
育
士
3
名
で
あ

る
。

中
学
校
「
心
の
教
室
」

問
　
相
談
件
数
と
そ
の
内

容
は
。
ま
た
、
相
談
内
容

等
の
デ
ー
タ
化
は
。

答
　
生
徒
1
5
4
名
、
保

護
者
7
名
、
教
職
員
11
名

か
ら
、
延
べ
1
9
0
件
の

相
談
が
あ
り
件
数
・
内
容

と
も
デ
ー
タ
化
し
て
い
る
。

生
徒
か
ら
の
相
談
内
容
は

対
人
関
係
や
先
生
と
の
関

わ
り
方
、
教
職
員
か
ら
は

生
徒
へ
の
接
し
方
、
保
護

者
か
ら
の
難
題
の
投
げ
か

け
に
よ
る
相
談
が
あ
っ
た
。

選
手
激
励
金

問
　
国
際
大
会
な
ど
へ
出

場
す
る
機
会
も
増
え
て
い

る
が
、
各
種
大
会
へ
の
出

場
選
手
激
励
金
を
増
額
す

る
な
ど
の
協
議
は
あ
っ
た

か
。

答
　
金
額
に
関
し
て
の
要

望
は
聞
い
て
い
な
い
。
し

か
し
、
激
励
金
の
支
給
基

準
に
つ
い
て
は
見
直
し
て

い
き
た
い
。

生
涯
学
習
課

姉
妹
都
市
交
流

問
　
中
学
か
ら
毎
年
10
名

を
ウ
ィ
ス
ラ
ー
市
に
派
遣

し
て
い
る
が
、
何
名
の
応

募
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

選
考
方
法
は
。

答
　
昨
年
度
は
12
名
の
応

募
が
あ
り
、
教
員
と
生
涯

学
習
課
の
職
員
が
作
文
と

面
接
で
選
考
し
た
。

問
　
交
換
体
験
学
習
に
お

い
て
、
受
け
入
れ
へ
の
不

安
か
ら
参
加
を
た
め
ら
う

家
庭
が
あ
る
が
。

答
　
今
後
、
よ
り
多
く
の

生
徒
の
派
遣
を
、
と
の
思

い
か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

受
け
入
れ
た
家
庭
の
経
験

談
を
発
信
し
、
不
安
を
解

消
し
て
い
る
。

文
化
財

問
　
ブ
ル
ー
プ
ラ
ー
ク
事

業
の
具
体
的
な
効
果
及
び

成
果
は
。

答
　
歴
史
的
建
造
物
を
残

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
所
有
者
が
改
め
て
認

識
し
た
。
ま
た
、
小
学
生

の
自
由
研
究
の
題
材
、
住

民
の
方
々
が
建
造
物
に
つ

い
て
学
習
し
て
い
る
。

問
　
文
化
施
設
の
入
館
者

数
や
収
益
に
関
し
て
の
分

析
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
維
持
管
理
費
に
見
合

う
収
益
を
上
げ
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
魅
力
的
な
施

設
に
す
る
た
め
の
努
力
は

必
要
と
考
え
る
。

問
　
町
指
定
文
化
財
で
あ

る
「
長
倉
の
牧
」
の
保
存

方
法
に
関
し
て
現
状
を
詳

細
に
記
載
す
る
べ
き
で
は
。

答
　
立
ち
入
り
禁
止
看
板

の
設
置
や
文
化
財
審
議
委

員
会
で
保
全
に
関
し
て
協

議
し
て
い
る
。
な
お
、
今

後
現
状
を
記
載
し
た
い
。

軽
井
沢
病
院

問
　
整
形
外
科
患
者
が
入

院
・
外
来
と
も
に
減
少
し

て
い
る
が
、
そ
こ
に
内
科

の
医
師
不
足
も
な
ん
ら
か

の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

の
か
。

答
　
減
少
の
要
因
は
整
形

外
科
医
師
が
３
名
か
ら
２

名
に
減
っ
た
こ
と
に
よ
る

が
、
術
後
の
ケ
ア
の
点
で

内
科
医
師
の
不
足
も
患
者

減
に
影
響
が
あ
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

問
　
当
初
予
算
に
比
べ
て

補
正
予
算
で
大
き
く
減
額

し
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

答
　
整
形
外
科
医
師
が
1

名
減
っ
た
こ
と
及
び
眼
科

医
師
が
交
代
し
た
こ
と
で

手
術
件
数
が
減
っ
た
こ
と

と
考
え
る
。

問
　
院
内
保
育
の
成
果
は
。

答
　
定
員
８
名
に
対
し
８

名
が
利
用
し
て
い
る
現
状

か
ら
初
期
の
目
的
は
達
成

し
て
い
る
。

これからも充実の保育体制をめざして
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有
害
鳥
獣
対
策

問
　
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
つ
い

て
、
捕
獲
し
た
も
の
を
遠

く
に
も
っ
て
行
き
、
放
し

て
い
る
と
聞
く
が
、
ど
の

よ
う
に
処
置
を
し
て
い
る

の
か
。

答
　
委
託
事
業
で
捕
獲
し

た
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
、
炭
酸

ガ
ス
に
よ
り
駆
除
・
解
剖

し
生
態
等
を
調
査
後
処
分

し
て
い
る
。
そ
の
他
に
つ

い
て
も
殺
処
分
し
放
し
て

は
い
な
い
。

問
　
廃
屋
も
ハ
ク
ビ
シ
ン

等
の
住
み
か
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
が
把
握
し
て
い

る
か
。

答
　
把
握
し
て
お
り
広
報

等
を
通
じ
て
廃
屋
や
別
荘

の
管
理
を
し
っ
か
り
し
て

い
た
だ
く
よ
う
注
意
喚
起

し
て
い
る
。

ご
み
対
策

問
　
じ
ん
芥
処
理
場
に
、

指
定
袋
に
入
れ
な
い
ゴ
ミ

を
搬
入
す
る
者
が
い
る
の

で
処
理
場
で
の
指
定
袋
を

環
　境
　課

販
売
し
た
ら
ど
う
か
、
と

質
問
し
た
が
ど
う
な
っ
た

か
。

答
　
検
討
し
た
が
、
じ
ん

芥
処
理
場
で
の
販
売
は
で

き
な
い
。
指
定
袋
に
入
れ

て
搬
入
し
て
も
ら
う
よ
う
、

し
っ
か
り
指
導
し
て
い
き

た
い
。

問
　
資
源
物
処
理
量
が

年
々
減
っ
て
い
る
。
売
払

額
は
増
え
て
い
る
が
、
今

後
の
見
通
し
は
。

答
　
資
源
物
の
量
は
年
々

減
っ
て
い
る
。
昨
年
は
鉄

類
の
単
価
が
上
が
っ
た
た

め
売
り
払
い
額
が
増
加
し

た
。
最
近
は
、
近
隣
市
の

大
型
ス
ー
パ
ー
に
持
っ
て

い
く
例
が
あ
り
、
今
後
も

減
少
す
る
と
思
わ
れ
る
。

地
域
整
備
課

問
　
建
築
確
認
申
請
の
状

況
は
件
数
だ
け
だ
が
、
延

床
面
積
に
つ
い
て
の
把
握

は
し
て
い
る
の
か
。

答
　
建
築
確
認
申
請
の
統

計
は
件
数
だ
け
で
あ
り
、

延
床
面
積
の
集
計
は
し
て

い
な
い
。

観
光
経
済
課

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

問
　
海
外
誘
客
宣
伝
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
英
語
・

フ
ラ
ン
ス
語
へ
の
ア
ク
セ

ス
数
は
。

答
　
1
万
4
千
件
。

問
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

に
向
け
た
海
外
誘
客
宣
伝

事
業
の
効
果
は
。

答
　
観
光
協
会
で
十
数
年

ほ
ど
前
よ
り
セ
ー
ル
ス

コ
ー
ル
を
続
け
て
き
て
お

り
、
香
港
・
台
湾
を
集
中

的
に
行
っ
て
き
た
。
現
在
、

軽
井
沢
に
来
る
外
国
人
で

は
1
番
多
い
国
が
台
湾
、

次
い
で
香
港
と
な
っ
て
お

り
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。

駐
車
場
事
業

問
　
観
光
客
数
は
増
え
て

い
る
が
、
町
営
駐
車
場
の

利
用
台
数
が
前
年
よ
り
減

少
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

答
　
交
通
量
調
査
で
は
マ

イ
カ
ー
で
の
入
り
込
み
が

一般会計決算内訳

微
減
し
て
い
る
が
、
J
R

等
鉄
道
の
利
用
が
増
え
レ

ン
タ
カ
ー
を
利
用
す
る
人

が
増
え
て
い
る
と
考
え
る
。

木
材
資
源
の
有
効
活
用

問
　
貯
木
場
へ
の
枝
等
の

搬
入
は
、
現
在
は
軽
ト

ラ
ッ
ク
一
台
ま
で
で
、
業

者
の
搬
入
は
受
け
入
れ
て

い
な
い
が
、
今
後
の
運
営

予
定
は
。

答
　
業
者
の
搬
入
は
考
え

て
い
な
い
。
な
お
、
平
成

32
年
度
よ
り
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
を
考
え
て
お

り
、
来
年
6
月
に
条
例
改

正
を
し
た
い
。

問
　
貯
木
場
へ
チ
ッ
プ
を

も
ら
い
に
行
っ
た
が
、
泥

等
が
混
じ
っ
て
い
て
使
え

な
い
と
の
苦
情
が
あ
る
が
。

答
　
昨
年
度
は
堆
積
し
た

古
い
チ
ッ
プ
か
ら
搬
出
し

た
た
め
、
チ
ッ
プ
が
土
に

化
け
て
し
ま
い
苦
情
が

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
矢

ケ
崎
公
園
等
公
共
施
設
に

搬
出
す
る
た
め
、
予
算
を

補
正
し
、
一
度
搬
出
処
理

を
行
っ
た
。
今
後
は
新
し

歳 出
136億

7376万円

総務費
38億1323万円

町税
91億7910万円

民生費
30億7226万円

衛生費
10億5329万円

土木費
23億3249万円

教育費
15億429万円

災害復旧費 295万円

地方譲与税・交付金 7億425万円

県支出金
4億6875万円

消防費
2億8734万円

公債費（借金返済）
5億5998万円

分担金及び負担金 1億403万円

使用料及び手数料
2億5332万円

国庫支出金
6億9224万円

議会費
1億4892万円

労働費 76万円
農林水産業費 2億9759万円

商工費 6億66万円

財産収入・寄附金・繰入金
17億733万円

繰越金 11億2131万円

諸収入 2億4662万円

町債（借金） 1億円

歳 入
145億

7695万円
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　決
算
審
査
に
は
、
予
算
を
適
正
に
執
行
し
た
の
か
、
事
業
の
成
果
は
確
実
に
上
が
っ
て
い
る

か
、
改
善
す
べ
き
こ
と
は
な
い
か
等
の
視
点
か
ら
、
住
民
に
代
わ
っ
て
行
政
効
果
を
評
価
す
る
重

要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、
9
月
12
日
〜
14
日
と
18
日
の
4
日
間
に
わ
た
り
、
町
側
に
説
明

を
求
め
、
税
金
が
ど
う
使
わ
れ
た
か
を
審
査
し
ま
し
た
。

委
託
料

問
　
情
報
推
進
費
の
委
託

料
で
不
用
額
が
多
い
理
由

は
。

答
　
年
度
末
に
O
A
ソ
フ

ト
の
修
正
作
業
が
生
ず
る

こ
と
が
あ
り
、
あ
る
程
度

の
金
額
を
残
し
て
い
る
。

ド
ロ
ー
ン
導
入

問
　
ド
ロ
ー
ン
を
購
入
後
、

ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い

る
の
か
。

答
　
町
勢
要
覧
・
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
写
真
を

撮
影
し
た
。

長
期
振
興
計
画

問
　
後
期
基
本
計
画
策
定

に
際
し
、
高
校
生
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る

意
見
・
提
案
聴
取
を
行
っ

た
結
果
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
せ
た
か
。

答
　
具
体
的
に
反
映
さ
せ

た
箇
所
は
な
か
っ
た
。

総
合
政
策
課

多
世
代
同
居
支
援

問
　
希
望
者
に
は
、
満
額

補
助
で
き
て
い
る
の
か
。

答
　
申
請
さ
れ
該
当
要
件

に
合
っ
て
い
る
場
合
は
、

満
額
支
給
さ
れ
て
い
る
。

問
　
事
業
の
成
果
は
。

答
　
2
世
帯
が
新
た
に
住

宅
を
取
得
し
転
入
さ
れ
、

4
世
帯
が
こ
の
補
助
制
度

に
よ
っ
て
多
世
代
と
な
っ

た
。

体
育
協
会
補
助

問
　
体
育
協
会
の
加
盟
競

技
団
体
へ
の
補
助
金
だ
け

で
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興

が
図
ら
れ
た
と
考
え
る
か
。

答
　
協
会
の
中
身
や
体
制

を
見
直
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
ス
ポ
ー

ツ
の
促
進
は
図
ら
れ
て
い

る
と
考
え
る
。

問
　
大
槌
町
へ
の
小
中
学

生
派
遣
事
業
の
報
告
会
を

総
　務
　課

住
民
に
周
知
で
き
な
い
か
。

答
　
委
託
先
の
社
会
福
祉

協
議
会
及
び
教
育
委
員
会

と
検
討
し
た
い
。

問
　
固
定
資
産
税
の
前
納

報
奨
金
で
、「
納
税
意
欲

の
高
揚
が
図
ら
れ
た
」
と

あ
る
が
具
体
的
に
ど
う
い

う
こ
と
か
。

答
　
固
定
資
産
税
及
び
都

市
計
画
税
総
額
の
毎
年

60
％
前
後
が
第
1
期
納
期

に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

保
健
福
祉
課

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

問
　
県
費
を
活
用
し
た
施

設
整
備
事
業
の
内
容
は
。

答
　「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

旧
軽
井
沢
」
の
認
可
定
員

は
9
名
だ
が
、
現
行
が
6

床
の
た
め
3
床
の
増
床
及

び
施
設
の
改
修
を
実
施
し

た
。 税

　務
　課

が
ん
検
診

問
　
受
診
者
が
前
年
比
で

1
割
少
な
い
が
原
因
は
。

答
　
定
期
的
な
受
診
者
が

高
齢
と
な
り
医
療
機
関
を

受
診
し
て
い
る
こ
と
及
び

子
育
て
世
代
の
忙
し
い
年

代
に
お
い
て
は
関
心
が
低

い
こ
と
と
考
え
る
。

問
　
国
保
加
入
者
で
軽
井

沢
病
院
を
受
診
し
て
い
る

割
合
は
。

答
　
全
レ
セ
プ
ト
に
対
す

る
比
率
で
18
・
3
％
。

住
　民
　課

各会計の決算状況
歳　入 歳　出 差引残額

一 般 会 計 145 億 7695 万円 136 億 7376 万円 9 億　319 万円

特
別
会
計

国民健康保険事業勘定 32 億 9775 万円 32 億 6110 万円 3665 万円
駐車場 1 億 4884 万円 1 億 3723 万円 1161 万円
公共下水道事業 7 億 6219 万円 7 億 1381 万円 4838 万円
農業集落排水事業 6106 万円 5910 万円 196 万円
介護保険 15 億 3108 万円 14 億 3712 万円 9396 万円
訪問看護事業 5097 万円 2324 万円 2773 万円
後期高齢者医療 2 億 9658 万円 2 億 8755 万円 903 万円

小　　　計 207 億 2542 万円 195 億 9291 万円 11 億 3251 万円
 企業会計（収益的収支：税抜）

水 道 事 業 6 億 6462 万円 4 億 8513 万円 1 億 7949 万円
病 院 事 業 23 億 1661 万円 22 億 8622 万円 3039 万円
合　　　計 237 億  665 万円 223 億 6426 万円 13 億 4239 万円

※表中の金額は、原則として万円単位未満を四捨五入としましたが、端数調整の都合上これによらないものもあります

歳入総額 237億   億   億 665万円
歳出総額 223億6426万円

を認定29年度
決算審査
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29 年度 決算審査
一般質問 町への提言！
先進地の取り組みを視察
商工会との懇談会
議場コンサート開催のお知らせ

決算集中審査
　　注目したのはココ!

6
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歴
史
的
な
米
朝
首
脳
会
談
に
よ

り
米
朝
間
で
歩
み
寄
り
が
始
ま
る

中
、
日
本
の
対
北
朝
鮮
方
針
に
も

関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
関
東
甲
信
地
域
の
梅
雨
明
け
が

６
月
中
と
統
計
開
始
以
来
最
速
と

な
っ
た
も
の
の
、
日
本
各
地
で
記

録
的
な
降
雨
あ
る
い
は
地
震
が
頻

発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
浅
間
山

を
抱
え
て
い
る
住
民
と
し
て
、
日

頃
か
ら
災
害
に
対
し
準
備
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
と
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。�

（
遠
山
）

　
こ
の
度
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
を
務
め
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
、
金
山
の
ぞ
み
と
申
し
ま
す
。
軽
井

沢
町
議
会
の
こ
と
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
議
会

だ
よ
り
を
よ
り
多
く
の
方
に
読
ん
で
頂
く
た
め
、
そ

し
て
私
と
同
世
代
の
方
々
に
も
町
政
や
議
会
に
興
味

を
持
っ
て
頂
き
、
身
近
に
感
じ
て
頂
き
た
い
と
思
っ

た
こ
と
が
、
今
回
読
者
モ
ニ
タ
ー
を
お
引
き
受
け
さ

せ
て
頂
い
た
き
っ
か
け
で
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
大
好

き
な
軽
井
沢
町
に
微
力
な
が
ら
も
こ
の
よ
う
な
形
で

貢
献
で
き
、
大
変
嬉
し
く
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　
私
自
身
、
毎
号
改
善
さ
れ
て
い
き
、
よ
り
わ
か
り

や
す
く
な
っ
た
議
会
だ
よ
り
を
読
む
こ
と
が
楽
し
み

に
な
り
ま
し
た
。
色
々
な
ご
都
合
で
議
会
傍
聴
へ
直

接
足
を
運
ぶ
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
方
に
こ
そ

ぜ
ひ
読
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
議
会
だ
よ
り

は
議
員
の
皆
様
が
町
政
の
た
め
に
日
頃
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
、
今
後
の
町
政
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か

が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　
今
後
も
よ
り
良
い
議
会
だ
よ
り
作
成
の
た
め
に
議

会
だ
よ
り
編
集
の
メ
ン
バ
ー

の
方
々
と
共
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
金
山
の
ぞ
み

（
原
文
マ
マ
）
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議会だよりモニター アンケート議会だよりモニター アンケート
予算審議や委員会レポートは、話題が唐突なので、
先に町からの予算案等の内容がかいつまんで説明が
あるとわかりやすい。（旧軽井沢 男性）
　前後関係がわからないとのご指摘は複数いただき
ました。長すぎてかえって複雑になってもいけませ
んが、できるだけ説明を加えていきたいと思います。

Ｑに対して、Ａが難しいです。下段にあるイラスト
はとても分かりやすいです。（追分 女性）
　ありがとうございます。議会 Q&A はモニターの
皆さまの声から発案されたページです。できるだけ
わかりやすく、を身上として今後も改善を重ねてま
いります。

対象を「皆様」とするより、求める年齢層を明確に
（千ヶ滝 女性）
　次回募集時は明確にしたいと思います。
モニター募集とお便りは同ページが良いのでは？

（中軽 女性）
　今回は写真募集を重視したため、記事が離れまし
た。同種の記事は集めていこうと思います。

○は賛成、－は反対と思うが、反対は × の方がわか
りやすくないか。（旧軽井沢 男性）
　町村議会会議規則では、採決は「賛成」する議員
の起立を求め、過半数かどうかで判断することに
なっています。着席の議員には賛否を明らかにしな
い者も含まれており、すべてが「反対」であるとは
限らないためです。

今回はモニターの皆様からのご意見の一部を紹介します

このように毎号たいへん多くのご意見を頂戴し、「さらに伝わる」紙面作りに役立てています。

いきさつがよくわからない Ｑ&Ａはわかりやすいが、答えをもっとやさしく

モニター募集、対象を明確に「賛否のわかれた議案」の賛否がわかりにくい

答
答

答

答

答
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宝
性
寺
の
山
門
の
前
に

咲
く
ク
リ
ン
ソ
ウ
で
す
。

九
輪
草
と
も
書
き
ま
す

が
、
輪
の
よ
う
に
重
な
っ

て
咲
く
花
の
様
子
を
、
五

重
塔
な
ど
仏
塔
の
先
に
た

つ
「
九
輪
」
に
見
立
て
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。「
祈

り
の
花
」
と
か
「
無
心
の

花
」
と
も
言
わ
れ
る
と
き

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
場
所
に
咲
い
て
い
る

の
も
何
か
意
味
が
あ
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ

こ
は
お
気
に
入
り
の
場
所

で
毎
年
撮
影
し
て
い
ま
す
。

�

（
中
軽
井
沢
　
K
・
T
）

表
紙
の
こ
と
ば

町
村
議
会
改
革

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
長
野

軽
井
沢
町
議
会

�

研
修
会

5
月
7
日（
月
）松
本
市
に
て

５
月
８
日
（
火
）

軽
井
沢
町
に
て

第４回

軽井沢町議会が開催運営

　
今
回
で
4
回
目
と
な
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
当
議
会
が

呼
び
か
け
人
と
な
り
、
県
内

58
町
村
の
う
ち
17
町
村
の
議

会
と
他
県
か
ら
の
議
員
の
参

加
も
含
め
議
員
・
事
務
局
職

員
合
わ
せ
て
約
2
0
0
人
が

集
ま
っ
た
。
県
内
の
町
村
議

会
選
挙
で
も
定
数
割
れ
し
た

こ
と
か
ら
、
前
回
に
引
き
続

き
「
議
員
の
な
り
手
不
足
」

を
テ
ー
マ
に
熱
い
議
論
を
交

わ
し
た
。

議
会
の
見
え
る
化
で

な
り
手
不
足
を
解
消

飯
綱
町
寺
島
前
議
長

　
め
ざ
す
議
会
像
の
三
つ
の
柱

を①
追
認
機
関
か
ら
脱
し
議
会

の
役
割
と
責
任
を
果
た
す
。

②
政
策
立
案
・
提
言
活
動
を

定
着
さ
せ
町
長
と
の
善
政

競
争
を
進
め
る
。

③
議
会
へ
の
住
民
参
加
を
広

げ
議
会
を
「
見
え
る
化
」

す
る
。

と
し
た
。
議
員
が
代
わ
っ
て

も
改
革
を
後
戻
り
さ
せ
な
い

と
の
強
い
決
意
で
臨
ん
で
い

る
。
議
員
が
出
て
い
な
い
集

落
か
ら
若
い
人
、
女
性
を
議

会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
、
政
策

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
選
出
。

こ
の
中
か
ら
５
人
の
議
員
が

出
て
来
た
こ
と
は
特
筆
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。

事
例
報
告

休
日
・
夜
間
議
会
の
導
入

喬
木
村
議
会
下
村
議
長

　
会
社
勤
め
等
を
続
け
な
が

ら
議
員
活
動
で
き
る
よ
う
導

入
し
た
「
休
日・
夜
間
議
会
」

の
経
過
や
課
題
を
発
表
。

　
通
年
会
期
を
組
み
合
わ
せ

て
の
調
査
研
究
時
間
の
確
保

等
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の

意
見
聴
取
・
傍
聴
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
さ
ら
に
磨
き
を

か
け
て
い
く
。

講
評

山
梨
学
院
大
学
江
藤
教
授

　
な
り
手
不
足
問
題
は
、
住

民
を
含
め
皆
で
考
え
る
こ
と

が
大
切
。
そ
の
上
で
議
会
の

魅
力
、
地
域
力
を
ア
ッ
プ
さ

せ
る
。
町
村
議
会
に
女
性
が

議
員
と
し
て
入
れ
る
仕
掛
け

が
必
要
。
今
後
、
事
例
集
作

成
や
法
改
正
に
向
け
提
言
活

動
が
必
要
。

住
民
力
を
活
用
し

　

魅
力
あ
る
議
会
に

山
梨
学
院
大
学
江
藤
教
授

　
信
頼
さ
れ
魅
力
あ
る
議
会

と
は
、
議
会
か
ら
の
政
策
サ

イ
ク
ル
で
住
民
福
祉
の
政
策

に
つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

①
住
民
を
起
点
に
し
て
い
く
。

②
所
管
事
務
調
査
等
を
行
う
。

③
財
政
に
関
わ
る
。

④
総
合
計
画
に
ど
う
関
わ
る

か
。

主
権
者
教
育
、
市
民
教
育
の

役
割
を
議
会
改
革
は
持
っ
て

い
る
。
主
権
者
教
育
に
も
議

会
改
革
は
大
切
で
あ
る
。

　
ま
た
住
民
の
力
を
借
り
な

が
ら
住
民
自
治
を
進
め
る
こ

と
も
大
切
で
あ
る
。

議
会
と
の
主
権
者

　

教
育
の
事
例
紹
介

月
刊
ガ
バ
ナ
ン
ス
千
葉
編
集
長

　
可
児
市
議
会
の
高
校
生

キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
は
議
会

側
か
ら
働
き
か
け
て
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
縁
塾
」
が
で
き
、
卒
業
生

が
後
継
と
な
り
活
躍
し
て
い

る
。
町
づ
く
り
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
は
何
年
後
を
想
定

す
る
か
が
キ
ー
だ
。
５
年
後

の
設
定
だ
と
あ
る
程
度
想
像

で
き
る
。
松
本
市
議
会
は
、

松
本
工
業
高
校
の
先
生
と
連

携
し
通
学
時
の
自
転
車
通
路

の
事
で
高
校
生
が
請
願
を
提

出
。
こ
れ
を
議
会
が
採
択
し

た
こ
と
に
よ
り
、
高
校
生
が

自
分
達
の
困
り
事
で
の
政
治

参
加
が
で
き
、
議
会
を
身
近

に
感
じ
て
い
る
。

研
修
を
終
え
て

　
主
催
議
会
と
し
て
２
回
目

を
終
え
次
回
を
宮
田
村
議
会

に
託
し
役
目
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
翌
日

の
研
修
会
は
な
か
な
か
聞
け

な
い
寺
島
前
議
長
の
話
に
議

会
改
革
の
必
要
性
を
再
確
認

し
た
。
江
藤
教
授
か
ら
の
指

摘
、
千
葉
編
集
長
か
ら
の
的

確
な
先
進
事
例
の
紹
介
等
、

２
日
間
で
本
当
に
濃
い
研
修

が
で
き
感
謝
し
て
い
る
。
今

後
当
議
会
に
お
い
て
も
さ
ら

な
る
議
会
改
革
を
進
め
て
い

き
た
い
。

「118号議会だより軽井沢」の
　　　　　　　　内容訂正について
7ページの掲載内容に誤りがありました。正しい
内容につきましては下記のとおりです。内容を訂
正し、深くお詫び申しあげます。

記
７ページ５段落目「発達障がい児支援」に関する
記事の1つ目の「問」中、
　　　誤：「発達障がい者サポート要請講座」
　　　正：「発達障がい者サポート養成講座」
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陳情はこうなりました
〔陳情第1号〕国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を求める陳情書

陳 情 者 趣　　旨 補 足 説 明 本会議結果

軽井沢町
教職員組合
代表者　鈴木晶子

どの子にもゆき届いた教育の
ために国の責任による 35 人
学級の推進と教育予算の増額
を求める。

県では35人学級となっているが、教
員配置の関係で実際は 35 人以上と
なっているケースは多々あり、国が義
務標準法を改正することにより、35
人体制を確立してもらいたいため。

賛成多数で
採択
関係機関に
意見書を提出

〔陳情第2号〕義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情書
陳 情 者 趣　　旨 補 足 説 明 本会議結果

軽井沢町
教職員組合
代表者　鈴木晶子

教育の機会均等とその水準の
維持向上のために不可欠な義
務教育費国庫負担制度を堅持
し、負担率を２分の１に復元
を求める。

義務教育費国庫負担制度は堅持され
ているものの地方の財政状況による
教育格差が広がらないよう国庫負担
の増額を求める。

賛成多数で
採択
関係機関に
意見書を提出

〔陳情第3号〕「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の
　　　　　　  採択を求める陳情書

陳 情 者 趣　　旨 補 足 説 明 本会議結果

佐久地区
労働組合連合会
議長　小林吟子

労働者の約 4 割が非正規雇
用、年収 200万円以下のワー
キング・プアである。これは
消費低迷、生産縮小、雇用破
壊と貧困の拡大を招いてお
り、最低賃金の改善を行い経
済の好循環を目指すことが望
ましい。

最低賃金をすぐに 1000 円以上に引
き上げること、全国一律最低賃金制
度の確立など地域間格差を縮小させ
るための施策を進めること、中小企
業支援策を拡充させること、雇用の
創出と安定に資する政策を実施する
ことを求める。

賛成多数で
採択
関係機関に
意見書を提出

●賛否のわかれた議案

（
○
は
賛
成
、
議
長
は
議
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
。）

議　　　　案

1

　寺
田
和
佳
子

2

　西

　
　千
穂

3

　押
金

　洋
仁

4

　利
根
川
泰
三

5

　栁
澤

　信
介

6

　遠
山

　隆
雄

7

　横
須
賀
桃
子

8

　川
島
さ
ゆ
り

9

　土
屋

　好
生

10

　佐
藤

　幹
夫

12

　佐
藤

　敏
明

13

　大
浦

　洋
介

14

　土
屋

　
　浄

15

　篠
原

　公
子

16

　内
堀

　次
雄

議決結果

陳情第１号
国の責任による35人学級推進と、教育予算の
増額を求める陳情書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 採択
（13：2）

陳情第２号
義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める
陳情書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 採択
（13：2）

陳情第３号
「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める
意見書」の採択を求める陳情書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － － ○ － ○ 採択
（11：4）

発委第３号
義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める
意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ 可決
（13：2）

意見書については、ホームページの会議録をご覧ください。
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委員会リポート

総 務
常任委員会

委員会リポート

社会
常任委員会

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
機
器
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　購
入
の
契
約

消
防
ポ
ン
プ
車

　

購
入
は

問
　
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入

（
第
一
部
・
旧
軽
井
沢
）

に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
質
疑
応
答
書
が
公
開

さ
れ
て
い
た
が
、
買
替
車

両
の
車
検
ま
で
の
期
間
が

短
い
が
、
納
期
は
間
違
い

な
く
大
丈
夫
か
。

答
　
納
期
に
つ
い
て
は
確

認
を
し
て
お
り
間
違
い
な

い
。

問
　
よ
り
性
能
の
高
い
高

圧
三
段
ポ
ン
プ
を
提
案
さ

れ
て
い
な
が
ら
、
町
は
高

い
性
能
の
も
の
で
な
く
て

も
よ
い
と
い
う
判
断
を
し

て
い
る
が
。

答
　
二
段
式
タ
ー
ビ
ン
ポ

ン
プ
以
上
で
あ
れ
ば
送
水

性
に
つ
い
て
問
題
は
な
く
、

高
い
性
能
は
い
ら
な
い
。

借
宿
バ
イ
パ
ス
線

　
　

工
事
に
つ
い
て

問
　
借
宿
バ
イ
パ
ス
線
工

事
に
お
い
て
、
継
ぎ
目
の

工
事
（
鉄
板
）
な
の
か
雷

の
よ
う
な
音
が
響
き
、
近

隣
で
苦
情
と
な
っ
て
い
る

が
、
い
つ
解
消
さ
れ
る
の

か
。

答
　
音
の
軽
減
の
た
め
、

ボ
ル
ト
固
定
や
、
土
嚢
を

い
れ
た
り
、
ま
た
パ
ッ
キ

ン
を
い
れ
た
り
、
対
策
を

行
っ
て
い
る
。

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
工

事
が
9
月
末
に
完
了
す
る

見
通
し
で
、
そ
の
後
埋
め

戻
し
に
入
り
鉄
板
が
と
れ

る
の
は
11
月
末
に
な
る
予

定
。町

道
の
認
定
に

　
　

つ
い
て

問
　
町
道
を
新
し
く
認
定

す
る
に
あ
た
っ
て
、
道
幅

を
拡
幅
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
の
か
。

答
　
現
況
の
幅
員
で
行
っ

て
お
り
、
拡
幅
の
検
討
は

し
な
か
っ
た
。

問
　
な
ぜ
入
札
者
が
１
社

で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
入

札
方
法
は
一
般
競
争
入
札

で
あ
っ
た
の
か
。

答
　
今
回
は
制
限
付
き
一

般
競
争
入
札
で
行
い
、
そ

の
結
果
１
社
で
あ
っ
た
。

こ
の
方
法
は
入
札
意
欲
の

あ
る
者
が
誰
で
も
参
加
で

き
る
も
の
で
あ
り
、
参
加

者
は
指
名
競
争
入
札
に
比

べ
る
と
不
特
定
多
数
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
ど

の
程
度
の
者
が
参
加
す
る

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
参

加
資
格
も
あ
ら
か
じ
め
告

知
し
て
い
る
の
で
、
入
札

が
１
社
で
あ
っ
た
と
し
て

も
問
題
は
な
い
と
捉
え
て

い
る
。

問
　
一
般
競
争
入
札
の
要

網
に
よ
る
と
、
物
品
等
に

関
し
て
は
７
０
０
万
円
以

上
と
な
っ
て
い
る
が
。

答
　
予
定
価
格
が
７
０
０

　
住
民
票
な
ど
を
閉

庁
時
で
も
取
得
で
き

町
民
の
利
便
性
の
向

上
が
図
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
31
年
4

月
よ
り
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ

て
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民

票
等
の
証
明
を
取
得

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
す
。
今
回

の
契
約
は
、
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
に
向
け
た
機
器

類
の
購
入
で
す
。

万
円
以
上
で
あ
っ
た
た
め

議
案
に
上
程
し
た
。

問
　
今
後
コ
ン
ビ
ニ
交
付

の
シ
ス
テ
ム
を
継
続
し
て

い
っ
た
場
合
、
保
守
や
更

新
の
時
期
に
は
今
回
の
１

社
以
外
も
入
札
に
参
加
で

き
る
の
か
。

答
　
今
後
に
お
い
て
も
制

限
付
き
一
般
競
争
入
札
に

は
な
る
が
、
だ
れ
で
も
参

加
で
き
る
。

問
　
シ
ス
テ
ム
の
内
容
的

に
、
今
後
も
特
定
の
者
し

か
入
札
に
参
加
で
き
な
い

な
ど
の
心
配
は
な
い
か
。

答
　
今
回
は
機
器
の
購
入

で
あ
る
が
、
今
後
は
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い

く
の
で
現
行
の
シ
ス
テ
ム

に
合
う
も
の
を
進
め
て
い

く
。
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G20閣僚会合町民会議を審議 議案
審議

補正
予算

問
　
関
係
閣
僚
会
合
町
民
会
議
委
託
に
つ
い
て
、
G

7
の
検
証
結
果
を
ふ
ま
え
て
G
20
を
ど
の
よ
う
に
行

お
う
と
し
て
る
の
か
。

答
　
G
7
と
同
じ
よ
う
な
形
で
、
町
民
会
議
を
立
ち

上
げ
、
そ
こ
に
委
託
す
る
。
内
容
は
、
旅
費
、
印
刷

消
耗
費
、
会
議
費
、
通
信
費
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ

ベ
ン
ト
の
委
託
費
。

問
　
旅
費
は
G
7
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
外
国
等
へ

も
視
察
す
る
の
か
。

答
　
環
境
省
・
経
済
産
業
省
へ
打
ち
合
わ
せ
で
出
張

す
る
回
数
と
人
数
で
約
90
万
円
。
ま
た
、
県
へ
の
出

張
旅
費
約
30
万
円
。
な
お
、
外
国
へ
行
く
予
定
は
な

い
。

問
　
国
や
県
へ
の
出
張
は
町
行
政
で
は
な
く
、
町
民

会
議
で
行
く
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
旅
費
47
万
円
は
町
の
担
当
者
の
出
張
旅
費
で
あ

る
。
そ
の
他
、
委
託
料
の
な
か
で
旅
費
が
あ
り
、
二

つ
に
わ
け
て
町
民
会
議
の
な
か
で
旅
費
を
設
定
し
て

い
る
。

問
　
G
7
の
際
、
あ
ま
り
経
済
効
果
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
声
が
多
い
。
非
常
に
発
信
力
の
あ
る

特
派
員
協
会
な
ど
を
通
じ
て
、
広
く
発
信
し
て
い
た

だ
き
経
済
効
果
を
高
め
る
こ
と
を
考
え
て
は
。

答
　
G
20
各
国
大
使
館
と
の
交
流
の
な
か
で
、
経
済

的
波
及
効
果
を
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
の

部
分
に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会
や
町
民
会
議
を
通
し

て
進
め
て
い
き
た
い
。
特
派
員
協
会
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
特
派
員
協
会
に
関
し
て
予
算
が
も
ら
れ
て
い
な

い
が
、
予
算
を
も
る
考
え
は
。

答
　
今
の
段
階
で
は
詳
細
も
わ
か
ら
な
い
の
で
考
え

て
は
い
な
い
が
、
今
後
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
。

問
　
町
民
会
議
の
構
成
は
。

答
　
基
本
的
な
構
成
は
G
7
の
時
と
同
じ
予
定
。

問
　
2
1
7
0
万
円
の
町
民
会
議
へ
の
委
託
費
の
具

体
的
内
容
は
。

答
　
旅
費
は
東
京
・
長
野
と
の
出
張
費
1
2
0
万
円
。

印
刷
消
耗
費
と
し
て
、
バ
ナ
ー
・
ピ
ン
バ
ッ
チ
・
ス

テ
ッ
カ
ー
・
記
念
グ
ッ
ズ
等
作
成
に
1
3
5
0
万

円
。
会
議
費
50
万
円
（
視
察
団
へ
の
お
土
産
代
含

む
）。
通
信
費
50
万
円
。
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン

ト
2
0
0
日
前
、
1
0
0
日
前
の
イ
ベ
ン
ト
2
回
に

そ
れ
ぞ
れ
3
0
0
万
円
、
計
6
0
0
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

土
地
鑑
定
委
託
は

問
　
土
地
鑑
定
委
託
55
万
円
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
実

施
計
画
に
の
っ
て
い
た
事
業
な
の
か
、
ま
た
、
ど
の

よ
う
な
内
容
で
、
そ
の
目
的
は
。

答
　
場
所
は
中
保
育
園
西
側
の
遊
休
農
地
で
あ
る
。

内
容
と
し
て
は
、
現
所
有
者
か
ら
の
売
却
意
向
の
申

し
出
が
あ
る
な
か
、
現
状
、
中
保
育
園
で
は
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
る
ご
と
に
J
A
軽
井
沢
支
所
や
中
部

小
に
駐
車
場
を
借
り
る
な
ど
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

駐
車
場
や
園
庭
な
ど
の
利
用
を
目
的
に
当
該
土
地
を

取
得
す
る
た
め
の
土
地
鑑
定
で
あ
る
。
な
お
、
実
施

計
画
に
は
な
い
事
業
で
あ
る
。

二
手
橋
公
衆
ト
イ
レ
用

地
購
入

1
3
3
2
万
円

問
　
用
地
は
現
在
の
場

所
か
。
ま
た
面
積
は
。

観
光
経
済
課
長
　
現
在
の
場
所
で
3
4
8
㎡
。

町
道
長
倉
佐
倉
線
新
設
改
良
工
事
に
伴
う
用
地
購

入
増
7
0
0
万
円

問
　
購
入
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

地
域
整
備
課
長
　
9
月
ま
で
に
購
入
し
10
月
か
ら

工
事
着
手
と
考
え
て
い
る
。

小
中
学
校
I
C
T
教
育
支
援
委
託

　6
4
0
万
円

問
　
文
部
科
学
省
か
ら
I
C
T
支
援
員
の
指
示
が

4
校
に
1
名
と
い
う
こ
と
だ
が
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
支

援
と
い
う
こ
と
で
、
指
導
す
る
立
場
の
教
員
の
た

め
の
I
C
T
の
支
援
員
。
各
校
に
1
名
ず
つ
配
置

す
る
。

部
活
動
指
導
員
賃
金

　1
0
0
万
円

問
　
ど
の
部
活
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
カ
ー
リ
ン
グ
。

問
　
ど
こ
に
委
託
す
る
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
と
カ
ー

リ
ン
グ
は
、
S
C
軽
井
沢
ク
ラ
ブ
。

今度はどのように？
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議会って

どんなところ
？

政務活動費とは
なんですか？

政務活動費で購入した
資料にはどんなもの
があるのですか？

政務活動費を使った
視察研修の成果は
どのように活かして

いますか？

Q1

Q2

Q3

A

A

A

議会Q&A議会Q&A
とかくわかりづらく、とっつきにくいイメージがある議会ですが、このコーナーでは議会の基本的なしく
みをやさしくわかりやすく解説しながら、皆さまの疑問にお答えしていきたいと思います。

地方議会議員が調査研究などに使う費用の一部として交付されるも
のです。会派の代表者または会派無所属議員は、収支報告書に領収
書を添付して議長に提出します。
交付額を超過した政務活動費は、会派・議員が自己負担しています。
使わなかった政務活動費は返還されます。当町議会は、政務活動費
の使途（使い道）、政務活動費を使って受講した研修
等の報告書を議会ホームページで公開しています。
領収書など詳細は議会事務局で閲覧できます。

政務活動費には、右ページの調査研究費や研修費、広報・広聴費の
ように用途別にいくつか種類がありますが、そのうち資料購入費に
あたるものとしては議会や自治体、政策に関する研究書や定期刊行
物などがあります。
一例…「議会と自治体」
　　　 「地方議会議員ハンドブック」
　　　 「地方自治問題解決事例集」
　　　 「軽井沢の歴史資料」
　　　 「月刊ガバナンス」

各議員がそれぞれ問題意識を持って、研修を受けています。
一例…「医療・介護・健幸政策を考える」
　　　 「地域公共交通の基礎知識」
　　　 「あなたの町の自治体財政・見える化」
　　　 「医師・看護師不足と地方議会」
　　　 「成功する公共施設マネジメント」
これら研修受講で得られた知見や先進事例を踏まえ、各委員会や一
般質問等での行政に対する提言につなげたり、議員力向上に活かす
などしています。
議会ホームページの視察報告（会派・議員等）で、各議員の受けた
研修内容や考察を閲覧することができます。
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29 年 4 月から 30 年 3 月までの政務活動費として、議員 1 人につき月額 8,300 円× 12 ヶ月で、
99,600 円が交付されました。
（詳細は、軽井沢町議会ホームページをご覧になるか、議会事務局までお問い合わせ下さい。）

調査研究費
●会派や議員が行う町の事務、地方行財政等に関す
る調査研究（視察を含む）及び調査委託に要する
経費。
研修費
①会派や議員が行う研修会、講演会等の実施（共同
開催を含む）に要する経費。
②団体等が開催する研修会（視察を含む）講演会等
への会派や議員及び会派や議員が雇用する職員の
参加に要する経費。
広報・広聴費
●会派や議員が行う活動の広報・広聴活動に要する
経費。
要請陳情等活動費★
●会派や議員が行う要請陳情活動、住民相談等の活
動に要する経費。
会議費★
①会派や議員が行う各種会議、住民相談会等に要す
る経費。

②団体等が開催する意見交換会等各種会議への会派
や議員の参加に要する経費。
資料作成費★
●会派や議員が行う活動に必要な資料を作成するた
めに要する経費。
資料購入費
●会派や議員が行う活動のために必要な図書、資料
等の購入、利用等に要する経費。
事務所費★
●事務所の設置及び管理に要する経費。
事務費
●活動に係わる事務の遂行に要する経費。
人件費★
●活動を補助する職員を雇用する経費。

★要請陳情等活動費、会議費、資料作成費、事務所費、人
件費は 29年度該当なし。

※交付額を超過した政務活動費は、会派・議員が自己負担しています。
※年度途中で会派を結成・解散した場合、結成・解散月の翌月から年度末までの政務活動費を交付します。

公開します!

平成 29年度政務活動費

会派・議員名
収　入 支　　　　　　出

返金額
政務活動費 調査研究費 研修費 広報・広聴費 資料購入費 事務費 支出合計

公明党（2名） 199,200 0 75,080 0 18,313 0 93,393 105,807
日本共産党（1名） 99,600 0 500 0 31,734 0 32,234 67,366
会派「考」（2名）※～４月 16,600 0 0 0 0 0 0 16,600
まちづくり研究会浅間（2名） 199,200 0 0 0 22,602 0 22,602 176,598
自由民主党（１名） 99,600 0 54,116 0 37,616 21,329 113,061 0
こぶし（３名）※５月～ 273,900 0 206,150 3,000 29,483 0 238,633 35,267
寺田　和佳子　※～４月 8,300 37,970 0 0 0 0 37,970 0
西　千穂　　※～４月 8,300 0 0 0 0 0 0 8,300
押金　洋仁　※～４月 8,300 0 0 0 0 0 0 8,300
利根川　泰三 99,600 0 41,220 0 24,914 0 66,134 33,466
栁澤　信介 99,600 0 0 0 42,296 0 42,296 57,304
遠山　隆雄 99,600 0 129,500 0 8,400 0 137,900 0
横須賀　桃子 99,600 8,100 0 95,934 0 0 104,034 0
市村　守　　※５月～ 91,300 0 0 0 22,453 0 22,453 68,847
佐藤　敏明　※５月～ 91,300 0 0 0 66,787 0 66,787 24,513
内堀　次雄 99,600 0 0 0 58,002 0 58,002 41,598

議員に交付する政務活動費の説明
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指定管理者制度の課題をきく

病院経営を視察
【日程】平成30年5月15日（火）
 ～ 16 日（水）

視察報告
社　会

常任委員会

︻
神
奈
川
県
三
浦
市
︼

三
浦
市
立
病
院
の
﹁
地

方
公
営
企
業
法
全
部
適

用
﹂
に
よ
る
経
営
改
革
と

地
域
医
療
の
理
念
を
掲
げ

て
の
医
師
確
保
策

︻
経
営
改
革
の
歩
み
︼

平
成
20
年
　
民
間
病
院
等

経
営
経
験
の
民
間
人
を
事

務
長
に
採
用

平
成
22
年
　
医
療
職
給
与

適
正
化
に
よ
る
反
発
等
か

ら
医
療
職
の
大
量
退
職

平
成
22
年
　
地
方
公
営
企

業
法
全
部
適
用
を
導
入
　

平
成
22
年
　
訪
問
診
療
を

開
始

︻
注
目
す
べ
き
取
り
組
み
︼

・
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
雇
用

・
医
師
を
除
く
全
員
に
勤

務
評
定
を
導
入
、
職
員

給
与
費
に
対
す
る
医
業

収
支
比
率
を
17
・
3
％

改
善

・
病
院
事
業
運
営
に
貢
献

し
た
者
に
手
当
を
支
給

・「
三
浦
な
ら
で
は
」
と

い
う
地
域
医
療
の
志
を

掲
げ
、
同
調
す
る
医
師

の
み
採
用

・
毎
月
、
経
営
情
報
を
出

し
て
全
職
員
で
共
有

︻
考
察
︼

病
院
改
革
は
、「
全
部

適
用
を
始
め
る
ま
で
何
も

で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
一
部
適
用
で

何
が
で
き
何
が
で
き
な
い

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
大
切
な

こ
と
は
理
念
、
意
思
表
明
、

ま
た
は
取
り
組
ん
で
い
る

改
革
を
発
信
し
て
い
く
と

共
に
地
域
に
合
っ
た
理
念

を
発
信
し
て
い
く
こ
と
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

院
長
が
「
三
浦
市
な
ら

で
は
」
と
い
う
理
念
を
発

信
し
医
師
の
定
着
に
成
功

し
た
点
を
力
強
く
説
い
て

い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し

た
。

　︻
愛
知
県 

東
栄
町
︼

国
民
健
康
保
険
東
栄
病

院
の
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
か
ら
見
え
て
く
る
課

題

︻
公
設
民
営
化
の
歩
み
︼

平
成
16
年

・
病
院
再
生
計
画
を
策
定

・
療
養
病
棟
の
分
離
、
夕

方
、
日
曜
外
来
を
実
施

平
成
19
年

・
指
定
管
理
者
制
度
（
公

設
民
営
）
の
導
入

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
業
務
を
開
始

平
成
27
年
　
介
護
療
養
型

老
人
保
健
施
設
を
休
止

平
成
29
年
　
協
議
会
を
設

置
し
病
院
の
経
営
形
態
を

検
討

平
成
30
年
　
公
設
公
営
へ

戻
す

︻
考
察
︼

東
栄
病
院
で
は
深
刻
な

高
齢
化
と
人
口
減
少
の
た

め
患
者
数
が
減
少
し
た
こ

と
で
赤
字
経
営
を
脱
却
で

き
ず
、
医
療
崩
壊
を
避
け

る
た
め
に
規
模
を
縮
小
し

公
営
に
戻
し
た
こ
と
は
理

解
で
き
ま
し
た
。

公
設
民
営
化
に
し
た
こ

と
で
、
人
事
裁
量
が
独
立

し
経
営
安
定
の
た
め
の
迅

速
な
判
断
も
可
能
と
な
っ

一口
メモ

「地方公営企業法全部適用」とは…組織や職員の身分規定など全ての条文を適用
することで、新たに任命される病院事業管理者が予算や職員の人事権を持ち給料
も決められる制度です。

た
一
方
で
、
病
院
運
営
の

分
離
と
と
も
に
町
・
議
会

と
の
「
つ
な
が
り
」
も
希

薄
に
な
っ
た
こ
と
が
課
題

で
あ
っ
た
と
の
こ
と
は
当

町
で
の
経
営
改
善
を
考
え

る
上
で
大
い
に
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
病
院

長
の
﹃
地
域
医
療
と
は
守

る
も
の
で
は
な
く
、
ど
の

よ
う
に
活
か
し
て
い
く
か

が
大
切
で
あ
る
﹄
と
の
言

葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。

一口
メモ

全職員で経営情報を共有
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平成30年7月25日　第119号 10

一 般 質 問

押金 洋仁

住民課長

今後は住民への効果的な情報伝達に努めたい

防災行政無線の放送は
住民のニーズを意識して

問

防
災
行
政
無
線
を
用

い
て
情
報
を
提
供
す
る
際
、

放
送
す
る
情
報
の
選
択
に
、

ど
の
よ
う
な
基
準
を
設
け

て
い
る
か
。

住
民
課
長
　
防
災
行
政
無

線
管
理
運
用
規
定
に
よ
り

行
っ
て
い
る
。
住
民
課
長

を
責
任
者
と
し
て
お
り
、

希
望
す
る
課
な
ど
が
放
送

依
頼
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
よ
り
行
っ
て
い
る
。

問
　
若
葉
ま
つ
り
の
期
間

中
、
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト
も

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

発
地
市
庭
の
特
定
の
イ
ベ

ン
ト
だ
け
を
繰
り
返
し
放

送
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

意
図
か
ら
か
。

観
光
経
済
課
長
　
発
地

市
庭
も
3
年
目
を
迎
え
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

９
日
間
を
成
功
さ
せ
た
い

と
い
う
こ
ち
ら
の
強
い
思

い
が
あ
っ
た
が
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
空
気
が
合
わ
な

か
っ
た
と
い
う
点
は
反
省

を
し
て
お
り
、
お
わ
び
申

し
上
げ
る
。

問
　
そ
れ
ほ
ど
ニ
ー
ズ
の

高
く
な
い
情
報
が
届
い
て
、

火
災
な
ど
知
ら
せ
て
ほ
し

い
情
報
が
届
か
な
い
な
ど

こ
の
あ
た
り
を
し
っ
か
り

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

住
民
課
長
　
今
後
は
、
配

信
を
希
望
す
る
担
当
課
と

協
議
を
し
て
、
住
民
へ
の

効
果
的
な
情
報
伝
達
に
努

め
て
い
き
た
い
。

風
土
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

成
果
物
を
ど
う
活
か
す

問
　
こ
の
３
月
に
、
軽
井

沢
駅
北
口
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

フ
ロ
ン
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
提
言

書
が
ま
と
め
ら
れ
た
が
、

ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。

総
合
政
策
課
長
　
提
言
は
、

短
期
的
・
中
長
期
的
な
方

策
例
を
示
し
て
お
り
、
今

後
の
新
軽
井
沢
地
区
の
エ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
具
現
化
に

向
け
た
取
り
組
み
で
活
用

し
て
い
き
た
い
。

問
　
関
わ
っ
た
住
民
は
提

言
を
実
現
さ
せ
た
い
と
い

う
思
い
で
や
っ
て
い
る
。

将
来
像
も
描
き
な
が
ら
、

短
期
的
な
課
題
解
決
の
た

め
に
少
し
で
も
具
体
的
な

形
と
し
て
見
え
る
活
か
し

方
も
あ
る
べ
き
で
は
。

総
合
政
策
課
長
　
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
中
で
、
50

年
、
1
0
0
年
先
に
向
け

た
目
標
を
描
き
、
そ
こ
に

つ
な
げ
る
た
め
に
、
今
で

き
る
こ
と
、
中
長
期
で

や
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
い
き
た
い
。

描いたからには少しでも実現させたい

『軽井沢駅北口まちづくりデザインガイド』より
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平成30年7月25日　第119号9

一 般 質 問

問
　
第
1
種
住
居
地
域
で

3
0
0
㎡
以
上
の
敷
地
内

に
建
物
を
建
て
る
場
合
、

道
路
境
界
か
ら
２
ｍ
セ
ッ

ト
バ
ッ
ク
を
し
て
建
設
と

な
っ
て
い
る
が
そ
の
根
拠

は
。

環
境
課
長
　
地
域
の
環
境

を
保
全
し
良
好
な
生
活
環

境
を
確
保
す
る
た
め
植
栽

の
た
め
の
場
所
を
確
保
す

る
必
要
性
を
鑑
み
、
後
退

距
離
を
数
値
化
し
た
。

問
　
狭
あ
い
道
路
で
奥
行

が
あ
ま
り
な
い
場
合
は
ど

う
な
る
の
か
。

地
域
整
備
課
長
　
幅
員
4

ｍ
未
満
の
道
路
に
つ
い
て

は
、
道
路
の
中
心
か
ら
２

ｍ
を
道
路
の
境
界
線
と
す

る
た
め
自
己
の
土
地
で

あ
っ
て
も
建
築
物
の
敷
地

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

環
境
課
長
　
一
定
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
も
の
に

限
り
、
道
路
境
界
線
部
分

を
除
い
た
土
地
に
つ
い
て

後
退
距
離
の
緩
和
を
協
議

に
よ
っ
て
認
め
る
場
合
が

あ
る
。

問
　
４
面
の
う
ち
２
面
が

道
路
に
面
し
て
い
る
角
地

の
場
合
、
後
退
は
そ
れ
ぞ

れ
２
ｍ
ず
つ
か
。

環
境
課
長
　
角
地
で
２
面

が
道
路
に
面
し
て
い
れ
ば

そ
れ
ら
の
面
の
後
退
基
準

は
２
ｍ
以
上
と
な
る
。

問
　
町
道
で
な
く
私
道
の

場
合
も
中
心
か
ら
２
ｍ
が

道
路
の
境
界
と
な
る
の
か
。

環
境
課
長
　
私
道
も
中
心

か
ら
２
ｍ
が
境
界
と
な
る
。

問
　
広
報
か
る
い
ざ
わ
６

月
号
に
町
道
で
狭
あ
い
道

路
買
い
取
り
記
事
が
あ
っ

た
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

地
域
整
備
課
長
　
道
路
の

中
心
か
ら
２
ｍ
の
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
分
の
う
ち
、
私
有

地
を
町
で
買
い
上
げ
る
制

度
。A

L
T
講
師
の

　

雇
用
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か

問
　
町
で
は
現
在
A
L
T

講
師
４
名
が
業
務
委
託
で

イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
の
講

師
１
名
が
直
接
雇
用
と
聞

い
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
A
L 

T
講
師
は
雇
用
に
関
わ
る

費
用
や
教
育
委
員
会
の
労

力
を
考
え
業
務
委
託
と
し

て
い
る
。
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン

教
育
の
先
生
は
、
県
の
研

究
指
定
校
の
指
定
を
受
け

直
接
雇
用
で
採
用
し
た
。

問
　
町
内
在
住
外
国
人
の

直
接
雇
用
を
し
な
い
の
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
過
去

に
突
然
の
帰
国
や
退
職
に

よ
る
後
任
の
雇
用
に
苦
慮

し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は

業
務
委
託
と
な
っ
て
い
る
。

地域の環境を保全し良好な生活環境を確保するため

環境課長

利根川 泰三

自然保護対策基準による
 セットバックの根拠は

狭あい道路におけるセットバック

一口
メモ

「イマージョン教育」とは…当町の場合は授業で日本語は一切使わず、すべて英
語で行う教育方法です。

一口
メモ

セットバック
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平成30年7月25日　第119号 8

一 般 質 問

問
　
住
民
参
加
型
町
づ
く

り
を
進
め
て
見
え
て
き
た

課
題
と
は
。

総
合
政
策
課
長
　
住
民
参

画
が
十
分
で
な
い
こ
と
だ
。

問
　
住
民
の
意
見
を
ど
れ

く
ら
い
町
づ
く
り
へ
反
映

で
き
た
と
考
え
る
か
。

総
合
政
策
課
長
　
実
現
で

き
る
こ
と
を
進
め
て
い
る
。

問
　
住
民
参
画
の
町
づ
く

り
を
進
め
行
政
の
能
率
は

向
上
し
た
の
か
。

総
合
政
策
課
長
　
意
見
を

反
映
で
き
る
・
で
き
な
い

を
判
断
す
る
時
間
が
必
要

と
な
り
能
率
は
低
下
し
た
。

問
　
住
民
参
画
を
効
率
的

に
進
め
る
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
協
働
で
行
っ
て
は
。

総
合
政
策
課
長
　
運
営
方

法
な
ど
を
見
直
し
て
い
く
。

町
長
　
区
の
活
動
等
を
通

し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
通
い
の
場
な
ど
住
民

が
多
く
集
う
場
所
へ
積
極

的
に
出
向
い
て
は
ど
う
か
。

総
合
政
策
課
長
　
要
望
が

あ
れ
ば
出
向
い
て
い
る
。

問
　
意
見
を
的
確
に
町
づ

く
り
へ
反
映
す
る
工
夫
は
。

総
合
政
策
課
長
　
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
で
あ

る
。

問
　
全
て
の
意
見
や
提
案

に
返
答
す
る
べ
き
だ
が
。

総
合
政
策
課
長
　
現
在
全

て
に
返
答
し
て
い
な
い
が
、

今
後
は
検
討
し
た
い
。

問
　
事
業
の
計
画
段
階
で

内
容
に
該
当
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
か
ら
意
見
を
聞
い
て
は
。

総
合
政
策
課
長
　
こ
れ
か

ら
の
課
題
と
し
て
考
え
る
。

問
　
全
職
員
が
官
民
協
働

を
理
解
す
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
研
修
は
。

総
合
政
策
課
長
　
研
修
は

実
施
し
て
い
な
い
が
、
年

１・
２
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
職
員
参
加
を
促

し
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の

　
　

有
効
活
用
を

問
　
新
た
に
必
要
な
学
習

の
環
境
づ
く
り
と
は
。

教
育
長
　
小
中
学
校
で
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
と
教

職
員
の
負
担
軽
減
で
あ
る
。

問
　「
教
え
る
」か
ら「
考

え
る
」
学
習
ス
タ
イ
ル
に

関
す
る
支
援
が
必
要
だ
が
。

教
育
長
　
共
に
学
ぶ
と
い

う
研
修
を
進
め
て
い
る
。

問
　
学
校
生
活
に
適
応
し

づ
ら
い
児
童
・
生
徒
に
対

す
る
新
た
な
取
り
組
み
は
。

教
育
長
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
た
支
援
な
ど
だ
。

問
　
学
習
面
を
考
慮
し
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
貸
与
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
家
庭

学
習
も
必
要
だ
と
考
え
る
。

横須賀 桃子
区の活動などを通して進める

町長

住民参加型の暮らしづくりを

タブレットを活用し参加型学習「アクティブ ラーニング」を

一口
メモ

「アクティブ ラーニング」とは…教員による一方向的な教育とは異なり、児童・
生徒がグループ・ワークなどを通して主体的に課題を解決しようとする参加型の
学習方法です。

一口
メモ
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平成30年7月25日　第119号7
一口
メモ

「マイナポータルを利用しての子育てワンストップサービス」とは…通常、行政
の子育てサービスを受けるには住民票の写しが必要になるなど煩雑ですが、マイ
ナンバーカードを使って 24時間どこからでも電子申請できる仕組みです。

問
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
は

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
入
っ
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
が
必
須
で
あ
る
。
取
得

の
周
知
普
及
を
。

住
民
課
長
　
住
民
課
窓
口
、

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

さ
ら
に
周
知
を
図
っ
て
い

く
。

問
　
イ
ベ
ン
ト
等
住
民
の

身
近
に
出
向
く
考
え
は
。

住
民
課
長
　
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
出
向
く
こ
と

も
含
め
機
会
や
方
法
に
つ

い
て
は
研
究
し
て
い
く
。

問
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

住
民
課
長
　
シ
ス
テ
ム
構

築
を
し
、
来
年
２
月
下
旬

に
は
稼
働
確
認
が
で
き
る

状
態
に
し
て
い
く
。

問
　
役
場
窓
口
と
コ
ン
ビ

ニ
と
の
料
金
の
差
は
。

住
民
課
長
　
料
金
設
定
は

今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
　
証
明
用
写
真
機
の
導

入
検
討
は
。

住
民
課
長
　
検
討
し
た
経

緯
は
な
い
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
対
応
し
て
い
く
。

問
　
政
府
が
運
用
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し

て
の
「
子
育
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
や

２
０
２
０
年
か
ら
始
ま
る

保
険
証
と
し
て
の
運
用
で

は
、
生
活
習
慣
病
等
デ
ー

タ
把
握
で
健
康
増
進
に
役

立
て
ら
れ
る
が
。

住
民
課
長
　
一
部
稼
働
済

み
だ
が
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
を
順
次
拡
充
予
定
。

特
定
健
診
受
診
履
歴
デ
ー

タ
等
、
今
後
国
の
動
向
を

注
視
し
調
査
研
究
す
る
。

問
　
お
子
さ
ん
の
健
康
情

報
の
保
存
や
閲
覧
が
可
能

な
電
子
母
子
手
帳
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
研
究
し

導
入
に
つ
い
て
検
討
を
し

て
い
く
。

災
害
対
応
型

　
　

自
動
販
売
機
の

　

設
置
拡
充
を

問
　
災
害
対
応
型
自
動
販

売
機
の
設
置
場
所
は
。

総
務
課
長
　
公
共
施
設
で

は
役
場
、
病
院
、
く
つ
か

け
テ
ラ
ス
、
消
防
署
。

問
　
二
次
避
難
所
、
福
祉

避
難
所
で
の
設
置
拡
充
を
。

総
務
課
長
　
施
設
利
用
状

況
を
見
た
上
で
メ
ー
カ
ー

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
　
全
町
で
メ
ー
カ
ー
と

の
災
害
協
定
を
結
べ
な
い

か
。

総
務
課
長
　
災
害
時
応
援

協
定
を
締
結
し
た
中
で
提

案
し
て
い
き
た
い
。

住民課長

さらなるマイナンバーカードの
 普及促進を

引き続き周知を図っていく
川島 さゆり

一 般 質 問

マイナンバーカードで子育てをバックアップ

一口
メモ
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町への提言 !!一般
質問

川島　さゆり （7ページ）

●さらなるマイナンバーカードの普及促進を
●災害対応型自動販売機の設置拡充を

横須賀　桃子 （8ページ）

●住民参加型の暮らしづくりを
●タブレットの有効活用を

利根川　泰三 （9ページ）

●自然保護対策基準によるセットバックの根拠は
●ALT講師の雇用はどのようになっているのか

押金 洋仁 （10ページ）

●防災行政無線の放送は住民のニーズを意識して
●風土フォーラムのプロジェクトチーム成果物を
　どう活かす

 一般質問

検索軽井沢町議会

病院祭会場にて

一問一答で町側答弁も含め１時間以内となっています。
内容に関しては要約して掲載しています。
議事録は議会ホームページで閲覧できます。
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6
月
植
物
園
園
長
に
診
て

も
ら
い
1
本
だ
け
残
っ
て

い
た
木
の
対
策
を
し
て
い

た
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
た

め
処
分
し
た
。

は
み
出
し
た
隣
地
の

木
の
枝
に
対
し
て
は

問
　
隣
地
の
別
荘
な
ど
か

ら
木
の
枝
が
は
み
出
し
て

い
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に

対
処
す
れ
ば
よ
い
か
。

住
民
課
長
　
ご
自
身
で
法

務
局
へ
行
き
、
登
記
簿
を

取
得
し
、
所
有
者
へ
直
接

連
絡
し
て
い
た
だ
く
よ
う

案
内
し
て
い
る
。
倒
木
や

枝
の
落
下
な
ど
、
放
置
す

る
こ
と
に
よ
り
人
身
等
に

損
害
が
生
じ
る
危
険
な

ケ
ー
ス
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
該
当
木
の
所
有

者
を
確
認
し
、
相
談
者
に

連
絡
を
取
っ
て
も
ら
う
よ

う
通
知
文
を
出
し
て
い
る
。

特
定
外
来
生
物
の

駆
除
を

問
　
民
地
に
群
生
し
て
い

る
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
等

の
特
定
外
来
生
物
に
つ
い

て
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な

駆
除
対
策
を
お
こ
な
っ
て

い
る
か
。

環
境
課
長
　
町
内
で
は
駆

除
対
象
と
な
る
特
定
外
来

生
物
は
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ

ギ
ク
・
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ

ウ
・
ア
レ
チ
ウ
リ
の
3
種

類
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
特
定
外
来
生
物
に

つ
い
て
は
、
軽
井
沢
サ
ク

ラ
ソ
ウ
会
議
の
協
力
を
得

な
が
ら
駆
除
活
動
を
実
施

し
て
お
り
、
民
地
の
場
合

は
所
有
者
に
声
を
か
け
実

施
し
て
い
る
。
駆
除
に
関

す
る
周
知
活
動
は
、
広
報

か
る
い
ざ
わ
、
F
M
軽
井

沢
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

掲
載
す
る
と
と
も
に
区
を

通
じ
て
チ
ラ
シ
を
配
布
し

て
い
る
。

ご
み
出
し
ル
ー
ル
の

周
知
を

問
　
区
に
加
入
し
て
い
な

い
方
に
対
し
て
、
ご
み
の

出
し
方
等
の
周
知
・
指
導

を
強
化
し
て
も
ら
え
な
い

か
。

環
境
課
長
　
町
で
は
区
に

加
入
し
て
い
な
い
方
も
含

め
、
す
べ
て
の
住
民
に
対

し
、
ご
み
の
出
し
方
等
の

周
知
・
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
周
知
方
法
は
、
各
区

へ
4
カ
月
ご
と
に
、
ご
み

出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
、

配
布
し
て
お
り
、
区
未
加

入
者
や
別
荘
所
有
者
に
対

し
て
も
環
境
課
窓
口
で
配

布
し
て
い
る
。
ま
た
、
分

別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
、

広
報
か
る
い
ざ
わ
や
別
荘

所
有
者
向
け
の
特
集
号
で

の
周
知
記
事
の
掲
載
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
関
連

情
報
の
掲
載
を
し
て
い
る
。

指
導
方
法
は
、
連
合
衛
生

委
員
に
よ
る
ご
み
集
積
所

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
ご
み
排

出
者
へ
の
直
接
指
導
を
実

施
し
て
い
る
。

公
民
館
分
館

　
　

修
繕
費
の
増
額
を

問
　
修
繕
費
の
助
成
が
現

在
の
決
ま
り
で
は
修
繕
費

の
2
分
の
1
と
な
っ
て
い

る
。
小
規
模
の
区
で
は
負

担
が
大
き
い
の
で
補
助
率

を
見
直
し
て
も
ら
え
な
い

か
。

生
涯
学
習
課
長
　
公
民
館

分
館
建
設
補
助
金
交
付
要

綱
に
よ
り
、
30
万
円
を
超

え
た
修
繕
に
対
し
2
分
の

1
以
内
で
補
助
金
を
交
付

し
て
お
り
、
要
綱
を
見
直

す
考
え
は
な
い
。

オオハンゴンソウ

生態系を
守るために
駆除したい

オオキンケイギク アレチウリ

一口
メモ

「特定外来生物」とは…生態系や人の生命・身体、農林水産業に被害を及ぼすお
それがあるとして環境大臣等が指定する、海外から持ち込まれた生物です。

一口
メモ
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ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　
　

コ
ー
ス
の
整
備
を

問
　
杉
瓜
か
ら
八
風
山
の

尾
根
伝
い
に
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
整
備
を
し
て

ほ
し
い
。

観
光
経
済
課
長
　
町
内
に

は
信
濃
路
自
然
歩
道
・
旧
　

碓
氷
峠
遊
覧
歩
道
を
は
じ

め
と
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が

数
多
く
あ
り
、
八
風
山
の

麓
か
ら
頂
上
ま
で
の
整
備

は
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

杉
瓜
ま
で
の
尾
根
伝
い
は
、

地
形
上
整
備
す
る
の
は
現

状
と
し
て
は
厳
し
い
と
考

え
る
。

交
通
対
策
は

問
　
碓
氷
軽
井
沢
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
車

が
多
く
、
南
軽
井
沢
区
の

住
民
が
県
道
下
仁
田
軽
井

沢
線
に
出
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
信
号
機
を
付
け
る

な
ど
の
対
策
を
し
て
ほ
し

い
。

副
町
長
　
県
道
下
仁
田
軽

井
沢
線
に
交
差
す
る
道
路

が
何
本
も
あ
り
ど
こ
が
い

い
の
か
難
し
い
。
地
域
で

ま
と
ま
っ
た
意
見
を
出
し

て
も
ら
え
れ
ば
、
道
路
管

理
者
等
と
相
談
し
、
信
号

機
を
付
け
る
な
ど
の
対
策

を
考
え
た
い
。

問
　
茂
沢
に
は
循
環
バ
ス

が
来
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
小
学
生
は
町
が
手
配
す

る
タ
ク
シ
ー
に
よ
り
送
迎

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
中

学
生
や
高
校
生
に
つ
い
て

も
通
学
の
手
段
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

住
民
課
長
　
バ
ス
路
線
廃

止
地
区（
茂
沢
区・
峠
区
）

で
の
タ
ク
シ
ー
利
用
シ
ス

テ
ム
を
使
っ
た
補
助
事
業

を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
、

中
学
生
や
高
校
生
も
利
用

し
て
ほ
し
い
。

す
こ
や
か
お
出
か
け

利
用
券
を
郵
送
で

問
　
す
こ
や
か
お
出
か
け

利
用
券
を
、
郵
送
で
配
布

し
て
も
ら
え
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
利
用
券

は
金
券
扱
い
と
な
る
こ
と
、

ま
た
、
外
出
を
し
て
も
ら

う
こ
と
が
事
業
目
的
で
も

あ
る
た
め
、
現
在
の
と
こ

ろ
郵
送
に
よ
る
配
布
は
考

え
て
い
な
い
。
引
き
換
え

の
際
、
体
調
等
の
諸
問
題

が
あ
る
場
合
も
専
門
的
な

こ
と
も
含
め
て
職
員
が
即

座
に
対
応
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

軽
井
沢
病
院
の

　
　

対
応
改
善
を

問
　
肺
炎
球
菌
注
射
の
通

知
が
来
た
の
で
軽
井
沢
病

院
へ
行
っ
た
が
、
今
日
打

て
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
対
応
で
あ
っ
た
た
め
他

の
病
院
へ
行
き
当
日
打
っ

て
も
ら
っ
た
。
町
の
病
院

が
そ
の
よ
う
な
状
態
で
は

困
る
。

病
院
事
務
長
　
軽
井
沢
病

院
で
は
事
前
予
約
後
、
平

日
の
午
前
中
の
診
療
時
間

内
に
接
種
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
予
約
の
な
い
方
で

も
定
期
接
種
用
の
予
診
票

を
持
参
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
ワ
ク
チ
ン
の
在
庫
状

況
、
医
師
の
診
療
状
況
を

確
認
し
、
接
種
で
き
る
よ

う
対
応
し
て
い
る
。
こ
の

事
業
は
定
期
接
種
用
の
予

診
票
を
持
参
し
な
い
と
補

助
対
象
と
な
ら
な
い
。
今

回
の
ケ
ー
ス
は
、
日
時
等

不
明
の
た
め
詳
細
は
は
っ

き
り
し
な
か
っ
た
。
今
後

は
、
あ
い
ま
い
な
説
明
で

は
な
く
、
は
っ
き
り
し
た

説
明
が
す
ぐ
に
で
き
る
よ

う
関
係
部
署
に
指
示
し
た
。

問
　
ウ
ィ
ス
ラ
ー
か
ら
贈

ら
れ
軽
井
沢
病
院
の
敷
地

に
植
え
ら
れ
て
い
る
ト
ウ

ヒ
の
木
が
枯
れ
か
か
っ
て

い
る
。
何
か
対
策
は
。

病
院
事
務
長
　
軽
井
沢
病

院
に
ト
ウ
ヒ
が
3
本
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
昨
年

混雑時に住民が県道に出るには…

利用券の引き換えは対面にて
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ど
こ
で
実
施
し
て
い
る
か
。

観
光
経
済
課
長
　
食
品
衛

生
法
に
基
づ
く
基
準
値
で
、

山
菜
は
一
般
食
品
と
同
様

の
1
㎏
あ
た
り
1
0
0
ベ

ク
レ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

県
で
野
生
き
の
こ
類
及
び

山
菜
等
に
お
け
る
放
射
性

物
質
の
検
査
方
針
や
検
査

実
施
要
領
を
定
め
、
検
査

を
実
施
し
て
い
る
。
検
査

の
結
果
1
0
0
ベ
ク
レ
ル

以
上
の
放
射
性
物
質
が
検

出
さ
れ
て
い
る
町
の
山
菜

類
は
、
平
成
25
年
か
ら
県

の
指
示
に
よ
り
採
取
・
出

荷
の
制
限
が
継
続
し
て
い

る
。水

道
管
の
修
理
は

問
　
水
道
管
か
ら
の
水
漏

れ
に
よ
る
修
理
は
、
本
管

か
ら
分
岐
以
降
は
個
人
の

負
担
と
言
わ
れ
た
。
本
管

か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で

に
つ
い
て
は
公
費
負
担
す

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
そ

の
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

上
下
水
道
課
長
　
漏
水
時

の
費
用
負
担
の
方
法
は
近

隣
市
町
で
も
ま
ち
ま
ち
で

あ
る
。
本
管
か
ら
分
岐
さ

れ
た
給
水
装
置
は
設
置
者

の
も
の
で
あ
り
、
漏
水
箇

所
が
町
道
付
近
で
あ
る
場

合
は
通
行
上
支
障
が
あ
る

の
で
町
で
対
応
す
る
が
、

設
置
者
の
所
有
物
で
あ
る

給
水
装
置
か
ら
の
漏
水
は

設
置
者
で
費
用
負
担
し
て

も
ら
う
。

道
路
整
備
は

問
　
県
道
下
仁
田
軽
井
沢

線
沿
い
の
側
溝
を
清
掃
し

て
ほ
し
い
。

地
域
整
備
課
長
　
県
道
を

管
理
し
て
い
る
佐
久
建
設

事
務
所
に
連
絡
し
、
南
軽

井
沢
区
長
と
現
場
を
確
認

し
、
清
掃
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。

問
　
民
地
か
ら
道
路
に
は

み
だ
し
た
枝
を
町
は
伐
採

で
き
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長
　
民
法
上

町
が
伐
採
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
著
し
く
交
通
の

支
障
と
な
っ
て
い
る
箇
所

に
つ
い
て
は
、
登
記
簿
に

よ
り
土
地
の
所
有
者
を
調

べ
伐
採
の
了
解
を
得
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
な
お
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
前
の
7
月

と
降
雪
前
の
12
月
の
広
報

か
る
い
ざ
わ
等
で
敷
地
内

の
樹
木
管
理
の
記
事
を
掲

載
し
て
い
る
。

問
　
借
宿
バ
イ
パ
ス
線
が

開
通
し
て
も
油
井
地
区
の

通
過
車
両
が
減
る
と
は
限

ら
な
い
。
油
井
地
区
へ
の

車
両
を
制
限
で
き
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長
　
借
宿
バ

イ
パ
ス
線
は
借
宿
区
の
交

通
対
策
及
び
災
害
発
生
時

の
国
道
18
号
の
代
替
路

線
と
し
て
整
備
し
て
い

る
。
現
在
は
、
上
発
地
及

び
塩
沢
で
の
大
型
工
事
に

よ
る
通
過
車
両
が
多
い
が
、

近
々
に
工
事
が
終
了
す
る

た
め
減
少
す
る
の
で
は
な

い
か
。
借
宿
バ
イ
パ
ス
線

開
通
後
交
通
量
調
査
を
予

定
し
て
い
る
の
で
実
態
を

把
握
し
対
策
が
必
要
で
あ

れ
ば
検
討
し
た
い
。
　

防
災
対
策
は

問
　
火
災
発
生
時
の
住
民

へ
の
通
報
は
。

消
防
課
長
　
火
災
発
生
時

の
防
災
行
政
無
線
放
送
に

つ
い
て
は
、
6
月
1
日
よ

り
建
物
火
災
発
生
時
に
は

以
前
の
よ
う
に
実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

昨
年
10
月
か
ら
は
佐
久
広

域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
か

ら
地
図
付
災
害
案
内
メ
ー

ル
が
消
防
団
の
班
長
以
上

に
は
配
信
さ
れ
て
い
る
。

問
　
油
井
地
区
や
茂
沢
地

区
は
、
河
川
に
よ
る
水
害

が
一
番
心
配
だ
。
地
区
ご

と
に
異
な
る
災
害
の
心
配

に
配
慮
し
た
防
災
対
策
に

つ
い
て
町
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

総
務
課
長
　
油
井
及
び
茂

沢
は
重
要
水
防
区
域
と

な
っ
て
い
る
。
住
民
の
皆

さ
ん
は
日
頃
よ
り
万
が
一

に
備
え
避
難
す
る
と
き
の

待
ち
合
わ
せ
場
所
や
共
通

の
連
絡
先
な
ど
決
め
て
お

く
こ
と
も
と
て
も
大
事
で

あ
る
。

借宿バイパス線開通により油井への流入は減るはず

南軽井沢公民館油井公民館茂沢公民館
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「
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
」よ
り

「
議
会
と
ま
ち
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こ
の
語
り
合
い
の
場
は
、
議
会
活
動
の
様
子
を
地
域
に
出
向
い
て
住
民
の
皆
さ
ん
に
報
告
・
説
明
し
、
議
会
や
町
に
対

す
る
意
見
や
提
言
を
直
接
お
聞
き
し
て
、
政
策
立
案
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
5
月
9
日
南
軽
井
沢
公
民
館
、
5
月
10
日
油
井
公
民
館
、
5
月
11
日
茂
沢
公
民
館
の
3
会
場
で
45
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

生
活
排
水
処
理
は

問
　
公
共
下
水
道
の
区
域

外
で
、
敷
地
の
都
合
に
よ

り
合
併
処
理
浄
化
槽
が
設

置
で
き
ず
汲
み
取
り
式
の

ト
イ
レ
で
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
場
所
で
ト
イ

レ
を
水
洗
化
す
る
方
法
は

な
い
か
。

上
下
水
道
課
長
　
質
問
者

の
敷
地
の
状
況
や
特
殊
な

事
情
は
わ
か
ら
な
い
が
、

浄
化
槽
の
設
置
が
で
き
な

い
と
い
う
相
談
は
、
こ
こ

5
、
6
年
の
記
録
に
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
今
後

そ
の
よ
う
な
相
談
が
あ
れ

ば
県
の
建
築
課
、
設
置
者

及
び
施
工
業
者
と
も
協
議

し
最
善
な
方
法
で
水
洗
化

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

外
国
資
本
に
よ
る

土
地
買
収
は

問
　
町
内
の
土
地
が
外
国

資
本
に
よ
り
買
収
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
よ

う
な
土
地
の
取
得
状
況
を

把
握
し
て
い
る
か
。

税
務
課
長
　
法
務
局
か
ら

の
土
地
移
転
通
知
は
あ
る

が
外
国
資
本
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い
。

総
合
政
策
課
長
　
国
土
利

用
計
画
法
に
よ
り
、
一
定

の
面
積
以
上
の
土
地
を
取

得
し
た
場
合
に
は
町
へ
の

届
け
出
が
あ
る
。
外
国
資

本
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
住
所
地
が
外
国
及

び
外
国
企
業
名
と
思
わ
れ

る
物
件
が
こ
こ
数
年
で
3

件
あ
っ
た
。

語ろうあなたの思
い

寄
附
講
座
は

問
　
5
年
で
2
億
5
千
万

円
と
い
う
こ
と
だ
が
、
年

間
5
千
万
円
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
の
か
検
証
を

行
う
の
か
。

総
合
政
策
課
長
　
事
業
の

内
容
的
な
も
の
に
つ
い
て

は
進
捗
状
況
、
報
告
書
、

事
業
成
果
を
出
し
て
い
た

だ
き
検
証
す
る
。

G
20
大
臣
会
合
は

問
　
町
と
し
て
の
対
応
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

観
光
経
済
課
長
　
G
7
の

経
験
を
踏
ま
え
、
改
善
す

べ
き
は
改
善
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
今
後
、
町
民

会
議
で
検
討
し
、
そ
の
後
、

県
や
国
と
調
整
し
て
い
く
。

日
本
で
初
め
て
の
G
20
な

の
で
、
不
透
明
な
部
分
も

多
く
他
の
開
催
地
と
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

山
菜
の
出
荷
制
限
の

解
除
を

問
　
原
発
事
故
の
影
響
で

軽
井
沢
の
山
菜
は
出
荷
が

制
限
さ
れ
て
い
る
。
他
の

市
町
村
は
解
除
さ
れ
て
い

る
の
に
ど
う
し
て
か
。
ま

た
、
セ
シ
ウ
ム
の
測
定
は

寄附講座の拠点～社会基盤研究センター軽井沢オフィス（借宿）

後日、皆様からお聞きした内容を町側に質
ただ

しましたので、その結果の一部を掲載いたします。

一口
メモ

一口
メモ

「寄附講座」とは…行政組織や民間企業などから大学・学術機関に寄附された資
金や人材を活用し、研究活動を行うことです。
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一般質問、町への提言 !
病院経営の事例を視察
全議員の政務活動費を公開
議会Q&A　議会ってどんなところ？

語ろうあなたの思い
「議会とまちづくりを語る会」より

表紙：読者の方からの応募写真です
（表紙のことばは17ページ）

検索軽井沢町議会

2
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あなたの写真が議会だよりの表紙に！
せっかくよく撮れているのに眠っている写真ありませんか？
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風景や街角スナップ、生き物などジャンルは問いません

未発表作品 複数応募可
●タテ位置（タテ向き） ●デジタルデータ ●軽井沢町内で撮影した作品に限ります。
●人物の場合は掲載許可が必要です。 ●著作権・二次利用許諾要件等を遵守してください。
●採用された場合、お名前の掲載をお願いすることがあります。

議会事務局に応募する旨を、電話またはメールでお知らせください。
デジタルデータの送付方法等をご相談させていただきます。
連絡先：軽井沢町議会事務局
　　　　〒389-0192　長野県北佐久郡軽井沢町大字長倉 2381-1
　　　　メールアドレス：gikai@town.karuizawa.nagano.jp
　　　　電話：0267-45-8910

応 募 方 法
平成30年
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00

　
例
年
に
な
く
雪
の
少
な
い
冬

が
過
ぎ
、
暖
か
な
春
で
迎
え
た

3
月
会
議
。
30
年
度
一
般
会
計

予
算
案
で
熱
い
議
論
。

　
ウ
ィ
ス
ラ
ー
市
姉
妹
都
市
提

携
20
周
年
記
念
碑
設
置
工
事
に

賛
否
。
予
算
案
に
修
正
動
議
が

出
さ
れ
、
本
会
議
で
の
討
論

を
経
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、

色
々
な
も
の
の
見
方
が
あ
る
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。�

（
栁
澤
）

　
４
年
前
に
退
職
に
伴
い
軽
井
沢
に
東
京
か
ら
移
住

し
て
き
ま
し
た
。
東
京
に
い
る
と
あ
ま
り
議
員
さ
ん

や
首
長
に
お
会
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
町
で

は
大
賀
ホ
ー
ル
に
行
け
ば
時
々
町
長
さ
ん
が
出
迎
え

て
く
れ
ま
す
し
議
員
さ
ん
と
も
老
人
会
や
そ
の
他
い

ろ
い
ろ
な
懇
親
会
で
お
会
い
し
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

こ
の
町
に
来
て
政
治
が
身
近
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　
地
方
自
治
は
民
主
主
義
の
学
校
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
国
政
は
議
院
内
閣
制
で
多
数
党
が
首
相
を
指
名

し
内
閣
を
組
閣
し
ま
す
が
町
は
住
民
が
直
接
首
長
を

選
ぶ
二
元
代
表
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
政
は
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
が
あ
り
ま
す
が
町
議
会
に
は
そ
う

い
う
対
立
は
余
り
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
町
民
の
権

利
や
福
祉
を
軽
井
沢
と
い
う
町
の
実
情
に
応
じ
て
実

現
す
る
活
動
で
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
年
に
４
回
発
行
さ
れ
ま
す
が
町
の

広
報
誌
に
比
べ
て
読
ん
で
お
ら
れ
る
方
が
少
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
い
る
と
各

議
員
さ
ん
が
町
の
身
近
な
問
題
を
住
民
目
線
で
よ
く

調
べ
ら
れ
、
町
長
に
質
問
、
提
案
さ
れ
て
い
る
の
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
私
も
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
と

し
て
読
み
や
す
く
、
分
か
り

や
す
く
、
み
ん
な
に
読
ま
れ

る
紙
面
作
り
を
提
言
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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オンライン英会話でリスニング力も向上

住民主体の元気な町づくり

●
佐
賀
県
上
峰
町	

10
月
4
日

　「I
C
T
教
育
」

●
佐
賀
県
太
良
町	

10
月
5
日

　「町
立
太
良
病
院
の
経
営
改
革
」

●
長
崎
県
佐
々
町	

10
月
6
日

　「通
い
の
場
」

上
峰
町
役
場

公
立
学
校
で
は
ス
カ
イ

プ
を
利
用
し
た
全
国
初
と

な
る
外
国
人
講
師
（
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
）
に
よ
る
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
の
オ
ン
ラ
イ

ン
英
会
話
学
習
を
、
５
・

６
年
生
を
対
象
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

I
C
T
支
援
員
・
推
進
員

を
配
置
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

に
関
す
る
支
援
を
教
員
に

対
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

考
察
　
小
学
校
で
の
オ
ン

ラ
イ
ン
英
会
話
は
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
の
併
用
で
効
果
を
得

て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
町

で
も
有
用
だ
と
考
え
ま
す
。

た
だ
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
だ

け
で
は
な
く
、
ス
カ
イ
プ

の
グ
ル
ー
プ
会
話
機
能
を

使
用
し
て
大
勢
の
中
で
の

会
話
能
力
も
身
に
つ
け
る

べ
き
だ
と
も
感
じ
ま
し
た
。

町
立
太
良
病
院

経
営
感
覚
研
鑽さ

ん
の
た
め

に
、
事
務
長
自
身
も
病
院

経
営
管
理
士
の
資
格
を
持

ち
、
病
院
事
務
長
研
修
を

積
極
的
に
受
け
て
い
ま
す

が
、
役
職
者
や
事
務
ス

タ
ッ
フ
に
も
リ
ー
ダ
ー
研

修
の
受
講
を
促
し
、
意
識

改
革
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
う
し
た
研
修
の

場
で
情
報
交
換
を
し
、
医

療
環
境
に
関
す
る
情
報
収

集
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

考
察
　
現
状
の
経
営
状
況

を
中
立
的
な
立
場
か
ら
見

え
る
化
し
、
客
観
的
な
調

査
方
法
の
も
と
に
当
町
の

病
院
が
ど
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
の
か
を
冷
静
に
判

断
す
る
た
め
に
も
、
太
良

町
の
「
地
方
公
営
企
業
等

経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
」
の
よ
う
な
分
析
事

業
は
、
必
要
だ
と
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

佐
々
町
地
域
包
括

　

支
援
セ
ン
タ
ー

住
み
慣
れ
た
地
域
で
住

民
が
安
心
し
て
歳
を
重
ね

て
い
く
た
め
に
、「
地
域

力
を
活
か
し
た
住
民
主
体

の
地
域
づ
く
り
」
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
町
独
自

の
高
齢
者
支
援
シ
ス
テ
ム

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
住
民
主
体
の
支
援
体

制
を
活
か
し
、
介
護
さ
れ

る
人
も
介
護
す
る
人
も
元

気
に
な
る
町
づ
く
り
の
基

盤
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

考
察
　
超
少
子
高
齢
社
会

に
お
い
て
、
住
民
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
地

域
医
療
と
と
も
に
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
地
域
の
特
性

に
合
わ
せ
た
町
独
自
の
高

齢
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
早

急
に
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
と
強
く
感
じ
る
視
察
で

あ
り
ま
し
た
。

視察報告
社　会
常任委員会

一口
メモ

一口
メモ 「スカイプ」とは…インターネット回線を使って会話するテレビ電話のことです。
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●
福
岡
市
役
所	

11
月
7
日

　「官
民
協
働
事
業
」

●
熊
本
市
役
所	

11
月
8
日

　「熊
本
地
震
の
農
業
被
害
と
対
策
」

●
水
俣
市
福
田
農
場	

11
月
9
日

　「6
次
産
業
化
の
取
組
」

視察報告
総　務
常任委員会

福
岡
市
役
所

公
共
施
設
は
施
設
の
老

朽
化
な
ど
維
持
管
理
運
営

の
た
め
、
今
後
は
一
般
に

自
治
体
は
厳
し
い
財
政
問

題
に
直
面
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
管
理
形
態

と
し
て
「
指
定
管
理
者
制

度
」
が
あ
り
、
当
町
で
は

14
施
設
が
こ
の
制
度
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
を
は

じ
め
と
す
る
民
間
活
力
を

活
か
し
た
官
民
協
働
事
業

（
以
下
P
P
P
）
は
、
コ

ス
ト
や
合
理
性
を
考
え
た

と
き
、
い
ま
や
必
要
不
可

欠
な
方
法
論
と
な
っ
て
お

り
、
先
進
地
の
福
岡
市
で

様
々
な
P
P
P
の
手
法
に

つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

最
も
参
考
に
な
っ
た
こ

と
は
「
P
P
P
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」。
P
P
P
の

手
法
は
多
岐
に
わ
た
り
、

ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら
は

じ
め
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
、
勉
強
会
や
対
話
の

場
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

こ
れ
は
福
岡
市
が
大
事
に

し
て
い
る
「
地
域
を
育
む

心
」
に
基
づ
い
て
お
り
、

地
場
産
業
が
競
争
力
を
高

め
て
い
く
こ
と
を
重
視
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
九
州

大
学
と
の
連
携
で
運
営
さ

れ
て
お
り
、
産
官
学
で
地

域
力
を
底
上
げ
す
る
取
り

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
町
で
も
昨
年
、
信
州

大
学
・
東
京
大
学
と
の
包

括
的
連
携
協
定
が
締
結
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
協
定
に

期
待
し
、「
P
P
P
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
よ
う
な

場
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

熊
本
市
役
所

28
年
に
発
生
し
た
熊
本

地
震
に
よ
る
農
業
被
害
は
、

一
部
営
農
再
開
の
見
通
し

が
立
た
な
い
状
況
に
追
い

込
ま
れ
る
な
ど
甚
大
な
も

の
で
し
た
。
対
策
と
し
て

は
、
迅
速
に
被
害
状
況
を

ウ
を
蓄
積
し
な
が
ら
販
路

拡
大
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開

発
・
製
造
・
販
売
が
、
企

業
間
連
携
の
中
で
一
連
の

循
環
を
生
ん
で
い
ま
す
。

軽
井
沢
の
6
次
産
業
化
の

こ
れ
か
ら
の
展
望
を
考
え

る
う
え
で
大
き
な
ヒ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

一口
メモ

「指定管理者制度」とは…公共施設の管理運営の方法です。民間のノウハウで行
政の直営よりコストを削減できること、また、民間ならではの受益者ニーズに合っ
たサービスを提供できることなどがメリットとして挙げられます。

把
握
す
る
作
業
に
努
め
、

発
生
3
日
後
に
は
、
り
災

証
明
の
受
付
・
発
行
を
開

始
。
復
旧
復
興
方
針
は
、

国
・
県
の
補
助
事
業
を
最

大
限
活
用
し
、
農
家
負
担

を
軽
減
し
ま
し
た
。

避
難
所
運
営
の
た
め
の

協
議
会
の
必
要
性
や
受

援
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応

な
ど
、
平
常
時
か
ら
考
え
、

訓
練
す
る
重
要
性
等
、
大

い
に
教
訓
と
な
り
ま
し
た
。

水
俣
市
福
田
農
場

福
田
農
場
は
、
不し

ら
ぬ
い

知
火

海
を
一
望
す
る
丘
の
上
に

あ
り
、
特
産
の
甘
夏
を
バ

レ
ン
シ
ア
オ
レ
ン
ジ
に
、

不
知
火
海
を
地
中
海
に
見

立
て
、
ス
ペ
イ
ン
を
テ
ー

マ
に
し
た
観
光
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
は
、
他
企

業
等
と
の
連
携
で
ノ
ウ
ハ

一口
メモ

6 次産業化へのヒントは？

特産の甘夏をジュースに加工
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委員会リポート

総 務
常任委員会

委員会リポート

社会
常任委員会

固
定
資
産
税
前
納

報
奨
金

1
0
0
分
の
0
・
1
に

こ
だ
わ
る
理
由
は
何
か

問
　
段
階
的
に
率
を
減
ら

し
て
い
る
が
、
前
納
報
奨

金
は
な
く
す
の
か
。

答
　
全
国
的
傾
向
で
は
廃

止
さ
れ
て
い
る
。
今
回

0
・
1
に
下
げ
将
来
的
に

廃
止
を
考
え
て
い
く
。

問
　
思
い
切
っ
て
な
く
し

た
ら
ど
う
か
、
残
す
こ
と

に
意
味
が
あ
る
の
か
。

答
　
廃
止
は
検
討
し
た
が
、

財
政
運
営
上
、
固
定
資
産

税
の
占
め
る
率
が
高
い
。

税
収
の
60
％
以
上
が
4
月

に
入
る
の
は
大
き
い
。
財

政
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
含
め

も
う
少
し
残
し
た
い
。

な
ぜ
急
に
指
名

　

競
争
入
札
か
ら

　
　

一般
競
争
入
札
試
行

に
転
じ
た
の
か

問
　
12
月
会
議
で
町
は

「
一
般
競
争
入
札
は
や
ら

な
い
。
議
会
で
議
論
し
て

い
た
だ
き
政
策
提
言
し
て

も
ら
い
た
い
。」
と
明
確

に
断
言
し
て
い
た
。
議
会

が
議
論
し
て
い
な
い
中
、

い
き
な
り
の
試
行
案
と

な
っ
た
。
議
会
に
は
地
元

業
者
を
使
う
と
い
う
方
向

も
あ
っ
た
が
、
試
行
と
は

い
え
な
ぜ
急
に
一
般
競
争

入
札
に
な
っ
た
の
か
。

答
　
様
々
課
題
が
あ
る
の

で
試
行
と
い
う
形
で
行
う

が
本
実
施
で
は
な
い
。
物

品
に
つ
い
て
は
議
員
か
ら

指
摘
が
あ
り
、
工
事
に
つ

い
て
は
地
元
業
者
育
成
と

災
害
時
の
対
応
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
が
、
物
品
に
つ

い
て
ま
ず
は
試
し
て
み
る

こ
と
に
な
っ
た
。
今
回
は

制
限
付
き
の
一
般
競
争

入
札
で
あ
り
、
工
事
は

5
千
万
円
以
上
、
物
品
等

の
購
入
は
7
0
0
万
円
以

上
で
試
行
し
、
ま
ず
は
町

内
で
で
き
る
か
、
地
域
要

件
か
ら
絞
っ
て
次
に
評
点

と
い
う
形
で
行
う
。
試
行

的
実
施
の
中
で
課
題
を
検

討
し
て
い
く
。

問
　
A
ラ
ン
ク
業
者
が
B

ラ
ン
ク
入
札
に
参
加
で
き

な
い
よ
う
に
制
限
は
か
け

ら
れ
る
の
か
。

答
　
評
点
な
の
で
何
点
以

上
と
い
う
形
で
や
っ
て

い
く
。
今
回
の
試
行
は
、

5
千
万
円
以
上
な
の
で
A

ラ
ン
ク
の
評
点
以
上
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
B
ラ
ン

ク
工
事
事
業
は
該
当
し
な

い
。

問
　
B
ラ
ン
ク
は
指
名
競

争
入
札
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
B
ラ
ン
ク
以
下
は
今

ま
で
通
り
指
名
競
争
入
札

に
な
る
。

消
防
団
員
公
務
災

害
補
償
、
O
B
へ
の

適
用
は

問
　
消
防
団
O
B
が
消
防

作
業
を
手
伝
っ
た
場
合
、

公
務
災
害
補
償
の
対
象
に

な
ら
な
い
の
か
。

答
　
消
防
作
業
従
事
者
、

救
急
業
務
従
事
者
、
応
急

措
置
従
事
者
も
対
象
に
な

る
。

居
宅
介
護
支
援
事

業
者
の
指
定
権
限

が
県
か
ら
町
へ

問
　
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
の
指
定
権
限
が
県
か
ら

町
へ
移
譲
さ
れ
る
。
し
っ

か
り
と
し
た
監
視
・
指
導

が
で
き
る
の
か
。

答
　
勧
告
・
命
令
・
指
定

の
取
消
し
等
の
権
限
が
町

へ
移
譲
さ
れ
る
が
、
今
ま

で
も
県
の
指
導
が
入
る
時

は
町
の
指
導
も
一
緒
に

行
っ
て
き
て
お
り
、
町
に

権
限
が
移
譲
さ
れ
た
後
も
、

県
も
同
じ
よ
う
に
指
導
等

は
協
力
体
制
で
行
っ
て
い

く
の
で
今
後
も
変
わ
ら
な

い
。
地
域
に
密
着
し
、
よ

り
身
近
な
と
こ
ろ
で
介
護

支
援
専
門
員
の
支
援
が
で

き
る
。

介
護
医
療
院
の

　
　
　
　
　創
設

問
　
新
し
く
開
設
さ
れ
る

介
護
医
療
院
と
は
ど
ん
な

施
設
か
。

答
　
介
護
保
険
施
設
と
し

て
、
介
護
老
人
福
祉
施

設
・
指
定
介
護
老
人
保
健

施
設
・
介
護
療
養
型
医
療

施
設
と
い
う
3
つ
の
施
設

が
あ
る
が
、
そ
の
内
の
介

護
療
養
型
医
療
施
設
に
代

わ
る
新
た
な
施
設
と
し
て

で
き
る
も
の
で
、
日
常
的

に
医
療
並
び
に
生
活
の
援

助
も
受
け
ら
れ
る
施
設
で

あ
る
。

消防団員辞令交付式

一口
メモ

「一般競争入札・指名競争入札」とは…一般競争入札は、公共事業の発注に際し、
工事概要などを公示したうえ数や規模を限定せず、一般の業者の競争入札によって
契約する方法です。指名競争入札は、あらかじめ登録された複数の業者を指名します。

一口
メモ

一口
メモ
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平成30年4月25日　第118号 20

エコツーリズム推進協議会を設置 議案
審議
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

問
　
こ
の
協
議
会
に
何
を
求
め
て
い
く
の
か
。

答
　
1
つ
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験
ツ
ア
ー
な
ど
の

コ
ト
消
費
の
た
め
の
商
品
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。

自
然
環
境
を
生
か
し
た
観
光
立
町
を
こ
の
協
議
会
を

通
し
て
推
進
し
た
い
。
景
観
を
よ
く
し
た
り
、
山
野

草
を
増
や
し
た
り
、
野
生
鳥
獣
等
も
よ
い
形
で
活
用

し
て
い
く
こ
と
に
目
を
向
け
た
い
。

問
　
協
議
会
の
開
催
頻
度
は
。

答
　
初
年
度
は
1
回
開
催
し
、
国
の
補
助
金
を
申
請

す
る
。
第
1
回
の
会
議
で
、
方
向
性
を
決
め
て
い
く

が
年
に
数
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
具
体
的
な
商
品
開
発
を
す
る
な
ら
民
間
主
導
だ

と
思
う
が
、
こ
の
協
議
会
で
大
丈
夫
か
。

答
　
協
議
会
の
中
に
は
民
間
の
委
員
も
い
る
ほ
か
、

事
務
局
が
あ
り
、
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

問
　
事
務
局
は
町
の
ど
の
部
局
が
担
当
し
、
ど
の
よ

う
に
調
整
し
て
い
く
の
か
。

答
　
観
光
経
済
課
観
光
商
工
係
に
設
置
す
る
。
県
や

環
境
省
と
連
絡
を
す
る
な
か
で
、
時
機
を
み
て
協
議

内
容
を
決
め
、
協
議
会
に
提
案
し
て
い
く
。

町
税
条
例
の一部
改
正

問
　
税
の
公
平
性
の
観
点
で
固
定
資
産
税
の
前
納
報

奨
金
交
付
率
の
改
正
を
す
る
と
あ
る
が
、
税
の
公
平

性
と
は
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
。
1
0
0
分
の

0
・
3
か
ら
1
0
0
分
の
0
・
1
に
改
正
す
る
根
拠

は
。
前
納
報
奨
金
の
実
績
は
。

答
　
前
納
報
奨
金
に
つ
い
て
、
一
括
納
付
で
き
る
方

が
限
ら
れ
て
く
る
こ
と
、
ま
た
固
定
資
産
税
に
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
納
税
者
間
で
不
公
平
感
が
生

じ
や
す
い
と
言
わ
れ
、
全
国
の
自
治
体
で
前
納
報
奨

金
に
つ
い
て
廃
止
、
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
町

で
は
29
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
税

額
約
70
億
円
に
対
し
、
第
一
期
ま
で
の
納
入
が
43
億

円
あ
っ
た
。

問
　
資
力
の
な
い
方
は
前
納
報
奨
金
制
度
を
活
か
せ
な

い
し
、
多
く
の
自
治
体
で
廃
止
や
見
直
し
が
あ
る
の
は
、

報
奨
金
に
充
て
る
財
源
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
と
も
聞
い
て
い
る
。
町
県
民
税
で
は
前
納
報
奨
金
を

廃
止
し
て
い
る
の
だ
し
、
今
回
、
1
0
0
分
の
0
・
1

を
残
す
の
で
は
な
く
、
廃
止
す
る
検
討
は
し
た
か
。

答
　
町
県
民
税
に
お
け
る
廃
止
理
由
は
特
別
徴
収

（
前
納
報
奨
金
の
恩
恵
あ
り
）
と
普
通
徴
収
の
間
で

不
公
平
が
あ
る
。
財
源
と
し
て
依
存
度
の
高
い
当

町
（
市
町
村
税
に
占
め
る
固
定
資
産
税
の
割
合
は
県

45
％
、
軽
井
沢
町
67
％
）
で
は
、
第
1
期
の
納
期
限

ま
で
の
納
税
は
町
の
財
政
運
営
上
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
の
で
、
今
回
の
改
正
で
は
廃
止
は
し
な
い
。

●
1
●
1
●
1
●
1
●
1
●●
1
●
1
●●
1
●
1
●●
1
●
1
●●
1
●
1
●●
1
●
1
●●
1
●
11
●
1
●
11
●
1
月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

一口
メモ 「コト消費」とは…経験・体験に対して価値を見出す消費行動のことです。

●
3
●
3
●
3
●
3
●
3
●
3
●
3
●●
3
●
3
●●
3
●
3
●●
3
●
3
●●
3
●
3
●●
3
●
3
●●
3
●
33
●
3
●
33
●
3
●
33
●
3
●
33
●
3
月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

月
会
議

●賛否のわかれた議案
（
○
は
賛
成
、
議
長
は
議
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
。）

議　　　　案

1
　
寺
田
和
佳
子

2
　
西
　
　
千
穂

3
　
押
金
　
洋
仁

4
　
利
根
川
泰
三

5
　
栁
澤
　
信
介

6
　
遠
山
　
隆
雄

7
　
横
須
賀
桃
子

8
　
川
島
さ
ゆ
り

9
　
土
屋
　
好
生

10
　
佐
藤
　
幹
夫

12
　
佐
藤
　
敏
明

13
　
大
浦
　
洋
介

14
　
土
屋
　
　
浄

15
　
篠
原
　
公
子

16
　
内
堀
　
次
雄

議決結果

議案第18号
平成29年度軽井沢町一般会計補正予算（第６号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ 原案可決

（14：1）

平成30年度
軽井沢町一般会計予算に対する修正案 ○ ○ ○ − − − ○ − − − − 退

席 ○ − −
修正案否決
（5：9）
※退席1名

議案第27号
平成30年度軽井沢町一般会計予算 − − − ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ 退

席 − ○ ○
原案可決
（9：5）
※退席1名

一口
メモ
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平成30年4月25日　第118号19

　前号 7ページ、横須賀桃子議員の「ヘルプマーク」についての一般質問の記事中、保健福祉課長の答弁で
「ヘルプマーク」の導入時期について「4月から」という表記がありましたが、平成 30年１月から導入され
ております。内容を訂正し、深くお詫び申しあげます。

「117号議会だより軽井沢」の内容訂正について

5 月   9 日（水）　南軽井沢公民館　午後 7 時から

5 月 10 日（木）　油井公民館　　　午後 7 時から

5 月 11 日（金）　茂沢公民館　　　午後 7 時から

議会だより 117号・118号をご持参ください。

「議会とまちづくりを語る会」のお知らせ

議会だよりを一緒につくりませんか議会だよりを一緒につくりませんか
　軽井沢町議会では、議会からの情報を一方通行で提供するのではなく、読者の目線とニーズを
取り入れながら、「議会だより」を編集するため、昨年から「議会だよりモニター」制度を採用
しております。皆様のアイデアや意見が紙面づくりに直接反映されたり、懇談会などを通して議
会がグッと身近になるかもしれません。皆様のご応募をお待ちしています！

● 年 4 回のアンケートへの回答
● 議会だよりを編集する委員との会議（懇談）への出席 （年 1 回程度）
　 などをお願いする予定です。（任期は 1 年間です）

～「読まれる議会だより」を目指して～

モニターをお願いする方には

「議会だよりモニター」を若干名募集します

お問い合わせ・申し込みは議会事務局　電話 45-8910 まで

会がグッと身近になるかもしれません。皆様のご応募をお待ちしています！会がグッと身近になるかもしれません。皆様のご応募をお待ちしています！会がグッと身近になるかもしれません。皆様のご応募をお待ちしています！会がグッと身近になるかもしれません。皆様のご応募をお待ちしています！会がグッと身近になるかもしれません。皆様のご応募をお待ちしています！会がグッと身近になるかもしれません。皆様のご応募をお待ちしています！会がグッと身近になるかもしれません。皆様のご応募をお待ちしています！会がグッと身近になるかもしれません。皆様のご応募をお待ちしています！会がグッと身近になるかもしれません。皆様のご応募をお待ちしています！会がグッと身近になるかもしれません。皆様のご応募をお待ちしています！会がグッと身近になるかもしれません。皆様のご応募をお待ちしています！会がグッと身近になるかもしれません。皆様のご応募をお待ちしています！

議会だよりを編集する委員との会議（懇談）への出席 （年 1 回程度）

平成30年

118

1・31・3

�
�
�
�
�

一般会計に修正動議 !代表質問・一般質問 町への提言 !
エコツーリズム推進協議会を設置
先進地の取り組みを視察

30 年度予算を審議

表紙：中学校入学式にて（表紙のことばは19ページ）

検索
軽井沢町議会

　
コ
ブ
シ
の
花
の
白
さ
が

例
年
に
な
い
早
さ
で
目
立

ち
始
め
た
4
月
5
日
、
町

内
の
小
中
学
校
で
入
学
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
校
で
も
新
入
生

1
2
2
名
を
迎
え
た
ほ
か
、

校
長
先
生
を
は
じ
め
と
し

た
先
生
方
が
新
た
に
着
任

さ
れ
、
校
舎
な
ど
設
備
の

充
実
さ
に
驚
く
感
想
も
き

か
れ
ま
し
た
。
で
も
肝
心

な
の
は
校
舎
と
い
う
「
容

れ
物
」
で
は
な
く
中
身
の

方
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
春
の
明
る
い
陽
差
し
の

な
か
、
記
念
写
真
に
収
ま

る
い
く
つ
も
の
笑
顔
の
奥

の
、
未
知
の
可
能
性
こ
そ

大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

表
紙
の
言
葉

東部小入学式にて

― ―132



平成30年4月25日　第118号 18

一 般 質 問

一口
メモ

「職員提案制度」とは…町行政全般について、職員が施策や創意工夫による提案
を行う制度で 26年 4月から実施しています。

西 千穂

総合政策課長

いい提案をいただいたので柔軟に見直していく

職員提案制度の審査に全職員
による投票を取り入れては

問
　
審
査
は
第
一
段
階
で

す
べ
て
の
提
案
に
つ
い
て

全
職
員
で
投
票
を
行
う
。

第
二
段
階
で
現
状
の
審
査

方
法
に
よ
り
決
定
す
る
。

こ
の
よ
う
に
応
募
者
だ
け

で
は
な
く
、
全
職
員
が
必

ず
参
加
で
き
る
制
度
設
計

を
提
案
し
た
い
が
。

総
務
課
長
　
い
い
提
案
だ

と
思
う
の
で
、
加
味
し
な

が
ら
見
直
し
て
い
き
た
い
。

職
員
の

　
　
　
　

人
事
交
流
は

問
　
民
間
経
験
者
の
中
途

採
用
の
方
針
は
。

総
合
政
策
課
長
　
専
門
職

的
に
特
化
し
た
採
用
は
し

て
い
な
い
が
、
年
齢
の
上

限
を
30
歳
ま
で
と
し
た
競

争
試
験
に
よ
り
、
社
会
人

経
験
者
な
ど
の
人
材
確
保

に
努
め
て
い
る
。

問
　
職
員
を
民
間
へ
派
遣

さ
せ
て
は
ど
う
か
。

総
合
政
策
課
長
　
民
間
的

経
営
感
覚
は
当
然
参
考
に

な
る
と
思
う
が
、
現
状
の

人
事
配
置
等
を
考
慮
す
る

と
民
間
派
遣
は
難
し
い
。

問
　
国
と
の
人
事
交
流
は
。

総
合
政
策
課
長
　
現
在
環

境
省
に
一
名
を
派
遣
。
町

の
課
題
に
沿
っ
た
国
と
の

人
事
交
流
は
今
後
も
機
会

を
捉
え
、
実
施
し
た
い
。

問
　
姉
妹
都
市
ウ
ィ
ス

ラ
ー
市
と
の
人
事
交
流
は
。

総
合
政
策
課
長
　
ウ
ィ
ス

ラ
ー
市
長
か
ら
28
年
、
29

年
と
職
員
交
流
の
提
案
を

受
け
て
い
る
が
、
双
方
で

目
的
意
識
を
共
有
し
、
真

に
実
の
あ
る
交
流
と
す
る

た
め
の
課
題
を
検
討
す
る

と
、
現
状
で
は
、
人
事
配

置
的
に
も
難
し
い
。

長
倉
橋
の
安
全
は

問
　
①
穴
が
開
い
て
い
る

②
町
指
定
の
都
市
公
園
③

上
水
道
管
が
通
っ
て
い
る

④
赤
線
上
に
あ
る
⑤
12
年

の
塗
り
直
し
工
事
で
町
も

負
担
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
長
倉
橋
の
安
全
対
策

と
し
て
架
け
替
え
な
ど
の

考
え
は
。

地
域
整
備
課
長
　
②
都
市

公
園
の
敷
地
外
で
、
神
社

所
有
の
橋
で
、
町
が
架
け

替
え
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
⑤
費
用
負
担
の
記

録
が
な
い
。

上
下
水
道
課
長
　
③
上
水

道
管
は
通
っ
て
い
る
が
、

神
社
と
の
取
り
決
め
の
記

録
が
な
く
、
わ
か
ら
な
い
。

中軽井沢のまちづくりにも関わる
長倉橋の経年劣化

一口
メモ
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平成30年4月25日　第118号17

一 般 質 問

土屋 浄
国が行うものであり町では考えていない

総務課長

町民に現行憲法の
� 印刷物の配布を

問
　
安
倍
首
相
は
、
憲
法

を
改
定
す
る
と
し
て
、
国

会
に
よ
る
発
議
が
で
き
る

よ
う
自
民
党
内
の
作
業
を

急
が
せ
て
い
る
。
国
民
が

憲
法
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
町
民
に

は
憲
法
を
読
ん
だ
こ
と
が

な
い
、
読
み
た
く
て
も
手

元
に
な
い
な
ど
の
人
た
ち

が
少
な
く
な
い
現
状
が
あ

る
。
こ
の
際
、
町
と
し
て

憲
法
の
印
刷
物
を
作
り
、

家
庭
に
配
布
し
て
は
ど
う

か
。

総
務
課
長
　
印
刷
物
を
広

く
配
布
す
る
こ
と
は
国
で

行
う
も
の
で
あ
る
の
で
考

え
て
い
な
い
。

問
　
町
職
員
を
含
め
公
務

員
全
体
に
憲
法
の
尊
重
、

擁
護
の
義
務
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
棚
に
上

げ
て
国
に
お
任
せ
で
よ
い

の
か
。

総
務
課
長
　
全
国
で
軽
井

沢
町
だ
け
が
行
う
こ
と
は

ど
う
か
。

問
　
軽
井
沢
だ
け
で
も
や

る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と

考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
憲
法

の
理
念
の
具
体
化
を
図
る

こ
と
を
目
ざ
し
た
「
軽
井

沢
国
際
親
善
文
化
観
光
都

市
建
設
法
」
に
よ
っ
て
立

つ
町
だ
か
ら
で
あ
る
。「
一

自
治
体
で
は
」
と
言
う
が
、

か
つ
て
京
都
府
は
憲
法
の

ポ
ケ
ッ
ト
版
を
作
成
し
た

こ
と
が
あ
る
。
目
立
っ
て

困
る
こ
と
で
は
な
い
は
ず

だ
が
。

町
長
　
憲
法
を
よ
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
の
大

事
さ
は
言
わ
れ
る
と
お
り

だ
が
読
も
う
と
思
え
ば
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
図
書
館

も
あ
り
、
改
め
て
配
布
す

る
と
意
図
を
誤
解
さ
れ
か

ね
な
い
。
配
布
の
必
要
は

な
い
と
考
え
る
。

問
　
こ
こ
で
憲
法
改
定
の

是
非
を
議
論
す
る
つ
も
り

は
な
く
、「
憲
法
を
読
み

た
い
が
無
い
」
と
い
う
現

状
に
ど
う
向
き
合
う
か
で

あ
る
。

総
務
課
長
　
国
政
に
つ
い

て
の
答
弁
は
差
し
控
え
る
。

日
本
国
憲
法
　
前
文
よ
り

日
本
国
民
は
、
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に

お
け
る
代
表
者
を
通
じ
て
行
動
し
、
わ
れ
ら

と
わ
れ
ら
の
子
孫
の
た
め
に
、
諸
国
民
と
の

協
和
に
よ
る
成
果
と
、わ
が
国
全
土
に
わ
た
っ

て
自
由
の
も
た
ら
す
恵
沢
を
確
保
し
、
政
府

の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、

こ
こ
に
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言

し
、
こ
の
憲
法
を
確
定
す
る
。（
中
略
）

日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和
を
念
願
し
、
人

間
相
互
の
関
係
を
支
配
す
る
崇
高
な
理
想
を

深
く
自
覚
す
る
の
で
あ
っ
て
、
平
和
を
愛
す

る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ

れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意

し
た
。
わ
れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、
専
制

と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に

除
去
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
国
際
社
会
に
お

い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思
ふ
。

わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く

恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生

存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

（
後
略
）
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一 般 質 問

「マインドマップ」とは…頭の中にある情報や思考を整理し、柔軟な発想を引き
出すため絵で表現するノート術であり、発想術です。

寺田 和佳子

問
　
町
内
で
学
習
障
が
い

と
診
断
さ
れ
た
生
徒
数
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
学
習

障
が
い
６
名
、
疑
い
の
あ

る
生
徒
14
名
。

問
　
学
習
障
が
い
児
へ
の

学
習
指
導
法
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
ル
ビ

付
き
テ
ス
ト
の
作
成
、
行

読
み
違
い
防
止
に
有
効
な
、

下
敷
き
使
用
に
よ
る
音
読

支
援
、
考
え
方
を
整
理
す

る
た
め
の
マ
イ
ン
ド
マ
ッ

プ
を
利
用
し
た
作
文
指
導

な
ど
の
支
援
を
２
名
の
教

員
で
対
応
。
ま
た
、
苦
手

教
科
だ
け
別
教
室
で
個
別

指
導
す
る
取
り
だ
し
学
習

に
も
対
応
し
て
い
る
。

問
　
現
場
教
員
が
学
習
障

が
い
へ
の
理
解
と
対
応
方

法
を
学
ぶ
機
会
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
各
学

校
の
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
研
修
を
受
け
、

そ
の
後
情
報
共
有
す
る
。

問
　
発
達
障
が
い
の
専
門

家
が
必
要
で
は
な
い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
学
校

現
場
と
協
議
し
、
特
別
支

援
専
門
の
指
導
主
事
よ
り

も
各
学
校
に
常
勤
勤
務
の

人
員
が
有
効
で
あ
る
と
の

結
論
を
得
た
た
め
、
来
年

度
よ
り
特
別
教
育
支
援
員

兼
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

各
小
学
校
へ
１
名
増
員
す

る
。
専
門
の
指
導
者
に
つ

い
て
は
さ
ら
に
県
へ
の
働

き
か
け
を
続
け
る
。

問
　
学
習
障
が
い
児
へ
の

教
育
支
援
を
志
す
教
員
た

ち
に
と
っ
て
、
そ
の
核
に

な
っ
て
く
れ
る
専
門
家
の

存
在
は
心
強
い
も
の
と
な

ろ
う
。
こ
の
課
題
を
昨
年

結
ん
だ
東
大
・
信
大
・
町

と
の
包
括
的
連
携
協
定
の

地
域
課
題
の
一
つ
に
加
え

ら
れ
な
い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
意
見

と
し
て
伺
っ
て
お
く
。

問
　
来
年
度
か
ら
増
員
す

る
特
別
教
育
支
援
員
兼
学

習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
は
、

教
員
免
許
を
お
持
ち
だ
と

理
解
し
て
い
る
が
、
特
別

支
援
教
育
に
つ
い
て
学
ん

で
い
る
か
、
あ
る
い
は
資

格
を
お
持
ち
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
そ
れ

に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い

な
い
。

問
　
一
般
向
け
に
特
別
支

援
教
育
を
学
ぶ
機
会
を
作

る
つ
も
り
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
研
究

し
必
要
な
ら
ば
取
り
組
む
。

こども教育課長
来年度から特別教育支援員兼学習アドバイザーを
各小学校へ１名増員する

発達障がいの専門的指導が
� 行える人材が必要では

お友達のこと知ってほしいな

一口
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一 般 質 問

問
　
累
計
陽
性
者
の
人
数

と
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

は
。

保
健
福
祉
課
長
　
重
複
も

含
め
累
計
72
名
。
医
療
機

関
か
ら
受
診
結
果
が
出
る

の
で
未
受
診
者
に
は
電
話

で
受
診
勧
奨
し
て
い
る
。

問
　
陽
性
者
が
治
療
に
至

ら
な
い
原
因
は
治
療
費
が

高
い
、
副
作
用
が
怖
い
等
、

古
い
情
報
の
ま
ま
で
最
新

情
報
を
知
ら
な
い
こ
と
に

あ
る
が
、
そ
の
周
知
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
啓
発
や

周
知
は
し
て
い
る
が
、
今

後
も
治
療
の
必
要
性
や
最

新
情
報
、
国
、
県
の
助
成

制
度
等
の
情
報
を
周
知
す

る
。

問
　
肝
炎
検
査
は
40
歳
か

ら
だ
が
そ
の
周
知
方
法
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
40
歳
の

節
目
年
齢
者
に
歯
周
疾
患

検
診
や
肺
Ｃ
Ｔ
検
査
の
通

知
を
す
る
際
、
一
緒
に
周

知
し
て
い
き
た
い
。

特
定
健
診
受
診
率

ア
ッ
プ
の
た
め
に
は

問
　
働
き
盛
り
の
40
代
50

代
へ
の
取
り
組
み
は
。

住
民
課
長
　
29
年
度
よ
り

40
歳
到
達
後
、
初
め
て
の

検
診
対
象
者
に
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
事
業
を
行
っ
て
い

る
。

問
　
接
触
勧
奨
の
た
め
に
、

電
話
の
受
診
勧
奨
を
外
部

委
託
に
、
ま
た
国
保
で
保

健
師
を
臨
時
雇
用
で
き
な

い
か
。

住
民
課
長
　
民
間
委
託
へ

の
リ
サ
ー
チ
は
行
っ
て
い

る
が
、
今
後
も
模
索
し
て

い
く
。
保
健
師
不
足
で
確

保
は
難
し
い
が
人
事
担
当

課
と
相
談
し
、
例
え
ば
臨

時
職
員
で
適
当
な
人
材
が

い
れ
ば
積
極
的
採
用
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
　
コ
ン
ビ
ニ
健
診
は
。

住
民
課
長
　
立
地
条
件
に

左
右
さ
れ
る
当
町
に
お
い

て
は
不
向
き
と
考
え
る
が
、

尼
崎
市
の
事
例
は
研
究
し

て
い
き
た
い
。

問
　「
安
心
健
幸
マ
イ
レ
ー

ジ
」
で
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
受
診
率
向
上
に
繋
げ
ら

れ
な
い
か
。

住
民
課
長
　
集
団
検
診
だ

け
で
は
な
く
個
別
検
診
や

み
な
し
健
診
も
あ
り
混
乱

を
招
く
の
で
現
在
考
え
て

い
な
い
。

保健福祉課長

さらに情報収集につとめ、普及啓発に取り組んでいく

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者に
� 最新情報の周知を

川島 さゆり

「コンビニ健診」とは…兵庫県尼崎市が全国で初めてコンビニ駐車場に検診車や
テントを張り特定健診を実施。初受診した若い世代が増加し成果を上げています。

肝炎検査は一生に一度！

一口
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一 般 質 問

利根川 泰三

「セーフティ・ファーストエイド」とは…消防団員が大規模災害発生時に災害派
遣医療チーム到着までの間に被災者の応急手当や心のサポートを担えるようにす
るものです。

問
　
以
前
の
よ
う
に
火
災

発
生
時
に
防
災
無
線
に
よ

る
通
達
の
復
活
を
お
願
い

し
た
い
が
。

消
防
課
長
　
現
時
点
で
お

約
束
は
で
き
な
い
。

問
　
火
災
発
生
時
の
防
災

無
線
に
よ
る
通
達
が
さ
れ

な
く
な
っ
た
が
な
ぜ
か
。

消
防
課
長
　
消
防
署
の
職

員
が
削
減
さ
れ
、
災
害
時

に
は
職
員
全
員
を
現
場
に

出
動
さ
せ
た
い
た
め
、
連

絡
員
を
残
す
こ
と
は
で
き

な
い
。

問
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一

つ
な
の
で
、
人
手
不
足
な

ら
町
費
で
夜
の
職
員
の
配

置
が
で
き
な
い
か
。

消
防
課
長
　
防
災
無
線
の

利
用
は
消
防
団
の
出
動
要

請
で
、
住
民
に
通
達
す
る

た
め
で
は
な
い
。
サ
イ
レ

ン
が
聞
こ
え
た
ら
、
災
害

案
内
ダ
イ
ヤ
ル
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
消
防
署
に
人
が
い
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
役
場
の

宿
直
に
防
災
無
線
の
放
送

を
さ
せ
た
ら
ど
う
か
。

総
合
政
策
課
長
　
消
防
署

よ
り
役
場
に
連
絡
は
来
る

が
、
防
災
無
線
の
取
り
扱

い
が
す
べ
て
の
職
員
で
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
。

問
　
消
防
団
員
の
状
況
と

毎
年
の
入
団
者
数
は
。

消
防
課
長
　
現
在
の
消
防

団
員
数
は
3
1
0
名
、
充

足
率
は
86
％
。
毎
年
の
入

団
者
数
は
10
名
前
後
。

問
　
浅
間
山
の
噴
火
時
の

避
難
誘
導
や
救
助
の
た
め

の
訓
練
は
ど
の
よ
う
に
。

消
防
課
長
　
隔
年
で
行
っ

て
い
る
軽
井
沢
町
防
災
訓

練
に
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

問
　
セ
ー
フ
テ
ィ・
フ
ァ
ー

ス
ト
エ
イ
ド
研
修
を
消
防

団
に
受
け
さ
せ
る
予
定
は

あ
る
か
。

消
防
課
長
　
前
向
き
に
検

討
す
る
。

東
京

　
　
　
　
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

迎
え
る
に
あ
た
り

問
　
観
光
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
た
め
の
補
助

金
の
予
定
は
。

観
光
経
済
課
長
　
補
助
金

を
出
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
推
進
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
2
0
2
0
年
を
迎
え
、

軽
井
沢
駅
に
お
け
る
タ
ク

シ
ー
等
で
の
ス
ム
ー
ズ
な

車
い
す
利
用
者
の
送
迎
を

考
え
て
い
る
か
。

地
域
整
備
課
長
　
本
年
度

に
サ
イ
ン
の
全
体
的
な
改

修
設
計
を
行
い
、
の
ち
に

車
い
す
の
動
線
に
つ
い
て

研
究
し
実
施
し
て
い
く
。

消防課長

現時点で約束はできない

火災発生時の住民への通達は

車いす利用者の方は
こちらから

災害案内ダイヤル
災害発生を確認する場合は、下記の番号へ

℡ 0267-64-8638
《佐久広域消防本部》
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一 般 質 問

問
　
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
サ
ー
ビ
ス
へ
と
反
映

す
る
べ
き
だ
が
、
図
書
館

ビ
ジ
ョ
ン
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
誰
も
が

気
軽
に
利
用
で
き
、
子
ど

も
が
読
書
に
親
し
め
る
地

域
の
情
報
拠
点
に
し
た
い
。

問
　
こ
ぶ
し
教
育
の
中
に

「
自
然
を
愛
し
環
境
を
守

る
人
の
育
成
」
と
あ
る
が
、

自
然
に
囲
ま
れ
た
離
山
図

書
館
で
実
施
し
て
は
。

教
育
長
　
検
討
し
た
い
。

問
　
閉
館
時
間
の
延
長
や

休
館
日
を
減
ら
す
た
め
に

必
要
な
職
員
確
保
を
、
2

階
の
出
入
り
口
を
一
定
時

刻
で
閉
鎖
す
る
な
ど
の
工

夫
で
実
施
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
慎
重
に

研
究
し
た
い
。

問
　
イ
ベ
ン
ト
写
真
の
掲

載
や
「
親
子
で
楽
し
む
読

書
の
方
法
」・「
シ
ニ
ア
サ

ポ
ー
ト
」
サ
イ
ト
な
ど
も

設
け
、
も
っ
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
合
わ
せ
て
検
討
し
宣
伝

も
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

問
　
雑
誌
カ
バ
ー
広
告
制

度
を
開
始
す
る
が
、
ス
ポ

ン
サ
ー
探
し
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
行
政

が
協
働
し
て
行
っ
て
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
協
働
で

行
い
た
い
。

子
ど
も
達
の

　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・

ス
キ
ル
向
上
も

問
　「
こ
ぶ
し
教
育
」
の

成
果
と
は
。

教
育
長
　
児
童
・
生
徒
が

軽
井
沢
を
誇
り
に
思
う
心

が
芽
生
え
る
な
ど
、
心
の

成
長
が
み
ら
れ
る
。

問
　
成
果
を
町
や
教
育
委

員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
周
知
す
べ
き
で
は
。

教
育
長
　
30
年
度
か
ら
広

報
し
て
い
く
。

問
　「
こ
ぶ
し
教
育
」
の

中
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・

ス
キ
ル
に
関
す
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
必
要
だ
が
。

教
育
長
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
含
め

た
学
習
を
進
め
た
い
。

新
医
療
体
制

　

「
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス

テ
ム
」
の
導
入
を

問
　「
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス

テ
ム
」
と
は
病
床
、
高
額

医
療
・
検
査
機
器
な
ど
を

持
つ
病
院
医
師
と
地
域
の

開
業
医
が
共
同
診
療
に
よ

り
医
療
資
源
の
効
率
的
活

用
や
医
療
の
継
続
性
を
確

保
す
る
体
制
だ
が
、
軽
井

沢
病
院
で
導
入
し
て
は
。

病
院
事
務
長
　
開
業
医
の

時
間
的
制
限
や
病
院
ス

タ
ッ
フ
の
体
制
確
保
な
ど

の
理
由
か
ら
導
入
は
難
し

い
。

誰もが気軽に利用できる情報拠点にしたい

生涯学習課長

横須賀 桃子

行ってみたくなる
� 図書館づくりを

図書館に行ってみよう !!
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平成30年4月25日　第118号 12

一 般 質 問

問
　
戸
別
受
信
機
導
入
の

検
討
結
果
は
。

消
防
課
長
　
戸
別
受
信
機

の
価
格
や
そ
の
他
代
替
品

等
に
つ
い
て
情
勢
に
変
化

が
な
い
の
で
、
現
在
も
検

討
し
て
い
る
。
な
お
、
30

年
度
で
は
、
要
支
援
者
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住

民
に
対
し
登
録
さ
れ
た
電

話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
防
災

行
政
無
線
の
内
容
を
一
斉

に
送
信
す
る
事
業
を
予
定

し
て
い
る
。

問
　
昨
年
９
月
の
一
般
質

問
で
総
合
的
に
判
断
す
る

と
の
答
弁
以
降
、
半
年
経

過
し
、
い
ま
だ
に
「
検
討

し
て
い
る
。」
で
は
済
ま

な
い
。
町
長
も
含
め
た
場

で
議
論
し
、
前
向
き
に
導

入
し
て
い
く
方
針
を
出
さ

れ
な
け
れ
ば
消
防
課
長
が

単
独
で
判
断
で
き
な
い
と

思
う
が
。

総
務
課
長
　
以
前
は
戸
別

受
信
機
が
高
額
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
数
百
台
単
位
と
し

て
購
入
し
た
場
合
は
そ
れ

ほ
ど
高
額
で
は
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
戸
別
受
信

機
は
導
入
し
な
い
と
し
て

い
た
が
、
総
務
省
で
も
戸

別
受
信
機
に
つ
い
て
研
究

し
て
お
り
、
町
と
し
て
も

必
要
と
な
れ
ば
導
入
し
た

い
方
向
だ
が
、
も
う
し
ば

ら
く
検
討
し
た
い
。

問
　
町
長
は
戸
別
受
信
機

の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
浅
間
山
の
噴
火
な

ど
に
備
え
た
防
災
対
策
に

よ
り
、
住
民
の
安
全
確
保

に
最
善
を
尽
く
す
べ
き
で

あ
り
、
当
然
導
入
す
る
に

越
し
た
こ
と
は
な
い
と
考

え
る
が
、
予
算
等
さ
ま
ざ

ま
な
諸
事
情
を
考
慮
し
て

決
め
て
い
き
た
い
。

移
動
町
長
室
の

　

開
催
方
法
は

問
　
町
民
の
町
政
へ
の
参

画
を
目
的
に
移
動
町
長
室

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
現

在
の
開
催
方
法
は
全
課
長

が
出
席
し
て
お
り
、
移
動

役
場
だ
と
指
摘
す
る
人
も

い
る
。
町
長
は
こ
の
開
催

方
法
に
満
足
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
出
さ
れ
た
意
見
等

を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
す
る
考
え
は
。

町
長
　
課
長
が
同
席
す
る

こ
と
で
質
問
等
に
即
答
で

き
る
こ
と
は
適
切
だ
と
考

え
る
。
開
催
内
容
に
つ
い

て
は
今
後
も
今
の
ま
ま
で

い
い
と
は
考
え
て
い
な
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

は
担
当
と
検
討
し
た
い
。

遠山 隆雄
現在も検討中である

消防課長

防災行政無線戸別受信機導入
� の総合的な検討結果は

移動町長室での質問
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平成30年4月25日　第118号11

代 表 質 問

問
　
町
長
の
任
期
も
残
り

１
年
を
切
っ
た
が
、
都
市

政
策
、
産
業
政
策
、
教
育
、

医
療
福
祉
、
防
災
危
機
管

理
、
町
民
の
町
政
参
画
、

役
場
の
体
制
の
施
政
方
針

の
仕
上
げ
に
向
け
て
所
感

を
問
う
。

町
長
　
公
約
と
し
て
掲
げ

た
７
項
目
は
大
方
実
施
で

き
た
。
軽
井
沢
病
院
は
信

大
・
東
大
と
の
連
携
に
よ

り
、
寄
附
講
座
と
い
う
新

し
い
制
度
で
進
展
の
兆
し

が
見
え
て
き
た
。

町
の
将
来
展
望
は

問
　
国
の
転
換
点
と
な
る

で
あ
ろ
う
2
0
2
0
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
の
町
の

あ
る
べ
き
姿
を
ど
う
捉
え

る
か
。

町
長
　
町
の
外
に
あ
る
力
、

人
、
知
恵
、
情
報
、
金
を

中
に
引
き
入
れ
、
Ｇ
20
な

ど
国
際
会
議
や
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
皇
室

等
要
人
の
滞
在
等
町
内
外

の
方
々
が
軽
井
沢
を
舞
台

に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

巨
額
の
シ
ス
テ
ム

　

導
入
時
に
適
正
な

競
争
を

問
　
シ
ス
テ
ム
機
器
購
入

の
さ
い
、
特
定
メ
ー
カ
ー

に
偏
ら
な
い
よ
う
Ｉ
Ｔ
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
は
。

町
長
　
機
器
の
選
定
ま
で

及
ば
な
い
が
、
情
報
シ
ス

テ
ム
関
連
全
般
の
助
言
を

長
野
県
市
町
村
自
治
振
興

組
合
の
無
償
派
遣
制
度
に

よ
り
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
協
力
を
得
て
い
る
。

幼
児
期
に
も

　
　

理
念
あ
る
教
育
が

　
　

必
要
で
は

問
　
町
の
教
育
大
綱
に
記

述
を
入
れ
る
べ
き
と
の
以

前
の
指
摘
に
対
し
て
、
検

討
し
た
い
と
い
う
答
弁
を

得
て
い
る
が
そ
の
後
の
検

討
結
果
は
。

町
長
　
教
職
員
と
保
育
士

と
の
意
見
交
換
や
、
研
修

の
充
実
、
幼
保
小
連
携
会

議
の
体
制
化
確
立
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。
30
年
度

中
に
軽
井
沢
町
教
育
大
綱

を
改
定
し
、
幼
児
教
育
の

明
文
化
も
含
め
て
回
答
準

備
を
行
っ
て
い
る
。

大
規
模
噴
火
時
の

避
難
計
画
は

問
　
大
規
模
噴
火
時
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
発
表
と
と

も
に
、
住
民
の
あ
い
だ
に

不
安
が
広
が
ら
な
い
よ
う

避
難
計
画
の
早
期
策
定
が

必
要
で
は
。

町
長
　
火
山
防
災
協
議
会

に
て
火
山
防
災
マ
ッ
プ
の

ひ
な
形
を
30
年
度
に
作
成
、

避
難
所
や
噴
火
時
の
対
応

等
の
情
報
を
記
載
し
、
31

年
度
以
降
に
住
民
へ
配
布

す
る
予
定
で
あ
る
。

町長

大方実施できたものと考える
会派こぶし
代表　押金 洋仁

施政方針に掲げた公約の
� 仕上がり状況は

避難するさいに危険な箇所は？
〜県の出前講座で身の回りの危険を「見える化」〜
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一問一答で町側答弁も含め１時間以内となってい
ます。
内容に関しては要約して掲載しています。
議事録は議会ホームページで閲覧できます。

平成30年4月25日　第118号 10

町
へ
の
提
言
!! 一 般

 質 問

１日目 2日目

会派こぶし
代表　押金　洋仁� （11ページ）

●施政方針に掲げた公約の仕上がり状況は
●町の将来展望は
●巨額のシステム導入時に適正な競争を
●幼児期にも理念ある教育が必要では
●大規模噴火時の避難計画は

遠山　隆雄� （12ページ）

●防災行政無線戸別受信機導入の総合的な
　検討結果は
●移動町長室の開催方法は

横須賀　桃子� （13ページ）

●行ってみたくなる図書館づくりを
●子ども達のリーダーシップ・スキル向上も
●新医療体制「オープン・システム」の導入を

利根川　泰三� （14ページ）

●火災発生時の住民への通達は
●東京オリンピック・パラリンピック
　を迎えるにあたり

川島　さゆり� （15ページ）

●Ｃ型肝炎ウイルス陽性者に最新情報の周知を
●特定健診受診率アップのためには

寺田　和佳子� （16ページ）

●発達障がいの専門的指導が行える人材が
　必要では

土屋　浄� （17ページ）

●町民に現行憲法の印刷物の配布を

西　千穂� （18ページ）

●職員提案制度の審査に全職員による投票を
　取り入れては
●職員の人事交流は
●長倉橋の安全は

 代表質問

 一般質問

検索軽井沢町議会

代 表
 質 問

中軽井沢駅前「くつかけ市場」にて
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平成30年4月25日　第118号9

議会って

どんなところ
？

委員会には
どんなものが
あるのですか？

常任委員会には
どんなものがあり
何をするのですか？

予算の審議は
どのように

行われていますか？

Q1

Q2

Q3

A

A

A

議会Q&A議会Q&A
とかくわかりづらく、とっつきにくいイメージがある議会ですが、このコーナーでは議会の基本的なしく
みをやさしくわかりやすく解説しながら、皆さまの素朴な疑問にお答えしていきたいと思います。

軽井沢町議会には次の委員会があります。
常 任 委 員 会 … 
議会運営委員会 … 

特 別 委 員 会 … 

常任委員会は町役場の仕事内容や議案・予算・請願・陳情などにつ
いて調査・審査を行う重要な役割をもっています。
軽井沢町議会には取り扱う分野に応じて 4 つの常任委員会がありま
す。
総 務 常 任 委 員 会 …

社 会 常 任 委 員 会 … 

予算決算常任委員会 …
広報広聴常任委員会 … 

町長から提出された予算案は本会議で質疑を行った後、委員会に詳
しい審議を託します（付託といいます）。3 月会議での予算決算常
任委員会では、予算案に沿って 4 月からの新年度に予定される役場
の業務内容について、担当課ごとに詳しい説明をうけ、より詳細な
質疑・議論を行ったうえで、予算案を承認するか話し合い、委員会
としての結論を出します。

町長より
予算案提出

本会議 本会議
予算決算
常任委員会

より詳細な質疑・議論
→討論（予算案に賛成？反対？）
→採決

総括的な質疑 予算決算常任委員会からの
報告を受け再び討論→採決

Q2 をご覧ください。
会議の日程や議事進行・会議規則など議会内の
きまりなど議会をスムーズに運営するためにお
かれるもの。
特定のテーマについて調査・研究のためにおか
れるもの。

主に町役場の総合政策課・総務課・税務課・
観光経済課・地域整備課・上下水道課・消
防課・会計課の業務に関すること。他の常
任委員会で取り扱わないこと。
主に町役場の保健福祉課・住民課・環境課・
軽井沢病院・教育委員会の業務に関すること。
予算決算に関すること。
議会だよりの編集発行・議会の広報と広聴
活動全般に関すること。
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平成30年4月25日　第118号 8

※議決結果は 20ページ「賛否のわかれた議案」をご覧ください。

柳
澤
信
介
　
カ
ナ
ダ
出
身
の

シ
ョ
ー
さ
ん
、
ノ
ル
マ
ン
さ
ん
を

初
め
多
く
の
方
々
の
尽
力
に
よ
り

1
0
0
年
以
上
の
発
展
を
続
け
て
い

る
わ
が
町
で
、
同
じ
カ
ナ
ダ
の
ウ
ィ

ス
ラ
ー
市
と
の
友
好
を
深
め
て
20

年
、
中
学
生
を
初
め
多
く
の
交
流

が
続
き
、
そ
の
証
を
後
世
に
残
す
べ

く
記
念
碑
を
建
立
す
る
事
に
賛
成

す
る
。

利
根
川
泰
三
　
姉
妹
都
市
提
携
を

結
び
20
年
の
節
目
を
迎
え
、
ウ
ィ

ス
ラ
ー
市
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地

に
記
念
す
る
も
の
を
残
そ
う
と
い
う

約
束
を
さ
れ
た
。
今
後
30
年
、
40

年
と
親
交
が
続
き
よ
り
多
く
の
子

ど
も
達
が
交
換
体
験
学
習
を
通
し

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と

を
望
み
、
こ
の
事
業
に
賛
成
す
る
。

篠
原
公
子
　
こ
の
20
年
で
軽
井
沢

中
学
の
生
徒
達
は
18
回
訪
問
を
重

ね
て
き
た
が
、
こ
の
流
れ
は
い
ず
れ

も
っ
と
大
き
な
財
産
に
な
る
。
こ
の

事
業
は
こ
れ
ま
で
の
交
流
に
基
づ
き

両
首
長
が
恒
久
的
に
姉
妹
関
係
が

実
感
で
き
る
何
か
を
求
め
て
決
め

た
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
交
流
の

礎
に
な
る
も
の
と
し
て
進
め
て
ほ
し

い
。

内
堀
次
雄
　
ウ
ィ
ス
ラ
ー
と
の
子

ど
も
た
ち
の
相
互
交
流
は
、
こ
れ
か

ら
の
軽
井
沢
を
リ
ー
ド
す
る
人
材

を
育
て
る
た
め
に
大
切
な
国
際
感

覚
を
養
う
す
ば
ら
し
い
経
験
で
あ

る
。
こ
の
事
業
を
さ
ら
に
押
し
進
め

る
た
め
、
交
流
の
象
徴
と
し
て
湯

川
ふ
る
さ
と
公
園
上
流
域
の
整
備

に
併
せ
て
設
置
す
る
こ
と
は
意
味
が

あ
る
。

横
須
賀
桃
子
　
予
算
編
成
は
「
住

民
福
祉
の
増
進
」
で
あ
り
、
最
少
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
必

要
が
あ
る
の
に
、
記
念
碑
を
設
置

す
る
こ
と
が
「
住
民
福
祉
」
に
つ
な

が
る
と
は
到
底
思
え
な
い
。
ま
た
、

記
念
碑
と
い
う
形
あ
る
物
で
な
く

「
人
と
人
と
の
出
会
い
」
を
大
切
に

し
た
予
算
編
成
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

寺
田
和
佳
子
　
ウ
ィ
ス
ラ
ー
よ
り

も
長
く
姉
妹
関
係
に
あ
る
都
市
が

あ
る
の
で
整
合
性
が
取
れ
な
い
。
全

国
的
に
も
20
周
年
で
記
念
碑
を
製

作
し
た
前
例
が
少
な
い
。
交
流
を

継
続
し
て
き
た
中
学
生
の
発
案
で

は
な
い
の
で
意
味
を
な
さ
な
い
。
町

の
財
政
状
況
を
考
慮
し
た
時
、
今

何
を
優
先
す
る
べ
き
か
を
考
え
て
い

な
い
。

西
千
穂
　
歴
史
的
文
化
的
精
神
的

背
景
の
あ
る
異
文
化
の
イ
ヌ
ク
シ
ュ

ク
を
、
当
町
で
真
似
し
て
作
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
ウ
ィ
ス
ラ
ー
市
へ
の

親
近
感
が
町
民
に
浸
透
し
て
い
な

い
現
状
で
は
、
交
流
を
深
め
る
場

づ
く
り
、
機
会
づ
く
り
を
進
め
る
べ

き
で
時
期
尚
早
。
原
案
に
反
対
の

反
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
最
大
の

理
由
。

押
金
洋
仁
　
我
々
議
会
は
、
そ
の

施
策
が
真
に
町
民
益
住
民
益
が
確

保
さ
れ
た
施
策
な
の
か
、
行
政
か

ら
独
立
し
た
機
関
と
し
て
住
民
の

立
場
か
ら
客
観
的
な
視
点
で
是
は

是
と
し
、
非
は
非
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
首
長
同
士
が
交
わ
し
た

や
り
と
り
だ
と
し
て
も
、
そ
う
し
た

慎
重
審
議
の
立
場
で
判
断
す
る
必

要
が
あ
る
。

修
正
案
に
賛
成

修
正
案
提
出
の
理
由

　
記
念
碑
設
置
と
い
う
こ

の
事
業
の
必
要
性
に
つ
い

て
大
き
な
疑
念
を
感
じ
て

い
る
。
イ
ヌ
ク
シ
ュ
ク
は
古

代
か
ら
北
極
圏
を
中
心
に

建
て
ら
れ
て
き
た
石
造
物

だ
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で

も
カ
ナ
ダ
先
住
民
族
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
象
徴

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
我
々

軽
井
沢
に
住
む
者
が
受
け

継
い
で
き
た
も
の
で
は
な
い
。

浅
間
山
や
湯
川
の
清
流
な

ど
軽
井
沢
の
景
観
と
溶
け

合
う
こ
と
の
な
い
、
北
米

大
陸
に
由
来
し
た
イ
ヌ
ク

シ
ュ
ク
を
湯
川
の
河
畔
に

打
ち
立
て
る
行
為
は
、「
ふ

る
さ
と
」
や
「
風
土
」
の
創

造
と
は
い
え
な
い
は
ず
で

あ
る
。

　
古
く
か
ら
カ
ナ
ダ
の

人
々
の
心
の
奥
底
に
あ
る

も
の
を
作
る
に
は
、
イ
ヌ
ク

シ
ュ
ク
の
精
神
世
界
を
理

解
し
た
者
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
作
っ
た
こ
と
の

な
い
人
た
ち
が
見
よ
う
見

ま
ね
で
つ
く
っ
て
も
そ
れ
は

模
倣
で
し
か
な
い
。

　
人
々
を
惹
き
つ
け
る
の

は
そ
の
土
地
で
し
か
見
ら

れ
な
い
「
本
物
」
で
あ
る
。

　
草
の
根
的
な
交
流
の
末

に
芽
生
え
る
友
情
の
印
と

し
て
、
住
民
間
に
建
立
の

機
運
が
高
ま
っ
た
と
き
こ

そ
本
格
的
な
検
討
を
始
め

る
べ
き
で
、
イ
ヌ
ク
シ
ュ
ク

を
受
け
入
れ
る
土
壌
が
で

き
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と

な
く
、
な
ぜ
石
造
物
が
先

な
の
か
。

　
具
体
的
に
住
民
益
に
つ

な
が
る
明
確
な
プ
ラ
ン
が

示
さ
れ
な
い
こ
と
、
他
の

事
業
と
の
関
連
性
や
連
続

性
に
照
ら
し
て
も
あ
ま
り

に
も
異
質
で
唐
突
で
あ
り
、

計
上
さ
れ
た
背
景
も
不
明

瞭
な
こ
と
か
ら
、
7
0
0
万

円
の
全
額
を
削
除
し
、
予

備
費
へ
充
当
す
る
修
正
案

を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

30年度

カナダ・ウィスラー市との姉妹都市提携20周年記念碑の設置に賛否

押
金
洋
仁
議
員
他
3
名
か
ら
原
案
（
予
算
案
）
に
対
し
、

修
正
の
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
で
の
討
論

原
案
に
賛
成

― ―143



平成30年4月25日　第118号7

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い

て
も
５
年
後
に
は
再
度
一

括
購
入
も
視
野
に
入
れ
て

検
討
し
て
い
く
。

海
外
交
流
事
業

問
　
国
際
交
流
派
遣
に
行

か
せ
た
く
て
も
個
人
負
担

を
払
え
な
い
と
い
う
声
を

聞
く
が
。

答
　
交
流
派
遣
事
業
は
費

30年度予算審議

用
の
2
分
の
1
を
補
助
し

て
お
り
、
費
用
が
な
く
て

行
け
な
い
と
い
う
要
望
は

聞
い
て
い
な
い
。
町
側
に

聞
こ
え
て
こ
な
い
声
も
あ

る
の
で
要
望
を
出
し
て
も

ら
い
た
い
。

文
化
財
の
活
用

問
　
八
田
別
荘
を
購
入
し

３
年
が
経
過
し
た
。
具
体

的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場

調
査
を
取
り
入
れ
る
考
え

は
。

答
　
八
田
別
荘
の
購
入
は

現
在
の
状
態
で
保
全
す
る

こ
と
に
意
味
が
あ
り
価
値

が
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り

良
い
活
用
方
法
は
模
索
し

て
お
り
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
市
場
調
査
を
進
め
て

い
る
鎌
倉
市
に
も
町
職
員

が
視
察
に
行
っ
て
い
る
。
　

要
支
援
者
台
帳
の

整
備

問
　
要
支
援
者
台
帳
を
整

備
中
だ
が
、
要
支
援
者
を

孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
通
い
の
場
な

ど
健
康
づ
く
り
の
場
に
つ

な
げ
て
い
く
考
え
は
。

答
　
ま
ず
は
要
支
援
者
台

帳
の
整
備
を
進
め
、
そ
の

後
考
え
て
い
き
た
い
。

八田別荘の活用方法は

森
林
環
境
整
備
事
業

問
　
森
林
整
備
計
画
基
礎

調
査
委
託
の
目
的
は
。

答
　
町
の
森
林
整
備
計
画

が
31
年
度
の
更
新
を
迎
え

る
た
め
、
現
在
の
状
況
を

把
握
す
る
た
め
の
基
礎
調

査
で
あ
る
。

問
　
現
在
、
貯
木
場
で
は

業
者
の
搬
入
を
停
止
し
て

い
る
が
今
後
条
例
改
正
の

予
定
は
。

答
　
4
月
か
ら
9
月
ま
で

の
間
で
現
状
を
整
理
し
、

基
本
的
に
は
業
者
の
受
入

れ
は
し
な
い
方
向
で
条
例

改
正
を
考
え
て
い
る
。

問
　
大
北
森
林
組
合
の
補

助
金
不
正
受
給
問
題
の
関

係
で
、
現
在
は
県
補
助
の

間
伐
事
業
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
。
不
正
受
給
問
題

発
覚
以
前
に
は
間
伐
の
整

備
計
画
が
あ
っ
た
と
思
う

が
把
握
し
て
い
る
か
。

答
　
間
伐
の
整
備
計
画
は

把
握
し
て
い
な
い
。

問
　
軽
井
沢
町
は
環
境
保

全
と
い
う
観
点
で
の
森
林

整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

林
業
振
興
や
野
生
鳥
獣
対

策
で
は
な
い
「
環
境
保
全

整
備
事
業
」
が
あ
っ
て
も

い
い
と
考
え
る
が
。

答
　
環
境
保
全
と
い
う
観

点
で
は
民
有
地
も
含
ま
れ

る
た
め
難
し
い
部
分
が
あ

る
。
町
の
環
境
保
全
に
関

す
る
方
針
を
示
す
こ
と
は

必
要
と
考
え
、
31
年
度
に

森
林
整
備
に
関
す
る
協
議

会
を
立
ち
上
げ
る
予
定
。

発
達
障
が
い
者
支
援

問
　
県
で
は
発
達
障
が
い

者
サ
ポ
ー
タ
ー
要
請
講
座

を
実
施
し
て
い
る
。
そ
れ

を
受
け
、
町
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い

る
か
。

答
　
５
名
以
上
の
受
講
者

と
開
催
場
所
を
県
に
申
請

す
る
こ
と
で
、
テ
キ
ス
ト

の
配
布
及
び
講
師
が
派
遣

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
町

で
も
24
年
に
保
健
補
導
員

を
対
象
と
し
た
講
座
を
開

催
し
た
。
ま
た
、
町
の
保

健
師
４
名
も
講
師
と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
る
。

問
　
発
達
障
が
い
児
に
対

す
る
教
育
的
配
慮
を
ア
ド

バ
イ
ス
で
き
る
専
門
家
の

配
置
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
　
専
門
家
に
つ
い
て
は

す
で
に
臨
床
心
理
士
が
い

る
。
ま
た
、
30
年
度
よ
り

県
事
業
と
し
て
エ
リ
ア
指

導
主
事
が
配
置
さ
れ
る
た

め
、
そ
こ
を
通
じ
て
発
達

障
が
い
に
関
す
る
専
門
家

か
ら
の
指
導
を
要
請
し
て

い
き
た
い
。

一口
メモ

一口
メモ

「サウンディング型市場調査」とは…公有財産などの有効活用の検討にあたって
民間事業者からの意見や提案を通じて市場性等を把握する調査のことです。

昨
年
の
決
算
審
査
に
お
い
て
、
議
会
が
評
価
し
た
事
業
が

�

30
年
度
予
算
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
審
議
し
ま
し
た
。
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こ
ど
も
教
育

問
　
補
習
授
業
で
あ
る
ア

フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
を
、
も

う
少
し
増
や
せ
な
い
か
。

答
　
学
校
側
と
相
談
し
て

必
要
な
ら
ば
、
検
討
し
て

い
く
。

問
　
I
C
T
教
育
は
、
有

効
的
な
教
育
と
思
う
が
、

目
や
肩
こ
り
な
ど
体
へ
の

影
響
や
、
心
に
お
よ
ぼ
す

影
響
を
考
え
て
い
る
か
。

答
　
子
ど
も
た
ち
へ
の
影

響
に
つ
い
て
は
調
査
研
究

し
て
い
く
。

夏
期
大
学

問
　
夏
期
大
学
業
務
委
託

が
、
例
年
に
比
べ
増
額
に

な
っ
て
い
る
が
。

答
　
例
年
の
夏
期
大
学
事

業
に
加
え
、
創
設
1
0
0

周
年
と
戦
後
再
開
70
年

記
念
の
年
に
な
る
た
め
、

1
0
0
周
年
記
念
誌
の
作

成
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
考

え
て
い
る
。

分
館
修
繕
事
業

問
　
分
館
修
繕
補
助
は
　

2
分
の
1
ま
で
で
、
下
限

30
万
円
の
補
助
と
い
う
が
、

30
万
円
以
下
の
小
規
模
な

修
繕
に
も
適
用
さ
れ
る
よ

う
議
論
は
し
た
か
。

答
　
下
限
を
見
直
す
考
え

は
な
い
。

A
E
D
の
設
置

問
　
公
民
館
に
は
高
齢
者

が
集
ま
る
こ
と
も
多
い
が
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
公
民
館
に
設
置

し
て
い
く
予
定
は
。

答
　
公
民
館
は
通
常
施
錠

さ
れ
て
い
る
た
め
、
公
民

館
の
外
で
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
使
用
で
き
な
い
こ

と
や
備
品
の
管
理
が
各
区

の
管
理
と
な
る
な
ど
課
題

も
あ
る
が
関
係
機
関
と
協

議
し
て
い
く
。

妊
婦
乳
児一般
健
診

問
　
乳
幼
児
助
産
師
報
酬

が
増
額
と
な
っ
て
い
る
が

具
体
的
な
内
容
は
。

答
　
４
～
５
カ
月
健
診
や

９
～
10
カ
月
健
診
時
に
授

乳
に
関
す
る
相
談
が
多
く
、

そ
れ
に
対
応
す
る
助
産
師

の
増
員
で
あ
る
。

問
　
産
後
う
つ
対
策
も
含

ま
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
具

体
的
な
目
的
は
。

答
　
健
診
を
行
う
こ
と
で

産
後
う
つ
予
防
や
早
期
発

見
、
新
生
児
へ
の
虐
待
防

止
、
出
産
後
の
母
親
の
健

康
状
態
を
確
認
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
年
10
月
か
ら
開
始
で
き

る
よ
う
県
と
調
整
中
。

図
書
購
入

問
　
医
学
書
等
の
よ
う
に

更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
図
書
の
計
画
的
な
購
入

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
　
実
施
計
画
に
計
上
す

る
な
ど
、
計
画
的
に
購
入

す
る
方
向
で
財
政
部
署
と

交
渉
し
進
め
て
い
き
た
い
。

機
器
購
入

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
機
器
の

購
入
に
つ
い
て
、
30
年
度

に
教
育
委
員
会
で
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
リ
ー
ス
に

よ
り
導
入
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
役
場
内
の
機
器
類

は
一
括
購
入
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
し
て
い
る
。
財

政
当
局
と
し
て
の
基
本
的

な
考
え
方
は
。

答
　
29
年
度
か
ら
は
一
括

購
入
を
基
本
と
し
て
い
る
。

30年度予算審議

公民館にもAED
設置が望まれる

医療については常に最新の情報を知っておきたい 歴史ある学びの場

620
万円

夏期大学事業委託
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自
殺
対
策
推
進
協
議
会
」

の
委
員
を
委
嘱
し
策
定
し

て
い
く
。
ま
た
庁
内
連
絡

会
議
の
実
施
や
住
民
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
、
職
員
研
修
、

議
会
へ
の
説
明
等
を
経
て
、

30
年
度
末
ま
で
に
策
定
し
、

概
要
版
を
全
戸
配
布
す
る
。

問
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

内
容
は
。

答
　
町
内
在
住
の
16
歳

以
上
の
男
女
を
対
象
に

１
５
０
０
名
程
度
に
意
識

調
査
を
実
施
す
る
。

諸
証
明
の

　
　
　
　

コ
ン
ビ
ニ
交
付

問
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス

テ
ム
で
は
、
ど
の
よ
う
な

証
明
書
が
取
得
で
き
る
の

か
。

答
　
住
民
票
、
戸
籍
関
係
、

印
鑑
証
明
書
な
ど
の
ほ
か
、

所
得
証
明
、
課
税
証
明
が

取
得
で
き
る
予
定
で
、
31

年
4
月
か
ら
開
始
予
定
で

あ
る
。

ご
み
対
策

問
　
購
入
予
定
の
ボ
ッ
ク

ス
型
ご
み
箱
の
設
置
場
所

は
。

答
　
設
置
場
所
が
決
ま
っ

て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

各
区
か
ら
の
設
置
要
望
等

に
備
え
ス
ト
ッ
ク
す
る
分

の
購
入
と
な
る
。

道
路
・
公
園

問
　
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
内
容
は
。

答
　
協
議
会
の
構
成
団
体

は
14
団
体
で
、
ラ
ウ
ン
ド

ア
バ
ウ
ト
普
及
促
進
の
た

め
、
国
土
交
通
省
等
関
係

者
参
加
の
現
地
見
学
会
、

講
演
会
等
を
行
う
。
30
年

10
月
に
第
5
回
と
な
る
サ

ミ
ッ
ト
を
軽
井
沢
で
開
催

す
る
。

問
　
湯
川
ふ
る
さ
と
公
園

上
流
地
区
の
整
備
工
事
の

内
容
は
。

答
　
役
場
南
西
の
民
地
を

賃
借
し
、
駐
車
場
と
し
て

整
備
す
る
。
現
在
は
段
差

が
あ
る
た
め
車
椅
子
で
も

入
れ
る
よ
う
ス
ロ
ー
プ
を

つ
け
た
園
路
の
整
備
を
予

定
し
て
い
る
。

問
　
雨
宮
池
の
改
修
工
事

の
内
容
は
。
ま
た
、
池
に

水
を
張
る
の
か
。

答
　
離
山
用
水
か
ら
の
取

水
口
に
土
砂
流
入
の
防
止

策
を
講
じ
る
。
ま
た
、
改

修
工
事
後
は
池
に
水
を
張

る
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

助
成
金
2
4
0
0
万
円
の

内
容
は
。

答
　
風
越
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
14
面
分
の
人
口
芝

張
替
工
事
に
対
す
る
助
成

金
で
あ
る
。

30年度予算審議

借宿バイパス線に建設中のラウンドアバウト

町の美観維持には欠かせない

200
万円

ラウンドアバウトサミット
開催委託

29
万円

ボックス型ごみ箱

かつての水辺の景観を早く取り戻してほしい

1000
万円

雨宮池改修工事
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平成30年4月25日　第118号 4

ウ
ィ
ス
ラ
ー
市
姉
妹

都
市
提
携
20
周
年

記
念
碑

問
　
7
0
0
万
円
と
高
額

だ
が
、
ど
の
よ
う
な
検
討

を
し
た
の
か
。

答
　
20
周
年
記
念
と
い
う

こ
と
で
、
ウ
ィ
ス
ラ
ー
市

側
と
話
し
合
い
、
双
方
で

恒
久
的
な
も
の
を
設
置

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
ロ
ゴ
に
な
っ

た
イ
ヌ
ク
シ
ュ
ク
と
し
た
。

ま
た
、
現
地
か
ら
運
ぶ
と

経
費
が
掛
か
り
高
額
と
な

る
こ
と
か
ら
、
高
さ
2 

・

5
メ
ー
ト
ル
で
国
産
の
石

を
使
う
こ
と
で
見
積
も
っ

た
。

　
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、

湯
川
が
ウ
ィ
ス
ラ
ー
市
内

を
流
れ
て
い
る
川
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
の
で
、
湯

川
ふ
る
さ
と
公
園
上
流
地

区
（
役
場
南
）
と
し
た
。

問
　
ど
ん
な
効
果
を
ね

ら
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
姉
妹
都
市
は
町
民
に

な
じ
み
の
な
い
部
分
が
あ

る
。
ウ
ィ
ス
ラ
ー
に
は
山

や
街
の
入
り
口
に
イ
ヌ
ク

シ
ュ
ク
（
道
し
る
べ
）
が

あ
る
。
説
明
板
を
作
り

ウ
ィ
ス
ラ
ー
の
P
R
も
兼

ね
て
設
置
す
る
。

問
　
20
周
年
記
念
と
し
た

理
由
及
び
記
念
碑
と
い
う

形
に
残
る
も
の
と
し
た
理

由
は
。

答
　
20
年
が
一
つ
の
節
目

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
形

に
残
る
も
の
が
良
い
と
の

判
断
か
ら
で
あ
る
。

問
　
見
積
も
り
の
内
訳
は
。

材
質
を
変
え
る
な
ど
費
用

を
抑
制
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答
　
強
度
的
な
も
の
も
含

め
て
専
門
家
が
選
定
し
た

材
質
で
見
積
も
っ
た
額
で

あ
る
。
石
像
本
体
を
赤
城

小
松
石
、
台
座
を
白
御
影

石
で
設
計
し
、
基
礎
工
事
、

重
機
使
用
、
運
搬
費
、
仮

設
道
路
等
の
養
生
費
、
諸

経
費
、
説
明
看
板
等
、
全

体
で
7
0
0
万
円
の
予
算

と
し
て
い
る
が
、
可
能
な

限
り
安
価
で
設
置
し
た
い
。

問
　
記
念
碑
の
必
要
性
に

つ
い
て
町
民
な
ど
に
意
見

聴
取
す
る
考
え
は
。

答
　
町
民
全
体
に
意
見
聴

取
す
る
こ
と
は
不
適
当
と

考
え
る
。

観
光
対
策

問
　
新
宿
ア
ル
タ
ビ
ジ
ョ

ン
で
の
放
映
は
外
国
語

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
考
え
て
い

る
か
。

答
　
30
年
度
は
外
国
人
の

タ
レ
ン
ト
を
使
っ
た
英
語

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
映
像
を

自
由
に
二
次
利
用
す
る
許

可
を
も
ら
っ
て
い
る
。

問
　
雲
場
池
の
駐
輪
場
が

狭
く
、
自
転
車
が
道
路
に

は
み
出
し
て
い
る
。
整
備

す
る
時
は
広
く
し
て
ほ
し

い
。

答
　
今
ま
で
の
駐
輪
場
の

約
2
倍
の
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
よ
う
計
画
し
て
い

る
。自

殺
対
策

問
　
自
殺
対
策
推
進
計
画

の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　

5
月
に
医
療
・
教

育
・
福
祉
関
係
者
等
で
編

成
す
る
「
い
の
ち
支
え
る

30年度予算審議

この図はイメージ図です。実際に設置する
ものとは差異が生じることがあります。

水質浄化の他、自転車置場も整備します

新宿駅東口のアルタビジョン
での観光宣伝

一口
メモ

「イヌクシュク」とは…諸説ありますが、北米の民族が交通の要所で標識として使っ
ていた石組みです。ウィスラー市が会場となった2010年バンクーバーオリンピッ
クのロゴに使われ、ウィスラーヴィレッジ入口やウィスラーマウンテン山頂等、
ウィスラー市内に設置されており、ウィスラー市民や観光客に親しまれています。

一口
メモ

600
万円

観光宣伝放映

6150
万円

雲場池整備工事

700
万円

ウィスラー市姉妹都市提携 20周年
記念碑設置工事

イヌクシュク姿図
正面図 側面図
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平成30年4月25日　第118号3

歳 出
126億

5000万円

民生費
30億1827万円

23.9％ 町税
89億9980万円

71.1％

総務費
26億4260万円

20.9％

財産収入・繰入金・寄附金
11億4267万円 9.0％

教育費
15億9099万円

12.6％

土木費
22億9683万円

18.2％

衛生費
11億7261万円

9.3％

商工費
4億9691万円
3.9％

公債費（借金返済）
5億7412万円 4.5％

繰越金・その他収入
6億6685万円 5.3％

国庫支出金
7億4531万円 5.9％

地方譲与税・交付金
6億5080万円 5.2％

県支出金
4億4457万円 3.5％

消防費
3億3139万円 2.6％

農林水産業費 3億1054万円 2.4％

議会費 1億6199万円 1.3％

労働費他 5375万円 0.4％

歳 入
126億

5000万円

自主財源
108億932万円
（85.4％）

依存財源
18億4068万円
（14.6％）

一般会計予算の内訳

成
時
に
多
言
語
対
応
と
し

て
、
最
低
で
も
英
語
、
中

国
語
も
必
要
で
は
。

答
　
当
面
は
日
本
語
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
立
ち
上

げ
、
そ
の
後
英
語
を
追
加

で
考
え
る
。

問
　
住
民
参
画
に
お
い
て

は
小
・
中
学
生
、
高
校
生

が
未
来
の
町
を
考
え
る
の

で
、
会
議
は
夜
間
で
な
く

土
・
日
に
開
催
し
て
は
。

答
　「
チ
ー
ム
み
ら
い
え

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
継
続

し
て
い
く
の
で
、
土
・
日

の
開
催
も
考
え
た
い
。

問
　
住
民
主
体
で
事
業
を

進
め
、
来
て
も
ら
う
の
で

は
な
く
こ
ち
ら
か
ら
出

向
く
と
い
う
こ
と
だ
が
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
ど

の
よ
う
な
住
民
主
体
の
会

を
も
つ
の
か
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
役
割
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
位
置

付
け
は
。

答
　
各
地
区
に
は
以
前
か

ら
出
向
い
て
説
明
し
て
い

る
。
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
は

各
地
区
公
共
施
設
に
掲
示

し
、
自
分
の
地
域
を
知
っ

て
も
ら
う
よ
う
町
か
ら
投

げ
か
け
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
最
大

限
利
用
す
る
と
と
も
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
も
で
き
る
限
り
活
用

し
て
い
る
。

問
　「
軽
井
沢
駅
北
口
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」、

「
チ
ー
ム
み
ら
い
え
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
新
年
度
の

位
置
付
け
は
。

答
　
北
口
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
で
進

め
る
。
み
ら
い
え
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
現
状
と
同

様
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

と
保
護
者
が
一
緒
に
ま
ち

づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

30年度予算を 審議

一口
メモ

「チームみらいえプロジェクト」とは…子ども達が地域に対する理解を深め、町
の将来を考えるきっかけにするために新たに立ち上がった「22世紀風土フォー
ラム基本会議」のプロジェクトチームの 1つです。

一口
メモ
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平成30年4月25日　第118号 2

一
般
会
計
は
、
大
型
公
共
事
業
が
一
段
落
し
た
28
年
度
、
29
年
度
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

ま
た
30
年
度
は
、
26
年
度
か
ら
続
い
て
き
た
借
宿
バ
イ
パ
ス
線
が
い
よ
い
よ
完
成
段
階
に
入
り
ま
す
。

3
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

信
大
・
東
大
連
携

協
定
寄
附
講
座

問
　
寄
附
講
座
に
よ
り
軽

井
沢
病
院
へ
医
師
派
遣
を

し
て
課
題
を
解
決
し
て
い

く
と
の
こ
と
だ
が
、
他
の

地
域
課
題
を
ど
う
と
ら
え

て
い
る
か
。

答
　
①
病
院
事
業
②
景
観

保
全
、
森
林
整
備
③
6
次

産
業
、
地
産
地
消
④
渋
滞

対
策
⑤
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
⑥
庁
舎
周
辺
整
備

と
と
ら
え
て
い
る
が
、
ま

ず
は
軽
井
沢
病
院
に
特
化

し
問
題
を
解
決
し
て
い
き

た
い
。

問
　
事
業
費
5
千
万
円
は
、

単
に
病
院
へ
医
師
派
遣
を

し
て
医
師
不
足
を
解
消
す

る
た
め
の
も
の
で
は
な
い

の
か
。

答
　
寄
附
講
座
と
医
師
派

遣
と
は
別
で
あ
る
。
寄
附

講
座
は
医
療
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
が
軽
井
沢
病
院
の

在
り
方
等
を
研
究
し
て
い

く
。
事
業
費
は
寄
附
講
座

の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

問
　
寄
附
講
座
に
よ
る
内

科
医
2
名
は
、
い
つ
か
ら

勤
務
す
る
の
か
。
ま
た
常

勤
医
同
様
の
診
察
を
す
る

の
か
。

答
　
30
年
12
月
末
ま
で
に

は
派
遣
す
る
医
師
を
確
定

し
た
い
。
常
勤
医
扱
い
で

週
に
2
日
、
半
日
程
度
は

研
究
に
携
わ
り
、
そ
れ
以

外
は
診
察
す
る
。

問
　
信
大
、
東
大
連
携
事

業
に
対
す
る
町
の
思
い
は
。

答
　
願
っ
て
も
な
い
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
る
。
先
生

方
も
軽
井
沢
の
地
域
的
な

問
題
解
決
に
熱
意
を
も
っ

て
お
り
両
大
学
の
知
識
を

借
り
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
る
。

都
市
デ
ザ
イ
ン
計
画

推
進
事
業

問
　
22
世
紀
風
土
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
新
た
な
取
り
組
み

は
。

答
　
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を

地
域
で
ど
う
考
え
て
い
く

か
が
大
事
な
の
で
、
住
民

が
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
引
っ
張
れ
る
よ
う
人
材

育
成
も
考
え
る
。

問
　
22
世
紀
風
土
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

前年度比

126億5000万円126億5000万円126億5000万円
85億4849万円85億4849万円85億4849万円

0.6％ 減

まずは、軽井沢病院の医師不足解消にむけて

5000
万円

信大・東大連携協定
寄附講座開設

30年度予算を 審議
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平成30年
118

1・31・3

2
8
10
20
22

一般会計に修正動議 !
代表質問・一般質問 町への提言 !
エコツーリズム推進協議会を設置
先進地の取り組みを視察

30 年度予算を審議

表紙：中学校入学式にて
（表紙のことばは19ページ）

検索軽井沢町議会
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編  集  後  記

　昨今、議会議員の選挙が無投票や低投票率で終わったり、アンケートなどで「議員が普段
何をしているかわからない」という回答が多いのをみると、地方議会の存在意義が今ほど問
われている時期がかつてあっただろうか、と感じます。議会は、議会を存続させるためにあ
るのではなく、地域住民のためにあるのが本来の姿であるはずですが、その役割がしっかり
と伝わっていないことが無関心につながっているのかもしれません。県や国に比べて、町民
に最も身近であるという町議会の一番の強みをさらに活かす取り組みが今後も望まれます。
　現任期の議員の発行する議会誌はこの平成 30 年版が最後となります。次期議会において
も、常に有効な発信手段を模索しながら、読者のみなさまが、「地方自治は我が事」と感じ
られる広報活動が続いていくことを願っております。

（本議会誌は、区を通じて回覧で配布させていただいておりますが、必要な方は公共施設、
区施設に置いてございますので、ご自由にお持ちください。
　なお、郵送をご希望の方は議会事務局（TEL 45-8910）までご連絡ください。）

軽 井 沢 町 議 会

議　　長　 　市　村　　　守

　

広報広聴常任委員会

委 員 長　 　押　金　洋　仁

副委員長　 　横須賀　桃　子

委　　員　　 利根川　泰　三

栁　澤　信　介

遠　山　隆　雄

川　島　さゆり

佐　藤　幹　夫

内　堀　次　雄
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